


                 

 

 

序  文 

 

 わがまち志布志は古くより港町として栄え、交易の拠点、交通の要衝として繁栄し、その様子

は「志布志千軒町」と呼ばれるほどでした。そのような経緯から、中世・近世の文化財に恵まれ、

現在も寺院跡や武家屋敷のたたずまいが往時を偲ばせます。これらの文化財は、私たちが過去か

ら受け継いだ貴重な遺産であり、また、未来へと伝えていかねばならない歴史の足跡であると確

信しております。 

 

 それら貴重な文化財の中でも、中世の山城である志布志城は特に貴重な史跡といえます。４つ

の山城から構成される大規模な中世城郭であり、中世の志布志を象徴する重要な史跡であります。 

志布志城跡の保存整備事業は合併以前に志布志町で着手され、市町村合併を経て志布志市に引

き継がれております。その歴史的価値が認められ、平成17年には国指定史跡に列せられ、保存活

用に大いに励みとなりました。国指定史跡となった志布志城跡は埋蔵文化財の調査、史跡の整備

をすすめて参りましたが、平成29年４月６日には日本城郭協会によって「続日本100名城」のひと

つに認定され、広く全国に知られるところとなりました。まさに志布志のシンボルと呼ぶにふさ

わしい史跡であります。 

 

平成の大合併以前の志布志町では国と県の補助を受け、志布志城跡を史跡として保存するとと

もに史跡公園として整備活用する事業を行いました。平成14年度の確認調査を皮切りに、平成15・

16年度に補助事業を導入した確認調査を実施し、前述のとおり17年度には国史跡の指定をいただ

きました。合併により志布志市となった18年度からは本格的な発掘調査に着手し、平成26年度ま

で９か年にわたり志布志城の中心的な役割を担った内城跡について調査を実施しました。 

 

この度、９か年の調査成果を報告すべく本書を発刊するはこびとなりました。われらのふるさ

との歴史を解明する一助となることを願うとともに、文化財の保護、学術研究、学校教育と様々

な場で広く活用されることを願います。 

  

保存整備事業の推進及び本書の発刊にあたり、各分野の専門家の方々をはじめ、各方面の皆様

から御指導と御協力をいただきました。心からの感謝を申し上げます。 

 

 

平成30年３月 

 

志 布 志 市 教 育 委 員 会    

教 育 長  和 田 幸一郎    



例 言 

１ 本報告書は、国県の補助を得て実施した志布志城

跡保存整備事業に伴う内城跡の発掘調査報告書で

ある。１・２次調査の概要報告書『志布志城跡Ⅱ』、

３～５次調査の概要報告書『志布志城跡３』の内

容を包括し６～９次調査を併せて、１～９次調査

の報告書として刊行する。 

２ 調査地は、鹿児島県志布志市志布志町帖字内城地

内である。 

３ 発掘調査は、志布志市教育委員会が調査主体とな

り実施した。 

４ 発掘調査の期間は次のとおり 

１次調査：2006年11月 9日～2007年 3月28日 

２次調査：2007年 8月30日～2008年 2月 8日 

３次調査：2008年 7月14日～10月21日 

４次調査：2009年 9月30日～2010年 3月 9日 

５次調査：2010年 8月 3日～12月16日 

６次調査：2011年 9月 6日～12月26日 

７次調査：2012年 9月10日～2013年 1月 7日 

８次調査：2013年 9月 3日～2014年 2月28日 

９次調査：2014年 6月23日～2015年 2月28日 

５ 本報告書の執筆は、大窪が行った。 

６ 調査費用は国県の補助を受け、志布志市が負担し

た。 

７ 出土遺物及び実測図等は、志布志市教育委員会が

管理し、志布志市埋蔵文化財センターに保管した。 

８ 調査における実測及び測量、写真撮影は作業員の

補助のもと、おもに大窪が行った。遺物の写真撮

影については鹿児島県立埋蔵文化財センターにて

行った。 

９ 調査の実施にあたっては、文化庁記念物課及び鹿

児島県教育庁文化財課の指導・教示を受けた。ま

た、調査の進捗を志布志城史跡公園整備検討委員

会及び、同委員会の専門部会である埋蔵文化財専

門部会に報告し、指導を仰いだ。 

10 調査及び報告書作成にあたり、以下の方々に御教

示を賜った。御芳名を記して感謝申し上げます。

(五十音順・敬称略)柴田圭子(愛媛県埋蔵文化財セ

ンター)、坪根伸也(大分市教育委員会)、橋口亘(南

さつま市教育委員会)、吉岡康弘(鹿児島県埋蔵文

化財調査センター)。 

11 航空写真撮影は、ふじた航空写真に委託した。 

12 遺構測量の一部は、株式会社ジパングサーベイ

(2010年)、株式会社埋蔵文化財サポートシステム

鹿児島支店(2011年)に委託した。 

13 内城跡の測量図は、過去に志布志町教育委員会が

株式会社ありあけ測量に委託して作成したものを

用いた。 

14 青花等の遺物実測に、ビジョンドラフティングシ

ステムＶＤ－Ⅱを使用した。 

15 トレース作業に、３次元描画システム｢トレース３

Ｄくん｣を使用した。 

 

凡 例 

１ 遺物の注記記号は、西暦下２桁に内城跡を示す

「UTI」を組み合わせて表記した。08UTIは2008年

度(H20年度)３次調査出土遺物、14UTIは2016年度

(H26年度)９次調査出土遺物である。 

  ただし、１次調査以前の確認調査では志布志城跡

を示す「SBJ」にトレンチ番号を組み合わせて表記

している。 

２ 遺物番号は通し番号とし、挿図、写真図版とも一

致している。 

 

３ 本書に用いたレベル数値は、すべて海抜高である。 

４ 調査区の表記については、2004・2005年度の確認

調査に際して内城跡の全域に設定された10ｍグリ

ッドを利用した。西から東にアルファベット、南

から北にアラビア数字で表し、表記は｢アルファベ

ット－アラビア数字｣とした。 

５ 土層の色調は、『新版 標準土色帖』の表記に従っ

た。ただし、１～３次調査においてはこの限りで

はない。 
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第１章 調査の経緯 
 

第１節 調査に至る経緯 

平成の大合併以前、志布志町は志布志城跡の保存整備を

目的として史跡公園保存整備事業に着手した。2002年度

(平成14年度)に新城跡の確認調査を実施し、2003･2004年

度に国県の補助事業を導入して４城の確認調査を実施し、

報告書を刊行した。2006年１月１日、志布志町は松山町お

よび有明町と合併し、志布志市となった。志布志城跡は確

認調査を経て歴史的価値が確認され、2006年7月14日に国

指定史跡となった。 

合併後の新市では志布志町より引き継ぐ形で、国指定史

跡「志布志城跡」を史跡公園として保存整備し、活用を図

ることを計画した。2006年度より新たに国県の補助を受け

て整備のための発掘調査を開始し、2006年度の１次調査以

降、2014年度の９次調査まで年次的に調査を実施した。 

調査は志布志市教育委員会が主体となり、文化庁文化財

部記念物課、鹿児島県教育庁文化財課及び鹿児島県立埋蔵

文化財センターの指導並びに助言を得て実施した。 

 

第２節 調査の組織 

志布志城跡整備検討委員会は文化庁記念物課及び鹿児

島県教育庁文化財課の指導を受けた。また、史跡公園整備

検討委員会の下部組織である埋蔵文化財専門部会におい

て鹿児島県教育庁文化財課及び鹿児島県立埋蔵文化財セ

ンターの指導を受けた。 

 

2006年度(平成18年度)１次調査 

調査主体  志布志市教育委員会 

調査責任者 教  育  長  坪田勝秀 

      教 育 次 長  山裾幸良 

調査事務局 文化振興課長  米元史郎 

補佐兼文化振興係長  森重晃一 

文 化 財 係 長  小村美義 

主     事  松元友美 

調査担当者 主     査  大窪祥晃 

 

2007年度(平成19年度)２次調査 

調査主体  志布志市教育委員会 

調査責任者 教  育  長  坪田勝秀 

      次長兼教育総務課長  上村和憲 

調査事務局 文化振興課長  米元史郎 

課 長 補 佐  森重晃一 

文 化 財 係 長  小村美義 

主     査  出口順一朗 

主     事  松元友美 

技  師  補  上集一樹 

調査担当者 主     査  大窪祥晃 

 

2008年度(平成20年度)３次調査 

調査主体  志布志市教育委員会 

調査責任者 教  育  長  坪田勝秀 

調査事務局 生涯学習課長  小辻一海 

文化財管理監  米元史郎 

文化財管理室長  竹田孝志 

埋蔵文化財係長  小村美義 

主 任 主 査  出口順一朗 

主  事  補  相美伊久雄 

調査担当者 主     査  大窪祥晃 

調 査 補 助 員  坂元裕樹 

 

2009年度(平成21年度)４次調査 

調査主体  志布志市教育委員会 

調査責任者 教  育  長  坪田勝秀 

調査事務局 生涯学習課長  小辻一海 

文化財管理監  米元史郎 

文化財管理室長  竹田孝志 

埋蔵文化財係長  上田義明 

主 任 主 査  出口順一朗 

主     事  相美伊久雄 

調査担当  主     査  大窪祥晃 

調 査 補 助 員  坂元裕樹 

 

2010年度(平成22年度)５次調査 

調査主体  志布志市教育委員会 

調査責任者 教  育  長  坪田勝秀 

調査事務局 生涯学習課長  樺山弘昭 

文化財管理室長  竹田孝志 

埋蔵文化財係長  上田義明 

主 任 主 査  相美伊久雄 

調査担当  主 任 主 査  大窪祥晃 

調  査  員  坂元裕樹 

 

2011年度(平成23年度)６次調査 

調査主体  志布志市教育委員会 

調査責任者 教  育  長  坪田勝秀 

調査事務局 生涯学習課長  米元史郎 

文化財管理室長  竹田孝志 

埋蔵文化財係長  上田義明 

主 任 主 査  出口順一朗 
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主     査  相美伊久雄 

調査担当  主 任 主 査  大窪祥晃 

調  査  員  坂元裕樹 

 

2012年度(平成24年度)７次調査 

調査主体  志布志市教育委員会 

調査責任者 教  育  長  坪田勝秀 

調査事務局 生涯学習課長  米元史郎 

文化財管理室長  竹田孝志 

埋蔵文化財係長  上田義明 

主 任 主 査  出口順一朗 

主     査  相美伊久雄 

調査担当  主 任 主 査  大窪祥晃 

調  査  員  坂元裕樹 

 

2013年度(平成25年度)８次調査 

調査主体  志布志市教育委員会 

調査責任者 教  育  長  坪田勝秀 (～2/23) 

               和田幸一郎(2/24～) 

調査事務局 生涯学習課長  樺山弘昭 

文化財管理室長  竹田孝志 

埋蔵文化財係長  上田義明 

主 任 主 査  相美伊久雄 

調査担当  主 任 主 査  大窪祥晃 

調  査  員  坂元裕樹 

 

2014年度(平成26年度)９次調査 

調査主体  志布志市教育委員会 

調査責任者 教  育  長  和田幸一郎 

調査事務局 生涯学習課長  樺山弘昭 

補佐兼文化財管理室長  若松利広 

埋蔵文化財係長  上田義明 

主 任 主 査  相美伊久雄 

調査担当  主 任 主 査  大窪祥晃 

主  事  補  坂元裕樹 

 

2016年度(平成28年度)整理作業 

調査主体  志布志市教育委員会 

調査責任者 教  育  長  和田幸一郎 

調査事務局 生涯学習課長  樺山弘昭 

補佐兼文化財管理室長  若松利広 

埋蔵文化財係長  上田義明 

主 任 主 査  相美伊久雄 

主     事  坂元裕樹 

整理担当  主 任 主 査  大窪祥晃 

 

2017年度(平成29年度)整理作業 

調査主体  志布志市教育委員会 

調査責任者 教  育  長  和田幸一郎 

調査事務局 生涯学習課長  若松利広 

補佐兼文化財管理室長  岩下祥二 

埋蔵文化財係長  上田義明 

主 任 主 査  相美伊久雄 

整理担当  主 任 主 査  大窪祥晃 

 

第３節 検討委員会 

2003年度(平成15年度)より史跡整備の基本計画を策定

するために志布志城史跡公園保存整備事業基本計画策定

検討委員会(以下、委員会)が組織され、専門部会として埋

蔵文化財発掘調査専門部会をおいた。確認調査に対する指

導を受けるとともに史跡整備の基本計画を策定し、2005

年２月に基本計画書を刊行。2006年１月１日、３町合併に

よる新市誕生。すでに基本計画書の刊行を経たため、委員

会の名称を志布志城史跡公園整備検討委員会に変更し、史

跡整備に関する協議・検討を行う組織となった。併せて、

埋蔵文化財発掘調査専門部会も埋蔵文化財専門部会と改

称した。2006年度１次調査より埋蔵文化財専門部会に調査

の指導を受け、委員会には調査の経過及び成果の報告を行

った。また、2010年度より、山城の斜面崩壊への対策を協

議するため法面保護専門部会を組織した。 

2014年度９次調査が完了し整備の基本方針が定まった

ことを受け、2015年度より委員会の規模を縮小、専門部会

を組織せず必要に応じて専門家の指導を受けることとな

った。 

 

2003年度(平成15年度)～2005年度(平成17年度) 

史跡公園保存整備事業基本計画策定検討委員会 

三木靖(鹿児島国際大学短期大学部長) 

服部英雄(九州大学大学院助教授) 

千田嘉博(国立歴史民俗博物館助教授) 

上村俊雄(鹿児島国際大学教授) 

原口泉(鹿児島大学教授) 

北村良介(鹿児島大学教授) 

揚村固(鹿児島県立短期大学教授) 

  永山又男(志布志町文化財保護審議会長) 

  長井實治(東区公民館長) 

  末永雅雄(志布志町観光協会長) 

埋蔵文化財発掘調査専門部会 

三木靖(鹿児島国際大学短期大学部長) 

 本田道輝(鹿児島大学助教授) 

 永山又男(志布志町文化財保護審議会長) 
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2006年度(平成18年度) 

 史跡公園整備検討委員会 

三木靖(鹿児島国際大学生涯学習センター長) 

服部英雄(九州大学大学院教授) 

千田嘉博(奈良大学助教授) 

上村俊雄(鹿児島国際大学教授) 

原口泉(鹿児島大学生涯学習教育研究センター長) 

北村良介(鹿児島大学教授) 

揚村固(鹿児島県立短期大学教授) 

永山又男(志布志市地方文化財保護審議会長) 

  寺田仁志(鹿児島県立博物館主任学芸主事) 

  酒匂景一(東区公民館長) 

末永雅雄(志布志市観光協会長) 

 埋蔵文化財専門部会 

  三木靖(鹿児島国際大学生涯学習センター長) 

本田道輝(鹿児島大学助教授) 

  永山又男(志布志市地方文化財保護審議会長) 

 

2007年度(平成19年度) 

史跡公園整備検討委員会 

 三木靖(鹿児島県文化財保護審議会長) 

服部英雄(九州大学大学院教授) 

千田嘉博(奈良大学准教授) 

上村俊雄(鹿児島国際大学教授) 

原口泉(鹿児島大学生涯学習教育研究センター長) 

北村良介(鹿児島大学教授) 

揚村固(鹿児島県立短期大学教授) 

  永山又男(志布志市地方文化財保護審議会長) 

  寺田仁志(鹿児島県立博物館主任学芸主事) 

酒匂景一(東区公民館長) 

  末永雅雄(志布志市観光協会長) 

埋蔵文化財専門部会 

  三木靖(鹿児島県文化財保護審議会長) 

  本田道輝(鹿児島大学准教授) 

永山又男(志布志市地方文化財保護審議会長) 

 

2008年度(平成20年度) 

整備検討委員会 

三木靖(鹿児島国際大学短期大学部名誉教授) 

服部英雄(九州大学大学院教授) 

千田嘉博(奈良大学准教授) 

上村俊雄(鹿児島国際大学教授) 

原口泉(鹿児島大学生涯学習教育研究センター長) 

北村良介(鹿児島大学教授) 

揚村固(鹿児島県立短期大学教授) 

丸目南兵衛(志布志市地方文化財保護審議会長) 

寺田仁志(鹿児島県立博物館主任学芸主事) 

酒匂景一(東区公民館長) 

堤賢一(志布志市観光協会長) 

埋蔵文化財専門部会 

三木靖(鹿児島国際大学短期大学部名誉教授) 

本田道輝(鹿児島大学准教授) 

丸目南兵衛(志布志市地方文化財保護審議会長) 

 

2009年度(平成21年度) 

史跡公園整備検討委員会 

三木靖(鹿児島国際大学短期大学部名誉教授) 

服部英雄(九州大学大学院教授) 

千田嘉博(奈良大学准教授) 

上村俊雄(鹿児島国際大学教授) 

原口泉(鹿児島大学教授) 

北村良介(鹿児島大学教授) 

揚村固(鹿児島県立短期大学教授) 

  丸目南兵衛(志布志市地方文化財保護審議会長) 

  寺田仁志(鹿児島県立博物館主任学芸主事) 

酒匂景一(東区公民館長) 

堤賢一(志布志市観光協会長) 

埋蔵文化財専門部会 

三木靖(鹿児島国際大学短期大学部名誉教授) 

本田道輝(鹿児島大学准教授) 

丸目南兵衛(志布志市地方文化財保護審議会長) 

 

2010年度(平成22年度) 

史跡公園整備検討委員会 

三木靖(鹿児島国際大学短期大学部名誉教授) 

服部英雄(九州大学大学院教授) 

千田嘉博(奈良大学教授) 

上村俊雄(鹿児島大学名誉教授) 

原口泉(志學館大学教授) 

北村良介(鹿児島大学教授) 

揚村固(鹿児島県立短期大学教授) 

  山畑敏寛(志布志市地方文化財保護審議会長) 

  寺田仁志(鹿児島県立博物館主任学芸主事) 

酒匂景一(東区公民館長) 

堤賢一(志布志市観光特産品協会長) 

埋蔵文化財専門部会 

三木靖(鹿児島国際大学短期大学部名誉教授) 

本田道輝(鹿児島大学准教授) 

新東晃一(南九州城郭談話会副会長) 

 法面保護専門部会 

  北村良介(鹿児島大学教授) 

寺田仁志(鹿児島県立博物館主任学芸主事) 
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山田守(日本緑化工学会理事) 

大神邦昭(ＮＰＯ法人樹木治療研究会理事長) 

馬場興市(鹿児島県文化財保護指導委員) 

 

2011年度(平成23年度) 

史跡公園整備検討委員会 

三木靖(鹿児島国際大学短期大学部名誉教授) 

服部英雄(九州大学大学院教授) 

千田嘉博(奈良大学教授) 

上村俊雄(鹿児島大学名誉教授) 

原口泉(志學館大学教授) 

北村良介(鹿児島大学教授) 

揚村固(鹿児島県立短期大学教授) 

  山畑敏寛(志布志市地方文化財保護審議会長) 

  寺田仁志(鹿児島県立博物館主任学芸主事) 

酒匂景一(東区公民館長) 

堤賢一(志布志市観光特産品協会長) 

埋蔵文化財専門部会 

三木靖(鹿児島国際大学短期大学部名誉教授) 

本田道輝(鹿児島大学准教授) 

新東晃一(南九州城郭談話会副会長) 

法面保護専門部会 

  北村良介(鹿児島大学教授) 

寺田仁志(鹿児島県立博物館主任学芸主事) 

山田守(日本緑化工学会理事) 

大神邦昭(ＮＰＯ法人樹木治療研究会理事長) 

馬場興市(鹿児島県文化財保護指導委員) 

 

2012年度(平成24年度) 

史跡公園整備検討委員会 

三木靖(鹿児島国際大学短期大学部名誉教授) 

服部英雄(九州大学大学院教授) 

千田嘉博(奈良大学教授) 

上村俊雄(鹿児島大学名誉教授) 

原口泉(志學館大学教授) 

北村良介(鹿児島大学教授) 

揚村固(鹿児島県立短期大学教授) 

  新東晃一(南九州城郭談話会副会長)  

那加野久廣(志布志市地方文化財保護審議会長) 

  寺田仁志(鹿児島県立埋蔵文化財センター所長) 

酒匂景一(東区公民館長) 

米元史郎(鹿児島県文化財保護指導委員) 

埋蔵文化財専門部会 

三木靖(鹿児島国際大学短期大学部名誉教授) 

本田道輝(鹿児島大学准教授) 

新東晃一(南九州城郭談話会副会長) 

 法面保護専門部会 

  北村良介(鹿児島大学教授) 

寺田仁志(鹿児島県立埋蔵文化財センター所長) 

山田守(日本緑化工学会理事) 

大神邦昭(ＮＰＯ法人樹木治療研究会理事長) 

馬場興市(志布志市文化財保護指導委員) 

 

2013年度(平成25年度) 

史跡公園整備検討委員会 

三木靖(鹿児島国際大学短期大学部名誉教授) 

服部英雄(九州大学大学院長) 

千田嘉博(奈良大学教授) 

上村俊雄(鹿児島大学名誉教授) 

原口泉(志學館大学教授) 

北村良介(鹿児島大学名誉教授) 

揚村固(鹿児島県立短期大学教授) 

  新東晃一(南九州城郭談話会副会長)  

  寺田仁志(鹿児島県立博物館学芸主事) 

酒匂景一(東区公民館長) 

米元史郎(鹿児島県文化財保護指導委員) 

埋蔵文化財専門部会 

三木靖(鹿児島国際大学短期大学部名誉教授) 

本田道輝(鹿児島大学教授) 

新東晃一(南九州城郭談話会副会長) 

 法面保護専門部会 

北村良介(鹿児島大学名誉教授) 

寺田仁志(鹿児島県立博物館学芸主事) 

山田守(日本緑化工学会理事) 

大神邦昭(ＮＰＯ法人樹木治療研究会理事長) 

馬場興市(志布志市文化財保護指導委員) 

米元史郎(鹿児島県文化財保護指導委員) 

 

2014年度(平成26年度) 

史跡公園整備検討委員会 

三木靖(鹿児島国際大学短期大学部名誉教授) 

服部英雄(九州大学大学院長) 

千田嘉博(奈良大学学長) 

上村俊雄(鹿児島大学名誉教授) 

原口泉(志學館大学教授) 

北村良介(鹿児島大学名誉教授) 

揚村固(鹿児島県立短期大学教授) 

  新東晃一(南九州城郭談話会副会長)  

  寺田仁志(鹿児島県立博物館学芸主事) 

酒匂景一(東区公民館長) 

米元史郎(鹿児島県文化財保護指導委員) 

埋蔵文化財専門部会 
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三木靖(鹿児島国際大学短期大学部名誉教授) 

本田道輝(鹿児島大学教授) 

新東晃一(南九州城郭談話会副会長) 

 法面保護専門部会 

北村良介(鹿児島大学名誉教授) 

寺田仁志(鹿児島県立博物館学芸主事) 

山田守(日本緑化工学会理事) 

大神邦昭(ＮＰＯ法人樹木治療研究会理事長) 

馬場興市(志布志市文化財保護指導委員) 

米元史郎(鹿児島県文化財保護指導委員) 

 

2015年度(平成27年度) 

史跡公園整備検討委員会 

三木靖(鹿児島国際大学短期大学部名誉教授) 

上村俊雄(鹿児島大学名誉教授) 

原口泉(鹿児島県立図書館長) 

北村良介(鹿児島大学名誉教授) 

揚村固(鹿児島県立短期大学教授) 

  新東晃一(南九州城郭談話会副会長)  

  米元史郎(鹿児島県文化財保護指導委員) 

 

2016年度(平成28年度) 

史跡公園整備検討委員会 

三木靖(鹿児島国際大学短期大学部名誉教授) 

上村俊雄(鹿児島大学名誉教授) 

原口泉(鹿児島県立図書館長) 

北村良介(鹿児島大学名誉教授) 

揚村固(鹿児島県文化財保護審議会委員) 

  新東晃一(南九州城郭談話会副会長)  

米元史郎(鹿児島県文化財保護指導委員)  

 

2017年度(平成29年度) 

史跡公園整備検討委員会 

三木靖(鹿児島国際大学短期大学部名誉教授) 

上村俊雄(鹿児島大学名誉教授) 

原口泉(鹿児島県立図書館長) 

北村良介(鹿児島大学名誉教授) 

揚村固(鹿児島県文化財保護審議会委員) 

新東晃一(南九州城郭談話会副会長)  

米元史郎(鹿児島県文化財保護指導委員) 

 

第４節 調査の経過 

 各年度の調査の経過について月毎の概略を記す。 

2006年度(平成18年度)１次調査 

 11月９日から３月28日 実働84日。 

<11月> 

プレハブ用地の草払いを行った後、プレハブを設置。13

日より発掘調査開始。曲輪３下段Ｈ－14区の調査に着手。 

<12月> 

曲輪３下段、山城に関する生活面と考えられる層を調査。

調査区をＩ－14区、Ｈ－13区に拡張。 

<１月> 

曲輪３下段、築城面と考えられる面で遺構精査。柱穴・

土坑等を確認。Ｇ－14区の調査に着手。曲輪２上段、Ｋ－

12区の調査に着手。山城に関する生活面と考えられる層を

調査。 

<２月> 

曲輪３下段、遺構精査。遺構実測委託。曲輪２上段、築

城面と考えられる面で遺構精査。柱穴・土坑等を確認。Ｋ

－11区及びＬ－14区の調査に着手。 

<３月> 

曲輪２上段、遺構精査。遺構実測委託。航空写真撮影委

託。調査区埋め戻し完了。 

 

2007年度(平成19年度)２次調査 

８月30日から２月８日 実働68日。 

<８月><９月> 

８月30日プレハブ設置用地の草払いを行った後、プレハ

ブを設置。９月４日より発掘調査開始。曲輪２上段Ｋ－14

区の調査に着手。 

<10月> 

曲輪２上段Ｌ－14区の調査に着手。曲輪３下段Ｈ－15

区の調査に着手。 

<11月> 

曲輪２上段Ｋ－15区、Ｉ－15区の調査着手。曲輪面Ｈ－

16区、Ｉ－16区、 

<12月> 

曲輪２上段及び３下段、遺構実測委託。航空写真撮影委

託。埋め戻し完了。 

<１月><２月> 

１月中旬及び２月上旬に埋め戻し後の状況確認を行い、

２月８日をもって調査終了。 

 

2008年度(平成20年度)３次調査 

７月14日から10月21日 実動48日。 

<７月> 

曲輪３下段にて、2007年度調査(２次調査)にて空堀状の

遺構の存在が確認されたＨ・Ｉ－16区に3-1Tを設定し調査

に着手。 

<８月> 

Ｈ・Ｉ－16区にて空堀及び方形土坑を検出。虎口の調査

のため、Ｊ－15区に２次調査の調査区を延長する3-2Tを設

− 5−



定。調査の状況に合わせて拡張。Ｇ－15区に3-3Tを設定し

て調査開始。柱穴を検出。曲輪３上段への通路となってい

るＩ－16区に3-5Tを設定。配石による階段遺構を検出。 

<９月> 

Ｈ－13区に2006年度調査(１次調査)を南に延長する

3-4Tを設定。各トレンチにて遺構精査を実施。遺構平面図、

土層断面図作成。 

<10月> 

10月３日、埋蔵文化財専門部会を開催。現地にて指導を

受ける。3-3Tで検出された柱穴と２次調査で検出された遺

構との関係を見るため、２次調査時の調査区を一部、再発

掘。実測図を作成した。遺構精査及び平面図作成の後、埋

め戻しに着手し、10月21日に調査終了。 

 

2009年度(平成21年度)４次調査 

９月30日から３月９日 実動60日。 

<９月><10月> 

曲輪１の中央部分、Ｈ－４区にトレンチを設定し調査開

始。覆土の遺物一括取り上げ、遺構検出。 

<11月> 

曲輪１の調査区を西に拡張、覆土の遺物一括取り上げ、

遺構検出。 

<12月> 

曲輪１の調査区を北(Ｈ－５区)及び南(Ｈ－３区)に拡

張、遺構検出。曲輪２上段Ｊ－９区にトレンチを設定、遺

構検出。 

<１月> 

曲輪１の調査区をさらに西に拡張、曲輪の造成部と見ら

れる部分を調査。曲輪１・２上段、平面測量等委託。曲輪

１・２上段、航空写真撮影委託。12日、整備検討委員会開

催。21日、埋蔵文化財専門部会開催。 

<２月><３月> 

２月４日、文化庁記念物課佐藤主任調査官及び県文化財

課指導。曲輪１・２上段の遺構精査、遺構実測。埋め戻し

に着手するも、降雨により中断。３月９日、調査終了。 

 

2010年度(平成22年度)５次調査 

８月３日から12月26日 実動58日。 

<８月><９月> 

曲輪４上段にトレンチを設定し、調査開始。崩壊が危惧

される曲輪４上段の現状、調査地点の選定については、７

月28日に開催された整備検討委員会法面保護専門部会の

指導を受けた。遺構が検出された５Ｔ、６Ｔでは、必要に

応じてトレンチを拡張した。８月24日、埋蔵文化財専門部

会を開催し、現地にて指導を受けた。 

<10月> 

曲輪４上段の調査と並行して、Ｊ－10区にトレンチを設

定し、曲輪２下段の調査に着手。４次調査の成果に基づき、

遺構検出を実施した。曲輪の狭隘な部分については、安全

面を考慮し、トレンチで確認調査を実施した。曲輪２下段

の調査と並行し、1-1Ｔを設定し曲輪１と曲輪２下段の間

に存在する平坦面の調査に着手。1-2Ｔを設定し、空堀の

調査に着手。Ｉ－４区にトレンチを設定し、曲輪１の調査

に着手。進捗に併せて北(Ｉ－５区)と南(Ｉ－３区)へトレ

ンチを拡張。曲輪２下段から曲輪１へと調査を移行。10

月６日、整備検討委員会を開催し、現地にて指導を受けた。 

<11月> 

曲輪１・２下段を中心に遺構精査。曲輪１及び２下段の

航空写真撮影。遺構実測。 

<12月> 

すべての調査区について、写真撮影及び測量を完了。順

次埋め戻し、12月16日に調査終了。 

 

2011年度(平成23年度)６次調査 

 ９月６日から12月26日 実働33日。 

<９月> 

 ６日、大野久尾地区の曲輪６上段に１Ｔを設定し、調査

開始。以降、10Ｔまでを設定し調査。 

<10月> 

 曲輪６上段の調査に並行して曲輪15上段に11Ｔを設定

し、調査着手。以降17Ｔまで設定。６上段に17Ｔ、15上段

に18～20Ｔを設定。 

10月27日、埋蔵文化財専門部会開催。現地指導により一

部トレンチの拡張及び追加調査に着手。 

<11月> 

11月１日、新東晃一氏による現場指導、空堀２の調査着

手。空堀断面測量、埋め戻し。７日、６上段と15上段の間

の空堀部分を重機を用いて調査。８・９日、整備検討委員

会開催。15・16日、佐藤正知主任文化財調査官による現場

指導及び協議。26日、橋口亙氏による遺物指導。 

<12月>  

 すべてのトレンチについて、写真撮影及び測量を経て、

順次埋め戻し。埋め戻し完了後、数日の期間をおいて現地

を確認し、26日に調査完了。 

  

2012年度(平成24年度)７次調査 

９月10日から１月７日 実働39日。 

<９月> 

 ６次調査の結果を元に曲輪６上段に５×11ｍの調査区

を設定し、調査開始。12日には調査区の東に５×５mで新

たな調査区を設定。21日、６上下段の間にトレンチを設定

し調査開始。調査区１と２の間に５×10ｍの調査区を設定。
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曲輪の南側５ｍ幅で調査することとなる。 

<10月> 

 曲輪６と曲輪15の間、通路部分に２×２ｍでトレンチを

設定。６上下段間のトレンチにて堀底を検出。６上段と下

段の間に空堀(空堀８)が存在することを確認した。６上段

土層断面測量。９日、新東晃一氏、現場指導。６上段、虎

口検出。６上下間空堀、写真撮影。 

<11月> 

 ６日、新東氏指導。曲輪６と曲輪15間の空堀(空堀８)、

重機にて掘り下げを実施。８日、埋蔵文化財専門部会開催。 

空堀８、完掘。測量作業に移行。27日、検討委員会開催。 

<12月><１月> 

 埋め戻し作業開始。空堀８、重機による埋め戻し。12

月26日、埋め戻し完了。１月７日、埋め戻し後の現地確認

を行い調査終了。 

 

2013年度(平成25年度)８次調査 

９月３日から２月28日 実働73日。 

<９月> 

 ７次調査の結果を元に曲輪15上段に12×２ｍのトレン

チ(１Ｔ)を設定し、調査開始。８次調査時の空堀８調査区

より東方向に２×10ｍのトレンチ(２Ｔ)を設定。２Ｔを延

長するように２×10ｍのトレンチ(３Ｔ)を設定。３基のト

レンチでＴ字状に調査を行う。 

<10月> 

 ７次調査時のトレンチと１Ｔをつなぎ北側に延長する

トレンチ(４Ｔ)を２×７ｍで設定。３Ｔで溝状遺構を検出、

トレンチを拡張。４Ｔをさらに北側に延長する２×10ｍの

トレンチ(５Ｔ)を設定。18日、検討委員会開催。 

<11月> 

 南北トレンチにて曲輪上下段の境界を確認。境界部から

西に10×２ｍのトレンチ(６Ｔ)を設定。６Ｔにて曲輪端部

を確認。８日、新東氏指導。14日、埋蔵文化財専門部会開

催。３Ｔ拡張、溝状遺構確認。26日、法面保護専門部会開

催。断面測量等実施。15上段、写真撮影。 

<12月> 

 ４日、新東氏指導。５日、文化庁記念物課佐藤主任調査

官指導。10日、重機による排土繰り及び表土剥ぎ実施。12

日、整備検討委員会開催。 

<１月> 

 14日、曲輪３下段の登山道部分にトレンチを設定し現状

確認を実施。現況より２ｍは崩土であることを確認。21

日、新東氏指導。22日、15上段の虎口実測。27日、完掘写

真撮影。 

<２月> 

 ３日、人力による埋め戻し開始。12日、重機による埋め

戻し開始。虎口部分を人力で保全。25日、埋め戻し終了。

28日、埋め戻し後の現地確認を行い調査終了。 

 

2014年度(平成26年度)９次調査 

 ６月23日から２月28日 実働77日 

<６月> 

９次調査のトレンチを拡張するかたちで曲輪15上段の

南側に４×20ｍの調査区を設定し、調査開始。 

<７月> 

 17日、埋蔵文化財専門部会開催。内城跡北側の法面保護

工事予定か所について確認調査を実施。道跡を確認。内城

の一部(添曲輪)と判断される。AF-30区ほかで焼土域検出。 

<８月> 

 調査区全域を東西に延びる溝跡を把握。ミニトレンチを

設定して調査。12日、新東氏指導。添曲輪の遺構精査を実

施し、21日埋め戻し。調査区の遺構保全を行い、25日を以

って一時休止。 

<11月> 

 ４日、調査再開。AE-39区ほか８次調査トレンチを再掘。

曲輪15上段の西側に拡張。26日、整備検討委員会開催。 

<12月> 

 曲輪15上段の端部、下段との境界にトレンチを設定し調

査着手。曲輪６上段の虎口を検出する目的で６上下段の境

界にトレンチを設定。曲輪15上段の西側端部にトレンチを

設定し、曲輪の範囲を確認。25日、新東氏指導。６上段の

虎口を確定。 

<１月> 

 写真撮影実施。曲輪15上下段境界、15上段西端の埋め戻

し着手。調査区測量。 

<２月> 

 20日、重機による埋め戻し開始。６上段の虎口、人力に

よる埋め戻し開始。24日、埋め戻し作業終了。28日、埋め

戻し後の現地確認を行い調査終了。 
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第２章 遺跡の位置と環境 
 

第１節 地理的環境 

志布志は鹿児島県の東部、宮崎県との県境に位置する。

志布志湾に面した前川河口付近のシラス台地の先端部

に、内城、松尾城、高城、新城の４つの中世山城が存在

し、この４城の総称として「志布志城」の名称が用いら

れている。 

内城と松尾城の間に存在する沢目記馬場と称された

通りをはじめとし、中近世には山城の周辺に武家屋敷が

立ち並び、麓を形成していた。内城の山裾、現在の志布

志小学校の場所に領主の居館が存在し、近世には地頭仮

屋が設置された。 

麓地区を中心として、数多く存在した寺院のほとんど

は明治の廃仏毀釈によって廃寺となったが、県指定史跡

である宝満寺跡には庭園や住職墓地が残り、石峰寺の庭

園も平山氏庭園として国指定庭園の一部となり、往時の

姿を伝えている。 

 内城の東には、北から南へと流れ志布志湾にそそぐ前

川が存在する。藩政時代には前川の西岸に蔵奉行所や津

口番所が置かれていた。津口番所が存在したとされる場

所は市指定史跡として残されているが、現在は河川改修

等がなされ、往時の痕跡を見ることはできない。 

  

第２節 歴史的環境 

中世以前 

 内城跡の城域内のうち、大野久尾には縄文時代の遺跡

が存在することが知られている。また、各曲輪の調査に

おいても縄文土器の出土が確認されている。 

 

中世 

志布志は、万寿３年(1026)平季基によって開かれた大

荘園島津荘の港であり、物流の要衝として繁栄した。 

現在の志布志市のうち志布志町と松山町及び有明町

の西側は救仁院と称され、平安末期の文治５年(1189)よ

り救仁院氏によって治められた。 

志布志城の正確な築城年は不明だが、南北朝期に松尾

城と内城が築かれたと考えられ、その後、高城と新城が

築かれたとされている。また、長い戦乱の年月を経過す

るうちに、規模の拡張が行われたとされ、特に内城では

中野久尾、大野久尾が造成され、大規模な拡張が行われ

たと推測される。 

 南北朝期の建武３年(1336)に「救仁院志布志城」の肝

付兼重が重久氏に敗れている。この時点で「志布志城」

の存在が確認されるが、この志布志城は築城時期が最も

早いとされる松尾城を指すと考えられる。その後、正平

３年(1348)に楡井頼仲が松尾城に入っている。 

 延文２年(1357)、楡井頼仲は志布志城と拠城である大

崎胡麻崎城を北朝方に攻略され大慈寺宝池庵にて自刃

した。その後をうけ、南朝方に転じた島津氏久の養子分

である新納実久が志布志に入った。対して北朝方は日向

守護畠山直顕が志布志内城に入り、松尾城の新納実久を

攻めたとされ、この時点で内城と松尾城が存在している。 

戦いの結果、島津氏久の救援を受けた新納実久が内城

を占拠した。これにより、志布志は島津氏の領有すると

ころとなった。異説もあるが、氏久が内城に入ったのは

貞治４年(1365)頃と推定されている。 

 長禄２年(1458)以降、日向南部で伊東氏等の合戦が相

次ぎ、志布志城は前線の拠点として利用された。天文５

年(1536)、島津氏内の勢力争いを受け、志布志城の新納

氏は櫛間城(宮崎県串間市)にいた豊州家島津氏の島津

忠朝に攻められ、同７年(1538)には、島津忠朝・北郷忠

相・肝付兼続に三方より攻められて降伏し、志布志城に

は豊州家の島津忠朝が入った。 

永禄元年(1558)以降、肝付氏が毎年の様に志布志を攻

め、同５年(1562)、肝付兼続が攻め落として志布志に入

った。その肝付氏も天正４年(1576)には伊東氏に敗れて

勢力を失うと、同５年(1577)より志布志城は島津氏が領

有するところとなり、志布志地頭が置かれた。日向地方

を島津氏が平定したことにより、軍事拠点としての意義

が低下し、この時期より山城としての利用がなされなく

なったと推測されている。 

 

近世 

 藩政期に入ると志布志城の麓、かつて領主の居館が存

在したと考えられる場所に地頭仮屋が置かれ、志布志郷

の中心を担った。 

志布志城は山城として軍事的に利用されることはな

かったが、志布志麓のランドマーク的存在として、祭礼

等に使用されたと考えられる。寛永通寳、鉄砲玉と見ら

れる鉛玉や瓦片等が出土することから、近世期において

も曲輪には建物が存在し、何らかの活用が行われたこと

をうかがわせる。 

 

近代以降 

 地頭仮屋の場所には小学校が建設されている。第二次

世界大戦時には、山城のシラス壁面を利用して防空壕が

造られた。複数の曲輪には直径数ｍの穴が残されており、

地元では砲台の痕跡と言われている。近代以降、一部の

曲輪は宅地として造成された可能性がある。 
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第３節 「志布志記」の記載と縄張図 

 「志布志記」は、志布志郷の歴史・地誌・伝承等がま

とめられた資料である。原本は遺されていないものの、

近年まで少なくとも４冊の写本が存在し、江戸時代末期

の天明３年(1783年)に書かれたと推測されている。 

写本のひとつは「志布志旧記」として知られる資料で

ある。「志布志旧記」は上下巻２冊の資料とされている

が、上巻は「志布志記」の内容に明治期の資料を併せた

ものとなっている。「志布志記」の写本に明治期の資料

や神社関係の資料を併せたものを「志布志旧記」と改題

したものと考えられる。そのため、写本による細かな差

異はあるものの「志布志旧記」上巻は「志布志記」と同

じ内容を含んでいる。また、「志布志記」より早く書か

れた「古今花筐」は「志布志記」と同じ内容を含んでお

り「志布志記」は「古今花筐」を下敷きにして記された

とされている。 

 「志布志記」には、志布志城の概略や歴史等が記され

ている。その多くは城主一族の来歴、島津氏の歴史に関

する部分であるが、山城の構造、名称に触れている部分

もある。該当部分を以下に抜粋する。なお、読み下しは

志布志町郷土資料(４)『志布志記』に拠り、一部を常用

漢字に改めた。 

 古城三ツ 惣廻リ拾四丁二十四間 

 内内城   高サ 四十間 

  中野久尾 高サ 右同 

  大野久尾 高サ 右同 

一 此三丸の外囲一ツにして大堀段々内に有りて 

丸々分れたり 

一 太守公御仮屋 内城の鼻崎、矢倉の場の下 

  其初る所の年間不詳 御座之間、大広間、御番所、 

祇候所、兵具蔵、焔焇蔵、役々詰所有 

 

以上のように、「志布志記」では「古城三ツ」として

内城・中野久尾・大野久尾の名称を記している。「三丸

の外囲一ツ」とあることから、これらの名称がひとつの

城の中の主要な曲輪それぞれを指すことがわかる。また、

御仮屋に関する記載から内城に「矢倉の場」と呼ばれる

場所があったことがわかる。 

 「志布志記」の内容を踏まえて『志布志町誌 上巻』

では、内城を志布志城として曲輪に矢倉場、本丸、中野

久尾、大野久尾の名称を与えている。 

旧志布志町において新たに内城跡の縄張図を作成す

る際、以上の経緯から「志布志記」記載の名称を曲輪の

名称とした。縄張図は鹿児島女子短期大学学長(当時)三

木靖によって作成され、志布志町教育委員会で随時、修

正が加えられた。合併後の志布志市においても、この縄

張図に調査の成果を反映した修正を加え、使用している。 

現在の縄張図で「志布志記」記載の名称に合致する曲

輪は、矢倉場が曲輪１、内城が曲輪３上段、中野久尾が

曲輪４及び５、大野久尾が曲輪６及び15である。 

 また、「志布志記」には志布志城の大手口等について

も記載があり、志布志城を構成する内城以外の残りの３

城についても記載がある。 

一 小渕口城戸 小渕の上通路口をいふ 

  凡志布志城中に五口あり、所謂大手口、西谷口、沢 

目記口、向川原口、小渕口也、此五口城中外曲輪の 

関門とす 

一 沢目記口城戸 水車の前土橋際也、是より下一流 

を沢目記馬場と云なり 

一 松尾城 惣廻り九町十四間高サ二十七間 

一 高城 松尾城の南大手の上、高さ二十七間四尺五 

  寸 

一 新城 高城の西、海徳寺の上、高さ右同 

   右二城惣廻り九町二十六間 

一 西谷口城戸 西谷出迦れ、是より下一流を西谷馬 

  場と云 

一 舛形 大手口 

一 追手口城戸 虎口あり 

 

 これらの記載から、三木靖は「日向国志布志城の変遷

と縄張」において、「志布志記」に記された志布志城の

五口は内城のみのものではなく、松尾城を含んだ範囲の

城戸としている。 

現在、「志布志城」の用語は内城、松尾城、高城、新

城の４城の総称として用いられている。しかし、志布志

城の範囲及び構成を考える場合、あるいは単に「志布志

城」という呼称を用いる場合に、内城のみ、内城と松尾

城、４城すべて、のいずれを意味するかを検討していく

必要がある。 

 

参考資料 

 志布志町教育委員会 志布志町郷土資料集(４)『志布

志記』2000 

志布志町教育委員会 志布志町郷土資料集(２)『掟・

古今花筐』1997 

難波経健 鹿児島県資料拾遺20『志布志旧記(上巻)』

1990 

志布志町『志布志町誌 上巻』1972 

新人物往来社『日本城郭体系 第18巻 福岡・熊本･鹿

児島』1979 

三木靖「日向国志布志城の変遷と縄張」志布志町教育

委員会『志布志城跡関係資料集Ⅰ』2005 
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第１図　内城跡縄張図
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第１図　内城跡縄張図

 

志布志城関連年表 

 

年  代 内     容 

文治５年(1189) 

建久２年(1191) 

建久８年(1197) 

文永８年(1271) 

正和５年(1316) 

元弘元年(1331) 

建武元年(1334) 

建武３年(1336) 

興国元年(1340) 

正平３年(1348) 

正平６年(1351) 

 

正平12年(1357) 

 

 

正平13年(1358) 

正平16年(1361) 

正平20年(1365) 

天授３年(1377) 

応永８年(1401) 

応永11年(1404) 

応永16年(1409) 

文明６年(1474) 

 

天文４年(1535) 

天文５年(1536) 

天文７年(1538) 

永禄元年(1558） 

永禄３年(1560) 

永禄７年(1564) 

 

天正元年(1573) 

天正４年(1576) 

 

天正５年(1577) 

天正15年(1587) 

元和元年(1615) 

安楽平九郎為成に代わり、救仁院平八成直が救仁院地頭弁済使となる 

救仁院平八成直、地頭弁済使職を解任される 

建久図田帳に 島津荘寄郡救仁院90町 地頭右兵衛忠久 とある 

この頃、救仁院地頭方沙 汰人は図師馬入道道西 

救仁院地頭沙弥蓮正、宝満寺に志布志の地を寄進 

日向方惣地頭北条守時、救仁院・救仁郷の地頭代官救仁郷資清、宝満寺に土地屋敷を寄進 

この頃、救仁郷・救仁院地方は千種忠顕の所領か 

重久篤兼、志布志城の肝付兼重を攻め落とす 

楡井頼仲、大慈寺を創建 

楡井頼仲、松尾城で挙兵 

畠山直顕、楡井頼仲の松尾城を攻め落とす 

直顕、田浦条と岩広名を大慈寺に寄進 

楡井頼仲、挙兵するも松尾城陥落し、頼仲は自刃する 

新納実久、松尾城に入る 

内城の畠山直顕、実久を攻めるが、島津氏久が実久を助け、直顕は櫛間に退く 

菊池武光、志布志に進行し大慈寺に禁札を出す 

島津氏久、大慈寺に岩広名半分を寄進。氏久、志布志に帰る 

この頃、氏久は志布志に居を定める 

氏久、内城より出陣し、都城に今川了俊を破る 

櫛間の本田忠親、志布志城を攻め、熊田原兄弟討死(犬之馬場合戦) 

島津元久、日向、大隅の守護職となる 

島津元久、薩摩の守護職となる(以降、島津氏が三州の守護職を歴任) 

この頃、志布志に新納是久及び忠明、肝付に肝付兼忠、救仁郷に肝主税助、櫛間に伊作久逸

及び又四郎 

新納氏は志布志に居城し、梅北・財部・市成・垂水・牛根等を領有 

豊州島津氏忠朝、志布志城を攻める 

新納氏敗れ、新納忠茂は佐土原へ去る。島津忠朝が志布志城に入る 

肝付兼続、肝付竹友に志布志を攻めさせ、島津方伊藤源四郎と向川原にて戦う 

豊州島津氏、志布志城を去り、肝付良兼が入城 

肝付兼続、重臣とともに志布志城に入る 

肝付竹友、地頭として志布志に入る 

末吉の北郷時久と肝付氏が国合原にて戦い、肝付竹友戦死 

志布志地頭肝付兼石、南郷で戦死 

肝付兼護の所領は高山のみとなり志布志などは島津所領になる 

志布志に島津氏の初代地頭鎌田政近が入る 

豊臣秀吉の日向国城割により松尾城は廃城の対象となる（破壊されず） 

一国一城令発布 この頃には廃城か 
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第３章 調査の方法と成果 
 

第１節 調査の方法 

調査は内城跡の曲輪面を対象としたもの、空堀を対象

としたもの、土塁を対象としたものに大別される。 

曲輪面の調査においては、築城面と想定される部分ま

でを調査し、遺構の検出と遺物の取り上げを行った。遺

構の調査に当たっては、完堀を行わず半裁やクォーター

カット、ミニトレンチによる調査を行った。調査区及び

トレンチの埋め戻しは、半裁した遺構やミニトレンチに

土嚢袋やビニール袋等を利用して丁寧に土を詰め、遺構

面に寒冷紗を敷いた上で遺構を土嚢等で保護した。埋め

戻しには各曲輪の排土を用いた。 

空堀の調査においては、必要に応じて重機を使用し、

堀底の確認を主目的とした調査を実施した。調査後は各

空堀の排土を用いて埋め戻しを行い、現況復旧に努めた。 

土塁の調査においては、土塁の築造方法を確認するこ

とを主目的として調査を実施した。特に土塁及び曲輪の

崩壊、流出の危険に留意して調査を実施した。調査後は

土嚢袋を用いて土塁斜面の復元復旧に努め、復旧後の崩

壊・流出が発生しないよう留意した。 

 

第２節 層序 

志布志城は山城であるため、築城時には大規模な造成

が行われたと考えられる。曲輪部分では傾斜する自然地

形を削平して平坦面を得ているため、築城面より上層の

自然堆積層は見られない。また、削平によって生じた排

土を用いて造成を行った部分や土塁等では、自然堆積と

は異なった人為的な盛土による層が確認される。 

自然地形としての基本層序を想定し、この基本層序に

該当する層についてはローマ数字で示し、築城及び山城

の使用に関連する土層についてはアラビア数字を用い

て特徴を示した。 

 

基本層序 

Ⅰ層：表土。旧耕作土と考えられる茶色軟質土を主体と

し、大正火山灰を包含する。場所によっては、大

正火山灰に伴う軽石が薄い層状の堆積を示し、色

調・土質により細分される。 

Ⅱ層：暗茶褐色土。場所によっては明度が下がり黒色を

呈する。また、堆積状況が良好な地点では、ゴマ

シオ状と表現される細粒火山灰を包含する場合

がある。これは霧島を起源とする火山灰に比定さ

れ、「御池」と通称される。 

Ⅲ層：暗黄色火山灰土。「アカホヤ」と通称される鬼界

カルデラを起源とする火山灰の二次堆積層。上方

には「池田」と通称される池田カルデラの爆発に

起源する降下軽石が浮遊して点在している。 

Ⅳ層：黄橙色火山灰土。アカホヤ火山灰。堆積状況が良

好な場所では、やや硬質である。堆積状況が良く

ない場所では、硬化したブロック状に確認される

場合がある。志布志城跡では築城時の排土と見ら

れるⅣ層土が、土塁の盛土等に利用されている状

況が確認されている。 

Ⅴ層：黒色土。縄文時代早期の遺物包含層に相当する。

場所によっては上方が青みがかるほか、淡色を呈

する場合もある。また、最下部では下層の影響を

受け、やや明度が増す。 

Ⅵ層：乳白色火山灰土。薩摩火山灰土。「サツマ」と通

称される層である。 

Ⅶ層：茶褐色粘質土。「チョコ層」と通称される層であ

る。粘質を持ち、やや硬質。下方では明度が下が

り暗茶色を呈し、場所によっては厚く堆積し数層

に細分される。 

Ⅷ層：黄褐色火山灰土。Ⅸ層と同起源であり、「ヌレシ

ラス」と通称される層である。志布志城跡では、

曲輪３下段等で築城面として確認される。 

Ⅸ層：白色火山灰土。白色を呈し砂質。一般に「シラス」

と呼ばれている層である。志布志城跡では築城面

として確認されるほか、土塁等の盛土等に利用さ

れている状況が確認されている。 

 

第３節 曲輪１の調査 

(１) 調査の概要 

曲輪１は矢倉場と称され、内城跡の南端部に位置する

曲輪である。2004・2005年度に実施した確認調査によっ

て、本来は曲輪の東西が上下段に分かれていたことが確

認されている。４次調査(Ｈ-３～５区)及び５次調査(Ｉ

-３～５区)として、上段部分である曲輪東側の調査を実

施した。 

曲輪面は少なくとも太平洋戦争後、現在より数十年前

まで宅地として利用され家屋が存在していた。このため、

白色火山灰土(Ⅸ層2.5Y7/2)面で遺構を検出したものの、

近現代の造成によるものか中世の遺物包含層は失われ

ていた。曲輪面からは、多数の柱穴、方形土坑４基、溝

跡２条を検出した。柱穴からは２棟の堀立柱建物跡が想

定された。また、曲輪の築造に関する造成、築造以前の

流水の痕跡が確認された。 

５次調査においては曲輪面とは別に、曲輪１の北側を

東西に走る空堀をはさみ曲輪１の東側に存在する平坦 
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面の確認を目的としたトレンチ(１-１Ｔ)、空堀の確を

目的としたトレンチ(１-２Ｔ)を設定し、調査を実施し

た。 

 

(２) 遺構 

柱穴・掘立柱建物跡 

 柱穴には、礎石を有するものが確認されたが、それの

みで構成される建物は想定できなかった。後述の方形土

坑２に接する大型の柱穴は上下２面に礎石を有し、２時

期に渡り同一の柱穴を利用した可能性がある。 

堀立柱建物跡１は、２間×３間の規模で、溝跡と方形

土坑１の上に想定され、建物を構成する複数の柱穴が溝

跡内で確認されている。これらは溝跡の平面検出時には

確認されず、ミニトレンチによる調査で判明した柱穴で

ある。堀立柱建物跡２は４・５次調査の調査区を跨ぐよ

うに、３間×３間の規模が想定された。 

 

溝跡 

曲輪面の南東から北西方向に約120cmの幅で２条の溝

跡を確認した。複数か所にミニトレンチを設定し調査を

行った結果、溝跡の検出時には確認できなかった多数の

柱穴を確認した。曲輪を区画するための溝と想定される

が、想定された建物跡とは方向が異なることからも、想

定された建物や多くの柱穴より後の時期のものと推測

される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方形土坑 

方形土坑とは、平面プランが長方形を呈し、ほぼ垂直

に掘り込まれた土坑である。過去の調査により内城跡の

複数の曲輪で検出され、トイレ遺構の可能性が推測され

ている。 

曲輪１では、短径60～80cm程度、長径70～120cm程度、

深さ80～160cm程度の４基が確認された。方形土坑１は

正方形に近い形状で西側上面を別の土坑に切り取られ

ている。近世の遺物と見られる丸瓦の破片が出土したほ

か、拳大から人頭大の礫が多数検出された。方形土坑３

は平面プランが不整形だが、ほぼ垂直の掘り込みと底面

の形状から方形土坑とした。方形土坑４は平面プランと

底面が不整形だが、ほぼ垂直の立ち上がりを持つもので、

調査区が曲輪の端部に近く崩壊の危険があるため、それ

以上の拡張を行わなかった。 

方形土坑１・２・３について底面の埋土を採取し、寄

生虫卵分析、花粉分析、種実同定の科学分析を実施した。

分析の結果は「寄生虫卵および明らかな消化残渣は、い

ずれの試料からも検出されなかった。花粉分析では、花

粉があまり検出されなかったが、食用になるイネ属型、

ソバ属、アブラナ科、薬用になりトイレ遺構からの検出

例が多いアカザ－ヒユ科が部分的に少量認められた。種

実同定では方形土坑１からスギが検出された。」となっ

ており、寄生虫卵及び消化残渣が検出されず、トイレ遺

構の可能性については確定できなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第３図　曲輪１・２下段 調査位置
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第６図　曲輪１　方形土坑２

第５図　曲輪１　堀建柱建物跡２

(３) 曲輪の造成 

調査区の北西部では遺構検出面である白色火山灰土 

(Ⅸ層)が見られず、北東から南西方向に造成土と見られ

る茶色土が確認された。ミニトレンチによる調査で、北

西方向に傾斜する白色火山灰土(Ⅸ層)が確認された。 

Ｈ-５区の北西部、調査区外には曲輪１の本来の虎口

と推定されている部分が存在し、その先に本来は上下段

に分かれていた曲輪１の下段部分が存在する。 

今回確認した造成が、上下段に分かれた曲輪１を築造

した時点のものか、上下段を解消した時点のものかは明

確ではない。2004・2005年度の確認調査において、本来

の虎口部分にトレンチを設定して調査を行っているが、

造成土が厚く堆積しトレンチの調査では、白色火山灰土

(Ⅸ層)や虎口の形状等の確認はできなかった。 

 

 (４) 流水痕跡 

Ｉ-５区からＨ-４区にかけて調査区のほぼ中央を横

断するように、北東から南西方向に自然の流水痕跡と思

われる堆積が見られた。ミニトレンチによる調査を行い、

白色火山灰土(Ⅸ層)が深さ約140cmに渡り削り取られた

部分が確認された。また、砂質の茶褐色土を主として、

Ⅸ層に由来する白色土や砂礫を含む土が層状に薄く堆

積していることが確認された。この地形は、曲輪の築造

以前に流水によって造られた、ごく小さな谷状の地形が

曲輪の築造時に削平され、谷底部分と堆積した水性層が

残されているものと推測される。 

 

(５) １-１Ｔ及び１-２Ｔの調査 

空堀を隔て曲輪１の反対側、曲輪２下段の下に位置す

る平坦面に１-１Ｔを設定し約４×４ｍの範囲を調査し

た。地表面から約40～50cm程度を調査したが、白色火山

灰土(Ⅸ層)に由来すると見られる崩土を検出するのみ

で、遺構面は確認できなかった。 

 平坦面から曲輪１の方向へ空堀を横断するように幅

１ｍで１-２Ｔを設定し、後に拡張した。トレンチの南

端部分で白色火山灰土(Ⅸ層)をほぼ垂直に掘り込んだ

空堀の斜面と見られる遺構を確認した。地表面より

190cmまでを調査したが、堀底を確認することはできず、

空堀の北側斜面に相当する部分も確認できなかった。 

 

(６) 遺物 

１は方形土坑１より出土した瓦である。大きな湾曲は

見られず板状を呈すると思われる。両面とも丁寧に仕上

げられている。 

２～17は青磁である。２・３は蓮弁文を有する上田分

類Ｂ類の碗である。２は内面に文様を持つ。３は青白色

を呈する。４～６は口縁部が外反する碗である。４は龍

泉窯系で無文。５はやや白色がかり大きな貫入が見られ

る。６も細かな貫入が見られ口縁部の外反は玉縁状に丸

まる。７・８は直口の碗である。７は青白色を呈し無文、

口縁部外面に沈線状の装飾が見られる。８は内湾気味の

口縁を持ち無文、焼成不良。９は碗の底部とみられ見込

にスタンプ文様を持つ。畳付を超え高台内部まで施釉さ

れるが高台の中心部分は釉剥ぎがなされている。 

10～13は青磁の皿である。10は青白色を呈し口縁がわ

ずかに外反する。腰部から高台にかけての施釉に粗さが

みられる。11は腰折の稜花皿で貫入が見られ無文。12は

青白色の菊皿。内面は型造り。高台内部を釉剥ぎ。13は

碁笥底の底部とみられ、底部全体が施釉されている。溶

着があり別資料が付着し、一部を欠損している。 

14は青磁の小壷である。口縁は外反し、ふくらんだ胴

部には３条の沈線による装飾がある。15は貫入のみられ

る青白色を呈し筒状の形態を持つ。ここでは鉢とした。

16は口縁部と見られる小片である。口縁は大きく開き鍔

状を呈するとみられ、器台の可能性がある。 

17～21は白磁の皿である。17は口縁が外反し見込に降

りものがある。焼成は良好だが畳付の釉剥ぎが粗い。18

も同様に口縁が外反するが発色が鈍く、口唇部にも釉剥

ぎを施す。内面に釉薬の掛け残しがみられる。19は口縁

が外反し貫入を持つ。腰部下半、高台外面から高台内部

まで無釉。20は碁笥底で畳付は無釉、貫入がみられ外面

及び口縁部内面に装飾が施される。形状的には森田Ｅ-

２類の坏に似るが器壁は厚い。21は森田分類の坏Ｅ-２

類と見られ、やや焼成不良。 

22～26は青花である。22は蕉葉文の碗で畳付に溶着が

見られ粗製。23は直口の皿で内面に四方襷文を持ち粗製。

24は見込に文様を持つ底部。25は鍔状の口縁を持つ稜花

皿。小野分類の皿Ｆ群とみられる。26は口縁が外反する

端反皿である。 

27～29は陶器。27は耳付壷の頸部。重ね焼きの溶着が

みられる。28は天目碗。底部付近は無釉で釉薬の厚さが

見て取れる。29は常滑の壷の口縁部である。胎土に白色

の小石を含む。 

 30～37 は土師器である。30～36 は皿とした。30・31

の底面はヘラ切り離しと見られ、切り離し後に調整を施

している。32・33 も同様に底面を切り離し後に調整して

いる。小片のためヘラ切り離しと断定はできない。34 は

灰色を呈し、手づくね整形と見られる。外面の腰部には

調整による段差が帯状に巡る。35 は白色を呈し、内面の

口縁部付近に工具による調整痕がある。36 は外面が黒色

を呈し、内外面とも丁寧な調整である。37 は高台が作り 

出されており碗とした。 
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 38 は瓦である。緩やかに湾曲し両面とも丁寧な調整が

施されている。焼成は良く堅緻。近世瓦と見られる。 

 39～41は石製品である。39は砥石である。薄い棒状で 

表面は滑らかで先端か中央に向かって摩耗している。側

面には棒状のものを研磨した痕跡が見られる。40はドー

ナツ状の軽石製品である。片面は平坦だが、もう片面は

曲面に仕上げられている。紡錘車の可能性があるが側面

に明確な使用痕は見られない。41は碁石と呼ばれる黒色

で円形の遺物である。大小様々であるが41は扁平な楕円

形である。曲輪１では46個が出土し、最大径は4.5cm、

最小径は1.1cmである。最大厚は1.8cm、最小厚は0.4cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

である。平均径は1.91cm、平均厚は0.71cmである。 

42は銅製金具である。細い板状の部品で挟み込むもの

で２か所に輪状の金具が付く。２枚の板状部と輪は先割

れ金具状の部品で留められている。 

 43～49は銭貨である。43は前蜀の乹徳通寳である。44

～49は洪武通寳である。49は一回り小さく銭文が不鮮明

なことから模鋳銭と見られる。 

 50はガラスの小玉である。出土時に破砕したが３片を

接合している。透明度の低い水色を呈し、中央は穿孔さ

れている。 

 

挿図
番号

掲載
番号

既報告
番号

出土区 種別 器種 部位 口径 底径 器高 生産地 時期 備考

1 3-58
H-5

方形土坑１
土製品 瓦 破片 重さ123.0g 近世瓦　板瓦

2 G-5 青磁 碗 口縁部 12.0 龍泉窯系 16c前半 蓮弁文

3 3-47 H-4　柱穴 青磁 碗 口縁 龍泉窯系 剣先蓮弁

4 H-3 青磁 碗 口縁部 15.2 龍泉窯系 15c前～後半 外反

5 H-3 青磁 碗 口縁部 17.6 15c前～後半 外反

6 H-3 青磁 碗 口縁部 18.0 龍泉窯系 玉縁口縁

7 H-8 青磁 碗？ 口縁部 直口

8 H-3 青磁 碗？ 口縁部 直口

9 H-3 青磁 碗 底部 5.2 龍泉窯系 見込文様

10 I-3 青磁 皿 口縁部 10.4 龍泉窯系 外反

11 3-48 I-3 青磁 皿 口縁部 13.4 龍泉窯系 綾花皿

12 H-3 青磁 皿 口縁～底部 龍泉窯系 菊皿

13 H-3 青磁 皿 底部 碁笥底

14 H-3 青磁 壷 口縁部

15 H-4 青磁 鉢？ 口縁部 龍泉窯系 筒状？

16 I-6(1-1T) 青磁 器台？ 口縁部

17 3-49 I-5　柱穴 白磁 皿 口縁～底部 12.8 7.2 2.8 景徳鎮窯系 端反　内底付着物

18 3-51 H-4 一括 白磁 皿 口縁～底部 12.7 6.3 2.5 景徳鎮窯系 内底部分的に露胎

19 3-52 I-3 一括 白磁 皿 口縁～底部 10.6 4.0 2.5 景徳鎮窯系 腰部以下露胎

20 3-50 I-3 一括 白磁 皿 口縁～底部 10.4 5.3 2.3 景徳鎮窯系 発色悪し

21 H-4 白磁 皿 口縁～底部 景徳鎮窯系 16c

22 H-5 青花 碗 底部 5.0 景徳鎮窯系 蕉葉文

23 3-53 I-3 柱穴 青花 皿 口縁～底部 11.2 6.1 2.6 景徳鎮窯系

24 H-3 青花 皿 底部 景徳鎮窯系

25 3-54 H-4 柱穴 青花 皿 口縁～胴部 景徳鎮窯系 16c末～17

26 H-3 青花 皿 口縁～底部 9.4 4.2 2.2 景徳鎮窯系 端反皿

27 3-55 H-5 柱穴 陶器 甕 頸部 中国 耳付

28 3-56 H-4 造成 陶器 碗 口縁～底部 11.2 瀬戸美濃 天目茶碗

29 H-3 陶器 甕 口縁部 常滑 14c後半

30 3-57 H-4 柱穴 土師器 皿 口縁～底部 8.0 5.4 1.8 ヘラ切り後調整

31 H-5 土師器 皿 底部 ヘラ切り後調整

32 I-6(1-1T) 土師器 皿 口縁～底部 切り離し跡調整

33 H-5 土師器 皿 口縁～底部 8.4 4.2 1.9 切り離し痕調整

34 I-5 土師器 皿 口縁部 手づくね？

35 H-5 土師器 皿 口縁部 白色　ヘラ状工具調整

36 I-4 土師器 皿 口縁部 黒色　丁寧な調整

37 H-5 土師器 碗？ 底部 高台付底部

38 3-59 H-4 土製品 瓦 破片 重さ197.2g 近世瓦　平瓦？

39 H-4 石製品 砥石 破片

40 H-5 石製品 不明 完形 軽石製品

41 H-5 石製品 碁石

42 3-60 I-7(1-1T) 金属器 金具 長さ 5.2 幅  0.4

43 I-5 金属器 銭貨 長径2.3 前蜀 920年初鋳 乹徳元寳

44 3-61 H-4 一括 金属器 銭貨 完品 長径2.2 明 1368年初鋳 洪武通寳

45 3-62 H-5 一括 金属器 銭貨 完品 長径2.3 明 1368年初鋳 洪武通寳

46 3-63 I-4 柱穴 金属器 銭貨 完品 長径2.4 明 1368年初鋳 洪武通寳

47 3-64 I-6(1-2T) 金属器 銭貨 完品 長径2.3 明 1368年初鋳 洪武通寳

48 3-65 I-5 金属器 銭貨 完品 長径2.3 明 1368年初鋳 洪武通寳

49 3-66 I-4 柱穴 金属器 銭貨 完品 長径2.１ 明 1368年初鋳 洪武通寳　模鋳銭？

50 3-67 一括 ガラス 小玉 接合 直径0.4 孔径0.5 ３片を接合

長径2.2、短径2.0、厚さ0.7

長8.4、短径7.5、厚さ2.0

長径11.4、短径7.1、厚さ1.9

第
７
図

第
８
図

曲輪１ 出土遺物観察表

− 20 −



第４節 曲輪２上段の調査 

(１) 調査の概要 

曲輪２は内城の中心となる本丸(曲輪３)に付随する

曲輪である。上下段に分かれるが上段と下段を行き来で

きる構造にはなっておらず、上段と下段のそれぞれに虎

口が設けられている。 

2004・2005年度のの確認調査に基づき、築城面と推定

される白色火山灰土(Ⅸ層)までを掘り下げた。曲輪の南

東部Ｋ・Ｌ-12区には黄褐色火山灰土(Ⅷ層)が残存し、

築城以前の自然地形が北西から南東に傾斜していたこ

とが確認された。また、さらに南西部には造成による茶

色土が確認され、曲輪の面積を確保するために南東方向

に盛土造成を行った曲輪の築造状況が確認された。 

 

(１) 遺構 

柱穴 

柱穴は曲輪の北西側及び南東側に集中しており、建物

の存在を推測させるが明確な建物跡として確認された

のはＫ-13・14区で確認された１棟のみである。また、

Ｋ・Ｌ-12区では柱穴の中に礎石を有するものも４基が

確認されたが、これらも明確な建物跡を想定するにはい

たらなかった。柱穴内より出土した遺物は少量で摩耗し

た土師器片等が主であるが、青磁や染付、陶器の破片が

数点確認されている。 

 

建物跡 

曲輪北西部Ｋ-13・14区で検出された掘建柱建物跡は、

北側に半間の張り出しを有する南北２間半×東西３間

の規模と考えられるが、建物を構成するすべての柱穴を

確認することはできなかった。建物の向きは北に対して

約30度東にずれている。 

 

土坑 

Ｌ-13区においては特に土坑の集中が見られた。埋土

は淡黒色土等にシラスと思われる灰白色火山灰土が混

在した単一の埋土が多く、一度に埋められた可能性が強

い。 

土坑１は細長い溝状を呈し、深い部分で約40cm、浅い

部分では約20cmを測る。土坑２は楕円形を呈し深さ約

20cm、北側の焦土域の上から掘られている。土坑５は不

規則な円形を示し、複数の土坑が切り合っている可能性

が強い。深い部分で約65㎝、浅い部分で約25cmを測る。

土坑１・２及び５は東西に列をなすように位置し、後世

の層から掘り込まれた溝の底部である可能性がある。土

坑４からは青磁の香炉の破片が出土した。 

 

方形土坑 

土坑のなかで平面プランが長方形を呈し、壁面がほぼ

垂直に掘り込まれているものを方形土坑とした。方形土

坑はＫ-13・14区に渡り、６基が確認された。方形土坑

１は南北約120cm、東西約72cm、深さ約76cmを測る。長

軸は南北方向から約30度東にずれる。方形土坑２～４は

複数の柱穴とともに切り合い関係にある。長軸方向は３

基とも方形土坑１とほぼ一致する。方形土坑５は東西方

向を長軸とし、南北方向から約30度北にずれる。南北約

70cm、東西約120cm、深さ約70cmを測る。方形土坑６は

南北約46cm、東西約104cm、深さ約50cmを測る。方形土

坑１～５と異なり、長軸が東西方向とほぼ一致する。 

 方形土坑１からは陶器片が出土したが、その他の遺物

は土師器の細片等であり、遺構の用途や性格を限定する

にはいたらなかった。 

 

溝状遺構 

 調査区の北端部に浅い溝状の遺構が確認された。深さ

は約15cmと浅く、築城時の遺構ではなく、後世の層から

掘り込まれた可能性が強い。遺構内からは少量の土師器

片が確認されたが、詳細な時期を特定するには至らなか

った。 

 

焼土域 

 曲輪の北東を中心に、白色のシラス火山灰土が熱を受

けている地点が複数か所確認された。柱穴等に囲まれた

ものは確認できず、建物外で日常的に火を焚いた痕跡と

考えられる。 

 

(２) 遺物 

青磁 

51～69は碗である。51～60は上田分類のＢ類である。

51は青白色がかり鎬蓮弁文が施される。Ｂ-Ⅱ類である。

52･53は無鎬蓮弁文である。54はヘラ書きの蓮弁文と見

られるが二次被熱により判然としない。56は大振りな碗

で玉縁状の口縁を有する。56は細蓮弁文。畳付を超えて

高台内面まで施釉され外底は無釉。57は剣頭が蓮弁の単

位をなさずＢ-Ⅳ’類である。58・59も同様に蓮弁が正

確に描かれない。60は剣頭がほぼ省略されている。 

61は雷文を有し、上田分類のＣ類。内面に不鮮明な草

花文を有する。62は腰部片で外面に草花文を有する。Ｃ

類の破片とした。63は黄褐色を呈し玉縁状の口縁を有す

る。焼成は良くない。64も口縁が大きく玉縁状となる。

無文。65・66は口縁が外反し上田分類のＤ類と見られる。

66は口縁が肥厚し全体的に釉が厚い。67は緑色というよ

り白色に近く、青白色を呈する。圏線がめぐり、胴部下 
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半には文様が施されると思われる。68は碗の底部。畳付

から外底まで釉剥ぎ。見込には文様が施される。69は大

振りの碗の腰部とした。無文。 

70～75は皿である。70は無文の小皿で畳付から高台内ま

で施釉される。71～73は腰折の稜花皿。71は無文だが72

はヘラ書文様、73は草花文を有する。73は稜花の表現が

細かく貫入が著しい。74は菊皿とみられる底部。外底は

一部無釉、畳付は施釉され溶着がみられる。75はやや外

反する口縁を持つ。 

76・77は瓶。76は胴部に施文されるが二次被熱により

不鮮明。畳付まで施釉され、高台内部及び外底は粗い釉

剥ぎ。内部中央にはヘソ状の突起を持つ。77は高台部分

のみの資料で高台内部は明確な稜線を持って仕上げら

れている。全体が施釉されるが、畳付の外側に砂状の溶

着が著しい。 

78・79は香炉。78は内側に張り出した平坦な口縁を有

し内部は露胎、胴部はややふくらみ、沈線がめぐる。79

は青白色を呈し、突起状の脚部を持つ。内面も施釉され

ている。 

80は蓋とした。山状の形態で大型の壷等の蓋と思われ、

身と合わさる部分は釉剥ぎが施される。 

81は口縁が外反する青磁の擂鉢。外面には沈線の装飾が

見られ、内面は口縁部以下は不規則な露胎と思われる。 

 

白磁 

 82～84は皿。口縁が外反する端反皿。森田分類のＥ- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２類である。外底まで施釉され畳付は釉剥ぎ。 

 85は鉢と思われる小片。器壁は薄く、口径はあまり開

かない。外面に段差状の装飾があり、施釉されて突帯の

ように見える。 

 86は合子の蓋。天井部の器壁に対して側面は薄い。頂

部には段差で円が表現される。内面は無釉。 

 

青花 

 87～91は碗。87は畳付の内側にモミガラが付着。腰が

張り、どっしりしている。88は器壁が薄く細線で絵付け

が施される。口縁部はとがり、施釉により外面が肥厚し

ている。89は黄色みがかり貫入が著しい。90は88に似て

施釉により口縁外部が肥厚する。口縁部の器壁は厚い。

91は口縁部が外反する端反碗、小野分類のＢ群である。 

 92は鉢とした。直線的に外反する撥形の口縁を持ち、

口縁の外部は施釉により肥厚する。 

93～99は皿。93は器壁の薄い端反皿、小野分類のＢ群。

94は波頭文と蕉葉文を持つ碁笥底の皿とみられ、小野分

類Ｃ-Ⅰ群であろう。焼成不良。95は文様から碗の可能

性も残る。97は発色が悪く貫入がみられる。98は底部。

外底に宣徳年製銘ある。99は焼成の良い小皿。 

100は蓋物の胴部。口縁部に蓋受けがある。外底に「□

徳年造」銘があり、発色は黄色がかり絵付けは灰色。 

 

その他の磁器 

 101は外面が青磁、内面は青花である。青花の外面に
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青磁釉をかけたものか。碗または皿。 

 102は外面が瑠璃釉、内面は青花である。内面の口縁

には圏線がめぐり外面の口縁は白色を呈する。口縁が外

反する碗または皿。 

 

陶器 

 103は天目碗。褐色。やや焼成不良。104・105は鉢。

口縁を玉縁状に丸める。104は内面のみ施釉。鉄釉。105

は内面無釉。外面に棒状工具による圧痕がみられる。106

は壷。口縁部に鍔状の突起がめぐる。近世遺物の可能性

あり。107は擂鉢。型造りを思わせる精緻な造り。褐釉。

内面は口縁部のみ施釉。近世遺物の可能性あり。 

 

三彩・彩色陶器 

 108は鳥の嘴を模したと思われる小片。穿孔されてい

ないが、片側にくぼみがあり器内部の水が嘴を伝って流

れるような構造の可能性がある。水滴か。 

109は鳥型水滴と思われる。側面は緑色を呈し、底面

付近は一部白色。110は鳥型水滴の尾部分か。 

111は彩色陶器の皿の底部。見込及び外面は青釉、外

底は黄釉が施される。 

 

国産陶器 

112は常滑焼の甕の口縁。113は備前焼の壷の口縁から

頸部。114は瀬戸焼の鉢。捏ね鉢とみられる。腰部に突

帯状の装飾があり底部付近は露胎。115は瀬戸美濃の碗。

灰釉。口縁部の先端がとがる。116は瀬戸美濃の天目碗。

116は備前焼の可能性がある鉢の口縁部外面から内部に

貫通する穿孔がみられる。穴の直径は約１cmで用途不明。

118は肥前陶器とみられる碗。唐津焼の可能性がある。

口錆。 

 

土師器 

 手づくね成型ではなく器高が大きいものを坏、それ以

外を皿とした。119～121が坏である。119は底部がヘラ

切り離しで切り離し後の調整が施される。120は黄白色

を呈し底面は糸切り離し。製作時に敷いたとみられる短

冊状の痕跡がみられる。121は外面の調整が粗い。 

122～126が皿。122は橙色を呈し底面ヘラ切り離し。

124は底面ヘラ切り離しで底面がふくらむ小皿。125は器

高の小さい小皿。126は底面ヘラ切り離しで切り離し後

に調整を施す。立ち上がりは外反。 

 

瓦器・瓦質土器 

 127～130が瓦器である。すべて手づくね成型とみられ

る皿である。127は皿で胎土は白色。口縁は内湾気味に

立ち上がる。128は内面にハケ目状の調整痕がみられる。

口縁端部は黒色化。129は127に似る資料で器壁が薄く口

縁端部が黒色化。130は内面まで灰色を呈し、やや器壁

が厚い。 

131～133が瓦質土器である。131は大振りな鉢の口縁

から胴部。内側に張り出した平坦な口縁を持ち、スタン

プによる文様が施される。132は鉢の胴部。貼り付けに

よる宝珠状の装飾が並ぶ。133は円形の鉢の胴部及び脚

部。外面は丁寧に研磨されるが底部外面は研磨されない。

脚部の残存から４脚とみられる。 

 

石製品 

 134は硯。本来の装飾ではないヘラ書きが施される。

135は板状の石に４つの円形の加工が施された資料。側

面が整形されていることから、現状が本来の形状と考え

られる。円形の加工は先端が細くなるスリバチ状を呈し、

直径0.8cmの大きいものが１、0.5～0.6cmの小さいもの

が３、配置されている。遊戯用の遺物である骨牌に類似

するものとして、ここでは石牌とした。136は碁石。一 

般的な碁石は黒色で凸レンズ状の形状だが、この資料は

黄褐色の砂岩で扁平な板状である。外周は研磨調整され

ている。曲輪２上段では碁石が37個出土し、最大径は

2.7cm、最小径は0.4cmである。最大厚は1.4cm、最小厚

は0.2cmである。平均径は1.62cm、平均厚は0.59cmであ

る。 

 

銭貨 

北宋銭12種13点、元銭１種１点、明銭２種15点、琉球

銭１種１点、寛永通寳１点が確認された。その他に小片

又は銭文不明が13点、円盤状の薄い金属片として鐚銭と

したものが１点銭ある。 

145は北宋の大銭である崇寧重寳、147が元の至大通寳、

149が琉球の大世通寳である。 

 

金属器 

 150～155に特徴的な青銅製品を示した。150は簪であ

る。折れ曲がり先端を欠いているが、残存部の長さは

11cm以上を測る。基部の断面は八角形、尖端では断面円

形。基部には耳かき部を備える。151は鎧や手甲、脚半

等に付随する「こはぜ」金具で、鱗状の小片を引っ掛け

て手足に巻き着けた布地を止める。甲馳または小鉤など

と書く。152も同様に「こはぜ」と称される金具で鎧等

の部品である。２つの穴が並び紐を通して鎧の胴等を固

定する金具で「鞐」と書く。鞐は笠鞐と責鞐の２種がセ

ットで用いられ、これは責鞐である。153は鍵。鍵の基

部、手に持つ部分であり、端部に鍵を差し込む窪みがあ 
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る。もう片方の端部は球状になり穿孔されている。154

は木製品の装飾や補強を目的とした板状の金具とみら

れる。155は２連の円状を呈する金具で、表面に家紋の

ような装飾がある。裏面には突起が折れた痕跡があり、

鋲を連ねたような形状である。中世大友府内町跡では３

連円状の目貫金具が出土し、刀装具として報告されてい

る。本資料はこれに類するものと見られる。この他、釘

類の鉄製品、鋲類の銅製品が確認されている。 

 

ガラス製品 

156～160はガラス製の小玉である。いずれも有孔の球

状を呈す装飾品である。156は半透明の褐色を呈し不整

な球状を呈す。157は透明度の低い緑色で外面に刻線の

装飾が施される。158は不透明な紺色を呈し外周３面に

白色のガラスが渦上に嵌め込まれるトンボ球である。

159は半透明の緑色を呈し、小さいビーズ状である。160

は不透明な水色を呈するビーズ状で、同一個体とみられ

る４点が確認された。 
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挿図
番号

掲載
番号

既報告
番号

出土区 種別 器種 部位 口径 底径 器高 生産地 時期 備考

51 2-1 K-13 青磁 碗 口縁部 17.2 龍泉窯系 13c～14c中 鎬蓮弁文

52 K-13 青磁 碗 口縁部 14c後半 無鎬蓮弁文

53 K-12 青磁 碗 口縁部 11 14c後半 無鎬蓮弁文

54 L-11 青磁 碗 口縁部 15 龍泉窯系

55 2-3 K-13 青磁 碗 口縁部 13.2 龍泉窯系 15c 細線蓮弁文

56 2-5 K-11 土抗 青磁 碗 底部～高台 12.5 4.4 6.8 龍泉窯系 15c中～16c前

57 K-14 青磁 碗 口縁部 13 16c前半 細蓮弁文

58 L-13 青磁 碗 口縁部 12.4 龍泉窯系 16c前半 細蓮弁文

59 K-12 青磁 碗 口縁部 16c前半 細蓮弁文

60 K-12 青磁 碗 口縁部 11.4 16c前半 細蓮弁文

61 K-14 青磁 碗 口縁部 16.8 龍泉窯系 15c後半 雷文

62 L-12 青磁 碗 腰部 草花文、口縁部雷文？

63 K-12 青磁 皿 口縁部 12.2 玉縁口縁　黄褐色

64 L-12 青磁 碗 口縁部 16.8 龍泉窯系 玉縁口縁　

65 L-13 青磁 碗 口縁部 13.6 龍泉窯系 外反　無文

66 K-13 青磁 碗 口縁部 13.8 龍泉窯系 外反　無文

67 K-12 青磁 碗 口縁部 11.4 青白色　

68 2-2 K-12 青磁 碗 底部～高台 5.0 龍泉窯系 14c後～15c中 見込み印鑑

69 K-11 青磁 碗 腰部 腰部以下露胎

70 2-7 L-12 柱穴 青磁 皿 9.0 5.1 3.1 龍泉窯系 14c後～15c中

71 K-13 青磁 皿 口縁部 12.4 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　無文

72 K-12 青磁 皿 口縁部 10.6 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　内面捻花

73 K-12 青磁 皿 口縁部 15c後半 腰折皿　稜花　内面草花

74 L-12 青磁 皿 底部 6.3 龍泉窯系 菊皿？

75 K-12 青磁 皿 口縁部 12.4 外反

76 2-8 K-13 青磁 瓶 胴部～高台 7.2 龍泉窯系 14c後～15c中 如意雲文様、高台内釉剥ぎ、被熱

77 2-9 K-11 青磁 瓶 高台 7.1 福建広東 15c～16ｃ モミガラ付着

78 2-12 L-13 土坑４ 青磁 香炉 口縁 7.8 龍泉窯系 14c後～15c中

79 L-13 青磁 香炉 底部 脚付き

80 2-10 L-12 青磁 蓋 縁部 龍泉窯系 14c頃 壺の蓋か

81 2-11 K-13 青磁 擂鉢 口縁部 12.8 龍泉窯系 14c後～15c初 青磁擂鉢

82 K-12 白磁 皿 口縁～底部 11.6 6.4 2.8 景徳鎮窯系 16c前半 端反皿

83 2-13 L-12 白磁 皿 口縁部～高台 12.0 6.0 3.2 景徳鎮窯系 16c

84 2-14 L-12 白磁 皿 口縁～胴部 10.8 福建広東か 16c後

85 2-15 L-14 白磁 鉢？ 口縁部 9.0 景徳鎮窯系 16c 外面突帯

86 2-16 K-13 白磁 合子 蓋 6.4 1.8 1.7 景徳鎮窯系 16c

87 2-19 K-13 青花 碗 口縁部～高台 11.6 4.4 5.6 福建広東 16c後 見込み樹下人物文、畳付モミガラ付着

88 2-17 K-11 青花 碗 口縁部 景徳鎮窯系 16c後

89 2-18 K-13 柱穴 青花 碗 口縁～胴部 12.3 福建広東 16c後

90 K-11 青花 碗 口縁部 14.8 景徳鎮窯系 草花文

91 L-14 青花 碗 口縁～腰部 14 景徳鎮窯系 外反

92 K-14 青花 鉢 口縁部 17.6 外反　撥形

93 L-13 青花 皿 口縁～高台 12.3 6.2 2.4 景徳鎮窯系 外反

94 L-13 土坑５ 青花 皿 口縁部 10.4 景徳鎮窯系 16c後半 焼成不良

95 2-20 L-12 青花 皿 口縁～胴部 11.6 景徳鎮窯系 16c後 碁笥底か

96 L-13 青花 皿 口縁部 16 景徳鎮窯系 暦文　碁笥底の可能性

97 L-12 青花 皿 口縁部 10

98 K-12 青花 皿 底部 7.2 景徳鎮窯系 外底「宣徳年製」銘

99 K-12 青花 皿 底部 5.4 景徳鎮窯系

100 2-21 K-12 青花 蓋物 口縁部～高台 6.2 4.0 4.6 景徳鎮窯系 16c 蓋無し

101 2-22 L-13 磁器 碗 胴部 景徳鎮窯系 16c 外面青磁、内面青花、被熱

102 2-23 K-12 磁器 碗皿 口縁部 16.0 景徳鎮窯系 16c 瑠璃釉

103 2-31 L-12 陶器 碗 胴部ほか 中国 14c～15c 天目茶碗

104 2-27 K-11 陶器 鉢類 口縁部ほか 福建広東 明代 内面鉄釉、内黒

105 2-28 L-12 陶器 鉢類 口縁部 福建広東 明代 内面無釉

106 2-30 L-12 陶器 壷 口縁部か 21.6 中国南部か 明代 外面灰釉、内面鉄漿、近世遺物の可能性

107 2-29 L-12 陶器 擂鉢 口縁部 14.0 中国 明代 口縁部のみ褐釉、近世遺物の可能性

108 2-p40 K-12 三彩 水滴 くちばし 中国 15c～16c 明三彩　鳥のくちばし

109 2-32 L-13 三彩 水滴 底部？ 中国 15c～16c 明三彩　鳥形水滴か

110 2-p40 L-13 三彩 水滴 尾？ 中国 15c～16c 明三彩　鳥形水滴の尾か

111 2-33 K-12 彩色陶器 皿 口縁部、高台 景徳鎮窯系 16c 青釉・黄釉の皿

112 2-34 L-13 陶器 甕 口縁部 常滑か 13c～14c

113 2-38 J-11 陶器 壺 口縁～頸部 12.4 備前 14c～15c

114 2-35 K-11 陶器 鉢類 胴部下半 瀬戸 14c～15c 捏ね鉢か

115 2-36 K-12 陶器 碗 口縁部ほか 瀬戸美濃 14c～15c 灰釉

116 2-37 K-12 陶器 茶碗 口縁～胴部 瀬戸美濃 16c頃 天目茶碗

117 2-39 K-13 陶器 鉢 口縁部か 9.6 備前か 16cか 口縁下部に外面から穿孔

118 2-40 K-12 陶器 碗？ 口縁部 肥前か 1590～1610年か 唐津焼の可能性　口錆

119 2-43 K-13 土師器 坏 口縁～底部 10.0 5.8 3.3 ヘラ切り後調整

120 2-44 K-11 土師器 坏 口縁～底部 12.0 8.9 4.3 糸切り底

121 2-45 K-13 土師器 坏 口縁～底部 14.6 10.0 3.3 糸切り底

122 2-46 L-13 土師器 皿 口縁～底部 10.2 5.8 2.6 ヘラ切り底

123 2-47 K-13 土師器 皿 口縁～底部 9.5 5.4 2.7 糸切り底
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曲輪２上段　出土遺物観察表
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出土区 種別 器種 部位 口径 底径 器高 生産地 時期 備考

124 2-48 K-13 土師器 皿 口縁～底部 6.0 4.2 2.3 ヘラ切り底　底面凸

125 2-49 K-13 土師器 皿 完形 7.4 5.2 1.9 ヘラ切り底

126 2-50 K-13 土師器 皿 口縁～底部 7.6 4.4 2.2 ヘラ切り底

127 2-52 L-12 瓦器 皿 口縁～胴部 10.0 2.6 1.9 16ｃ後半か 手づくね　京都系に似る

128 2-51 一括 瓦器 皿 口縁～胴部 11.0 1.6 2.7 手づくね　内面ハケ目

129 L-12 瓦器 皿 口縁部 8.8 口縁黒色

130 K-12 瓦器 皿 口縁部 口縁黒色

131 2-p41 K-13 瓦質土器 鉢 胴部 スタンプ渦文

132 2-p41 K-11 瓦質土器 鉢 胴部 鉢

133 2-p41 K-14 瓦質土器 鉢 胴部～脚部 脚付き

134 2-p41 L-14 石製品 硯

135 2-p41 L-12 柱穴 石製品 石牌 ４目

136 K-12 石製品 碁石 長径1.8 短径1.6 厚さ1.0

137 2-p20 L-12 金属器 銭貨 北宋 995初鋳 至道元寳

138 2-p20 L-12 金属器 銭貨 北宋 1009初鋳 祥符通寳

139 2-p20 L-14 金属器 銭貨 北宋 1023初鋳 天聖元寳

140 2-p20 L-12 金属器 銭貨 北宋 1034初鋳 景祐元寳

141 2-p20 K-11 金属器 銭貨 北宋 1064初鋳 治平元寳

142 2-p20 K-14 金属器 銭貨 北宋 1068初鋳 熙寧元寳

143 2-p20 K-14 金属器 銭貨 北宋 1078初鋳 元豊通寳

144 2-p20 K-13 金属器 銭貨 北宋 1086初鋳 元祐通寳

145 2-p20 K-13 金属器 銭貨 北宋 1102初鋳 崇寧重寳

146 2-p20 K-12 金属器 銭貨 北宋 1107初鋳 大観通寳

147 L-14 柱穴 金属器 銭貨 元 1308初鋳 至大通寳

148 2-p20 I-14 金属器 銭貨 明 1368初鋳 洪武通寳

149 2-p20 K-14 金属器 銭貨 琉球 1454頃初鋳 大世通寳

150 2-p41 L-12 金属器 簪 断面八角形

151 2-p41 K-12 金属器 こはぜ 魚鱗状小片

152 2-p41 K-12 金属器 責鞐 ８字状

153 2-p41 L-12 金属器 鍵 基部

154 2-p41 K-12 金属器 金具 装飾金具

155 2-p41 K-12 金属器 目貫金具 ２連円状　文様あり

156 2-p41 K-12 ガラス 小玉 直径1.2 琥珀色

157 2-p41 L-12 ガラス 小玉 直径0.9 緑色　線刻

158 2-p41 L-12 ガラス 小玉 直径0.6 紺色　トンボ玉

159 2-p41 K-12 ガラス 小玉 直径0.4 緑色

160 2-p41 L-13 ガラス 小玉 直径0.5 水色　計４点出土孔径0.18

孔径0.4

孔径0.4

孔径0.6
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51 2-1 K-13 青磁 碗 口縁部 17.2 龍泉窯系 13c～14c中 鎬蓮弁文

52 K-13 青磁 碗 口縁部 14c後半 無鎬蓮弁文

53 K-12 青磁 碗 口縁部 11 14c後半 無鎬蓮弁文

54 L-11 青磁 碗 口縁部 15 龍泉窯系

55 2-3 K-13 青磁 碗 口縁部 13.2 龍泉窯系 15c 細線蓮弁文

56 2-5 K-11 土抗 青磁 碗 底部～高台 12.5 4.4 6.8 龍泉窯系 15c中～16c前

57 K-14 青磁 碗 口縁部 13 16c前半 細蓮弁文

58 L-13 青磁 碗 口縁部 12.4 龍泉窯系 16c前半 細蓮弁文

59 K-12 青磁 碗 口縁部 16c前半 細蓮弁文

60 K-12 青磁 碗 口縁部 11.4 16c前半 細蓮弁文

61 K-14 青磁 碗 口縁部 16.8 龍泉窯系 15c後半 雷文

62 L-12 青磁 碗 腰部 草花文、口縁部雷文？

63 K-12 青磁 皿 口縁部 12.2 玉縁口縁　黄褐色

64 L-12 青磁 碗 口縁部 16.8 龍泉窯系 玉縁口縁　

65 L-13 青磁 碗 口縁部 13.6 龍泉窯系 外反　無文

66 K-13 青磁 碗 口縁部 13.8 龍泉窯系 外反　無文

67 K-12 青磁 碗 口縁部 11.4 青白色　

68 2-2 K-12 青磁 碗 底部～高台 5.0 龍泉窯系 14c後～15c中 見込み印鑑

69 K-11 青磁 碗 腰部 腰部以下露胎

70 2-7 L-12 柱穴 青磁 皿 9.0 5.1 3.1 龍泉窯系 14c後～15c中

71 K-13 青磁 皿 口縁部 12.4 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　無文

72 K-12 青磁 皿 口縁部 10.6 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　内面捻花

73 K-12 青磁 皿 口縁部 15c後半 腰折皿　稜花　内面草花

74 L-12 青磁 皿 底部 6.3 龍泉窯系 菊皿？

75 K-12 青磁 皿 口縁部 12.4 外反

76 2-8 K-13 青磁 瓶 胴部～高台 7.2 龍泉窯系 14c後～15c中 如意雲文様、高台内釉剥ぎ、被熱

77 2-9 K-11 青磁 瓶 高台 7.1 福建広東 15c～16ｃ モミガラ付着

78 2-12 L-13 土坑４ 青磁 香炉 口縁 7.8 龍泉窯系 14c後～15c中

79 L-13 青磁 香炉 底部 脚付き

80 2-10 L-12 青磁 蓋 縁部 龍泉窯系 14c頃 壺の蓋か

81 2-11 K-13 青磁 擂鉢 口縁部 12.8 龍泉窯系 14c後～15c初 青磁擂鉢

82 K-12 白磁 皿 口縁～底部 11.6 6.4 2.8 景徳鎮窯系 16c前半 端反皿

83 2-13 L-12 白磁 皿 口縁部～高台 12.0 6.0 3.2 景徳鎮窯系 16c

84 2-14 L-12 白磁 皿 口縁～胴部 10.8 福建広東か 16c後

85 2-15 L-14 白磁 鉢？ 口縁部 9.0 景徳鎮窯系 16c 外面突帯

86 2-16 K-13 白磁 合子 蓋 6.4 1.8 1.7 景徳鎮窯系 16c

87 2-19 K-13 青花 碗 口縁部～高台 11.6 4.4 5.6 福建広東 16c後 見込み樹下人物文、畳付モミガラ付着

88 2-17 K-11 青花 碗 口縁部 景徳鎮窯系 16c後

89 2-18 K-13 柱穴 青花 碗 口縁～胴部 12.3 福建広東 16c後

90 K-11 青花 碗 口縁部 14.8 景徳鎮窯系 草花文

91 L-14 青花 碗 口縁～腰部 14 景徳鎮窯系 外反

92 K-14 青花 鉢 口縁部 17.6 外反　撥形

93 L-13 青花 皿 口縁～高台 12.3 6.2 2.4 景徳鎮窯系 外反

94 L-13 土坑５ 青花 皿 口縁部 10.4 景徳鎮窯系 16c後半 焼成不良

95 2-20 L-12 青花 皿 口縁～胴部 11.6 景徳鎮窯系 16c後 碁笥底か

96 L-13 青花 皿 口縁部 16 景徳鎮窯系 暦文　碁笥底の可能性

97 L-12 青花 皿 口縁部 10

98 K-12 青花 皿 底部 7.2 景徳鎮窯系 外底「宣徳年製」銘

99 K-12 青花 皿 底部 5.4 景徳鎮窯系

100 2-21 K-12 青花 蓋物 口縁部～高台 6.2 4.0 4.6 景徳鎮窯系 16c 蓋無し

101 2-22 L-13 磁器 碗 胴部 景徳鎮窯系 16c 外面青磁、内面青花、被熱

102 2-23 K-12 磁器 碗皿 口縁部 16.0 景徳鎮窯系 16c 瑠璃釉

103 2-31 L-12 陶器 碗 胴部ほか 中国 14c～15c 天目茶碗

104 2-27 K-11 陶器 鉢類 口縁部ほか 福建広東 明代 内面鉄釉、内黒

105 2-28 L-12 陶器 鉢類 口縁部 福建広東 明代 内面無釉

106 2-30 L-12 陶器 壷 口縁部か 21.6 中国南部か 明代 外面灰釉、内面鉄漿、近世遺物の可能性

107 2-29 L-12 陶器 擂鉢 口縁部 14.0 中国 明代 口縁部のみ褐釉、近世遺物の可能性

108 2-p40 K-12 三彩 水滴 くちばし 中国 15c～16c 明三彩　鳥のくちばし

109 2-32 L-13 三彩 水滴 底部？ 中国 15c～16c 明三彩　鳥形水滴か

110 2-p40 L-13 三彩 水滴 尾？ 中国 15c～16c 明三彩　鳥形水滴の尾か

111 2-33 K-12 彩色陶器 皿 口縁部、高台 景徳鎮窯系 16c 青釉・黄釉の皿

112 2-34 L-13 陶器 甕 口縁部 常滑か 13c～14c

113 2-38 J-11 陶器 壺 口縁～頸部 12.4 備前 14c～15c

114 2-35 K-11 陶器 鉢類 胴部下半 瀬戸 14c～15c 捏ね鉢か

115 2-36 K-12 陶器 碗 口縁部ほか 瀬戸美濃 14c～15c 灰釉

116 2-37 K-12 陶器 茶碗 口縁～胴部 瀬戸美濃 16c頃 天目茶碗

117 2-39 K-13 陶器 鉢 口縁部か 9.6 備前か 16cか 口縁下部に外面から穿孔

118 2-40 K-12 陶器 碗？ 口縁部 肥前か 1590～1610年か 唐津焼の可能性　口錆

119 2-43 K-13 土師器 坏 口縁～底部 10.0 5.8 3.3 ヘラ切り後調整

120 2-44 K-11 土師器 坏 口縁～底部 12.0 8.9 4.3 糸切り底

121 2-45 K-13 土師器 坏 口縁～底部 14.6 10.0 3.3 糸切り底

122 2-46 L-13 土師器 皿 口縁～底部 10.2 5.8 2.6 ヘラ切り底

123 2-47 K-13 土師器 皿 口縁～底部 9.5 5.4 2.7 糸切り底

第
14
図

第
15
図

第
16
図

曲輪２上段　出土遺物観察表
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第５節 曲輪２下段の調査 

(１) 調査の概要 

曲輪２下段については、志布志城跡が国指定史跡とな

る以前の2004年度に実施した確認調査においてＪ-９区

にトレンチを設定し、柱穴等が検出されている。 

４次・５次調査では過去のトレンチを拡張する形で曲

輪面の調査を実施するとともに、曲輪が細長く張り出し

た南側部分について、Ｋ-８・９区に２-１Ｔ及び２-２

Ｔを設定して確認を行った。 

曲輪面では築城面と見られる、にぶい黄橙色の火山灰

土層(Ⅸ層10YR7/3)面において、多数の柱穴、方形土坑

６基を検出した。柱穴からは１棟の堀立柱建物跡が想定

された。また、調査区の中央部分と南側において、Ⅸ層

面が大きく窪んだ不整面の存在を確認した。 

調査区の西端では部分的にⅨ層が見られず、造成土と

見られる褐色土(10YR4/4)、Ⅸ層土や炭化物が混在する

にぶい黄橙色土(10YR6/3)が確認された。ミニトレンチ

による調査を行ったが、Ⅸ層面を追いかけることはがで

きなかった。 

 

(２) 遺構 

 柱穴・建物跡 

 柱穴には大小様々なものが確認された。他の曲輪で確 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認されているような、柱穴の中に礎石を持つものは少な

く、それらの柱穴で構成される建物は想定することがで

きなかった。堀立柱建物跡は２間×２間の規模で想定さ

れ、そのなかに３基の方形土坑を含む。特に方形土坑１

は建物跡と軸方向が一致しており、建物の１間四方の中

央に位置することから、建物に付随する遺構の可能性が

ある。 

 

方形土坑 

 方形土坑とは、平面プランが長方形を呈し、ほぼ垂直

に掘り込まれた土坑である。過去の調査により内城跡の

複数の曲輪で検出され、トイレ遺構の可能性が推測され

ている。 

曲輪２下段では６基が確認され、その規模は短径60～

90cm程度、長径80～120cm程度である。方形土坑４の深

さは約200cmと例外的だが、残る５基の深さは50～100cm

程度にまとまる。６基のうち４基の長軸は、おおよそ南

東から北西方向に揃っている。 

方形土坑３・４・６について底面の埋土を採取し、寄

生虫卵分析、花粉分析、種実同定の科学分析を実施した。 

分析の結果は「寄生虫卵および明らかな消化残渣は、い

ずれの試料からも検出されなかった。花粉分析では、花

粉があまり検出されなかったが、食用になるイネ属型、 
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第19図　曲輪２下段 遺構検出状況
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ソバ属、アブラナ科、薬用になりといれ遺構からの検出

例が多いアカザ－ヒユ科が部分的に少量認められた」と

なっており、寄生虫卵及び消化残渣が検出されず、トイ

レ遺構の可能性については確定できなかった。 

 

(３) ２-１Ｔの調査 

２-１Ｔは、Ｋ-８区に1.5×２ｍで設定し、地表面か

ら約50cmで浅黄色の火山灰土(Ⅸ層 2.5Y7/3)を検出し

た。調査の結果、柱穴５基と溝状遺構と見られる遺構の

一部が確認された。 

溝状遺構の埋土は褐色土(10YR4/4)、ミニトレンチに

よる調査の結果、Ⅸ層面からの深さが約40cmであること

が確認された。しかしながら、溝状遺構の幅は確認でき

ず、溝ではなく築造時の造成土の可能性も残る。 

溝状遺構の全体像は確認されなかったが、柱穴を検出

したことから、Ｌ字状を呈する曲輪の屈折部分にあたり、

幅の狭い場所である２-１Ｔ周辺にも、建物等が存在し

ていたことが推察された。 

 

(４) ２-２Ｔの調査 

２-２Ｔは曲輪の南端部Ｋ-７区に1.5×３ｍで設定し、

地表面から約50cmでにぶい黄橙色の火山灰土(Ⅸ層  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10YR7/2)を検出したが、トレンチの大半で造成土と見ら

れる褐色土(10YR4/4)が確認された。 

造成土に対してミニトレンチによる調査を行い、地表

面より約1.5ｍでⅨ層面を確認し、トレンチの南側に向

かってⅨ層が大きく傾斜し、その上に張り出すように造

成を行っていることが推察された。これにより、２－２

Ｔより南側の部分、曲輪の南端部は造成によって得られ

た平坦面であることが推測された。 

断面観察により、地表面より約60cmの深さで、部分的

にⅨ層に由来すると思われるにぶい黄橙色の火山灰土

(10YR7/2)が確認された。この火山灰土は硬化しており、

水平方向に層状に存在することから、この面が人為的に

突き固められた築城面であると推測される。 

 

(５) 遺物 

方形土坑出土遺物 

 161～168は方形土坑４より出土。161は青磁の碗。外

面に細蓮弁文、内面に草花文を持つ。上田分類のＢ-Ⅳ

類。162は焼成不良の磁器皿。内面に装飾を有するが焼

成不良により不鮮明。畳付まで施釉。163は青花の碗。

164は土師器の坏。底面は摩滅するが糸切り離しとみら

れる。外面の一部に赤色顔料。165から168は土師器の皿。 
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第22図　曲輪２下段 方形土坑出土遺物
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第22図　曲輪２下段 方形土坑出土遺物

165・166は底面を丁寧に調整し切り離し痕跡を消してい

る。167は垂直に立ち上がる器形で、底部より胴部及び

口縁部の器壁が厚い。底面は調整を施したとみられる。

168は口縁が大きく開き器壁が薄い。白色を呈す手づく

ね成型。京都系土師器とした。内面は黒色化。 

 169は方形土坑５より出土。青花の碗。口縁は外反し

口唇部は口錆。 

 

一般遺物 

青磁 

 170・171は盤とした。口縁が大きく開き、口縁端部が

垂直に立ち上がる。内面にはヘラ状工具による陰刻文様

が施される。172～183は碗。172・173は無鎬蓮弁文を有

し、上田分類のＢ-Ⅱ類。173は焼成不量。174～177は細

蓮弁文。上田Ｂ-Ⅳ’類。178～180は口縁が外反する。

上田Ｄ類。180は青白色を呈し外面に凹線による圏線が

ある。180・181は無文の直口碗。180はやや内湾気味で

上田Ｄ類の可能性がある。181は直線的に開き器壁が厚

い。183は口縁を外に折り曲げ、施釉により玉縁状にな

る。二次被熱。 

 184～188は皿。184は口縁が外反し無文。185は無文の

腰折皿。やや焼成不良。186は口縁が大きく開き肥厚す

る口縁。無文。187は碗皿の底部。見込みに草花文を有

し、畳付を粗く釉剥ぎ。高台内面は露胎。188は見込み

に文様が描かれ、外面に圏線がみられる。外底まで施釉

され、畳付にはモミガラが付着する。 

 189は蓋の可能性もあるが内面まで施釉されることか

ら鉢とした。190は壷の胴部とみられ、波状の文様が施

される。191は瓶の口縁部片。稜花状の形を呈す。 

 

白磁 

 192は坏。外反状に立ち上がり乳白色で釉薬は薄い。

森田分類のＥ群。大友府内町跡の坏Ｅ-１類。高台外面

ないし腰部下半まで施釉。畳付から外底まで無釉。193

は内湾気味に立ち上がる碗の口縁部片。 

194～198は皿。194は外反する口縁部片。坏の可能性

もある。195～197は端反皿。198は菊皿。森田分類及び

大友府内町跡のＥ-４類。199は平底の底部。釉薬が底部

付近でムラになり段をなす。底部より立ち上がりの器壁

が薄く、大きく開いて立ち上がる。鉢とした。 

 

青花 

 200～203は碗。201は端反碗。小野分類のＢ群。202は

直口の碗。器壁が薄く堅緻。203は焼成不良で文様が不

鮮明。口縁部に突帯状の装飾がめぐるようにみえる。 

 204～209は皿。204は小野分類Ｂ群の端反皿。灰色を

呈し文様も黒色がかる。205は、やや焼成不良の小皿。

206は焼成不良。碁笥底の可能性がある。207・208は碁

笥底。小野分類のＣ群。208は黄色味がかり畳付は釉剥

ぎされない。底部径が大きい。209は直線的に立ち上が

り極めて器壁が薄い口縁部片。鉢とした。 

 

その他の磁器 

 210・211は瑠璃釉の碗。210は直線的に開く口縁部片。

外面は藍色で口縁は白色。内面は白色で無文。211は胴

部片とみられ外面が藍色、内面は白色無文。 

 212・213は赤絵の碗。212は直線的に立ち上がり端反。

赤色で文様を描き隙間に緑色の彩色。内面は口縁部に圏

線。213も同じく端反。器壁が薄く内外面に赤色文様、

緑色と薄い青色の彩色。 

 

海外陶器・三彩・緑釉陶器 

 214は福建広東の鉢。口縁は内側に張り出し胴部の器

壁は薄い。215～217は華南三彩。215は鳥形水注の胴部、

鳥の羽部分。緑色と黄色の彩色。216・217は鶴形水注の

胴部。鶴の脚部を白色、背景の植物を黄色、全体が緑色

で彩色される。218は緑釉陶器の胴部。器形不明。内外

面に緑色釉薬がかかり、外面の一部は露胎。 

 

国産陶器 

 219～221は備前焼。219・220は擂鉢の口縁。221は甕

の口縁部。大きく開き口縁を丸く造る。 

 

土師器 

222・223は坏。222は底面糸切り離し。223は底面ヘラ

切り離し。切り離し後に底面を調整している。外面に２

条の稜線。 

 224～234は皿。224～226は底面ヘラ切り離し。切り離

し後に底面調整を施す。226は底面がふくらむ。227は底

面糸切り離し。228・229は小皿。底面ヘラ切り離し後に

底面調整。230は底面ヘラ切り離し後に調整。231は器壁

が薄く、切り離し後底面調整。口縁が黒色化、外底に煤

付着。灯明皿か。232は手づくね成型とみられ器壁が薄

い。内外面、黒色。233は底部とみられる屈曲した破片。

底面から滑らかに立ち上がり底面の切り離しはみられ

ない。手づくね成型か。234は手づくね成型とみられ、

大きく開く。京都系土師器に類似するものか。 
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0 （1:1) 5cm

242 243 244

245 246 247 248

挿図
番号

掲載
番号

既報告
番号

出土区 種別 器種 部位 口径 底径 器高 生産地 時期 備考

161 3-74
J-10

方形土坑４
青磁 碗 口縁～体部 15.2 龍泉窯系 蓮弁文

162 3-91
J-10

方形土坑４
白磁？ 皿 口縁～底部 景徳鎮窯系 畳付まで施釉　焼成不良

163 3-96
J-10

方形土坑４
青花 碗 口縁～体部 景徳鎮窯系

164 3-111
J-10

方形土坑４
土師器 坏 口縁～底部 11.6 9.0 4.1 糸切り底　外面着色(赤)

165 3-118
J-10

方形土坑４
土師器 皿 口縁～底部 8.2 5.4 1.9 底面調整

166 3-119
J-10

方形土坑４
土師器 皿 口縁～底部 8.0 5.1 2.2 ヘラ切り後調整

167 3-124
J-10

方形土坑４
土師器 皿 口縁～底部 8.2 7.1 2.8 垂直に立ち上がる浅い器形

168 3-125
J-10

方形土坑４
土師器 皿 口縁～底部 手づくね　京都系　白色胎土　内黒

169 3-98
K-9

方形土坑５
青花 碗 口縁～体部 景徳鎮窯系

170 3-84 J-10 青磁 盤？ 口縁部 龍泉窯系

171 J-9 青磁 盤 口縁部 龍泉窯系 口折盤

172 J-9 青磁 碗 口縁部 14C後半 無鎬蓮弁文

173 J-9 青磁 碗 口縁部 14C後半 無鎬蓮弁文　焼成不良

174 3-73 J-9 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 細蓮弁文

175 3-75 J-11 柱穴 青磁 碗 口縁～体部 15.6 龍泉窯系 細蓮弁文

176 3-76 Ｊ-10 柱穴 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 細蓮弁文

177 3-77 J-10 柱穴 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 細蓮弁文

第
22
図

第
23
図

曲輪２下段　出土遺物観察表

第26図　曲輪２下段 銭貨

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土製品 

 235は瓦。焼成が良く堅緻、内面に布目痕。近世瓦。

236は外面が灰色、内面は赤色化。断面ドーナツ状では

ないものの鞴の羽口と思われる。 

 237・238は坩堝の口縁。237は内面が赤色化し金属が

溶着。238は内面口唇部に溶着がみられる。 

 

石製品 

 239は滑石製石鍋の口縁部。鍔状の突帯がめぐるが一

部は窪められている。本来の形状か欠損した部分を研磨

したものかは不明。 

240は軽石製品。円盤状で中心を穿孔したドーナツ状。

穿孔の両側に小型の穴を開ける。中央の穿孔から放射状

に延びる使用痕がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

241は碁石。断面が歪な円形ないし三角形を呈し扁平

ではない。曲輪２下段では碁石が12個出土し、最大径は

2.8cm、最小径は1.1cmである。最大厚は1.3cm、最小厚

は0.5cmである。平均径は1.76cm、平均厚は0.56cmであ

る。 

 

銭貨 

 北宋銭３種３点、明銭２種４点、銭文不明３点が確認

された。245～247の洪武通寳のうち、247は完品ではな

いが外径が小さく模鋳銭の可能性がある。 
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挿図
番号

掲載
番号

既報告
番号

出土区 種別 器種 部位 口径 底径 器高 生産地 時期 備考

178 3-70 J-9 青磁 碗 口縁部 15.8 龍泉窯系

179 3-71 J-10 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 腰部以下露胎

180 3-72 J-10 柱穴 青磁？ 碗 口縁部 龍泉窯系

181 3-68 K-9 青磁 碗 口縁部 14.8 龍泉窯系

182 3-69 J-9 青磁 碗 口縁部 17.8 龍泉窯系

183 J-9 青磁 碗 口縁部 11.6 玉縁口縁　被熱

184 3-80 J-9 柱穴 青磁 皿 口縁部 14.2 龍泉窯系

185 3-79 J-10 青磁 皿 口縁～腰部 11.6 龍泉窯系 15C後半 腰折皿

186 3-81 J-9 青磁 皿？ 口縁部 11.2 龍泉窯系

187 3-78 J-10 青磁 碗皿 底部 5.0 龍泉窯系 見込に草花文

188 3-82 J-10 青磁？ 皿？ 底部 9.6 龍泉窯系 畳付に付着物あり　見込文様

189 3-83 J-17 青磁 鉢 口縁部 龍泉窯系 壷の蓋か

190 J-10 柱穴 青磁 壷？ 胴部 龍泉窯系

191 J-9 青磁 瓶？ 口縁部 龍泉窯系

192 3-85 J-9 白磁 坏 口縁～底部 10.6 4.0 4.2 景徳鎮窯系

193 3-86 J-10 白磁 碗？ 口縁～体部 景徳鎮窯系

194 3-88 一括 白磁 皿 口縁～体部 12.4 景徳鎮窯系 端反皿

195 3-89 J-9 白磁 皿 口縁～体部 12.2 景徳鎮窯系 端反皿

196 3-87 J-9 白磁 皿 口縁～体部 18.7 10.3 3.3 景徳鎮窯系 端反皿

197 3-92 J-9 白磁 皿 口縁～体部 11.4 景徳鎮窯系 端反皿

198 J-9 白磁 皿 口縁部 16C後半 菊花皿

199 3-90 J-9 白磁 鉢 体～底部 中国 高台なし

200 3-97 J-9/10 青花 碗 口縁～体部 景徳鎮窯系 接合

201 3-93 J-10 青花 碗 口縁～体部 10.6 景徳鎮窯系

202 3-94 J-9 青花 碗 口縁～体部 10.6 景徳鎮窯系

203 3-95 J-9 青花 碗 口縁～体部 景徳鎮窯系 焼成不良

204 3-101 J-10 青花 皿 口縁～体部 景徳鎮窯系

205 J-9 表採 青花 皿 口縁～高台 10

206 3-99 一括 青花 皿 口縁～体部 9.2 景徳鎮窯系 焼成不良

207 J-9 青花 皿 底部 3.2 16C後半 碁笥底

208 3-100 J-10 青花 皿 口縁～底部 11.4 6.0 2.0 景徳鎮窯系 碁笥底

209 J-9 青花 杯？ 口縁部 薄手

210 J-9 瑠璃釉 碗？ 口縁 口縁白色

211 J-9 瑠璃釉 碗？ 胴部

212 3-102 J-9 色絵 碗 口縁～体部 中国 赤絵

213 3-103 J-10 色絵 碗？ 口縁部 中国 赤絵

214 3-104 J-10 陶器 鉢 口縁～体部 23.0 福建広東

215 3-108 J-10 三彩 水注 体部 中国南部 鳥形水注　羽根部分

216 3-109 J-10 三彩 水注 － 中国南部 鶴形水注　脚部分

217 3-110 J-9 三彩 水注 － 中国南部 鶴形水注　脚部分

218 K-7(2-2T) 緑釉陶器 不明 胴部

219 3-105 J-10 陶器 擂鉢 口縁～体部 31.4 備前

220 3-106 J-10 陶器 擂鉢 体部 備前

221 3-107 K-9 陶器 甕 口縁部 備前

222 3-112 J-9 土師器 坏 口縁～底部 11.0 6.3 3.9 糸切り底

223 3-113 J-9 土師器 坏 口縁～底部 10.8 7.2 3.2 ヘラ切り底

224 3-114 J-10 土師器 皿 口縁～底部 10.8 7.0 2.9 ヘラ切り底

225 3-115 J-10 柱穴 土師器 皿 口縁～底部 8.0 4.6 2.3 ヘラ切り底

226 3-116 J-10 柱穴 土師器 皿 口縁～底部 7.6 4.5 2.1 ヘラ切り底

227 3-117 J-9 土師器 皿 口縁～底部 8.8 7.5 2 糸切り底

228 3-120 J-10 柱穴 土師器 皿 口縁～底部 7.0 5.4 1.9 ヘラ切り底

229 3-121 J-10 柱穴 土師器 皿 口縁～底部 7.8 5.8 1.8 糸切り底

230 3-122 J-9 土師器 皿？ 口縁～底部 8.0 ヘラ切り底

231 3-123 K-9 土師器 灯明皿 口縁～底部 7.8 4.0 1.7 ヘラ切り底？

232 3-126 J-9 土師器 皿 口縁～底部 8.8 6.6 1.0 手づくね　黒色化

233 3-127 2-2T 土師器 皿 底部付近 手づくね

234 3-128 2-2T 土師器 皿 口縁～底部 手づくね

235 3-129 J-10 土製品 瓦 破片 長径14.4 短径7.4 厚さ2.5 重さ290.4g 近世瓦　内面に布目痕

236 3-130 J-10 柱穴 土製品 羽口 破片 長径9.4 短径9.1 厚さ4.2 重さ174.5g

237 3-131 J-10 坩堝 － 口縁部

238 3-132 K-9 坩堝 － 口縁部

239 3-133 J-9 石製品 石鍋 口縁部 滑石製石鍋

240 3-134 J-9 石製品 不明 完品 長径6.3 厚さ2.1 軽石製品　用途不明

241 J-10 石製品 碁石 完品 長径2.8 短径1.7 厚さ1.3

242 J-10 金属器 銭貨 完品 北宋 1039年初鋳 皇宋通寳

243 3-135 一括 金属器 銭貨 接合 長径2.2 北宋 1054年初鋳 至和元寶

244 3-136 J-9 金属器 銭貨 完品 長径2.1 北宋 1068年初鋳 熈寧元宝

245 3-137 K-9 柱穴 金属器 銭貨 ほぼ完品 長径2.1 明 1368年初鋳 洪武通寳

246 3-138 J-9 金属器 銭貨 接合 長径2.1 明 1368年初鋳 洪武通寳

247 3-139 J-10 金属器 銭貨 1/2 明 1368年初鋳 洪武通寳　模鋳銭か

248 3-140 J-9 金属器 銭貨 1/3 明 1433年初鋳 宣徳通寳
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挿図
番号

掲載
番号

既報告
番号

出土区 種別 器種 部位 口径 底径 器高 生産地 時期 備考

178 3-70 J-9 青磁 碗 口縁部 15.8 龍泉窯系

179 3-71 J-10 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 腰部以下露胎

180 3-72 J-10 柱穴 青磁？ 碗 口縁部 龍泉窯系

181 3-68 K-9 青磁 碗 口縁部 14.8 龍泉窯系

182 3-69 J-9 青磁 碗 口縁部 17.8 龍泉窯系

183 J-9 青磁 碗 口縁部 11.6 玉縁口縁　被熱

184 3-80 J-9 柱穴 青磁 皿 口縁部 14.2 龍泉窯系

185 3-79 J-10 青磁 皿 口縁～腰部 11.6 龍泉窯系 15C後半 腰折皿

186 3-81 J-9 青磁 皿？ 口縁部 11.2 龍泉窯系

187 3-78 J-10 青磁 碗皿 底部 5.0 龍泉窯系 見込に草花文

188 3-82 J-10 青磁？ 皿？ 底部 9.6 龍泉窯系 畳付に付着物あり　見込文様

189 3-83 J-17 青磁 鉢 口縁部 龍泉窯系 壷の蓋か

190 J-10 柱穴 青磁 壷？ 胴部 龍泉窯系

191 J-9 青磁 瓶？ 口縁部 龍泉窯系

192 3-85 J-9 白磁 坏 口縁～底部 10.6 4.0 4.2 景徳鎮窯系

193 3-86 J-10 白磁 碗？ 口縁～体部 景徳鎮窯系

194 3-88 一括 白磁 皿 口縁～体部 12.4 景徳鎮窯系 端反皿

195 3-89 J-9 白磁 皿 口縁～体部 12.2 景徳鎮窯系 端反皿

196 3-87 J-9 白磁 皿 口縁～体部 18.7 10.3 3.3 景徳鎮窯系 端反皿

197 3-92 J-9 白磁 皿 口縁～体部 11.4 景徳鎮窯系 端反皿

198 J-9 白磁 皿 口縁部 16C後半 菊花皿

199 3-90 J-9 白磁 鉢 体～底部 中国 高台なし

200 3-97 J-9/10 青花 碗 口縁～体部 景徳鎮窯系 接合

201 3-93 J-10 青花 碗 口縁～体部 10.6 景徳鎮窯系

202 3-94 J-9 青花 碗 口縁～体部 10.6 景徳鎮窯系

203 3-95 J-9 青花 碗 口縁～体部 景徳鎮窯系 焼成不良

204 3-101 J-10 青花 皿 口縁～体部 景徳鎮窯系

205 J-9 表採 青花 皿 口縁～高台 10

206 3-99 一括 青花 皿 口縁～体部 9.2 景徳鎮窯系 焼成不良

207 J-9 青花 皿 底部 3.2 16C後半 碁笥底

208 3-100 J-10 青花 皿 口縁～底部 11.4 6.0 2.0 景徳鎮窯系 碁笥底

209 J-9 青花 杯？ 口縁部 薄手

210 J-9 瑠璃釉 碗？ 口縁 口縁白色

211 J-9 瑠璃釉 碗？ 胴部

212 3-102 J-9 色絵 碗 口縁～体部 中国 赤絵

213 3-103 J-10 色絵 碗？ 口縁部 中国 赤絵

214 3-104 J-10 陶器 鉢 口縁～体部 23.0 福建広東

215 3-108 J-10 三彩 水注 体部 中国南部 鳥形水注　羽根部分

216 3-109 J-10 三彩 水注 － 中国南部 鶴形水注　脚部分

217 3-110 J-9 三彩 水注 － 中国南部 鶴形水注　脚部分

218 K-7(2-2T) 緑釉陶器 不明 胴部

219 3-105 J-10 陶器 擂鉢 口縁～体部 31.4 備前

220 3-106 J-10 陶器 擂鉢 体部 備前

221 3-107 K-9 陶器 甕 口縁部 備前

222 3-112 J-9 土師器 坏 口縁～底部 11.0 6.3 3.9 糸切り底

223 3-113 J-9 土師器 坏 口縁～底部 10.8 7.2 3.2 ヘラ切り底

224 3-114 J-10 土師器 皿 口縁～底部 10.8 7.0 2.9 ヘラ切り底

225 3-115 J-10 柱穴 土師器 皿 口縁～底部 8.0 4.6 2.3 ヘラ切り底

226 3-116 J-10 柱穴 土師器 皿 口縁～底部 7.6 4.5 2.1 ヘラ切り底

227 3-117 J-9 土師器 皿 口縁～底部 8.8 7.5 2 糸切り底

228 3-120 J-10 柱穴 土師器 皿 口縁～底部 7.0 5.4 1.9 ヘラ切り底

229 3-121 J-10 柱穴 土師器 皿 口縁～底部 7.8 5.8 1.8 糸切り底

230 3-122 J-9 土師器 皿？ 口縁～底部 8.0 ヘラ切り底

231 3-123 K-9 土師器 灯明皿 口縁～底部 7.8 4.0 1.7 ヘラ切り底？

232 3-126 J-9 土師器 皿 口縁～底部 8.8 6.6 1.0 手づくね　黒色化

233 3-127 2-2T 土師器 皿 底部付近 手づくね

234 3-128 2-2T 土師器 皿 口縁～底部 手づくね

235 3-129 J-10 土製品 瓦 破片 長径14.4 短径7.4 厚さ2.5 重さ290.4g 近世瓦　内面に布目痕

236 3-130 J-10 柱穴 土製品 羽口 破片 長径9.4 短径9.1 厚さ4.2 重さ174.5g

237 3-131 J-10 坩堝 － 口縁部

238 3-132 K-9 坩堝 － 口縁部

239 3-133 J-9 石製品 石鍋 口縁部 滑石製石鍋

240 3-134 J-9 石製品 不明 完品 長径6.3 厚さ2.1 軽石製品　用途不明

241 J-10 石製品 碁石 完品 長径2.8 短径1.7 厚さ1.3

242 J-10 金属器 銭貨 完品 北宋 1039年初鋳 皇宋通寳

243 3-135 一括 金属器 銭貨 接合 長径2.2 北宋 1054年初鋳 至和元寶

244 3-136 J-9 金属器 銭貨 完品 長径2.1 北宋 1068年初鋳 熈寧元宝

245 3-137 K-9 柱穴 金属器 銭貨 ほぼ完品 長径2.1 明 1368年初鋳 洪武通寳

246 3-138 J-9 金属器 銭貨 接合 長径2.1 明 1368年初鋳 洪武通寳

247 3-139 J-10 金属器 銭貨 1/2 明 1368年初鋳 洪武通寳　模鋳銭か

248 3-140 J-9 金属器 銭貨 1/3 明 1433年初鋳 宣徳通寳
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第６節 曲輪３上段・下段の調査 

(１) ３上段の調査 

 曲輪３は本丸と呼ばれ、内城の中心的な曲輪に位置づ

けられる。曲輪は上下段に分れ、上段は国指定以前に確

認調査が実施され、下段は１～３次調査で調査が実施さ

れた。１～９次調査では３上段の曲輪面の調査は実施さ

れなかったが、確認調査時の出土遺物に未報告のものが

あったため、３下段と併せて本節で報告する。 

 

(２) ３上段の遺物 

 249は青磁の碗。陰刻による文様がみられる。250は青

磁の瓶の口縁部片。稜花状の形を呈す。曲輪２下段で類

似品が出土。251は白磁の鉢とした。外反気味に開き、

外面に２条の突帯がめぐる。口縁内部に蓋受けの段差が

ある。252は青花の碗とした。外反する口縁部で器壁が

薄く口径も小さい。杯などの可能性もある。 

 

(３) ３下段の調査の概要 

３下段は本丸下段と称される。国指定以前の確認調査

の成果に基づき、１次・２次調査にて築城面と推定され

る黄褐色火山灰土(Ⅷ層)までを掘り下げた。本来の虎口

を検出したほか、曲輪北部に空堀が存在することなどを

確認した。遺構面において曲輪の中心から南東側、Ｈ・

Ｉ-14区にかけての一部に「チョコ層」と通称される茶

褐色粘質土(Ⅶ層)が残存し、曲輪の南西端では造成土が

確認された。このことから曲輪の南側で盛土造成を行い、

曲輪を造成したことが判明した。 

３次調査においては３-１Ｔにより空堀、３-２Ｔによ

り虎口の調査を実施し、未調査部分を調査するため３-

３Ｔ及び３-４Ｔを設定した。また、３-５Ｔにより階段

遺構を調査した。 

 

(４) 方形土坑・土坑 

 方形土坑とは、平面プランが長方形を呈し、ほぼ垂直

に掘り込まれた土坑である。過去の調査により内城跡の

複数の曲輪で検出され、トイレ遺構の可能性が推測され

ている。 

５次調査において、後述する空堀の北側の区域で、土

坑が５基確認され、そのうち３基が方形土坑と判断され

た。３基の方形土坑は、短径60～100cm程度、長径100～

130cm程度、深さ120～180cm程度で空堀の北側に密集し

ている。 

その他に大小の土坑が検出されたが、特に曲輪の中央

部Ｈ-12～14区にかけて大型の土坑が確認された。土坑

１は東西長軸が約5.6ｍを測る。平面プランでは輪状を

呈していたが、ミニトレンチを設定して調査した結果、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型の土坑内に埋土として乳白色火山灰土がブロック

状に存在していることが確認された。ミニトレンチ内で

最も深い部分で約1.05ｍを測る。 

土坑２は南北長軸約４ｍ、深さ約1.10ｍを測り、埋土

には灰と思われる粘質灰色土が混ざり、炭化物や鉄残滓

が多数確認された。 

土坑３は複数の土坑が切りあっており、土坑２と同様

に灰が混在している。また、土坑３よりは備前の擂鉢と

ともにガラス薄片が出土している。 

土坑４は東端部に向かい、焼土や灰が層をなしている

ことが平面で確認された。また、灰が混在する土坑内お

よび周辺からは多量の鉄滓が検出された。 

 

方形土坑・土坑出土遺物 

 253・254は方形土坑１出土遺物。253は手づくね成形

の土師器の皿。白色を呈す京都系土師器。254は器壁が

薄く手づくね整形とみられるが外面は丁寧に調整され

ている。坏とした。 

 255は方形土坑２出土の瓦である。焼成はよく、内外

面を研磨して仕上げている。近世瓦と思われる。 

 256は土坑３出土の土師器皿である。253と同様の白色

を呈す手づくね成形。京都系土師器。 

 257・258は土坑３の出土遺物。257は青磁碗の底部。

畳付から外底部分は露体。258は擂鉢の口縁部。片口と

みられる。口縁外面に縦に２条、棒状のもので線を引い

ている。 

 

(５) 空堀  

空堀は約２ｍの幅で約14ｍが検出され、現在利用され

ている曲輪３上段への通路を遮るように東西に延びて

いる。ミニトレンチを用いて形状や堀底を確認した際、

埋土から複数の土師器が出土した。その中には、京都系

土師器に類似する薄手で手づくね成形の土師器皿の破

片も含まれている。 

 空堀の東端は、曲輪の東を走る空堀まで貫通せず、後

249

250251

252

（1:3)0 10cm

第27図　曲輪３上段 出土遺物
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述する虎口の手前で途切れている。西端は調査区をこえ

て延び、曲輪の西側を走る空堀に接続するものと推察さ

れる。空堀を西に延長した際に接する曲輪の辺縁部は、

他の場所に比べて抉れたように崩壊が進んでおり、曲輪

の端部をこえて空堀が連結することをうかがわせる。 

 この空堀により、曲輪の辺縁を駆け上がって曲輪３上

段に登ることを阻止し、空堀のない部分(後述する階段

遺構部分)に誘導するものと思われる。 

 

空堀の遺物 

 259は青磁の碗。外反する口縁。無文。上田分類のＤ

類と考える。260は青花の皿。見込に蛇ノ目釉剥ぎを施

す。畳付を釉剥ぎし外底は露胎。261～264は陶器。261

は壷または甕。262は素焼きの土師質に鈍い赤色で文様

が描かれた薄手の資料。皿の見込み部分か。263は擂鉢

の口縁部か。素焼き。264は壷甕の底部。底部に窯道具

の痕跡。 

265～275は土師器。265～267は底面糸切り離しの坏。

268～275を皿とした。269は糸切り離し後に底面調整が

施され、切り離し痕跡が不鮮明。270はヘラ切り離しの

後に調整。内面にハケ目の調整痕。271・272は手づくね

成形の京都系土師器。白色。273も手づくね成形とみら

れるが黄褐色を呈し、京都系土師器とは異なる。瓦質土

器に似る。274は大きく開き口縁がわずかに立ち上がる。

手づくね成形とみられ堅緻。京都系土師器とは異なる。

275は274に似るが外面に指押え状の調整がめぐる。 

276は瓦質土器の風炉とみられる。渦状雷文の文様帯。

内面は丁寧に調整が施される。277は炉壁の破片とみら

れる。赤褐色の粘土で内面は灰色。溶着がみられる。278

はガラス片。半透明の緑色を呈し屈曲部を持つ。碗に類

する器形とみられる。 

 

(６) 土塁・縦穴状遺構 

Ｇ-14区において残存する土塁を断ち割り、築造方法

を確認した。遺構の検出面である黄褐色火山灰土(Ⅷ層)

は曲輪の外側、空堀に向かって傾斜し、その上に盛土塁

が造られていることが確認された。 

土塁の内部、築造面から短辺約70cm、長辺約１ｍの遺

構が検出された。曲輪面より深さ約３ｍを掘り下げたが

遺構の底面は確認されなかった。 

全容は不明だが、中尾田遺跡で検出された中世山城の

隧道を参考例とし、曲輪面から空堀に抜ける縦穴状の遺

構が想定される。この場合、隧道を廃止した後に土塁を

築いたことになる。一方で曲輪面の水を空堀に逃がす水

抜き穴の可能性が推測される。この場合、縦穴を埋め戻

した後に土塁を築いた場合でも、曲輪面の排水機能を有

すると考えられる。 

 

土塁の遺物 

 279は青磁の皿。外反する口縁部で無文。280は土師器

の坏。ヘラ切離し後に底面を調整。調整の際に粘土が底

部外周になでつけられる。281は底面が完全に調整され

滑らかになっている。切り離し痕跡はまったく見えない。 

 

(７) 虎口 

 現在利用されている曲輪３下段への通路より北側の

位置に、曲輪面への通路となる溝状の遺構が確認された。 

通路はシラス火山灰と見られる白色火山灰土(Ⅸ層)

を削り込んだ浅い溝状で、東から西へ延び約110度に折

れて南へ延び、曲輪面上の道跡に接続する。通路の一部

には、側面に石が配されている。 

溝状の通路の周囲は、シラス火山灰土層が削り取られ

た平坦面として確認され、前述した空堀の検出面とは約

120cmの高低差がある。虎口の機能上から通路の周辺が

平坦面とは考えにくく、本来の形状は、通路の北に曲輪

３上段の斜面が迫り、西と南は３下段の曲輪面に囲まれ

た細く狭い通路であったことが想定される。 

 

虎口の遺物 

 282は白磁の端反皿。外底まで施釉し畳付を釉剥ぎ。

外底の一部は露胎。283は青花の碗。口縁部が外反し小

野分類のＢ群。284は青花の碗。発色は黄色がかり景徳

鎮窯ではない。高台外面から無釉薬。畳付にアルミナ付

着。285は青花の皿。286は海外陶器の鉢。素焼き。本来

は鉢だが水指の蓋に転用するなどのために求められた

という。287は土師器の小坏。糸切り底。 

 

(８) 階段遺構 

 ３次調査に際し、３-５Ｔにおいて長方形の板状の石

を用いた５段の階段が検出された。現在、曲輪３下段か

ら上段への通路として、Ｉ・Ｊ-16区に斜面に防腐剤注

入木を用いた簡易な階段が設置されている。この階段部

分でピンポールを土中に刺して確認を行ったところ、長

方形の石のようなものが存在することが判明した。トレ

ンチを設定し調査を実施したところ、板石を用いた階段

遺構と配石遺構を確認した。 

階段遺構を構成する板石は凝灰岩で、長さには大小の

差異があるものの、幅はおおむね30cm前後である。板石

を検出するために周辺の土壌を階段状に掘り下げたが、

本来は斜面に板石が設置されていた可能性もある。 

 検出した階段の西側では、階段を構成する板石に類似

する石材を用いた配石遺構が検出された。曲輪３上段か

ら３下段の方向に、石の上面が傾斜するように配され、

− 47 −



5
0
.
6
m

0 1m

第31図　曲輪３下段　階段遺構

− 48 −



5
0
.
6
m

0 1m

第31図　曲輪３下段　階段遺構

254

253

256

257

255

260

267

275

273

274

272

271

259

262

263

264

266

270

258

268 269

261

265

（1:3)0 10cm

第32図　曲輪３下段 遺構遺物(１)

− 49 −



277

276

278

291

290
292

289

288287

284

286

285

283
281

282

280

279

（1:3)0 10cm

第33図　曲輪３下段　遺構遺物(２)

− 50 −



277

276

278

291

290
292

289

288287

284

286

285

283
281

282

280

279

（1:3)0 10cm

第33図　曲輪３下段　遺構遺物(２)

Ｕ字形を呈するように板石が立てられた部分も存在す

る。配石遺構の方向は階段とは並行せず、階段との間隔

は、斜面を下るに従い開いていく。 

 この配石遺構は、一部Ｕ字形を呈する形状から側溝的

な性格を持つ水利施設であり、曲輪３上段の排水を担う

ものと推測される。 

ピンポールによる調査を実施した結果、階段及び配石

遺構の範囲は曲輪３下段側には広がらない。曲輪３上段

側には、階段を構成する板石が存在するかのような感触

があった。今後、曲輪３上段の調査を実施する際に確認

する必要がある。尚、階段を検出した部分の東側斜面は、

傾斜が大きく、やや切り立った形状となっており崩壊の

危険から配石遺構の有無を確認するための調査は実施

できなかったが、その地形から見て、配石遺構が存在す

る可能性は低いと考えられる。 

 

階段遺構の遺物 

 289は青磁の碗。やや内湾し無文。290は青磁で口縁が

内側に張り出す。内外面とも施釉、貫入がみられる。香

炉とした。291は青花の端反皿。口縁部に対して腰の屈

曲部は器壁が薄い。文様は灰色。292は青花の皿の底部。

見込文様。畳付のみ釉剥ぎ。 

 

(９) 柱穴・建物跡 

柱穴は曲輪の南西と北とで少数が確認された。柱穴よ

り出土した遺物は少量で、摩耗した土師器片等が主であ

るが、国産陶器の破片が数点確認されている。 

曲輪北側Ｈ-14区で確認された掘立柱建物跡は南北３

間×東西２間の規模と考えられるが、建物を構成するす

べての柱穴を確認することはできなかった。建物内部の

建物の向きは北に対して約30度東にずれている。 

この掘立柱建物跡と切り合うように南北に３基、東西

に２基の柱穴が並び、もう１棟の掘立柱建物跡が存在す

る可能性があるが、構成する柱穴を検出することができ

なかった。 

３次調査に際し、未調査部分のＧ-15区に３-３Ｔを設

定して調査を行ったところ、柱穴が確認された。１・２

次調査で検出した柱穴とともに建物跡を構成する可能

性が生じ、過去の調査区を再調査して遺構精査を行った

が、明確な建物跡を想定するには至らなかった。 

 

(10) 道跡 

Ｉ-15区で３条の道跡が検出された。北西及び南東に

延びる黒色土の硬化面が検出され、硬化面の幅は約1.5

～0.7ｍ、厚さ約１cmを測る。 

南東に延びた硬化面は虎口に接続し、北西に延びた硬

化面からは北東へ延びる２条が分岐する。そのうち、東

側の１条は現在曲輪３下段から上段への登山道へ向か

う。これは後述の階段遺構に接続すると考えられる。西

側の１条は先述した空堀に切られている。 

 

(11) 遺物 

青磁 

 293～295は盤。293・295は口縁が立ち上がり、294は

平坦だが肥厚する。293は内面に文様が施される。 

296～304は碗。296は胴部だがヘラ書き蓮弁文とみら

れる。上田分類Ｂ-Ⅳ類か。297は剣先蓮弁文。やや焼成

不良。298は腰部で内外面に草花文がみられる。外面口

縁部に雷文がみえ上田分類Ｃ類か。299・300は口縁が外

反し上田分類Ｄ類。299は内面に草花文が施される。301

は深い緑色を呈し口縁に草花文。302は外面口縁に櫛書

の圏線が施されるが釉薬で埋もれる。304は碗または皿

の底部。腰部から外反して立ち上がる。無文。 

305～310は皿。305は青白色を呈し無文。306は大振り

な稜花皿。内面は釉薬の発色が悪い。307は口縁部が外

反し焼成不良。308は菊皿。内面は工具による陰刻か。

309・310の底部は畳付も施釉し外底を釉剥ぎ。見込も釉

剥ぎを施す。 

 311は壷の胴部。波濤文を有す。312は壷の口縁部。内

面は口縁部のみ施釉とみられる。外面には貫入。313は

擂鉢。外面は貫入がみられ内面は露体で格子状に目がみ

られる。 

 

白磁 

 314～319は皿。314は切高台で畳付にアルミナが付着。

見込にも目跡がみられる。森田分類Ｄ群。315・316は端

反皿。森田分類Ｅ-２類。317は発色が悪く黄色を呈す。

318は菊皿。森田Ｄ-４類。319は腰部に稜線を持ち、内

底からの立ち上がりにも明確な屈曲がみられる。瀬戸美

濃に類する国産磁器。 

 320は鉢。器壁は薄く、口径はあまり開かない。外面

に段差状の装飾があり、施釉されて突帯のようにみえる。 

 321は瓶の頸部。取っ手の基部が残る。内面まで施釉。 

 

青花・その他の磁器。 

 322～325は碗。323は皿の可能性もある底部。内底が

やや盛り上がる。外底に富貴佳器とみられる銘。324～

326は中国南部、福建広東周辺の製品。324は見込に巻貝

文、外面に蕉葉文を持つが粗雑。高台内部は露体で赤色

の素地がみえる。畳付は粗く釉剥ぎ。モミガラ状の溶着

あり。326は碗皿の底部。見込に蛇ノ目釉剥ぎを施し、

高台内部は無釉。畳付を粗く釉剥ぎ。腰部は部分的に無
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釉であり、施釉が粗い。327は皿の底部。 

 328は磁器皿の底部。見込及び外面に赤色と緑色で文

様を描く。緑色の上から赤色で彩色している。 

 

海外陶器 

 329は皿。内面は黒色、外面は露胎。外面は屈曲して

立ち上がるが内面は滑らかなカーブを描く。高台を持た

ず底部の器壁は薄い。二次被熱。近世遺物の可能性があ

る。 

 330・331は鉢。330は外面に粗く鉄釉がかかり、直立

する口縁部は内部が肥厚する。331は口縁部が内外に張

り出す。内面に鉄釉、外面は露胎。 

 332は壷の胴部とみられ、外面に釉薬の流れがみえる。

胎土に白色の小石が多くみられ、焼成も良くない。 

 333は素焼きの鉢。胎土は焼成不良によりサンドイッ

チ状の部分がみられ、小石が多い。水指の蓋に転用する

などのために求められたという。曲輪３下段の虎口で出

土した286の類例。 

334は彩色陶器の小杯。内外面とも青系に彩色される。 

 

国産陶器 

 335・336は備前の擂鉢。どちらも８条の目が施される。

336は焼成不良か、外面が素焼き状を呈す。337は備前の

壷とみられるが、東南アジアを産地とする可能性がある。 

338は瀬戸の鉢。捏ね鉢とみられる。曲輪２上段で出

土した114の同類。 

339は器形不明の小片。羽あるいは葉を模した装飾と

みられる。緑色の釉薬がかかる。 

 

土師器・土師質土器 

340～343を坏とした。340は底面糸切り離し。内面か

ら見込にかけて渦巻状の調整がみられる。341は口縁部

片。黄褐色を呈し、やや堅緻な印象を受ける。342は内

外面に顔料が付着していたとみられるが、ほとんどが剥

げ落ちている。底面糸切り離し。343は底面糸切り離し。

切り離し痕跡が不鮮明であり、切り離し後に底面調整を

施したか磨滅したとみられる。 

344～364を皿とした。344は底面糸切り離し。内底が

盛り上がる。345は底面ヘラ切り離し後に底面調整。 

346は高台を作り出し腰部が屈曲する。磁器碗等を模

したものか。347は底面ヘラ切り離し後に底面調整。底

面は滑らかで短冊状の工具痕がみられる。348～353は底

面糸切り離し。349は糸切り離しの上から直線的な工具

痕がみられる。351・352は器高に対して底部が厚く皿と

しての容量は小さい。351は糸切り離し後に底部周辺に

雑な調整を施す。352は底面調整が施され切り離し痕が

不鮮明。353は大振りの皿とみられる 

354～357は手づくね成形の京都系土師器。白色を呈し

外反気味に開く口縁を持つ。方形土坑から出土の253及

び256と同類。 

358～361は手づくね成形で肥厚する口縁を持ち、黄褐

色を呈す。京都系土師器とは異なるものの、在地系土師

器とは明確に異なる特徴を持つ、京都系類似の資料であ

る。362は同様に手づくね成形で黄褐色を呈すが器壁が

薄い。363は手づくね成形とみられるが口縁部が肥厚し

ない。364は口縁部の外面に稜を持ち、口縁断面が三角

形状を呈す。 

 365・366は土師質土器の擂鉢である。365の内面には

５条を１セットとした目が、底面から放射状に八方向に

刻まれる。366は４条とみられる目が刻まれるが短く途

切れる。 

 

石製品 

 367は滑石製石鍋の口縁部。外面には突帯がめぐり煤

が付着。368は用途不明の軽石製品。板状に加工され、

片面にドーナツ状の刻印がみられる。形状から筒状のも

のを押える目的か、輪状製品の鋳型が想定されるが金属

の付着や使用痕跡はみられない。369は碁石。やや緑が

かり細長い形状。曲輪３下段では碁石が52個出土し、最

大径は3.1cm、最小経は0.9cmである。最大厚は1.3cm、

最小厚は0.2cmである。平均径は1.57cm、平均厚は0.5cm

である。 

  

銭貨・金属製品・ガラス製品 

 370～374は銭貨。370は唐銭の乹元重寳。これまで志

布志城跡から出土した銭貨では最も古い。372は篆書の

熈寧元寳。373の大観通寳は中央の穴が大きく楕円状に

広がる転用痕跡がみられる。374にも転用痕跡がみられ

る。銭文不明だが篆書の「元」字がみえる。 

 375は「こはぜ」と称される金具で鎧等の部品である。

２つの穴が並び紐を通して鎧の胴等を固定する金具で

「鞐」と書く。鞐は笠鞐と責鞐の２種がセットで用いら

れ、これは笠鞐とみられる。 

 376は簪。二股に分かれた金属棒に木製の玉が取り付

けられる。金属棒部分は開き、曲がって折れている。先

端部には耳かきを備える。近世遺物の可能性がある。 

377はガラス片。半透明の水色を呈し、極めて薄い。

湾曲した形状を持つことから器の破片と思われるが器

形は想定できない。 
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挿図
番号

掲載
番号

既報告
番号

出土区 種別 器種 部位 口径 底径 器高 生産地 時期 備考

249 K-18 表土 青磁 碗 口縁部 景徳鎮窯系 陰刻文様

250 K-18 青磁 瓶 口縁部 景徳鎮窯系 花弁状口縁

251 K-18 白磁 鉢？ 口縁部 7.6 景徳鎮窯系 　 外面突帯、口唇蓋受

252 K-18 青花 小碗？ 口縁部 5.4 景徳鎮窯系 ラッパ状口縁

第
27
図

挿図
番号

掲載
番号

既報告
番号

出土区 種別 器種 部位 口径 底径 器高 生産地 時期 備考

253 3-26
I-16

方形土坑１
土師器 皿 口縁～体部 手づくね　京都系　白色胎土

254 3-37
H-16

方形土坑１
土師器 坏？ 口縁～体部？ 手づくね？　外面調整

255 3-40
H-16

方形土坑２
土製品 瓦 破片 長径 9.5 短径7.5 厚さ2.1 重さ202.0g

256 3-100 H-14 土坑３ 土師器 皿 口縁～底部 15.4 1.9 16c後半か 手づくね　京都系　白色で上質な印象

257 H-14 土坑３ 青磁 碗 底部 龍泉窯系 外底露胎

258 2-82 H-14 土坑３ 陶器 擂鉢 口縁部 備前 16c頃

259 I-15 空堀 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 外反　無文

260 2-72 I-16 空堀 青花 皿 口縁～高台 12.0 5.8 2.2 福建広東 16c後 見込み蛇ノ目釉剥ぎ、畳付無釉

261 2-75 I-16 空堀 陶器 壺・甕 胴部下半
東南アジア
(ベトナムか)

16cか 堀出土遺物

262 2-88 空堀 陶器 皿？ 底部？ 日本 不明 陶器皿に彩色　近世遺物の可能性

263 2-80 空堀 陶器 擂鉢 口縁～胴部 備前 14c～15c前

264 2-83 I-16 空堀 陶器 甕 底部 備前 14c～15c

265 3-15 H-16 空堀 土師器 坏 口縁～底部 12.0 7.4 4.0 糸切り底

266 3-17 H-16 空堀 土師器 坏 口縁～底部 7.0 糸切り底

267 2-90 I-15 空堀 土師器 坏 口縁～底部 13.0 7.8 3.4 糸切り底

268 3-22 I-15 空堀 土師器 皿 口縁～底部 7.8 7.6 1.6 糸切り底？磨滅　歪み

269 3-23 G-15 空堀 土師器 皿 口縁～底部 1.8 5.8 1.7 糸切り後、調整

270 2-91 空堀 土師器 皿 口縁～底部 11.7 7.5 2.3 ヘラ切り底　堀出土遺物

271 3-27 H-16 空堀 土師器 皿 口縁部 手づくね　京都系　白色胎土

272 3-28 H-16 空堀 土師器 皿 口縁～体部 手づくね　京都系　白色胎土

273 3-34 H-16 空堀 土師器 皿 口縁～底部？ 手づくね　京都系類似

274 2-104 I-15 空堀 土師器 皿 口縁部 34.6 16c後半か 京都系に似る　丁寧な調整　堅緻

275 2-105 I-15 空堀 土師器 皿 口縁部 16c後半か 京都系に似る　丁寧な調整

276 3-39 H-16 空堀 瓦質土器 風炉？ 体部 大和系？ 雷文

277 3-41 I-16 空堀 土製品 炉壁 破片 長径12.9 短径9.1 厚さ3.4 重さ358.0g

278 H-16 空堀 ガラス 不明 半透明緑色

279 G-14 土塁 青磁 皿 口縁部 12.4 龍泉窯系 外反　無文

280 2-89 G-14 土塁 土師器 坏 口縁～底部 11.6 6.3 3.1 ヘラ切り底　底面調整　余り粘土付着

281 2-93 G-14 土塁 土師器 皿 口縁～底部 11.2 6.6 3.1 底面調整

282 3-5 J-15 虎口 白磁 皿 口縁～底部 10.8 6.0 2.3 景徳鎮窯系 端反皿

283 3-7 J-15 虎口 青花 碗 口縁～底部 13.0 景徳鎮窯系 端反碗

284 3-6 J-15 虎口 青花 碗 口縁 11.6 4.6 5.4 福建広東 畳付・外底露胎　饅頭心

285 3-8 J-15 虎口 青花 皿 口縁 12.4 景徳鎮窯系

286 3-12 J-15 虎口 陶器 鉢 口縁部 28.0 東南アジア 素焼　水指の蓋として転用か

287 3-19 J-15 虎口 土師器 坏 口縁～底部 7.6 5.8 2.9 糸切り底

288 3-21 J-15 虎口 土師器 皿 口縁～底部 8.4 6.0 1.9 糸切り底？磨滅

289 3-1 I-16 階段 青磁 碗 口縁 14.2 龍泉窯系

290 3-4 I-16 階段 青磁 香炉？ 口縁 龍泉窯系

291 3-9 I-16 階段 青花 皿 口縁 11.0 中国 端反皿

292 3-10 I-16 階段 青花 皿 底部 5.2 景徳鎮窯系

293 3-3 曲輪一括 青磁 盤 口縁 龍泉窯系 縁折盤

294 H-13 青磁 盤 口縁部 23.6 龍泉窯系 口折盤

295 2-59 G-15 青磁 盤 口縁部 23.4 龍泉窯系 14c後～15c前

296 2-53 H-16 青磁 碗 胴部 龍泉窯系 14c後頃 ヘラ書き蓮弁文

297 2-57 K-11 青磁 碗 口縁～底部 13.6 龍泉窯系 15c中～16c初 剣先蓮弁文

298 H-14 青磁 碗 腰部 龍泉窯系 草花文、口縁部雷文

299 2-54 K-11 青磁 碗 口縁～胴部 18.0 龍泉窯系 14c後～15c前 端反碗

300 2-55 L-12 青磁 碗 口縁部 15.2 龍泉窯系 14c後～15c中 端反碗

301 2-56 K-12 青磁 碗 口縁部 14.1 龍泉窯系 15c頃 口縁に草花文

302 2-58 G-14 青磁 碗 口縁部 12.0 福建広東か 16c後 外面に圏線の印刻

303 I-14 青磁 碗 口縁部 12.2 龍泉窯系 無文

304 3-2 H-14 柱穴 青磁 碗 体～底部 6.2 龍泉窯系

305 2-63 G-15 青磁 皿 口縁 12.8 中国 14c～15ｃ

306 2-60 H-15 青磁 皿 口縁部 22.1 龍泉窯系 14c後～15c前 稜花皿

307 H-14 青磁 皿 口縁部 12.2 龍泉窯系 外反　無文　焼成不良

308 H-15 青磁 皿 口縁部 14.3 龍泉窯系 内面蔭刻文

309 H-16 青磁 皿 底部 6.4 龍泉窯系 外底露胎　見込釉剥

310 I-14 青磁 皿 底部 7.2 龍泉窯系 外底露胎　見込釉剥

311 2-61 I-15 青磁 壷 胴部 龍泉窯系 14c中～後 波濤文、酒海壺か

第
34
図

第
32
図

第
33
図

曲輪３上段　出土遺物観察表

曲輪３下段　出土遺物観察表
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番号

掲載
番号

既報告
番号

出土区 種別 器種 部位 口径 底径 器高 生産地 時期 備考

249 K-18 表土 青磁 碗 口縁部 景徳鎮窯系 陰刻文様

250 K-18 青磁 瓶 口縁部 景徳鎮窯系 花弁状口縁

251 K-18 白磁 鉢？ 口縁部 7.6 景徳鎮窯系 　 外面突帯、口唇蓋受

252 K-18 青花 小碗？ 口縁部 5.4 景徳鎮窯系 ラッパ状口縁
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253 3-26
I-16

方形土坑１
土師器 皿 口縁～体部 手づくね　京都系　白色胎土

254 3-37
H-16

方形土坑１
土師器 坏？ 口縁～体部？ 手づくね？　外面調整

255 3-40
H-16

方形土坑２
土製品 瓦 破片 長径 9.5 短径7.5 厚さ2.1 重さ202.0g

256 3-100 H-14 土坑３ 土師器 皿 口縁～底部 15.4 1.9 16c後半か 手づくね　京都系　白色で上質な印象

257 H-14 土坑３ 青磁 碗 底部 龍泉窯系 外底露胎

258 2-82 H-14 土坑３ 陶器 擂鉢 口縁部 備前 16c頃

259 I-15 空堀 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 外反　無文

260 2-72 I-16 空堀 青花 皿 口縁～高台 12.0 5.8 2.2 福建広東 16c後 見込み蛇ノ目釉剥ぎ、畳付無釉

261 2-75 I-16 空堀 陶器 壺・甕 胴部下半
東南アジア
(ベトナムか)

16cか 堀出土遺物

262 2-88 空堀 陶器 皿？ 底部？ 日本 不明 陶器皿に彩色　近世遺物の可能性

263 2-80 空堀 陶器 擂鉢 口縁～胴部 備前 14c～15c前

264 2-83 I-16 空堀 陶器 甕 底部 備前 14c～15c

265 3-15 H-16 空堀 土師器 坏 口縁～底部 12.0 7.4 4.0 糸切り底

266 3-17 H-16 空堀 土師器 坏 口縁～底部 7.0 糸切り底

267 2-90 I-15 空堀 土師器 坏 口縁～底部 13.0 7.8 3.4 糸切り底

268 3-22 I-15 空堀 土師器 皿 口縁～底部 7.8 7.6 1.6 糸切り底？磨滅　歪み

269 3-23 G-15 空堀 土師器 皿 口縁～底部 1.8 5.8 1.7 糸切り後、調整

270 2-91 空堀 土師器 皿 口縁～底部 11.7 7.5 2.3 ヘラ切り底　堀出土遺物

271 3-27 H-16 空堀 土師器 皿 口縁部 手づくね　京都系　白色胎土

272 3-28 H-16 空堀 土師器 皿 口縁～体部 手づくね　京都系　白色胎土

273 3-34 H-16 空堀 土師器 皿 口縁～底部？ 手づくね　京都系類似

274 2-104 I-15 空堀 土師器 皿 口縁部 34.6 16c後半か 京都系に似る　丁寧な調整　堅緻

275 2-105 I-15 空堀 土師器 皿 口縁部 16c後半か 京都系に似る　丁寧な調整

276 3-39 H-16 空堀 瓦質土器 風炉？ 体部 大和系？ 雷文

277 3-41 I-16 空堀 土製品 炉壁 破片 長径12.9 短径9.1 厚さ3.4 重さ358.0g

278 H-16 空堀 ガラス 不明 半透明緑色

279 G-14 土塁 青磁 皿 口縁部 12.4 龍泉窯系 外反　無文

280 2-89 G-14 土塁 土師器 坏 口縁～底部 11.6 6.3 3.1 ヘラ切り底　底面調整　余り粘土付着

281 2-93 G-14 土塁 土師器 皿 口縁～底部 11.2 6.6 3.1 底面調整

282 3-5 J-15 虎口 白磁 皿 口縁～底部 10.8 6.0 2.3 景徳鎮窯系 端反皿

283 3-7 J-15 虎口 青花 碗 口縁～底部 13.0 景徳鎮窯系 端反碗

284 3-6 J-15 虎口 青花 碗 口縁 11.6 4.6 5.4 福建広東 畳付・外底露胎　饅頭心

285 3-8 J-15 虎口 青花 皿 口縁 12.4 景徳鎮窯系

286 3-12 J-15 虎口 陶器 鉢 口縁部 28.0 東南アジア 素焼　水指の蓋として転用か

287 3-19 J-15 虎口 土師器 坏 口縁～底部 7.6 5.8 2.9 糸切り底

288 3-21 J-15 虎口 土師器 皿 口縁～底部 8.4 6.0 1.9 糸切り底？磨滅

289 3-1 I-16 階段 青磁 碗 口縁 14.2 龍泉窯系

290 3-4 I-16 階段 青磁 香炉？ 口縁 龍泉窯系

291 3-9 I-16 階段 青花 皿 口縁 11.0 中国 端反皿

292 3-10 I-16 階段 青花 皿 底部 5.2 景徳鎮窯系

293 3-3 曲輪一括 青磁 盤 口縁 龍泉窯系 縁折盤

294 H-13 青磁 盤 口縁部 23.6 龍泉窯系 口折盤

295 2-59 G-15 青磁 盤 口縁部 23.4 龍泉窯系 14c後～15c前

296 2-53 H-16 青磁 碗 胴部 龍泉窯系 14c後頃 ヘラ書き蓮弁文

297 2-57 K-11 青磁 碗 口縁～底部 13.6 龍泉窯系 15c中～16c初 剣先蓮弁文

298 H-14 青磁 碗 腰部 龍泉窯系 草花文、口縁部雷文

299 2-54 K-11 青磁 碗 口縁～胴部 18.0 龍泉窯系 14c後～15c前 端反碗

300 2-55 L-12 青磁 碗 口縁部 15.2 龍泉窯系 14c後～15c中 端反碗

301 2-56 K-12 青磁 碗 口縁部 14.1 龍泉窯系 15c頃 口縁に草花文

302 2-58 G-14 青磁 碗 口縁部 12.0 福建広東か 16c後 外面に圏線の印刻

303 I-14 青磁 碗 口縁部 12.2 龍泉窯系 無文

304 3-2 H-14 柱穴 青磁 碗 体～底部 6.2 龍泉窯系

305 2-63 G-15 青磁 皿 口縁 12.8 中国 14c～15ｃ

306 2-60 H-15 青磁 皿 口縁部 22.1 龍泉窯系 14c後～15c前 稜花皿

307 H-14 青磁 皿 口縁部 12.2 龍泉窯系 外反　無文　焼成不良

308 H-15 青磁 皿 口縁部 14.3 龍泉窯系 内面蔭刻文

309 H-16 青磁 皿 底部 6.4 龍泉窯系 外底露胎　見込釉剥

310 I-14 青磁 皿 底部 7.2 龍泉窯系 外底露胎　見込釉剥

311 2-61 I-15 青磁 壷 胴部 龍泉窯系 14c中～後 波濤文、酒海壺か
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312 2-62 I-14 青磁 瓶 口縁部 4.4 龍泉窯系 14c後～15c中

313 H-15 青磁 擂鉢 胴部 龍泉窯系 青磁擂鉢

314 H-15 白磁 皿 口縁～底部 4.0 景徳鎮窯系 切高台

315 H-15 白磁 皿 口縁部 14.6 景徳鎮窯系 16c前半 端反皿

316 H-14 白磁 皿 口縁部 16.0 景徳鎮窯系 16c前半 端反皿

317 2-64 H-15 白磁 皿 口縁部～高台 12.4 景徳鎮窯 16c 端反皿

318 H-16 白磁 皿 口縁～底部 14.2 7.8 3.3 景徳鎮窯系 16c後半 菊皿

319 2-65 H-15 白磁 皿 口縁～底部 9.0 4.6 2.2 瀬戸美濃 16c

320 I-14 白磁 鉢？ 口縁部 10.0 景徳鎮窯系 外面突帯

321 2-66 I-15 白磁 瓶 頸部 景徳鎮窯 16c中～後 ヒビ焼、被熱

322 2-67 青花 碗 口縁～胴部 景徳鎮窯 16c後 花器文

323 2-68 青花 碗 底部～高台 景徳鎮窯 16c後 富貴佳器銘

324 2-69 青花 碗 底部～高台 5.0 福建広東 16c 見込み巻貝文、外面蕉葉文

325 2-70 I-14 青花 碗 口縁部 16.0 福建広東 16c後

326 2-71 K-13 青花 碗・皿 底部～高台 4.4 福建広東 16c後 見込み蛇ノ目釉剥ぎ、粗製

327 3-11 曲輪一括 青花 皿 底部 景徳鎮窯系

328 2-73 H-13 磁器 皿 底部～高台 4.6 景徳鎮窯 16c第２～３四半期 赤と緑の彩色

329 2-78 曲輪一括 陶器 皿 口縁～底部か 11.0 4.6 2.4 中国 14c～15c 内面黒釉、被熱。近世遺物の可能性

330 2-76 H-13 陶器 鉢 口縁部 23.6 福建広東 明代 外面鉄釉

331 2-77 I-15 陶器 鉢類 口縁部ほか 28.0 福建広東 明代 内面鉄釉

332 2-74 H-15 陶器 壺 胴部 福建広東 明代 胎土が粗い

333 2-79 I-14 陶器 鉢 縁部 22.2 東南アジア 16c頃 蓋に転用か

334 2-p42 H-15 彩色陶器 杯 口縁部 5.4 中国 青釉

335 2-p42 陶器 擂鉢 口縁～腰部 29.2 備前 15c前半

336 2-81 陶器 擂鉢 口縁部 備前 15c～16c前

337 2-84 G-15 陶器 小壺 口縁部 8.6 備前か 16cか 東南アジア産の可能性

338 2-86 陶器 鉢類 胴部下半 瀬戸 14c～15c 捏ね鉢か

339 2-87 陶器 不明 肥前か 16c頃か 葉型の装飾　器形不明

340 3-13 H-13 土師器 坏 口縁～底部 12.2 7.8 3.8 糸切り底

341 3-14 I-15 土師器 坏 口縁～胴部 12.4

342 3-16 H-13 土師器 坏 口縁～底部 11.6 7.0 4.0 糸切り底

343 3-18 曲輪一括 土師器 坏 口縁～底部 11.6 8.6 3.3 糸切り底？磨滅

344 3-20 H-16 土師器 皿 口縁～底部 9.8 7.8 1.9 糸切り底

345 3-24 曲輪一括 土師器 皿 口縁～底部 6.6 ヘラ切り後、調整

346 3-25 H-13 土師器 碗？ 口縁～底部 高台あり　磁器碗の模倣か

347 2-92 H-14 土師器 皿 口縁～底部 11.3 6.0 2.7 ヘラ切り底 底面調整

348 2-94 I-14 土師器 皿 口縁～底部 8.4 5.3 1.9 糸切り底

349 2-95 I-14 土師器 皿 口縁～底部 8.2 5.7 1.8 糸切り底　土坑３出土遺物

350 2-96 I-14 土師器 皿 口縁～底部 8.0 5.0 1.9 糸切り底

351 2-97 G-14 土師器 皿 完形 7.8 6.3 1.8 糸切り底　不整

352 2-98 H-14 土師器 皿 口縁～底部 8.8 6.6 2.0 糸切り底

353 2-106 H-14 土師器 皿？ 底部 7.4 16c後半か 糸切り底　底面立ち上がり調整

354 2-99 H-14 土師器 皿 口縁～底部 12.0 5.4 1.6 手づくね　京都系

355 2-101 I-14 土師器 皿 口縁～底部 18.2 10.0 1.8 16c後半か 手づくね　京都系　白色で上質な印象

356 2-102 I-14 土師器 皿 胴部 16c後半か 手づくね　京都系　白色で上質な印象

357 2-103 I-14 土師器 皿 胴部 16c後半か 手づくね　京都系　白色で上質な印象

358 3-29 H-16 土師器 皿 口縁付近 手づくね　京都系類似

359 3-30 H-16 土師器 皿 口縁部 手づくね　京都系類似

360 3-31 H-16 土師器 皿 口縁部 手づくね　京都系類似

361 3-32 H-16 土師器 皿 口縁部 手づくね　京都系類似

362 3-33 H-16 土師器 皿 口縁部 手づくね　京都系類似

363 3-35 H-16 土師器 皿 口縁部 手づくね

364 3-36 H-16 土師器 皿 口縁部 手づくね？　外面調整

365 107 G-14 土師器？ 擂鉢 胴～底部 12.0 在地系　粗製

366 3-38 H-16 土師質土器 擂鉢 底部付近 在地 在地系

367 3-42 H-13 石製品 石鍋 口縁部 18.0 滑石製石鍋　外面スス付着

368 2-p44 石製品 不明 ドーナツ状痕跡　鋳型？

369 石製品 碁石 長径3.1 短径1.4 厚さ0.5

370 I-5 金属器 銭貨 完形 唐 758初鋳 乹元重寶

371 3-43 H-13 金属器 銭貨 2/3 北宋 1068年初鋳 熈寧元宝(篆書)

372 3-44 G-15 遺構 金属器 銭貨 接合 長径2.1 北宋 1107年初鋳 大観通寶　転用痕跡

373 3-45 H-13 金属器 銭貨 1/3 長径2.3 南宋 1241年初鋳 淳祐元寳

374 3-46 H-13 金属器 銭貨 接合 長径2.3 不明 － 銭文不明　篆書「元」字　転用痕跡

375 2-p44 金属器 笠鞐

376 2-p44 金属器 簪 かんざし　近世の可能性

377 2-p44 H-14 土坑１ ガラス 破片 詳細不明
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第７節 曲輪４上段の調査 

(１) 調査の概要 

曲輪４は内城の中野久尾と呼ばれる区域に該当する。

当初、内城跡の調査及び整備は本丸、中野久尾、大野久

尾と順次着手する計画となっていた。しかし、空堀に面

した曲輪４上段の北側斜面の崩壊が著しく、崩壊防止を

含む曲輪４上段の整備を早急に考える必要が生じた。 

曲輪４上段については、過去に確認調査等を実施して

いないため、曲輪の状況を確認することを目的に５次調

査の中でトレンチによる確認調査を実施した。 

 曲輪の現況は杉林であり、杉の合間を縫う様に、曲輪

面に１～７Ｔトレンチを設定して調査を行い、必要に応

じて拡張した。また、土塁の調査を目的として、曲輪北

西部の土塁に８Ｔ、南西部の土塁に９Ｔを設定した。 

 

(２) 曲輪面の調査（１～７Ｔ） 

 １Ｔは、曲輪の南西部Ｐ－26区に存在する土塁の裾に

２×２ｍで設定し、地表面から約90cmを調査した。地表

面より約60㎝で、サツマ火山灰と見られる黄色パミスが

混在する黄褐色土(Ⅵ層 10YR5/6)を確認した。その上面

で遺構精査を行ったが、遺構は検出できなかった。トレ

ンチの南西角では、Ⅵ層相当層の上にⅤ層に相当する暗

褐色土(10YR3/3)が確認される部分がある。Ⅴ層はトレ

ンチ南壁では西から東に、西壁では南から北に傾斜して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いることが確認され、切り土塁の端部の可能性がある。 

 ２Ｔは、曲輪の南側Ｑ-25区に２×２ｍで設定した後、

西に２ｍ拡張した。地表面より約70cmを調査したが、原

地形を判断する土層を確認できなかったため、下層確認

を行った。その結果、地表面から約80cmで黒色土(Ⅱ層 

10YR2/1)、約140cmでアカホヤ火山灰である黄褐色火山

灰土(Ⅲ層 10YR5/8)が確認された。 

３Ｔは、曲輪の中央Ｑ-26区に２×２ｍで設定し、地

表面より約90cmを調査したが、明確な遺構及び原地形を

判断する土層を確認できなかったため、南に２ｍ、北と

西に幅１ｍ長さ４.５ｍで拡張した。拡張した北端では

地表面より約70cmで黄褐色火山灰土(Ⅷ層 10YR5/6)を

確認した。しかし、それ以外の部分では確認できなかっ

たため、当初のトレンチで下層確認を行った。地表面よ

り約140cmでチョコ層と呼ばれる褐色粘質土(Ⅶ層 

7.5YR4/4)を確認した。地表面より約220cmまで確認した

が、黄褐色火山灰土(Ⅷ層)には到達しなかった。 

４Ｔは、曲輪の東側、Ｒ-26区に２×２ｍで設定し、

地表面から約70cmを調査したが、原地形を判断する土層

は確認できなかった。地表面より約50cmの部分で部分的

に硬化し、炭化物とにぶい黄橙色土(10YR7/3)を含む暗

褐色土(10YR3/3)が確認された。他トレンチの状況から、

この面を築城面と想定して遺構精査を行ったが、遺構等

は検出できなかった。 
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５Ｔは、曲輪の中心部Ｑ-26区に２×２ｍで設定し、

地表面より約70cmを調査した。地表面より約50cmでシラ

スと見られる黄褐色火山灰土(Ⅷ層 10YR6/8)を確認し、

その上面で溝状の遺構を検出した。遺構の状況を確認す

るため、トレンチを東と西にそれぞれ２ｍ拡張し、Ⅷ層

上面に柱穴等の遺構が存在することを確認した。 

６Ｔは、曲輪の北部Ｑ-27区に２×２ｍで設定し、地

表面より約60cmを調査した。地表面より約50～60cmでシ

ラスと見られる黄褐色火山灰土(Ⅶ層 10YR6/8)を確認

し、その上面で遺構を検出した。 

７Ｔは、曲輪の中心部Ｑ-26区に２×２ｍで設定し、

地表面より約60cmを調査した。原地形を判断できる土層

が確認できなかったため、地表面より約50㎝で確認した

黒褐色土(10YR2/3)上面を、他トレンチの状況から築城

面と想定して遺構精査を行ったが、遺構等は検出できな

かった。 

 

(３) 土塁の調査 

８Ｔは、曲輪の南西部に存在する土塁を断ち割るよう

にＰ-25区に２×１ｍで設定し、曲輪面の地表から約

70cmを調査した。曲輪面より約50cmで硬質な褐色土(Ⅶc

層 10YR4/6)を検出した。断面の観察により、基本土層

のⅦ層に否定される暗褐色土(Ⅶa層 10YR3/4)以下が削

り残されている状況を確認し、この土塁が切り土塁であ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ることが判明した。 

９Ｔは、曲輪の北西部に存在する土塁を断ち割るよう

にＱ-27・28区に２×３.５ｍで設定し、曲輪面の地表 

から約70cmを調査した。５Ｔ及び６Ｔで遺構を検出した

黄褐色火山灰土(Ⅷ層 10YR5/6)までを調査した結果、曲

輪面から空堀方向に大きく傾斜していることを確認し、

この土塁が盛り土塁であることが判明した。 

 

(４) 遺物 

青磁 

 378～384は碗。378はかすかに鎬を持つ蓮弁文。内面

にも蓮弁とみられる文様が施される。上田分類Ｂ-Ⅱ類

か。379は外面に蓮弁とみられる文様があるが判別でき

ない程に粗製。内面の施釉も粗い。380は口縁に雷文が

施される。上田分類Ｃ類。381・382は直口する無文の口

縁。382は青白色を呈し外面に稜がみえる。383は腰部。

内面に曲線による文様がみられる。384は底部。高台内

部から外底は無釉。畳付は施釉される。高台内面で釉剥

ぎか。 

 385～390は皿。385・386は外反する口縁。385は口縁

が肥厚し腰折皿の可能性がある。二次被熱か。焼成不良。

386は器壁に対して釉薬が厚い。ある程度の器高がある

とみられ、碗や鉢の可能性もある。387・388は腰折皿。

稜花形。387は二次被熱。388は焼成不良か暗褐色を呈す。 
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口縁内面に櫛書文を持つ。389は大きく開いた後に直立

する口縁とみられ盤の可能性もある。焼成不良。390は

器高の小さい皿とみられ、口縁の内外に口錆のような装

飾がある。外面腰部に溶着がみられる。 

 

白磁 

391～393を碗とした。391は灰白色を呈し内外面とも

に灰色の斑点がみられる。393は底部。畳付まで施釉。

高台内を段状に削る。施釉は粗く、高台外面は部分的に

露胎。394・395は皿。394は焼成の良い端反皿。395は黄

白色を呈し碁笥底の可能性がある。外面胴部下半は露胎。 

 

青花 

 396～400は碗。396は焼成不良で発色が悪い。397・398

は直口する口縁。399・400は円筒状の器形で外面に小さ

な突帯状の装飾がめぐり、その上下に植物が描かれる。

399はわずかに器壁が厚く、400はわずかに黄色がかる。 

 401～405は皿。401は口縁が外反し小野分類Ｂ群の端

反皿。403は碁笥底の底部。底面に溶着がみられる。畳

付部分のみ釉剥ぎ。小野分類Ｃ群。404も碁笥底だが福

建広東の製品とみられ、黄褐色を呈し文様も灰色。畳付

の釉剥ぎは粗く溶着がみられる。外底部は露胎。405は

器壁が薄く焼成が良い。見込が下がり小野分類Ｅ群とみ

られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陶器 

 406は海外陶器の壷の肩部。外面は黒褐釉、内面は露

胎。407は擂鉢の底部。内面は赤褐色を呈し丁寧に調整

されている。９条を単位とする目が刻まれる。 

 408は明三彩、魚形水滴の尾部分。尾が直立する形状

となる可能性がある。鱗部分は緑色、尾鰭部分は黄色で

彩色される。409・410は緑釉陶器。409は球状の破片で

外面に稜がみられる。内面は露胎。外面に張り出した欠

損部があり、取っ手を持つ水差等の肩部と考えられる。

あるいは上下が逆で脚状部を持つ底部の可能性がある。 

張り出し部は内面から直径２mm弱の穿孔がなされてい

る。この他に器形不明の破片が２点出土しており、１点

は409に類似する。410は屈曲部を持つ小片で器形不明。

内面の一部に緑釉がみられる。 

 

土師器 

 器高が３cm以上のものを坏とし、３cm未満を皿に分類

した。411・412が坏である。411は底面ヘラ切り離し後

に調整を施す。外面も丁寧に調整される。412もヘラ切

離し後に調整を施すが、切り離しは粗雑。胴部は内外面

とも丁寧な調整を受ける。 

 413～421は皿。413は黄褐色を呈し、底面糸切り離し。

414は底面ヘラ切り離し後に調整。 

 415～421は手づくね成形。黄褐色を呈し口縁部が肥厚

する。415は口縁端部が立ち上がり気味に終わる。416・

0 （1:1) 3cm

411 412 413 414

415

416

417

418
419 420 421

423

424

425 426（1:3)0 10cm

422

第40図　曲輪４上段　土師器・銭貨
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418・419は口縁部の調整により内面に稜が造られる。口

縁部外面は丁寧に調整される。420は赤みを帯びた胎土

で器壁が薄く、口縁が内湾するように立ち上がる。瓦器

皿に類似する形状と思われる。421は胴部から底部部分

だが、416等と同類の印象を受ける。420を除いて総じて

堅緻な印象を受け、京都系土師器類似としてまとめた。 

 

瓦器・瓦質土器・土師質土器・銭貨 

 422・423は瓦器。器壁が薄く、口縁が内湾するように

立ち上がる。口縁部内外面が黒色化。422は内外面とも

不整。423は口縁が内部に丸められ玉縁状を呈す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 424・425は土師質土器。424は壷甕の底部。外面は丁

寧に調整される。425は擂鉢の底部。６条を単位とする

目が刻まれる。 

 426は洪武通寶。銭文は明確で外輪部が太い。この他

に銭文が判読できないものが３点出土している。 

挿図
番号

掲載
番号

既報告
番号

出土区 種別 器種 部位 口径 底径 器高 生産地 時期 備考

378 3-141 Q-25(2T) 青磁 碗 口縁部    龍泉窯系 13c～14c中 鎬蓮弁文　内面口縁にも施文

379 3-142 Q-27(5T) 青磁 碗 口縁部    龍泉窯系 蓮弁文が判別できないほど粗製

380 3-143 Q-26(3T) 青磁 碗 口縁部    龍泉窯系 15ｃ後半 雷文　二次被熱

381 3-144 Q-27(9T) 青磁 碗 口縁～底部 14.4   龍泉窯系 無文　外反

382 3-145 Q-26(3T) 青磁 碗 口縁～腰部 12.0   龍泉窯系 内外面無文

383 3-146 P-26(1T) 青磁 碗 腰部？    龍泉窯系 内面腰部に文様

384 3-147 Q-27(9T) 青磁 碗 底部  6.0  龍泉窯系

385 3-148 Q-26(3T) 青磁 皿 口縁部 10.5   龍泉窯系 腰折皿？

386 3-149 Q-26(3T) 青磁 碗・皿 口縁部    龍泉窯系 端反

387 3-150 P-26(1T) 青磁 皿 口縁～腰部 12.1   龍泉窯系 15c後半 腰折皿　綾花

388 3-151 Q-25(2T) 青磁 皿 口縁部    龍泉窯系 15c後半 腰折皿　綾花　櫛書文

389 3-152 Q-25(2T) 青磁 皿？ 口縁部    龍泉窯系 焼成不良

390 3-153 Q-27(5T) 青磁 皿 口縁部    中国 口縁内面に口錆様の装飾　外面窯着あり

391 3-154 Q-26(7T) 白磁 碗 口縁～腰部    景徳鎮窯系

392 3-155 Q-26(3T) 白磁 碗 口縁～体部 13.7   景徳鎮窯系 16c 端反碗

393 3-156 Q-26(3T) 白磁 碗 底部  3.2  景徳鎮窯系 高台一部露胎　見込蛇ノ目釉剥ぎ

394 3-157 Q-26(3T) 白磁 皿 口縁部 15.6   景徳鎮窯系 16c 端反皿

395 3-158 Q-26(3T) 白磁 皿 口縁～腰部 9.6   景徳鎮窯系 16c 碁笥底　外面下半露胎か　被熱

396 3-159 Q-27(5T) 青花 碗？ 口縁～体部    景徳鎮窯系 焼成不良

397 3-160 Q-26(3T) 青花 碗・皿 口縁部    景徳鎮窯系

398 3-161 Q-26(3T) 青花 碗・皿 口縁部    景徳鎮窯系

399 3-162 Q-26(6T) 青花 碗 口縁～体部    景徳鎮窯系 外面に装飾あり

400 3-163 Q-26(3T) 青花 碗 口縁～体部 9.6   景徳鎮窯系 外面に装飾あり

401 3-164 Q-25(2T) 青花 皿 口縁～腰部 9.8   景徳鎮窯系 16c前半 端反皿

402 3-165 Q-26(3T) 青花 皿 口縁～底部  8.4  景徳鎮窯系 畳付砂敷き

403 3-166 Q-27(9T) 青花 皿 底部  2.5  景徳鎮窯系 16c後半 碁笥底

404 3-167 Q-25(2T) 青花 皿 口縁～底部 12.6 6.1 3.6 福建広東 16c後半 碁笥底

405 3-168 Q-27(5T) 青花 皿 口縁～底部  6.2  景徳鎮窯系

406 3-169 曲輪一括 陶器 壺 肩部    中国

407 3-170 Q-26(3T) 陶器 擂鉢 底部    中国

408 3-171 Q-26(6T) 三彩 水滴 魚形尾    中国南部 16c 魚形水滴か

409 3-173 Q-26(6T) 緑釉陶器 水差 肩部    中国南部 脚付き底部の可能性あり

410 3-174 P-26(1T) 緑釉陶器 不明 －    中国南部

411 3-176 P-26(1T) 土師器 坏 口縁～底部 7.0 5.4 3.9 ヘラ切り後、調整

412 3-177 P-26(1T) 土師器 坏 口縁～底部 11.0 4.5 4.0 ヘラ切り　粗製

413 3-178 Q-26(6T) 遺構 土師器 皿 口縁～底部 12.1 6.0 2.3 糸切り

414 3-179 P-26(1T) 土師器 皿 口縁～底部 8.6 6.5 2.3 ヘラ切り後、調整

415 3-180 P-26(1T) 土師器 皿 口縁部    手づくね　京都系類似　堅緻

416 3-181 P-26(1T) 土師器 皿 口縁～底部 18.8   手づくね　京都系類似　堅緻

417 3-182 P-26(1T) 土師器 皿 口縁～胴部 16.0   手づくね　京都系類似　堅緻

418 3-183 P-26(1T) 土師器 皿 口縁～胴部    手づくね　京都系類似　堅緻

419 3-184 P-26(1T) 土師器 皿 口縁部    手づくね　京都系類似　堅緻

420 3-187 P-25(8T) 土師器 皿 口縁～底部    手づくね　口縁部内湾

421 3-188 P-26(1T) 土師器 皿 体～底部    手づくね　京都系類似　堅緻

422 3-185 Q-26(6T) 瓦器 皿 口縁～底部    

423 3-186 Q-26(3T) 瓦器 皿 口縁～底部 10.2 6.0 0.9

424 3-189 Q-26(3T) 土師質土器 壺・甕 底部  17.8  在地

425 3-190 Q-27(9T) 土師質土器 擂鉢 底部  7.6  在地

426 3-191 Q-27(5T) 金属器 銭貨 完品 長径2.2   明 1368年初鋳 洪武通寶
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挿図
番号

掲載
番号

既報告
番号

出土区 種別 器種 部位 口径 底径 器高 生産地 時期 備考

378 3-141 Q-25(2T) 青磁 碗 口縁部    龍泉窯系 13c～14c中 鎬蓮弁文　内面口縁にも施文

379 3-142 Q-27(5T) 青磁 碗 口縁部    龍泉窯系 蓮弁文が判別できないほど粗製

380 3-143 Q-26(3T) 青磁 碗 口縁部    龍泉窯系 15ｃ後半 雷文　二次被熱

381 3-144 Q-27(9T) 青磁 碗 口縁～底部 14.4   龍泉窯系 無文　外反

382 3-145 Q-26(3T) 青磁 碗 口縁～腰部 12.0   龍泉窯系 内外面無文

383 3-146 P-26(1T) 青磁 碗 腰部？    龍泉窯系 内面腰部に文様

384 3-147 Q-27(9T) 青磁 碗 底部  6.0  龍泉窯系

385 3-148 Q-26(3T) 青磁 皿 口縁部 10.5   龍泉窯系 腰折皿？

386 3-149 Q-26(3T) 青磁 碗・皿 口縁部    龍泉窯系 端反

387 3-150 P-26(1T) 青磁 皿 口縁～腰部 12.1   龍泉窯系 15c後半 腰折皿　綾花

388 3-151 Q-25(2T) 青磁 皿 口縁部    龍泉窯系 15c後半 腰折皿　綾花　櫛書文

389 3-152 Q-25(2T) 青磁 皿？ 口縁部    龍泉窯系 焼成不良

390 3-153 Q-27(5T) 青磁 皿 口縁部    中国 口縁内面に口錆様の装飾　外面窯着あり

391 3-154 Q-26(7T) 白磁 碗 口縁～腰部    景徳鎮窯系

392 3-155 Q-26(3T) 白磁 碗 口縁～体部 13.7   景徳鎮窯系 16c 端反碗

393 3-156 Q-26(3T) 白磁 碗 底部  3.2  景徳鎮窯系 高台一部露胎　見込蛇ノ目釉剥ぎ

394 3-157 Q-26(3T) 白磁 皿 口縁部 15.6   景徳鎮窯系 16c 端反皿

395 3-158 Q-26(3T) 白磁 皿 口縁～腰部 9.6   景徳鎮窯系 16c 碁笥底　外面下半露胎か　被熱

396 3-159 Q-27(5T) 青花 碗？ 口縁～体部    景徳鎮窯系 焼成不良

397 3-160 Q-26(3T) 青花 碗・皿 口縁部    景徳鎮窯系

398 3-161 Q-26(3T) 青花 碗・皿 口縁部    景徳鎮窯系

399 3-162 Q-26(6T) 青花 碗 口縁～体部    景徳鎮窯系 外面に装飾あり

400 3-163 Q-26(3T) 青花 碗 口縁～体部 9.6   景徳鎮窯系 外面に装飾あり

401 3-164 Q-25(2T) 青花 皿 口縁～腰部 9.8   景徳鎮窯系 16c前半 端反皿

402 3-165 Q-26(3T) 青花 皿 口縁～底部  8.4  景徳鎮窯系 畳付砂敷き

403 3-166 Q-27(9T) 青花 皿 底部  2.5  景徳鎮窯系 16c後半 碁笥底

404 3-167 Q-25(2T) 青花 皿 口縁～底部 12.6 6.1 3.6 福建広東 16c後半 碁笥底

405 3-168 Q-27(5T) 青花 皿 口縁～底部  6.2  景徳鎮窯系

406 3-169 曲輪一括 陶器 壺 肩部    中国

407 3-170 Q-26(3T) 陶器 擂鉢 底部    中国

408 3-171 Q-26(6T) 三彩 水滴 魚形尾    中国南部 16c 魚形水滴か

409 3-173 Q-26(6T) 緑釉陶器 水差 肩部    中国南部 脚付き底部の可能性あり

410 3-174 P-26(1T) 緑釉陶器 不明 －    中国南部

411 3-176 P-26(1T) 土師器 坏 口縁～底部 7.0 5.4 3.9 ヘラ切り後、調整

412 3-177 P-26(1T) 土師器 坏 口縁～底部 11.0 4.5 4.0 ヘラ切り　粗製

413 3-178 Q-26(6T) 遺構 土師器 皿 口縁～底部 12.1 6.0 2.3 糸切り

414 3-179 P-26(1T) 土師器 皿 口縁～底部 8.6 6.5 2.3 ヘラ切り後、調整

415 3-180 P-26(1T) 土師器 皿 口縁部    手づくね　京都系類似　堅緻

416 3-181 P-26(1T) 土師器 皿 口縁～底部 18.8   手づくね　京都系類似　堅緻

417 3-182 P-26(1T) 土師器 皿 口縁～胴部 16.0   手づくね　京都系類似　堅緻

418 3-183 P-26(1T) 土師器 皿 口縁～胴部    手づくね　京都系類似　堅緻

419 3-184 P-26(1T) 土師器 皿 口縁部    手づくね　京都系類似　堅緻

420 3-187 P-25(8T) 土師器 皿 口縁～底部    手づくね　口縁部内湾

421 3-188 P-26(1T) 土師器 皿 体～底部    手づくね　京都系類似　堅緻

422 3-185 Q-26(6T) 瓦器 皿 口縁～底部    

423 3-186 Q-26(3T) 瓦器 皿 口縁～底部 10.2 6.0 0.9

424 3-189 Q-26(3T) 土師質土器 壺・甕 底部  17.8  在地

425 3-190 Q-27(9T) 土師質土器 擂鉢 底部  7.6  在地

426 3-191 Q-27(5T) 金属器 銭貨 完品 長径2.2   明 1368年初鋳 洪武通寶
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曲輪４上段　出土遺物観察表

第８節 曲輪６上段の調査 

(１) 調査の概要 

曲輪６は大野久尾と呼ばれる区域に該当する。６次調

査の直前まで茶畑として耕作が行われていた。調査に際

しては、重機等による抜根を行わず地表上で樹木の伐採

を行い、切り株を残した。残存した切り株を人力で除去

しつつ、調査を実施した。 

６次調査においては、曲輪面の状況を確認する目的で

トレンチを設定し調査を実施した。調査当時までは、大

野久尾は巨大な１つの曲輪(曲輪６)であり、耕作による

開削あるいは未完成の曲輪としてと、曲輪の東西を分け

るように通路が存在すると考えられていた。そのため、

６次調査においては大野久尾東側の曲輪(現在の曲輪

15)と西側の曲輪(現在の曲輪６)の２つの曲輪に対し、

通し番号でトレンチを設定している。 

調査の結果、曲輪の南東部では築城面が確認されたも

のの、北西部では築城面及び生活面が認められなかった。

曲輪の北西部では耕作に伴う造成等がシラス火山灰土

層(Ⅷ・Ⅸ層)まで及び、山城としての遺構が失われてい

ると推測された。また、本来の地形は曲輪の北西部から

南東部にかけて傾斜しており、南東部では土を盛って曲

輪面を形成していることが確認された。 

７次調査においては、６次調査の14Ｔを東側に拡張す

る形で曲輪南西部に調査区を設定し、調査を実施した。

調査によって曲輪南東部に本来の虎口が存在する可能

性が生じ、９次調査において補足調査を実施し、曲輪６

上下段間の空堀から曲輪面に続く虎口を確認した。 

 

(２) 曲輪南西部の調査 

６次調査において築城面が確認された14Ｔの南部を、

東側に拡張する形で調査区を設定した。調査区のほぼ全

域に茶園による耕作が及び、畝あるいは畦畔の痕跡が存

在した。大正期の噴火による桜島の軽石がみられ、その

下の黒色土から中世の遺物が検出された。遺物包含層の

直下には、築城面とみられる暗黄褐色火山灰土(Ⅲ層)が

確認された。 

 

(３) 虎口 

 曲輪中央の南東側AB-36区で検出された。曲輪６上下

段間の空堀から北西に向かって坂を上るように進み、約

90度右に折れて北へ向かって曲輪面に至る。折れ曲がる

部分では階段状のステップが複数存在し、硬化面も確認

された。 

 

虎口の遺物 

427～436は青磁。427は盤の口縁。大きく開いて立ち

上がる。428～431は碗。428は鎬のない蓮弁文が施され

る。上田分類Ｂ-Ⅱ類。429は外反する口縁。上田分類Ｄ

類。430・431は底部。430は底部が厚く、高台内露胎。

畳付を粗く釉剥ぎし、畳付の外側には釉薬が残る。431

は畳付を釉剥ぎ。外底露胎。外底部を回転して削り取る。 

432～436は皿。432・433は外反する口縁を持つ。433

は外面腰部に稜がみられる。434・435は腰折皿。どちら

も稜花形を呈し、434は草花文、435は櫛書文が施される。

436は青白色を呈する口縁部とみられる小片。大きく開

き水平になる口縁部形態から器台と考えた。 

 437～443は白磁。437～440は皿ないし碗。437は畳付

に釉剥ぎを施す底部で碗の可能性も残る。438は端反の

皿。森田分類Ｅ群。内面下半は無釉とみられる。440は

稜花形で鍔状の口縁部を持つ。外面の施釉は粗い。441

は瓶等の袋物の底部。内面露胎。外底まで施釉され畳付

のみ釉剥ぎ。442は小杯。見込を蛇ノ目釉剥ぎ。畳付を

釉剥ぎし、高台内は無釉だが外底には粗く釉がかかる。

443は皿の底部。底面中央が内外に肥厚。外底全面を施

釉し畳付を釉剥ぎ。外底部にモミガラ状の溶着。 

444～453は青花。444～449は碗。444は直口する口縁

で鷺のような鳥が描かれる。445は底部。畳付の釉剥ぎ

は粗雑。文様の発色は悪い。見込が盛り上がり小野分類

Ｅ群。446はレンツー碗。小野分類Ｃ群。447は発色が鈍

く文様も灰色を呈す。小野分類Ｄ群か。448は高台断面

が三角形を呈し畳付を釉剥ぎ。高台内に釉薬が粗くかか

る。貫入が目立つ。449は小さな高台を持つ。見込は蛇

ノ目釉剥ぎ。全体的に粗雑な印象。口縁と見込、外面腰

部に圏線が施され、他の文様はない。450・451は皿。450

は小野分類Ｂ群の小皿。452は杯の腰部とした。垂直に

立ち上がる屈曲部と高台とみられる底部を持つ。見込に

文様が施されるようである。453は大振りの鉢。貫入が

目立ち、発色は鈍い。 

 454～458は海外陶器。454は天目碗。胴部は直線的に

伸びて口縁部が屈曲して開く。455は鉢類の底部とみら

れ、内面は露胎。底部付近の外周に貼付けの装飾が施さ

れる。曲輪６上段出土の528は同一個体ないし同類の口

縁部とみられ、同様の貼付け装飾が施される。456は鉢

の口縁部。口縁を折り曲げて成形。457は甕の肩部。大

きく張り出す「く」の字状の断面形状を呈す。外面は黒

釉、内面は黒褐釉。458は壷の頸部とした。内面に釉薬

が垂れている。459は備前焼とみられる壷甕の底部。 

 460は土師器。手づくね成形の皿の口縁。口縁は肥厚

し内面を丁寧に調整する。赤褐色を呈し堅緻な印象は受

けない。 

 461～463は瓦質土器。461は風炉の口縁から肩部。外

面にスタンプの九曜文が施される。462は鉢の口演。乳
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白色を呈す。口縁端部は肥厚し、その下に小さな突帯を

貼付けて文様帯とする。スタンプによる円状の文様を連

ねている。463は火入とみられる底部。黄白色を呈す。

脚部を備えるが３脚か４脚かは判別できない。外面は丁

寧に研磨調整される。 

 464～466は土製品。464は板瓦。粘土を素焼きしたも

ので断面はマーブル状。凸面は不整だが凹面は丁寧な調

整を受ける。465は鞴の羽口。466は坩堝とみられる鉢状

の器。陶器の可能性もある。壁面に対して底面は薄く、

外底に貝目状の痕跡がみられる。口縁から胴部の内外面

には金属成分が溶着。 

 467～469は石製品。467は砂岩とみられる石臼の上部。

上面及び外面は丁寧に成形され滑らか。468は円盤状の

軽石製品。中央を穿孔。一面は平坦に成形されているが、

もう一面は穿孔部に向かって窪む凹状を呈す。469は石

英の破片で火打石の可能性がある。 

 470は洪武通寳。銭文は読めるものの薄く脆い。模鋳

銭と考えられる。 

 

(３) 溝状遺構・道跡 

 曲輪南側AE-39区からAH-41区にかけて、北東から南西

方向に走る２条の溝状遺構が検出された。２条とも、底

面の明確な硬化は確認されなかったが、虎口に接続する

ことから道としての利用をうかがわせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 溝状遺構に併走するように１条の道跡とみられる硬

化面が検出された。道跡は溝状遺構から離れて南に向か

い、虎口付近に達する。虎口へは接続せず、虎口付近の

斜面を曲輪外へ降りるとみられ、虎口を備えた時点の本

来の登城路とは異なると推測される。 

 

溝状遺構の遺物 

471は青磁の碗。鎬のない蓮弁文が施される。上田分

類Ｂ-Ⅱ類。472は白磁の杯。外面が多角的な面を持つ角

杯。森田分類Ｄ群。473は青花の碗。口縁に波頭文が描

かれる小野分類Ｄ群。474は東播系の須恵器の口縁部。

鉢とみられる。475・476は土師器の皿。475は底面ヘラ

切り離し。478は底面切り離し後に調整を施す。器壁に

対して底部が薄い。 

 

(４) 配石遺構 

 溝状遺構の周辺で２基の配石遺構が確認された。礫を

段状に積み重ねたもので、中世の遺構かは疑問が残る。 

 １号配石は旧耕作土の直下で検出され、22個が３段に

積まれる。幅20㎝前後の平たい砂岩を中心とし、石灰岩

もみられる。石材は北西の面を揃えて積まれ、溝状遺構

上に位置する。 

 ２号配石は築城面の暗黄褐色火山灰土(Ⅲ層)上で検

出された。16個が２段に積まれるが、崩れたようにもみ 
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える。20cm前後の平たい砂岩を中心とし、石灰岩もみら

れる。石材は南西側の面を揃えて積まれ、裏側まで溝状

遺構が延びる。 

 ２基とも意図的に面を揃えて積まれ、土留や石垣の可

能性があるものの、背後に盛土等は確認されなかった。

１号配石は虎口に連続する溝状遺構の埋土上に存在す

ることから、虎口を廃止した後世のものと考える。 

 

(５) 礫集中 

 調査区の東側AC-37区で大量の礫が検出された。平面

検出によると約190個の礫が２つのブロック状に集中し

ている。砂岩や頁岩が多く、一部に凝灰岩や割れた石臼

もみられる。熱破砕はみられない。ほとんどが直径20cm

内外とみられるが、30cmを超えるものや10cm程度のもの

もある。 

 一部の礫に金属によるものとみられる傷があること

から、耕作の際に出てきた礫を一か所に集めた可能性が

ある。一方で検出地点が本来は空堀を見下ろす曲輪の東

端であることから、防衛に用いる投擲用の礫を備えてい

た場所に礫を集めた可能性も残る。 

  

(６) 曲輪北西部の調査 

 ６次調査において実施したトレンチによる調査を報

告する。ほとんどで茶畑の耕作土の下に地山が確認され

た。中世の遺物包含層や遺構面が確認されないことから、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近現代の耕作によって築城面は破壊されていると考え

られる。 

  

11Ｔ 

曲輪北西部の土塁の築造を確認するため、Ｗ-39区に

１×３ｍで設定。後に土塁側に0.5ｍ延長。茶畑の耕作

土の下に橙色火山灰土(Ⅸ層 7.5YR7/3)が確認され、こ

の層を削り残して土塁としている。しかしながら曲輪面

と同様に近現代の造成を受けているため、断面観察でみ

られるⅨ層が築城当時の土塁形状ではないと思われる。 

土塁の一部はⅨ層面を超えて掘り込まれ、白色シラス

混じりの造成土が積まれる。本来の土塁の切れ目を埋め

たものか、近現代に土塁を破壊したものかは不明である。 

 

12T 

 曲輪中央部の状況を確認するため、Ｙ-37区に１×３

ｍで設定。茶畑の耕作土の下に黒褐色粘質土(Ⅶa層 

7.5YR3/2)を確認。 

 

13T 

曲輪中央部から南東部にかけての状況を確認するた

め、Ｙ-37区にかけて１×３ｍで設定。茶畑の耕作土の

下に、南東部では黄褐色火山灰土(Ⅳ層 10YR5/8)、北西

部では暗褐色粘質土(Ⅶa層 10YR3/3)を確認。トレンチ

を東側方向に10ｍ延長。 
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14T 

曲輪中央部から南東部にかけての状況を確認するた

め、Ｚ-36区に１×３ｍで設定。中世遺物が出土。トレ

ンチを東側方向に10ｍ延長。７次調査の起点となった。 

 

15Ｔ 

曲輪西端部の状況を確認するため、Ｖ-36区に３×１

ｍで設定。茶畑の耕作土の下に黄褐色火山灰土(Ⅷa層 

10YR5/6)を確認。 

 

16Ｔ 

曲輪中央部の状況を確認するため、Ｘ-38区に３×１

ｍで設定。茶畑の耕作土の下に明黄褐色火山灰土(Ⅷb層 

10YR6/8)を確認。 

 

18Ｔ 

曲輪の東端部を確認するため、Ｚ-39区に７×１ｍで

設定。後に空堀８に向かい2.5×0.6ｍを拡張。茶畑の耕

作土の下に薩摩火山灰土を含む暗褐色土 (Ⅵ層 

10YR3/4)が確認された。空堀８へ続くとみられる地形の

傾斜を確認。 

 

19Ｔ 

曲輪北西部の状況を確認するため、AA-39区に３×１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｍで設定。茶畑の耕作土の下に黒褐色粘質土(ⅧA層 

10YR2/2)を確認。 

 

20Ｔ 

曲輪西端部の状況を確認するため、Ｘ-36区に３×１

ｍで設定。茶畑の耕作土の下に黒褐色土(Ⅴ層 10YR2/2)

を確認。 

 

21Ｔ 

曲輪の東端部を確認するため3.5×１ｍで設定。茶畑

の耕作土の下に旧耕作土、近現代の造成土がみられ、そ

の下に黒褐色粘質土(Ⅶb層 10YR2/3)が確認された。空

堀８へ続くとみられるⅧ層面の傾斜を確認。 

 

(７) 遺物 

青磁 

477～486は碗。477～478は蓮弁文を持つ。上田分類Ｂ

類。477は剣頭を省略した細蓮弁文が施される。478は蓮

弁の幅が大きくなり剣頭と整合しない。479は３条の縦

線で蓮弁を描く。内面に草花文が施される。480は雷文

を施される。上田分類Ｃ類。481は直口の口縁。青白色

を呈し櫛書文が施される。この文様は青磁の稜花形腰折

皿に施されるものに似る。482～486は底部。482は畳付

から高台内部まで施釉され、高台内部で粗く釉剥ぎ。高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 1m 

1/20

配石遺構　１

配石遺構　２

平面

平面

立面

立面

51.8ｍ

52.1ｍ

51.8ｍ

51.2ｍ

第44図　曲輪６上段　配石遺構

− 67 −



427 428
429 430

431
432 433

434

435

436

437
438

439

440

441

442

443

444

445

446

447 448

449

450

451

452

453

（1:3)0 10cm

第45図　曲輪６上段 遺構出土遺物(１)

454

455

456

457

458

459 460

461

462

463

465

466

464
（1:3)0 10cm

第46図　曲輪６上段　遺構出土遺物(２)

− 68 −



427 428
429 430

431
432 433

434

435

436

437
438

439

440

441

442

443

444

445

446

447 448

449

450

451

452

453

（1:3)0 10cm

第45図　曲輪６上段 遺構出土遺物(１)

454

455

456

457

458

459 460

461

462

463

465

466

464
（1:3)0 10cm

第46図　曲輪６上段　遺構出土遺物(２)

− 69 −



0 （1:1) 3cm

470

467
468

469

471
472 473

474 475 476

（1:3)0 10cm

第47図　曲輪６上段　遺構出土遺物(３)

− 70 −



0 （1:1) 3cm

470

467
468

469

471
472 473

474 475 476

（1:3)0 10cm

第47図　曲輪６上段　遺構出土遺物(３)

台内に溶着がみられる。483は低い高台を持ち外底まで

粗く施釉し、畳付を粗く釉剥ぎ。外底の一部は無釉。外

底に溶着がみられる。484は見込が盛り上がり、外底の

中央も盛り上がる。高台外面まで粗く施釉。485・486は

高台内面まで施釉され畳付を粗く釉剥ぎ。486は見込に

文様が施される。 

487～494は皿。487は青白色を呈し口縁が外反して肥

厚。488は鎬蓮弁文が施される。489は水色を呈し貫入が

目立つ。釉剥ぎが施されず畳付及び外底も施釉。490・

491は腰折皿。490は小型で無文。491は鍔状の口縁を持

ち稜花形。口縁部に櫛書文、内面に草花文が施される。

口縁部外面に溶着がみられる。492は輪花状の口縁を持

つ。菊皿。493・494は口縁が大きく外側に折れる口折の

碗または皿。493は外面に蓮弁とみられる陰刻文が施さ

れる。494は外面に無鎬蓮弁文が施されるが施釉によっ

て不鮮明。 

495は壷の胴部。草花文が施される。496は壷の底部と

みられ内面は露胎。外底まで施釉し畳付を釉剥ぎ。焼成

不良。497は蓋。青白色を呈し内面は無釉。 

 

白磁 

 498は碗。施釉により口縁部外面が肥厚する。499は杯。

外面が多角的な面を持つ角杯。森田分類Ｄ類。 

500～505は皿。森田分類Ｅ類。500は口縁部が外反す

し乳白色を呈す。畳付を釉剥ぎ。粗製。502は口縁が大

きく開き碁笥底状の底部を持つ。畳付を釉剥ぎ。大友府

内町跡で坏Ｅ-２と分類される資料。503は碁笥底の底部。

大友府内町跡の皿Ｅ-３である。504は広い高台を持つ底

部。外底まで施釉され畳付を釉剥ぎ。505は発色が悪い

底部。高台内部及び外底は無釉、畳付を釉剥ぎ。 

506は蓋の小破片。ドーム状の器形とみられるがツマ

ミの有無は不明。胴部へ接する部分を釉剥ぎ。507・508

は杯。507は狭い高台を持ち焼成は良好。畳付を釉剥ぎ。

高台内面に砂状の溶着がみられる。508は粗製で発色が

悪い。507より一回り広い高台を持ち、高台外面から露

胎。高台周辺の胴部も露胎とみられる。 

 

青花 

 509～512は碗。509・510は口縁が外反し小野分類Ｂ群。

510は褐色を帯び文様も鈍い。511は小野分類Ｅ群。口縁

部外面が施釉により、やや肥厚。512は見込が盛り上が

るマントーシン形。外底部に大明年造の銘が記される。 

 513～516は皿。513は内湾気味の口縁。514は鍔状に開

く稜花形の口縁を持つ。小野分類Ｆ群。内外面の文様は

粗雑。515は広い高台を持つ。516は碁笥底の小野分類Ｃ

群。畳付部分を釉剥ぎ。 

 514～519は杯。514は腰部が張り、直線的に立ち上が

る。小野分類Ｄ群の碗の可能性もある。515は小杯の底

部。高台は高く、高台内を断面アーチ状に削る。畳付及

び外底は無釉。発色は悪く、見込の文様も灰色を呈す。

519は高台から直線的に立ち上がる器形。外底に釉薬が

かかり施釉は粗い。畳付を釉剥ぎ。 

 

その他磁器 

 520は杯とみられる赤絵磁器。口縁は外反し、外面に

赤色で文様が描かれ、緑色で彩色される。521は青花の

小片。内面は白地に青色の文様がみえ、外面は青磁釉が

かかる。皿または碗と思われる。522は曲面を持つ破片

で蓋とした。内面は無釉。外面は紺色を呈し瑠璃釉の可

能性があるが、熱を受けている。施釉は薄く、被熱によ

るものか釉薬部分が剥がれる。 

 

陶器 

 523～525は天目碗。523は屈曲して広がる口縁を持つ。

口縁端部は断面三角形を呈す。524は茶褐色を呈する。

口縁の屈曲は小さい。525は屈曲後の口縁が外へ開かず

直線的。526は天目碗の可能性がある腰部破片。内外面

に黒褐釉を施す。釉剥ぎし胴部下半は露胎。 

 527は皿。灰色を呈す釉薬がかかり、胴部下半から露

胎。施釉は粗雑。口縁が波状を呈す輪花形の可能性があ

る。見込に藁状の溶着がみられる。 

 528・529は鉢。528は黒褐釉がかかる口縁。内湾する

口縁部に２条の貼付け装飾が施される。虎口出土の455

に同様の装飾がみられ、同一個体ないし同類とみられる。

529は褐釉とみられる明茶色を呈す。 

 530は瓶の口縁部。飴釉がかかる。頚部は長く伸びず、

すぐに広がって肩部につながるとみられる。 

531～533は備前焼の擂鉢。531は底部。532は７条、533

は８条を単位とした目が刻まれるが、目は浅い。 

534は瀬戸美濃の天目碗。外面胴部下半は釉剥ぎとみ

られ露胎。高台内はアーチ状に削られる。 

 

土師器・瓦器・瓦質土器 

 535～541は土師器の皿。535は底面が凹状を呈し底面

糸切り離し。棒状の工具根が残る。536は底面調整が施

され切り離し痕跡が不明瞭。537・538は口径が小さく白

色を呈す。537はヘラ切り離しとみられるが底面調整で

痕跡は不明瞭。538は底面が剥がれ高台が付く可能性が

ある。539は手づくね成形とみられ、内面が丁寧に調整

される。黄褐色を呈す。 

 540・541は瓦器の皿。540は手づくね成形。541は内外

面にナデ調整がみられる。口縁部の内外面が黒色化。 
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 542～544は瓦質土器。542は火鉢とみられる浅鉢。方

形の口縁を持ち、２条の突帯で文様体を造る。スタンプ

文様が施される。543は小型の鉢。ほぼ垂直に立ち上が

る器壁を持つ。外面にスタンプ文を施す。544は鉢ある

いは袋物とみられる平底の底部。 

 

土製品・石製品 

 545は犬をかたどった土製品。足と頭を造り出し、目

や耳、尾が表現される。大友府内町跡で類例の出土がみ

られる。546は円盤状の土製品。ろくろ成形の底部とも

みえるが立ち上がり部分に欠損はみられず、円盤状を呈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すると思われる。用途は不明。 

 547は砥石。薄い短冊状とみられ、平坦面の一面は滑

らかに磨かれる。548はドーナツ状の軽石製品。円盤状

の中央部を穿孔しているが、穿孔部は円盤の中心からや

や外れる。表裏及び側面の一部に擦過痕がみられる。549

は碁石。扁平で不整な楕円形。一般的なものに比べて大

きく、厚みもある。曲輪６上段では碁石が17個出土し、

最大径は1.9cm、最小径は1.0cmである。最大厚は1.9cm、

最小厚は0.3cmである。平均径は1.7cm、平均厚は0.59cm

である。 
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挿図
番号

掲載
番号

出土区 種別 器種 部位 口径 底径 器高 生産地 時期 備考

427 AD-39 虎口 青磁 盤 口縁部 龍泉窯系 縁折

428 AB-36 虎口 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 14c後半 無鎬蓮弁文

429 AB-36 虎口 青磁 碗 口縁部 16 龍泉窯系 外反

430 AB-36 虎口 青磁 碗 腰部～底部 5.0 龍泉窯系 高台内露胎

431 AB-36 虎口 青磁 碗 底部 6.0 龍泉窯系 畳付露胎

432 AB-36 虎口 青磁 皿 口縁～底部 12.5 6.2 2.4 龍泉窯系

433 AB-35 虎口 青磁 皿 口縁～腰部 龍泉窯系 外反

434 AB-36 虎口 青磁 皿 口縁部 11.6 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　草花文

435 AB-36 虎口 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 腰折皿　稜花　櫛書文

436 AB-36 虎口 青磁 器台 口縁部 13.6 龍泉窯系

437 AB-36 虎口 白磁 碗皿 底部 7.0 中国

438 AB-36 虎口 白磁 皿 口縁部 11.0 景徳鎮窯系 端反

439 AB-36 虎口 白磁 皿 口縁部 10.4 景徳鎮窯系 外反

440 AB-36 虎口 白磁 皿 口縁部 景徳鎮窯系 盤様稜花皿

441 AB-36 虎口 白磁 袋物 底部 7.6 景徳鎮窯系 内面無釉

442 AB-36 虎口 白磁 杯 口縁～底部 6.1 2.2 2.8 景徳鎮窯系 蛇ノ目釉剥　近世か

443 AB-36 虎口 白磁 皿 底部 6.6 景徳鎮窯系 マントーシン　畳付釉剥

444 AB-35 虎口 青花 碗 口縁部 12.0 景徳鎮窯系 直口　鷺文

445 AB-36 虎口 青花 碗 底部 4.4 景徳鎮窯系 16c後半 マントーシン　畳付釉薬不良

446 AB-36 虎口 青花 碗 底部 5.2 景徳鎮窯系 16c レンツー碗

447 AB-36 虎口 青花 碗 口縁～底部 13.2 5.0 6.3 景徳鎮窯系 16c レンツー碗

448 AB-36 虎口 青花 碗 底部 4.4 景徳鎮窯系 内底無釉

449 AB-35 虎口 青花 碗 底部 12.6 4.2 4.4 景徳鎮窯系 蛇ノ目釉剥　圏線のみ

450 AB-36 虎口 青花 皿 口縁～底部 9.8 5.0 2.3 景徳鎮窯系 16c前半？ 端反　牡丹唐草　十字花文

451 AB-35 虎口 青花 皿 底部 3.8 景徳鎮窯系 16c後半

452 AB-36 虎口 青花 杯？ 腰部 5.8 景徳鎮窯系

453 AB-35 虎口 青花 鉢？ 口縁～腰部 27.4 中国南部？

454 AB-36 虎口 陶器 碗 口縁部 13.2 中国 天目碗

455 AB-37 虎口 陶器 鉢 底部 17.6 中国 貼付け装飾

456 AB-36 虎口 陶器 鉢 口縁部 21.0 中国

457 AB-36 虎口 陶器 甕 肩部 中国 黒褐釉

458 AB-36 虎口 陶器 壷 頚部 4.0 中国 黒褐釉

459 AB-36 虎口 陶器 壷甕 底部 9.6 備前 備前焼

460 AB-36 虎口 土師器 皿 口縁部 てづくね　内面調整

461 AB-36 虎口 瓦質土器 風炉 口縁部 13.4 九曜文

462 AB-36 虎口 瓦質土器 鉢 口縁部 スタンプ文

463 AB-36 虎口 瓦質土器 火入？ 底部 26.0

464 AB-36 虎口 土製品 瓦 板瓦

465 AB-36 虎口 土製品 鞴羽口

466 AB-36 虎口 土製品 坩堝 口縁～底部 13.8 底面貝目

467 AB-36 虎口 石製品 石臼 上部 砂岩

468 AB-36 虎口 石製品 円盤状 完形？ 長径14.5 短径11.6 幅4.4 軽石製品　中央穿孔

469 AB-35 虎口 石製品 火打石 火打石？石英

470 AB-36 虎口 金属製品 銭貨 明 1368年初鋳 洪武通寶

471 AB-37 溝 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 無鎬蓮弁文

472 AB-37 溝 白磁 角杯 口縁部 景徳鎮窯系 16c

473 AB-37 溝 青花 碗 口縁部 13.0 景徳鎮窯系 波頭文

474 AB-37 溝 須恵器 鉢？ 口縁部 東播系

475 AB-37 溝 土師器 皿 底部 7.6 ヘラ切底

476 AC-37 溝 土師器 皿 口縁～底部 9.0 切離調整

477 AB-37 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 16c前半？ 連刻細蓮弁文

478 曲輪一括 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 16c前半？ 連刻細蓮弁文

479 曲輪一括 青磁 碗 口縁部 16 龍泉窯系 16c前半？ 連刻細蓮弁文　内面草花文

480 Z-36(13T) 青磁 碗 口縁部 15.4 龍泉窯系 15c後半 雷文

481 AB-39(21T) 青磁 碗 口縁部 12.6 龍泉窯系 直口　櫛書文

482 AA-37 青磁 碗 底部 5.2 龍泉窯系 高台内露胎

483 AB-37 青磁 碗 底部 5.4 龍泉窯系 畳付露胎

484 AA-39(19T) 青磁 碗 腰部～命中 4.8 龍泉窯系 高台露胎

485 AB-37 青磁 碗 底部 5.6 龍泉窯系 畳付露胎

486 表土 青磁 碗 底部 6.0 龍泉窯系 見込文様　腰部文様あり

487 表土 青磁 皿 口縁～底部 13.6 龍泉窯系 外反　無文

488 AB-37 青磁 皿 口縁部 13.6 龍泉窯系 外反　鎬蓮弁文

489 AB-37 青磁 皿 胴部～底部 龍泉窯系 外反

490 表土 青磁 皿 口縁部 10.8 龍泉窯系 15ｃ後半 腰折皿　無文

491 曲輪一括 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花

492 AA-35 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 16c 菊皿

493 AB-37 青磁 碗皿 口縁部 龍泉窯系 口折　陰蓮弁文

494 AA-36 青磁 碗皿 口縁部 龍泉窯系 15c? 口折 無鎬蓮弁文
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番号

掲載
番号

出土区 種別 器種 部位 口径 底径 器高 生産地 時期 備考

495 ACB-37 青磁 壷 腰部 龍泉窯系 外面草花文

496 曲輪一括 青磁 壷？ 底部 6.2 龍泉窯系 焼成不良

497 AA-36(14T) 青磁 蓋 8.8 龍泉窯系

498 曲輪一括 白磁 碗 口縁部 13.3 景徳鎮窯系

499 曲輪一括 白磁 角杯 口縁部 景徳鎮窯系 16c

500 曲輪一括 白磁 皿 口縁～底部 17.8 10 3.9 景徳鎮窯系 16c前半 外反

501 AB-37 白磁 皿 口縁部 12.6 景徳鎮窯系 16c前半 外反

502 AC-37 白磁 皿 口縁～底部 12.2 6.2 2.3 景徳鎮窯系 16c前半 外反　碁笥底

503 曲輪一括 白磁 皿 底部 3.0 景徳鎮窯系 16c前半 碁笥底

504 AB-36・37 白磁 皿 底部 12.0 景徳鎮窯系

505 AD-37 白磁 皿 底部 11.6 中国南部 内底無釉　畳付釉剥

506 AD-37 白磁 蓋 － 6.4 景徳鎮窯系

507 AA-36(14T) 白磁 杯 底部 2.8 景徳鎮窯系

508 AB-37 白磁 杯 底部 3.4 中国南部 15c 高台・外底無釉

509 AB-36 青花 碗 口縁部 景徳鎮窯系 15c後半 端反　

510 曲輪一括 青花 碗 口縁部 14.8 福建広東 15c後半 端反　

511 AB-32 青花 碗 口縁部 12.8 景徳鎮窯系 16c後半 四方襷文

512 AB-37 青花 碗 底部 4.2 景徳鎮窯系 16c後半 マントーシン　大明年造

513 AB-37 青花 皿 口縁部 14.0 景徳鎮窯系 16c後半 内湾　四方襷文

514 AA-36(14T) 青花 皿 口縁部 景徳鎮窯系 16c後半 盤様稜縁皿　芙蓉手

515 AB-36 青花 皿 底部 7.6 景徳鎮窯系 16c後半

516 Z-36(13T) 青花 皿 底部 景徳鎮窯系 16c前半 碁笥底　芭蕉葉文

517 曲輪一括 青花 杯 胴部 景徳鎮窯系

518 AC-37 青花 杯 底部 2.3 中国 高台内を断面アーチ状に削る

519 AB-37 青花 杯 底部 3.1 景徳鎮窯系 見込無文

520 AA-36(14T) 赤絵 坏？ 口縁部 中国 赤絵　緑色彩色

521 AA-35 磁器 皿 景徳鎮窯系 内面青花　外面青磁釉

522 表土 青釉磁器 蓋？ 中国 外面紺色　二次被熱

523 表土 陶器 碗 口縁部 13.6 中国 天目碗

524 AC-37 陶器 碗 口縁部 12.8 中国 天目碗

525 AB-37 陶器 碗 口縁部 10.9 中国 天目碗

526 AD-37 陶器 碗 腰部 中国 天目碗？　下半露胎

527 曲輪一括 陶器 皿 口縁～底部 4.3 中国 輪花？　下半露胎　

528 曲輪一括 陶器 鉢 口縁部 中国 貼付け装飾　480と同一個体

529 AA-36 陶器 鉢 口縁部 10.4 中国 明茶色

530 AB-36 陶器 瓶 口縁部 6.0 中国 飴釉

531 曲輪一括 陶器 擂鉢 底部 備前

532 AB-37 陶器 擂鉢 口縁部 備前 14c～15c

533 AD-37 陶器 擂鉢 口縁部 26 備前 14c～15c

534 AC-37 陶器 碗 腰～底部 4.6 瀬戸美濃 天目碗

535 AB-37 土師器 皿 完形 8.0 6.0 2.2 糸切底

536 AA-36 土師器 皿 口縁～底部 7.3 5.6 1.5 切離調整

537 AA-35 土師器 皿 口縁～底部 3.4 ヘラ切底調整

538 AA-36(14T) 土師器 皿？ 口縁～底部？ 5.6 高台の可能性あり

539 曲輪一括 土師器 皿 口縁部 てづくね？　内面調整

540 表土 瓦器 碗？ 口縁部 てづくね　薄手

541 AC-37 瓦器 碗？ 口縁部 高台　外面横ナデ

542 曲輪一括 瓦質土器 火鉢 口縁部 15ｃ 浅鉢Ⅵ　スタンプ文

543 AB-37 瓦質土器 鉢 口縁～底部 17.0 15.6 3.0 スタンプ文

544 AA-36 瓦質土器 袋物 底部 9.2

545 AA-36(14T) 土製品 犬 一部欠損

546 AA-36(14T) 土製品 円盤状 ろくろ成形か

547 曲輪一括 石製品 砥石 板状

548 AD-37 石製品 円盤状 完形 軽石製品　中央穿孔

549 AB-36・37 石製品 碁石 長径3.6 短径3.0 厚さ1.1
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掲載
番号

出土区 種別 器種 部位 口径 底径 器高 生産地 時期 備考

495 ACB-37 青磁 壷 腰部 龍泉窯系 外面草花文

496 曲輪一括 青磁 壷？ 底部 6.2 龍泉窯系 焼成不良

497 AA-36(14T) 青磁 蓋 8.8 龍泉窯系

498 曲輪一括 白磁 碗 口縁部 13.3 景徳鎮窯系

499 曲輪一括 白磁 角杯 口縁部 景徳鎮窯系 16c

500 曲輪一括 白磁 皿 口縁～底部 17.8 10 3.9 景徳鎮窯系 16c前半 外反

501 AB-37 白磁 皿 口縁部 12.6 景徳鎮窯系 16c前半 外反

502 AC-37 白磁 皿 口縁～底部 12.2 6.2 2.3 景徳鎮窯系 16c前半 外反　碁笥底

503 曲輪一括 白磁 皿 底部 3.0 景徳鎮窯系 16c前半 碁笥底

504 AB-36・37 白磁 皿 底部 12.0 景徳鎮窯系

505 AD-37 白磁 皿 底部 11.6 中国南部 内底無釉　畳付釉剥

506 AD-37 白磁 蓋 － 6.4 景徳鎮窯系

507 AA-36(14T) 白磁 杯 底部 2.8 景徳鎮窯系

508 AB-37 白磁 杯 底部 3.4 中国南部 15c 高台・外底無釉

509 AB-36 青花 碗 口縁部 景徳鎮窯系 15c後半 端反　

510 曲輪一括 青花 碗 口縁部 14.8 福建広東 15c後半 端反　

511 AB-32 青花 碗 口縁部 12.8 景徳鎮窯系 16c後半 四方襷文

512 AB-37 青花 碗 底部 4.2 景徳鎮窯系 16c後半 マントーシン　大明年造

513 AB-37 青花 皿 口縁部 14.0 景徳鎮窯系 16c後半 内湾　四方襷文

514 AA-36(14T) 青花 皿 口縁部 景徳鎮窯系 16c後半 盤様稜縁皿　芙蓉手

515 AB-36 青花 皿 底部 7.6 景徳鎮窯系 16c後半

516 Z-36(13T) 青花 皿 底部 景徳鎮窯系 16c前半 碁笥底　芭蕉葉文

517 曲輪一括 青花 杯 胴部 景徳鎮窯系

518 AC-37 青花 杯 底部 2.3 中国 高台内を断面アーチ状に削る

519 AB-37 青花 杯 底部 3.1 景徳鎮窯系 見込無文

520 AA-36(14T) 赤絵 坏？ 口縁部 中国 赤絵　緑色彩色

521 AA-35 磁器 皿 景徳鎮窯系 内面青花　外面青磁釉

522 表土 青釉磁器 蓋？ 中国 外面紺色　二次被熱

523 表土 陶器 碗 口縁部 13.6 中国 天目碗

524 AC-37 陶器 碗 口縁部 12.8 中国 天目碗

525 AB-37 陶器 碗 口縁部 10.9 中国 天目碗

526 AD-37 陶器 碗 腰部 中国 天目碗？　下半露胎

527 曲輪一括 陶器 皿 口縁～底部 4.3 中国 輪花？　下半露胎　

528 曲輪一括 陶器 鉢 口縁部 中国 貼付け装飾　480と同一個体

529 AA-36 陶器 鉢 口縁部 10.4 中国 明茶色

530 AB-36 陶器 瓶 口縁部 6.0 中国 飴釉

531 曲輪一括 陶器 擂鉢 底部 備前

532 AB-37 陶器 擂鉢 口縁部 備前 14c～15c

533 AD-37 陶器 擂鉢 口縁部 26 備前 14c～15c

534 AC-37 陶器 碗 腰～底部 4.6 瀬戸美濃 天目碗

535 AB-37 土師器 皿 完形 8.0 6.0 2.2 糸切底

536 AA-36 土師器 皿 口縁～底部 7.3 5.6 1.5 切離調整

537 AA-35 土師器 皿 口縁～底部 3.4 ヘラ切底調整

538 AA-36(14T) 土師器 皿？ 口縁～底部？ 5.6 高台の可能性あり

539 曲輪一括 土師器 皿 口縁部 てづくね？　内面調整

540 表土 瓦器 碗？ 口縁部 てづくね　薄手

541 AC-37 瓦器 碗？ 口縁部 高台　外面横ナデ

542 曲輪一括 瓦質土器 火鉢 口縁部 15ｃ 浅鉢Ⅵ　スタンプ文

543 AB-37 瓦質土器 鉢 口縁～底部 17.0 15.6 3.0 スタンプ文

544 AA-36 瓦質土器 袋物 底部 9.2

545 AA-36(14T) 土製品 犬 一部欠損

546 AA-36(14T) 土製品 円盤状 ろくろ成形か

547 曲輪一括 石製品 砥石 板状

548 AD-37 石製品 円盤状 完形 軽石製品　中央穿孔

549 AB-36・37 石製品 碁石 長径3.6 短径3.0 厚さ1.1
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第９節 曲輪15上段の調査 

(１) 調査の概要 

曲輪15上段は６次調査の直前まで茶畑として耕作が

行われていた。調査に際しては、重機等による抜根を行

わず地表上で樹木の伐採を行い、切り株を残した。残存

した切り株を人力で除去しつつ、調査を実施した。 

６次調査においては、曲輪面の状況を確認する目的で

トレンチを設定し調査を実施した。調査当時までは、大

野久尾は巨大な１つの曲輪(曲輪６)であり、耕作による

開削あるいは未完成の曲輪として、曲輪の東西を分ける

ように通路が存在すると考えられていた。そのため、６

次調査においては大野久尾東側の曲輪(現在の曲輪15)

と西側の曲輪(現在の曲輪６)の２つの曲輪に対し、通し

番号でトレンチを設定している。 

６次調査の結果を受けた８次調査では、曲輪面を調査

するため、十字にトレンチを設定して調査を実施した。

また、遺物の出土が多くみられた曲輪の南東部にもトレ

ンチを設定して調査を実施した。築城面とみられる暗黄

色火山灰土(Ⅲ層 アカホヤ火山灰土)にて、柱穴や溝状

遺構、縦穴状遺構を検出した。 

９時調査においては、８次調査によって検出された溝

状遺構の全容を確認する目的で、トレンチを拡張するか

たちで曲輪南東部に調査区を設定し調査を実施した。 

 

(２) 虎口 

 AD-39区に存在する。６次調査において10Ｔで存在が

確認され、８次調査で調査を実施した。 

曲輪面から斜面を下るように空堀へと向かい、右に折

れて空堀に至るとみられる。空堀側からみると、空堀８

から分かれて曲輪15上段の西側斜面に沿うように登り、

左に折れて曲輪面に至る。 

虎口の幅は、床面で約２ｍ、上面で約3.8ｍを測る。

空堀側から虎口を隠す壁状の構造を備えるかは不明で

ある。虎口の延長上には道とみられる硬化面が検出され、

一列に配置された配石遺構も検出された。 

 

(３) 配石遺構(虎口) 

 虎口の調査中にAD-39区にて検出された。虎口から空

堀へ向かう途中に、通行を妨げるように49個の石が３段

に積まれる。幅20㎝前後の砂岩を中心とし、被熱した石

はみられない。石材は虎口の外側である西側の面を揃え

て積まれる。虎口の床面には接しておらず、虎口及び空

堀８の埋土中に存在する。 

 虎口に付随するものとは考えにくく、虎口が廃止され

た後に配置されたものと推察される。虎口の床面に接し

ていないことから、虎口の廃止時に設置し背後に土砂を

充填したものとは考えにくい。虎口が埋められた後、空

堀側から設置したもので、空堀への土砂流出を防ぐ目的

で積まれたものと考える。 

 

(４) 道跡 

 虎口の延長上にスロープ状に続く道跡が検出されて

いる。AD-39区の虎口から北東方向に延び、曲輪の中央

部に至るAE-40区では硬化面がみられる。黄褐色火山灰

土(Ⅲ層 アカホヤ火山灰土)上に存在する黒色土が硬

化する。虎口を含む直線の長さは約13ｍ、空堀に接する

虎口の端部から道の終端部の比高差は約2.4ｍに及ぶ。

虎口内はスロープ状の形態だが、AE-40区付近では部分

的に低いステップ状の段差を有し、北東に向かって次第

に登っていく形態となる。また、AE-40区では道を遮る

ように配置された石積みが確認されている。 

 

(５) 配石遺構(道) 

 AE-40区において、虎口から続く道の終端部付近で検

出された。約15個の石が直線状に並べられ、１段を基本

とするが部分的に２段が積まれている。砂岩の細長い亜

円礫を主とし、凝灰岩質のものもみられる。どちらの石

材でも被熱はみられない。方形に加工された石１点が含

まれ、長径約44cm、短径約23cm、厚さ約18㎝を測る。亜

円礫の長径は最大のもので40㎝を超える。 

道跡の硬化面の上に置かれ、虎口に向かう南西方向の

面を揃えて並べられる。遺構の前後では変わらず硬化面

がみられる。大型の亜円礫及び方形石の高さ(厚さ)は10

～20cm程度であり、小型の礫は10㎝を超えるように２段

積みされる。 

 ステップ状の段差を有する道の形状から、段差やステ

ップのための配石とも思われるが、不明である。近現代

の耕作に伴う土留めの可能性もある。 

 

(６) 溝状遺構 

 ８次調査において曲輪南東部で存在が確認され、９次

調査で調査を実施した。 

曲輪15上段の南東部AE-39区からAH-41区まで、曲輪の

南部から東部へ向かって走る。北東端は土塁に接する。

長さ約26ｍ、南西端部の幅は1.2ｍだが幅は広がり、中

間部では約2.9ｍを測る。底面の幅は全体を通じて約

40cmであり、溝の幅が広がっても大きな変化はみられな

い。中間部分では幅広で浅い遺構の中を本来の溝が走る

ような形状を呈する。北東部では、北側の縁が傾斜して

本来の溝へ向かい、浅い片薬研堀のような形状を呈す。 

流水痕跡及び硬化面がみられないことから、排水目的

の溝や道としての利用を推測することができない。溝の 
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周囲には柵列等の痕跡はみられず、防衛目的の空堀とも

考えにくい。用途や性格に応じて曲輪面を区分するため

のものと推測される。 

 

溝状遺構の出土遺物 

550～556は青磁。550は盤の口縁。鍔状に広がり短く

立ち上がる。551は碗の底部。外底まで施釉した後に外

底を粗く釉剥ぎ。畳付と外底に溶着がみられる。552～

555は皿。552は稜花形の腰折皿。畳付を釉剥ぎし、高台

内面は露胎。高台外面まで施釉。見込にも釉剥ぎを施す。

口縁部内面に櫛書文を施す。553は直口する口縁。内外

面に文様が施される。554は大振りな底部。外底まで施

釉した後、外底を輪状に粗く釉剥ぎ。外底及び高台外面

に溶着がみられる。555も直口する口縁。内面に蓮弁と

みられる文様が施される。556は香炉の腰部とみられる。

内外面を施釉するが内面下半は無釉。 

 557～560は白磁。557は碗。直線的に大きく開いて立

ち上がり、口縁部で外反する。森田分類Ｅ群、腰折の坏

Ｅ-１。558～560は皿。558・559は底部で外面下半が露

胎。畳付を部分的に削り取る切高台。削り残した畳付に

は溶着防止のアルミナを塗布する。見込に積み重ねの痕

跡がある。558は発色が悪く灰色の斑点が散る。560も同

様とみられ胴部の下半が露胎だが、底部を欠くため高台

の形状は不明。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 561は青花の皿。碁笥底。焼成不良で発色が悪い。畳

付部に釉剥ぎを施す。 

 562～566は陶器。562は壷甕の肩部。外面及び内面上

半に飴釉がかかる。外面に耳の基部がみられ、「清香」

文字の印判が押されている。563は甕。大きさに比して

器壁は薄い。564は甕の胴部。外面は黒釉。内面は褐釉

とみられるが、横方向に掠れて下地がのぞく。565・566

は備前焼の擂鉢。565は片口がみられる。 

 567土師器の皿。底面ヘラ切り離し後に調整を施す。

内外面に赤色顔料がみられる。 

568・569は瓦質土器。568は風炉の脚部とみられ、雲

板状装飾を持つ猫脚。脚部の接地面から裏側にかけて黒

色化。脚部は丁寧な面取りと調整を受ける。569は蓋と

みられる。側面に文様帯を持ちスタンプ文が施される。

側面及び上面端部は研磨調整されるが上面頂部は研磨

されない。 

 

(５) 方形土坑 

 平面プランが長方形を呈し、ほぼ垂直に掘り込まれた

土坑３基が確認されている。方形土坑１はAE-39区で検

出され、長軸約1.1ｍ、短軸約0.9ｍ、深さ約1.0㎝。中

段部分を持ち、中段部と底面の比高差は0.5ｍ。方形土

坑２はAG-41区で検出され、長軸約1.3ｍ、短軸約0.6ｍ、

深さ約1.1㎝。方形土坑３はAG-41区で検出され、長軸約

0 1m 

1/20

52.2m 52.2m

平面

立面

第55図　曲輪15上段　配石　遺構(道跡)
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1.5ｍ、短軸約0.8ｍ、深さ約0.7㎝。方形土坑２及び３

は密集し、前述の溝状遺構に近接する。 
 

(６) 竪穴状遺構 

曲輪の中央部、AC-42区で検出された、ほぼ垂直に掘

り込まれた用途不明の遺構を縦穴状遺構とした。 

直径約0.9ｍの円形で、クォーターカットを行って調

査し、深さ約２ｍで底面を確認した。埋土中からの遺物

は確認されなかった。 

検出面付近では丁寧に円形に掘り抜いており、下層で

は黄色シラス層を掘り込んでいる。底面を確認したこと

から、隧道とは考えにくく、シラス台地上に井戸を掘る

ことは不可能に近い。水抜きまたは貯蔵穴の可能性を想

定するにとどまる。 

 

(７) 焼土域 

 AF-39区で炭化物及び灰を含む土坑が２基検出された

が、トレンチによる調査の結果、明確な炉としての利用

を確認できなかったため、焼土域とした。 

焼土域１は長軸約1.6ｍ、短軸約１ｍ、深さ約0.8ｍ。

埋土は黒褐色土(10YR2/2)で、灰を多く含む。焦土域２

は長軸約1.2ｍ、短軸約0.8ｍ、深さ約25㎝。埋土は暗褐

色土(10YR3/2)で、赤褐色の土塊、橙色土粒を含む。 

焼土域１・２とも、遺構内より中世磁器の小片が確認

され、中世の遺構と考えられるが、溝状遺構の上で検出

されたことから、溝状遺構が廃止されてからのものと考

えられる。 

 

(８) 遺物 

青磁 

570～573を盤とした。572は鍔状に開いた口縁が垂直

方向に立ち上がる。内面には陰刻文が施される。571は

青白色を呈す。572は胴部の器壁が薄い。573は口縁の鍔

状部と立ち上がりが短く、屈曲部が肥厚する。 

574～578は碗。574は外反する口縁。外面に鎬蓮弁文

を施す。575は直口する口縁。外面に雷文を施す。上田

分類Ｃ類。576は外反する口縁。外面には草花文が施さ

れるとみえる。上田分類Ｄ類。577は口縁内面に雷文、

その下に草花文が施される。外面は無文。578は外反す

る口縁。無文。 

 579～603は皿。579～582は外側に水平方向に折れる口

縁を持つ。579は外面に鎬蓮弁文、580はヘラ書きの蓮弁

文、581は無鎬の蓮弁文が施される。582は黄褐色を呈し

鎬蓮弁文が施される。583・584は水平方向に折れた口縁

が鍔状に延びる。屈曲部の内面には稜を持つ。口縁部は

稜花形をなす。内面には櫛書文、草花文が施される。 

585～593は腰部で屈曲し大きく開いて肥厚する口縁

を持つ。585は高台内面まで施釉し外底無釉。586は稜花

形で口縁内面に櫛書文が施される。見込を円形に粗く釉

剥ぎし、貝目状の積み重ね痕跡がみられる。畳付を越え

外底までを粗く施釉。587～591は稜花形で口縁内面に草

花文が施される。592は稜花形で口縁内面に櫛書文が描

かれる。592は青白色を呈し、口縁内面に櫛書文、内外

面に草花文が施される。593は稜花形で内外面無文。施

釉はムラがみられる。 

594・595の腰部は湾曲して立ち上がり、胴部で稜を持

って屈曲する。屈曲部で器壁は薄くなり、口縁端部に向

かって肥厚する。口縁部内面には櫛書文が施される。594

は胴部内面から見込部に向かう放射状とみられる櫛書

文も施される。 

596・597は直口する口縁。596は被熱。597・598は口

折皿。598はヘラ書き文が施される。599は鎬蓮弁文が施

され、二次被熱。600・601は内湾気味に立ち上がり内面

に蓮弁とみられる文様が施される。601は焼成不良で青

白色を呈す。口縁外面に稜を持ち、内面には凹線による

圏線がめぐる。603は高台を持たない平底の底部。底部

付近まで粗く施釉し外底は露胎。 

604・605は稜花形の口縁を持ち、外面に陰刻文、内面

に草花文が施される。口縁内部には櫛書文、腰部の屈曲

以下にも蓮弁あるいは花弁状の文様を持つ。604と同一

個体とみられる破片が２点出土。605は二次被熱。長い

脚を有する高足杯とみられるが、脚部が残る資料はない。 

 606～616は壷。606は頸の短い頸部。被熱。607は青白

色を呈し、外面に櫛書文が施される。608は頸が短く器

壁が厚い。609・610は青白色を呈す蓋と身のセット。609

は蓋で天辺の屈曲部に櫛書文ほかの文様が施される。

610は無頚壷か鉢の身。胴部が球状にふくらむとみられ、

蓋と同様の櫛書文が施される。611は胴部下半に文様が

施された底部付近。612は碁笥底状の底部。底部周辺に

花弁状の文様が施される。内面及び外底部まで施釉し畳

付部を釉剥ぎ。613～616は蓋。613はにぶい発色で被熱。

614は鍔状部が短く薄い。615は発色がにぶく613に似る 

616は青白色を呈し、やや小ぶりで器壁が厚い。内面の

焼成が悪く茶褐色を呈す。 

617～620は瓶。617は草花文が施された頸部。618は無

文の細い頸部。619・620は頸部の終端で文様が施される。 

621は水注の肩部。上部の口と注ぎ口の基部が残る。

622は内面から押し出した装飾を持つ胴部破片。器形不

明だが袋物とした。623は袋物とみられる底部。畳付を

釉剥ぎし高台内面及び外底は無釉。底部の器壁は厚い。

内面の釉は黄色がかる。 

624～629は香炉とした。624は口縁が肥大し口唇部を
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広く平たく取る。二次被熱。625は円筒形の器形とみら

れ、内面は口縁部のみ施釉。釉剥ぎは施されない。626

は青白色を呈し、口縁が内側に水平に折れる。外面の貫

入は細かい。627は円筒形の器形とみられる胴部。外面

に竹を模したような節がめぐり、節部分は盛り上がる。

628は低い高台を持つ底部。腰部は屈曲し外反気味に立

ち上がる。底部の器壁が厚く、高台外面の印象に比べて

高台内は浅い。内外面施釉。畳付を釉剥ぎし高台内面及

び外底は無釉。629は３脚の足を持つ底部。腰部及び脚

部外面まで施釉。畳付及び外底部は釉剥ぎ。内面は露胎。

外面に草花文が施される。 

630は合子の蓋。外面の貫入は細かく、内面は露胎。 

 

白磁 

 631～636を碗とした。631は内湾気味の口縁部。焼成

不良で黄褐色を呈す。632は尖り気味の口縁部。発色は

悪い。633・634は器壁が薄く、口縁端部が外反し玉縁状

となる。外面はにぶい青白色、灰色を呈す。635は口縁

が玉縁状となり633・634に似る。外面は黄褐色、内面は

部分的に灰色。内面に圏線状にめぐる溶着痕とみられる

盛り上がりがある。636は口のあまり開かない器形とみ

られ、口唇部が茶褐色を呈す。 

 637～654は皿。637は端部が尖る口縁を持ち、外面胴

部下半が露胎。森田分類Ｄ群。638～644は口縁部が外反

する端反皿。森田分類の皿Ｅ-２-Ｂ。638～641は焼成の

良い白色を呈す。外底まで施釉され、畳付を釉剥ぎ。642

は外反部が薄い。643は大振りの器形で広い高台を持つ。

644も同様の器形だが組成とみられ、黄白色を呈し表面

がざらつく。645は碁笥底の底部。畳付を釉剥ぎするが

溶着がみられる。森田分類の皿Ｅ-３。646は森田分類の

皿Ｅ-２-Ｂとみられる小皿。647は菊皿。森田分類の皿

Ｅ-４。648は皿または碗の底部。内底が下がり、器高の

大きな器形とみられる。見込に輪状に釉薬がはがれる重

ね積みの痕跡がみられる。畳付を釉剥ぎし、高台内部に

モミガラ状の溶着がみられる。 

650～652は端反皿で内面から見込部分を円形に釉剥

ぎし、胴部下半が露胎となるグループ。高台は低く黄白

色を呈す。森田分類Ｅ類、大友府内町跡の皿Ｅ-５に相

当。福建省系白磁皿。649はこれに似るが見込は蛇ノ目

釉剥ぎ、高台が比較的高く発色が良い。650・651は見込

みに煤が付着、高台外面に段が設けられる。652は内面

の釉剥ぎが大きく、内面下半は露胎。 

653は口縁が水平方向に開いて鍔状となり稜花形を呈

す。内外面に装飾が施される。654は黄褐色を呈し貫入

の著しい稜花皿。口縁の波状が著しい。見込を蛇ノ目釉

剥ぎ、高台外面付近まで粗く施釉。 

655～659は杯とした。655は口縁が外反気味に立ち上

がる。口縁端部は尖り、その内面部分は褐色を呈す。見

込を釉剥ぎ。656は外反して立ち上がり口縁部が肥厚す

る。657は黄褐色を呈し胴部下半が露胎。656は発色が悪

く灰色の斑点が散る。腰部に稜を持ち直線的に開く。腰

部下半は露胎とみられる。 

 659は壷とした。灰色を呈し、球状の胴部からくびれ

た頸部と垂直に立ち上がる口縁部につながる。口唇部及

び口縁内面は釉剥ぎされ、蓋が付随する可能性がある。

口縁部に比して胴部の器壁は薄い。胴部外面は一部が被

熱している。660は高台を有する袋物の底部。内面は露

胎。外底まで施釉され、畳付を釉剥ぎ。全体的に器壁は

薄い。 

 

青花 

661～682は碗。661～663は口縁部が外反する小野分類

Ｂ群。661は直線的に立ち上がる。662は内外面ともに圏

線のみ。 

664～671は直口する口縁を持つ。664～667は小野分類

Ｃ群。664は口径に対して狭い高台を持つ。665は焼成不

良。666は施釉により口縁端部が肥厚。668は焼成が良く

器壁が薄い。口縁外面に雷文帯があり小野分類Ｅ群の可

能性がある。669は施釉が粗雑で、内面に露胎の部分が

みられる。670は発色が悪く青灰色を呈し文様も灰色が

かる。671は焼成が良く堅緻で文様も鮮明。 

672は直線的に立ち上がり、わずかに外反する小碗あ

るいは小杯とすべき器形。碗に比して器壁は薄い。 

673～680は碗の底部。673～675は内底部が下がるレン

ツー型。小野分類Ｃ群。外底まで施釉し畳付を釉剥ぎ。

675は焼成が悪く文様や釉剥ぎも粗雑。676～680は見込

が盛り上がるマントーシン型。小野分類Ｅ群。676は外

底に「萬福攸同」銘、677は「長命富貴」とみられる銘

あり。678は小さめの高台を持ち、見込の盛り上がりも

小さい。679は焼成不良。高台内面及び外底の一部に施

釉薬されず、施釉が粗雑。680は焼成不良で文様が灰色

を呈す。見込を蛇ノ目釉剥ぎし、畳付に釉剥ぎを施す。

高台内部の施釉は粗い。 

681・682は直線的に立ち上がり口縁部が外反する。内

面の文様は口縁部の圏線のみ。 

683～696は皿。683～684は口縁端部が外反する端反の

皿。小野分類Ｂ群。683は畳付を釉剥ぎ、高台内部及び

外底は無釉。 

685～692は碁笥底とみられる一群。小野分類Ｃ群。685

～689は波濤文と蕉葉文の組み合わせを有する口縁部。

687は口縁部外面が波頭文ではない。688は胴部内面も文

様が施される。689は灰色を呈し、文様もにぶい。690は
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第60図　曲輪15上段　青花・磁器

大振りの皿とみられ見込に貝目状の積み重ね痕跡がみ

られる。691・692は底部。691は畳付に釉剥ぎを施すが

施釉は粗雑で外底の一部に施釉が及ぶ。692は底面の器

壁が薄く畳付部分の径が小さい。畳付の釉剥ぎは粗い。

693は口縁を波状の輪花形とする碁笥底の菊皿。畳付及

び内底周囲を釉剥ぎするが、溶着がみられる。見込に文

様を有する。 

694～696は口径の大きな直口の口縁を持つ皿とみら

れる。小野分類Ｅ群。694は器高に比して口径が大きく

焼成はよい。畳付を釉剥ぎ。695は焼成が悪く釉薬にヒ

ビやはがれがみられる。外底に「大明年造」とみられる

銘を持つ。 

697～700は水注。円筒形の胴部に注ぎ口と取っ手を備

え、壷のようにくびれた頂部が開口する器形とみられる。

底部形態は不明。同様の器形を持つ一群で文様も似る。

697は灰色を呈し文様の色もにぶい。注ぎ口が残る。内

面は頸部付近まで施釉か。二次被熱。698は口縁部。口

唇に釉剥ぎを施すとみられることから、蓋が付随する可

能性がある。699は頸部付近。取っ手の基部とみられる

残存がある。700は腰部ないし胴部下半。色調及び文様

は698に似る。腰部は稜を持って屈曲し、高台状の底部

となる可能性がある。内面は無釉。 

701・702は瓶。文様は697～70の水注に似る。701は細

い頸部で発色は悪く灰色を呈す。内面は一部が露胎。702

は頸部の終端とみられる。内面の一部に釉薬がかかる。 

703は合子の蓋。頂部の器壁が薄く、頂部がやや下が

る。内面無釉。接合面だけでなく外周部まで釉剥ぎ。 

 

その他の磁器・須恵器 

 704は青色系の釉薬が施された碗皿あるいは杯の底部。

被熱により詳細は不明。畳付及び高台内部は無釉とみら

れる。705は青色系で彩色された杯の底部。外面は斑点

状の文様の上から青色系で彩色。見込に彩色文様。外底

まで粗く施釉し、釉薬がかからない部分がある。畳付を

釉剥ぎ。706は赤絵磁器の碗皿の胴部。外面に赤色で文

様を描き彩色を施す。一部を緑色で彩色。707は口縁部

が鍔状に延びる皿。内面は白地に青色で文様が施され、

外面は青磁釉がかかる。外面には陰刻文が施される。 

708は須恵器の壷甕の頸部か。外面は格子状の調整痕

を残す。外面は灰色、内面は灰白色。 

 

陶器 

 709～725は海外陶器。709・710は天目碗。709は黒褐

釉。直線的に開く器形。外面は胴部下半から露胎。高台

外面を削り込む。高台内部はわずかにへこむ程度。別個

体とみられる類似する小片も出土。710は褐釉。口縁は

内側に屈曲し外へ開く。外面胴部下半は露胎。釉剥ぎが

施される。711は碗の底部とみられ、糸切り離し後に高

台が付けられている。底部付近まで釉薬が垂れる。内面

は褐釉及び黒褐釉がみられ、見込には積み重ねの目跡が

残る。全体的に粗雑な印象を受ける。712は鉢の口縁部。

高縁端部を折り重ねて整形。内部は口縁に沿って帯状に

釉薬がかからない部分がみられる。 

713～719は壷甕。713は底部。接地面は不整で外面に

煤が付着。内面底部は渦巻状の製作痕がみられる。714

は胴部。大型の器形とみられるが器壁は薄い。外面は黒

釉、内面は露胎。715は無頸壷の口縁部か。折り返して

たたみ、口唇を平らにとる。内外面に褐釉。716は肩部。

耳の基部が残る。外面は飴釉、内面には釉薬が流れたよ

うな痕跡がみられる。717は底部。外面は飴釉、内面は

褐釉とみられる。底面露胎。718は肩部。大きく張り出

す「く」の字状の断面形状を呈す。屈曲部の内面に段を

有する。外面は黒釉、内面は黒褐釉。曲輪６上段の虎口

で出土した478と同一か。719は底部。内外面露胎。 

 720は小型の袋物の底部付近とした。球形の壷の肩部

の可能性もある。内面露胎。外面は施釉され滑らかな仕

上がり。721は湾曲する極めて薄い小片。外面は赤色を

呈し不整、内面はにぶい水色。素地は灰白色。中世の遺

物ではなく陶器でもない可能性がある。 

 722～726は緑釉陶器。722は水注。球状の胴部と注ぎ

口が残る。充実した高台を持ち、底面は渦巻状に削り込

まれる。底面は露胎だが底面端部には釉薬がかかる。内

面露胎。723は壷の頸部。器壁が厚い。内面露胎。724・

725は器形不明の小片。屈曲部を持ち器壁は薄い。外面

は整った緑釉、内面露胎。 

 726～733は国産陶器。726は瀬戸の碗または鉢。器壁

は厚く、外面下半は露胎とみられる。内面は部分的に釉

薬がかかる。727は備前の壷の口縁。728は大型の甕の口

縁。口縁はやや内傾して立ち上がる。729は常滑の壷の

口縁。口縁の傾きは不詳。 

730～733は備前の擂鉢または鉢。730は９条を単位と

する目が９～10程度、放射状に刻まれる。731は口縁部

破片でわずかに目が確認される。732は５条を単位とし

た目が刻まれる。733は口縁が肥厚し端部断面形が尖る。

肥厚部では外面に稜を造り出す。小片のため内面に目が

みられない。鉢の可能性がある。 

734は器壁が薄く、半球状とみられる器形の口縁部。

口縁部は内外面に灰緑色の釉薬がかかり胴部は露胎。口

縁部内面は端部に突帯状に装飾がめぐる。鋭い工具で刻

まれた目があることから擂鉢とした。産地不明。 
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土師器 

 735～745は土師器の皿。735～739は底面ヘラ切り離し。

735は口縁がやや外反。737～739は底面切り離し後に調

整を施す。737は底面端部まで調整し、胴部への立ち上

がりが滑らか。738も切り離し後に底面を調整するが底

面はふくらんで張り出す。739は口縁部にタール状の付

着物がみられる。740は底面糸切り離し。焼成が良く器

壁も薄手。 

 741は外反気味に直線的に開く口縁部。器壁が薄く、

胎土に不純物を多く含む。口縁内部が肥厚し口縁端部に

向かって尖る。外面は赤褐色、内面は灰色。742も直線

的に開く口縁部だが肥厚しない。口縁端部は断面三角形

状だが、わずかに外反する。内外面褐色。 

 743は器壁が薄く、やや内湾する口縁。口縁端部にタ

ール状の付着物がみられる。 

 744・745は手づくね成形で口縁部が肥厚する。内面を

丁寧に調整されるが外面は不整。灰褐色を呈するが部分

的に褐色。焼成が良いと灰色を帯びるとみられる。 

 746は燭台。円筒形の台座に皿が付いたような形状。

皿部の底部中央から台座まで穿孔される。台座の底部は

断面アーチ状に削り込まれる。 

 

須恵器・土師質土器・瓦質土器・瓦器・土製品 

747は須恵器の鉢。灰色を呈する半球状の器形とみら

れ、胴部は一度屈曲した後に外反して口縁となる。口縁

は肥厚し、口縁端部は断面三角形状に尖る。全体的に器

壁は薄い胴部下半には煤が付着する。 

748～750は土師質土器。748は碗とみられる高台を持

つ底部。高台は低く、底面に輪状の粘土を張り付けて造

られている。749は坏または鉢。外反して立ち上がる。

胴部外面はわずかに肥厚し、調整によって帯状に装飾さ

れる。750は風炉とみられる胴部。口縁は内湾し肥厚す

る。胴部には窓があるとみられる。内面及び外面口縁は

赤褐色、外面胴部は黄褐色を呈する。内外面とも丁寧な

調整を受け、外面は研磨され滑らか。 

 751～754は瓦質土器。751は風炉とみられる口縁。頸

部に文様帯が施される。肩部は研磨され滑らか。外面は

赤褐色、内面は灰色を呈す。752は内湾する口縁部。内

面は褐色、外面は灰色。外面は研磨され滑らか、スタン

プによる植物の文様が施される。753は内湾する胴部破

片。釜形土器とみられ、外面に鍔状部の痕跡がある。上

部には垂直方向に延びる基部があり、釣り手を有すると

みられる。外面は黒灰色で研磨を受け滑らか、内面は灰

色。754は羽釜。内外面とも灰色を呈し、研磨を受け滑

らか。鍔状の羽の下部には煤が付着。 

 755～757は瓦器。755は皿の口縁。口縁部内外面は黒

色化。756は碗とみられ、内外面が研磨され滑らか。757

は低い高台を有する底部。 

 758・759は坩堝。口縁部が肥厚し、器壁の厚い半球状

の碗ないし鉢。758は外面を丁寧に調整され灰色、内面

には金属成分の溶着がみられる。759は外面が褐色を呈

し、内面には薄い膜状に金属成分が溶着する。 

 

石製品 

 760は石臼。石臼の上半分で石材は花崗岩とみられる。

８条を単位とする目が刻まれるが、摩耗して不鮮明。外

周には取っ手を差し込むホゾが残る。 

 761は内外面を研磨され湾曲する破片。手水鉢等、鉢

状の器形となる可能性が考えられるが、詳細は不明。762

は砥石。棒状の砥石から薄く剥がれたものとみられる。

外面及び側面は滑らか。763・764は滑石製品。763は穿

孔された湾曲する板状を呈す。穿孔部から放射状に擦過

痕がみられる。穿孔部に紐等を通すものと思われる。湾

曲する破片であることから、滑石製石鍋等からの転用が

想定される。764は立方体状を呈し、一面から反対側へ

穿孔される。穿孔部に紐等を通して利用するとみられる。 

765・766は軽石製品。765は円盤を穿孔したドーナツ

状を呈する製品。穿孔は大きく、全体は輪状となる。孔

は不整で摩耗による変形がみられる。片面には放射状の

刻みがみられる。反対側は平坦に削り取られ、放射状の

刻みは施されない。766も円盤状の軽石を穿孔した製品

だが穿孔は小さく、ドーナツ状ではない。 

767は碁石。黒色の石材で比較的厚さがあり、粒状の

外観を有する。曲輪15上段では碁石が13個出土し、最大

径は2.6cm、最小径は1.1cmである。最大厚は1.9cm、最

小厚は0.3cmである。平均径は1.63cm、平均厚は0.55cm

である。 

 

銭貨・ガラス製品 

 768～770は洪武通寳。768は銭文が明瞭で、769はさら

に明確。銭文が太く、くっきりしている。770は、銭文

がやや不明瞭。 

 771・772はガラス製品。不透明な青緑色を呈するビー

ズ状の小玉。同一の装飾品を構成するとみられるが、771

は潰れて不整である。 
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挿図
番号

掲載
番号

出土区 種別 器種 部位 口径 底径 器高 生産地 時期 備考

550 AF-40溝 青磁 盤 口縁部 24.8 龍泉窯系

551 AF-39溝 青磁 碗 底部 6.4 龍泉窯系 外面陰刻文

552 AF-40溝 青磁 皿 口縁～底部 11.4 4.5 2.8 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花

553 AG-40溝 青磁 皿 口縁部 10.8 龍泉窯系 直口

554 AF-40溝 青磁 皿 底部 12.2 龍泉窯系 外底溶着

555 AE-40溝 青磁 皿 口縁部 8.4 龍泉窯系 直口　内面陰刻文

556 AF-40溝 青磁 香炉？ 腰部 龍泉窯系 内面下半露胎

557 AF-40溝 白磁 碗 口縁～腰部 13.2 景徳鎮窯系 15c前半 端反　直線的に立ち上がる

558 AF-40溝 白磁 皿 底部 4.4 景徳鎮窯系 15c後半 下半露胎　切高台

559 AE-39溝 白磁 皿 口縁～底部 9.6 4.4 2.5 景徳鎮窯系 15c後半 直口　下半露胎　切高台

560 AF-40溝 白磁 皿 口縁部 12.0 景徳鎮窯系 直口　外面下半露胎？

561 AF-40溝 青花 皿 底部 景徳鎮窯系 16c前半 碁笥底　焼成不良

562 AD-40溝 陶器 壷甕 肩部 中国 飴釉　耳あり　「清香」印判

563 AF-40溝 陶器 甕 胴部～底部 21.2 中国 褐釉　器壁薄い　

564 AF-40溝 陶器 甕 胴部 中国 黒釉　内面釉剥ぎ？

565 AF-40溝 陶器 擂鉢 口縁部 備前 16c

566 AF-40溝 陶器 擂鉢 口縁部 29.0 備前 16c

567 AF-39溝 土師器 皿 口縁～底部 6.2 糸切底　内面赤色顔料

568 AG-40溝 瓦質土器 風炉？ 脚部 雲板状装飾　猫足

569 AF-39溝 瓦質土器 蓋 天辺部 22.4 スタンプ文

570 AE-39 青磁 盤 口縁部 27.0 龍泉窯系 縁折　内面蓮弁文

571 AG-40 青磁 盤 口縁部 27.2 龍泉窯系 縁折　内面蓮弁文

572 AG-40 青磁 盤 口縁部 22.8 龍泉窯系 縁折　内面蓮弁文

573 AF-42(4T) 青磁 盤 口縁部 龍泉窯系 縁折

574 AD-40 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 15c後半 外反　鎬蓮弁文

575 AE-39 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 15c後半 雷文

576 AB-39 青磁 碗 口縁部 12.0 龍泉窯系 15c前半 外反　草花文

577 AF-40 青磁 碗 口縁部 12.8 龍泉窯系 15c後半 外反　内面雷文　草花文

578 AB-39 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 外反　無文

579 曲輪一括 青磁 皿 口縁部 12.6 龍泉窯系 15c 口折皿　鎬蓮弁文

580 AF-40 青磁 皿 口縁部 11.4 龍泉窯系 15c 口折皿　ヘラ書き蓮弁文

581 AE-39 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 15c 口折皿　無鎬蓮弁文

582 AG-40 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 15c 口折皿　鎬蓮弁　黄色

583 AG-40 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 盤様　櫛書文　

584 AG-40 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 盤様　稜花　草花文

585 AG-40 青磁 皿 口縁～底部 11.4 5.4 3.3 龍泉窯系 15c後半？ 腰折皿　無文

586 AG-40 青磁 皿 口縁～底部 11.4 5.0 2.6 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　見込釉剥

587 AG-40 青磁 皿 口縁部 15.2 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　草花文

588 AG-40 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　草花文

589 AD-40 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　草花文

590 AE-39 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　草花文

591 AC-42 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　草花文

592 AE-39 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　内外面草花文

593 AE-39 青磁 皿 口縁部 9.4 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　無文

594 AF-40 青磁 皿 口縁部 14.2 龍泉窯系 15c後半？ 腰折皿　櫛書文

595 AF-40 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 15c後半？ 腰折皿　櫛書文

596 AF-40 青磁 皿 口縁部 13.4 龍泉窯系 直口　被熱

597 AF-40 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 直口　無文

598 AF-40 青磁 皿 口縁部 11.0 龍泉窯系 外反強く口折に近い

599 AC-39(10T) 青磁 皿 口縁～胴部 12.3 龍泉窯系 外反　被熱

600 AF-40 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 内湾　内面蓮弁文　被熱

601 AC-42 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 内湾　内面有文

602 AD-40 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 口縁内部に圏線

603 AG-40 青磁 皿？ 底部 3.6 龍泉窯系 高台なし　外底無釉

604 AF-39 青磁 高足杯 口縁～腰部 12.2 龍泉窯系 稜花　草花文　外面蓮弁文

605 AF-40 青磁 高足杯 口縁部 12.6 龍泉窯系 稜花　草花文　外面蓮弁文　被熱

606 AA-42 青磁 壷 口縁部 龍泉窯系 被熱

607 AG-39 青磁 壷 口縁部 龍泉窯系 外面櫛書文　青白色

608 AE-39 青磁 壷 口縁部 6.6 龍泉窯系 酒海壷

609 AG-40 青磁 壷 蓋 14.6 龍泉窯系 櫛書文

610 AF-38 青磁 壷 口縁部 龍泉窯系 櫛書文　蓋あり

611 AG-40 青磁 壷 胴部 龍泉窯系 明代 草花文

612 AE-39 青磁 壷 底部 7.0 龍泉窯系 碁笥底

613 AG-40 青磁 壷 蓋 8.2 龍泉窯系 被熱

614 AF-39 青磁 壷 蓋 12.2 龍泉窯系

615 AG-40 青磁 壷 蓋 8.1 龍泉窯系 頂部圏線

616 AF-38(5T) 青磁 壷 蓋 6.2 龍泉窯系

617 AE-39 青磁 瓶 頸部 頸径3.4 龍泉窯系 草花文

618 AF-39 青磁 瓶 頸部 頸径2.4 龍泉窯系 無文

619 AD-38･39 青磁 瓶？ 頸部？ 龍泉窯系 外面蓮弁文

620 AF-40 青磁 瓶？ 頸部？ 龍泉窯系 外面沈線文

621 AD-41 青磁 水注 肩部 龍泉窯系

622 AD-39 青磁 袋物？ 胴部 龍泉窯系 型造り装飾

623 AF-38(5T) 青磁 袋物 底部 4.4 龍泉窯系

624 AC-40 青磁 香炉？ 口縁部 龍泉窯系 被熱　内面胴部無釉?
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550 AF-40溝 青磁 盤 口縁部 24.8 龍泉窯系

551 AF-39溝 青磁 碗 底部 6.4 龍泉窯系 外面陰刻文

552 AF-40溝 青磁 皿 口縁～底部 11.4 4.5 2.8 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花

553 AG-40溝 青磁 皿 口縁部 10.8 龍泉窯系 直口

554 AF-40溝 青磁 皿 底部 12.2 龍泉窯系 外底溶着

555 AE-40溝 青磁 皿 口縁部 8.4 龍泉窯系 直口　内面陰刻文

556 AF-40溝 青磁 香炉？ 腰部 龍泉窯系 内面下半露胎

557 AF-40溝 白磁 碗 口縁～腰部 13.2 景徳鎮窯系 15c前半 端反　直線的に立ち上がる

558 AF-40溝 白磁 皿 底部 4.4 景徳鎮窯系 15c後半 下半露胎　切高台

559 AE-39溝 白磁 皿 口縁～底部 9.6 4.4 2.5 景徳鎮窯系 15c後半 直口　下半露胎　切高台

560 AF-40溝 白磁 皿 口縁部 12.0 景徳鎮窯系 直口　外面下半露胎？

561 AF-40溝 青花 皿 底部 景徳鎮窯系 16c前半 碁笥底　焼成不良

562 AD-40溝 陶器 壷甕 肩部 中国 飴釉　耳あり　「清香」印判

563 AF-40溝 陶器 甕 胴部～底部 21.2 中国 褐釉　器壁薄い　

564 AF-40溝 陶器 甕 胴部 中国 黒釉　内面釉剥ぎ？

565 AF-40溝 陶器 擂鉢 口縁部 備前 16c

566 AF-40溝 陶器 擂鉢 口縁部 29.0 備前 16c

567 AF-39溝 土師器 皿 口縁～底部 6.2 糸切底　内面赤色顔料

568 AG-40溝 瓦質土器 風炉？ 脚部 雲板状装飾　猫足

569 AF-39溝 瓦質土器 蓋 天辺部 22.4 スタンプ文

570 AE-39 青磁 盤 口縁部 27.0 龍泉窯系 縁折　内面蓮弁文

571 AG-40 青磁 盤 口縁部 27.2 龍泉窯系 縁折　内面蓮弁文

572 AG-40 青磁 盤 口縁部 22.8 龍泉窯系 縁折　内面蓮弁文

573 AF-42(4T) 青磁 盤 口縁部 龍泉窯系 縁折

574 AD-40 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 15c後半 外反　鎬蓮弁文

575 AE-39 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 15c後半 雷文

576 AB-39 青磁 碗 口縁部 12.0 龍泉窯系 15c前半 外反　草花文

577 AF-40 青磁 碗 口縁部 12.8 龍泉窯系 15c後半 外反　内面雷文　草花文

578 AB-39 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 外反　無文

579 曲輪一括 青磁 皿 口縁部 12.6 龍泉窯系 15c 口折皿　鎬蓮弁文

580 AF-40 青磁 皿 口縁部 11.4 龍泉窯系 15c 口折皿　ヘラ書き蓮弁文

581 AE-39 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 15c 口折皿　無鎬蓮弁文

582 AG-40 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 15c 口折皿　鎬蓮弁　黄色

583 AG-40 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 盤様　櫛書文　

584 AG-40 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 盤様　稜花　草花文

585 AG-40 青磁 皿 口縁～底部 11.4 5.4 3.3 龍泉窯系 15c後半？ 腰折皿　無文

586 AG-40 青磁 皿 口縁～底部 11.4 5.0 2.6 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　見込釉剥

587 AG-40 青磁 皿 口縁部 15.2 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　草花文

588 AG-40 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　草花文

589 AD-40 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　草花文

590 AE-39 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　草花文

591 AC-42 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　草花文

592 AE-39 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　内外面草花文

593 AE-39 青磁 皿 口縁部 9.4 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　無文

594 AF-40 青磁 皿 口縁部 14.2 龍泉窯系 15c後半？ 腰折皿　櫛書文

595 AF-40 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 15c後半？ 腰折皿　櫛書文

596 AF-40 青磁 皿 口縁部 13.4 龍泉窯系 直口　被熱

597 AF-40 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 直口　無文

598 AF-40 青磁 皿 口縁部 11.0 龍泉窯系 外反強く口折に近い

599 AC-39(10T) 青磁 皿 口縁～胴部 12.3 龍泉窯系 外反　被熱

600 AF-40 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 内湾　内面蓮弁文　被熱

601 AC-42 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 内湾　内面有文

602 AD-40 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 口縁内部に圏線

603 AG-40 青磁 皿？ 底部 3.6 龍泉窯系 高台なし　外底無釉

604 AF-39 青磁 高足杯 口縁～腰部 12.2 龍泉窯系 稜花　草花文　外面蓮弁文

605 AF-40 青磁 高足杯 口縁部 12.6 龍泉窯系 稜花　草花文　外面蓮弁文　被熱

606 AA-42 青磁 壷 口縁部 龍泉窯系 被熱

607 AG-39 青磁 壷 口縁部 龍泉窯系 外面櫛書文　青白色

608 AE-39 青磁 壷 口縁部 6.6 龍泉窯系 酒海壷

609 AG-40 青磁 壷 蓋 14.6 龍泉窯系 櫛書文

610 AF-38 青磁 壷 口縁部 龍泉窯系 櫛書文　蓋あり

611 AG-40 青磁 壷 胴部 龍泉窯系 明代 草花文

612 AE-39 青磁 壷 底部 7.0 龍泉窯系 碁笥底

613 AG-40 青磁 壷 蓋 8.2 龍泉窯系 被熱

614 AF-39 青磁 壷 蓋 12.2 龍泉窯系

615 AG-40 青磁 壷 蓋 8.1 龍泉窯系 頂部圏線

616 AF-38(5T) 青磁 壷 蓋 6.2 龍泉窯系

617 AE-39 青磁 瓶 頸部 頸径3.4 龍泉窯系 草花文

618 AF-39 青磁 瓶 頸部 頸径2.4 龍泉窯系 無文

619 AD-38･39 青磁 瓶？ 頸部？ 龍泉窯系 外面蓮弁文

620 AF-40 青磁 瓶？ 頸部？ 龍泉窯系 外面沈線文

621 AD-41 青磁 水注 肩部 龍泉窯系

622 AD-39 青磁 袋物？ 胴部 龍泉窯系 型造り装飾

623 AF-38(5T) 青磁 袋物 底部 4.4 龍泉窯系

624 AC-40 青磁 香炉？ 口縁部 龍泉窯系 被熱　内面胴部無釉?
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625 AF-40 青磁 香炉 口縁部 7.0 龍泉窯系 内面下半露胎　筒状

626 曲輪一括 青磁 香炉 口縁部 龍泉窯系 口縁折り返し

627 AC-42 青磁 香炉？ 胴部 龍泉窯系

628 AD-38 青磁 香炉 腰～底部 4.8 龍泉窯系 小瓶の可能性あり

629 AG-40 青磁 香炉 底部 4.4 龍泉窯系 内面無釉　三脚

630 AC-41 青磁 合子 蓋 6.6 龍泉窯系

631 AG-40 白磁 碗 口縁部 景徳鎮窯系 内湾　焼成不良

632 AC-42 白磁 碗 口縁部 景徳鎮窯系 直口

633 AF-40 白磁 碗 口縁部 13.6 景徳鎮窯系 口縁玉縁状　内面灰色

634 AF-39 白磁 碗 口縁部 11.0 景徳鎮窯系 口縁玉縁状　内面灰色

635 AF-39 白磁 碗 口縁部 11.2 景徳鎮窯系 直口　内面溶着痕跡？

636 AE-40 白磁 碗 口縁部 景徳鎮窯系 直口　口錆　　口唇部アルミナ

637 AE-39 白磁 皿 口縁部 景徳鎮窯系 15c後半 直口　胴部下半露胎？

638 AF-40 白磁 皿 口縁部 景徳鎮窯系 端反　玉縁状口縁？

639 AF-40 白磁 皿 口縁～底部 17.1 9.2 4.2 景徳鎮窯系 16c前半 端反

640 AF-39 白磁 皿 口縁～底部 15.0 8.4 3.8 景徳鎮窯系 16c前半 端反

641 AF-40 白磁 皿 口縁～底部 13.8 7.4 3.2 景徳鎮窯系 16c前半 端反

642 AG-40 白磁 皿 口縁～底部 17.8 10.4 4.4 景徳鎮窯系 16c前半 端反　粗製

643 AF-40 白磁 皿 口縁部 12.0 景徳鎮窯系 16c前半 端反

644 AF-39 白磁 皿 底部 9.8 景徳鎮窯系 16c前半

645 AF-39 白磁 皿 底部 4.4 景徳鎮窯系 16c前半 碁笥底

646 AE-39 白磁 皿 口縁～底部 9.8 5.4 2.0 景徳鎮窯系 端反　小皿

647 AF-38(5T) 白磁 皿 口縁部 景徳鎮窯系 16c後半 菊皿

648 AE-40 白磁 皿 底部 7.0 景徳鎮窯系

649 AD-42 白磁 皿 口縁～底部 13.2 6.0 2.6 中国 見込・高台内底露胎　胎土新しい

650 AF-40 白磁 皿 口縁～底部 13.4 7.0 2.7 福建省系 見込・高台内底露胎

651 AC-43 白磁 皿 口縁～底部 12.4 6.0 2.1 福建省系 見込・高台内底露胎

652 AF-40 白磁 皿 口縁～底部 13.4 7.4 2.1 福建省系 見込・高台内底露胎

653 AG-40 白磁 皿 口縁部 17.6 景徳鎮窯系 盤様稜花皿

654 AC-42 白磁 皿 口縁～底部 13.0 4.6 3.2 景徳鎮窯系 稜花皿　見込蛇の目釉剥

655 AG-39・40 白磁 杯 口縁～腰部 7.8 景徳鎮窯系 直口

656 AG-39・40 白磁 杯 口縁～腰部 9.0 景徳鎮窯系 端反

657 AD・AE-39 白磁 杯 口縁～腰部 景徳鎮窯系 高台露胎？

658 AD-40 白磁 杯 腰部 景徳鎮窯系 高台露胎？

659 AF-40 白磁 壷 口縁～胴部 7.2 景徳鎮窯系 高台露胎？

660 AG-40 白磁 袋物 底部 7.2 景徳鎮窯系 内面無釉

661 AE-38 青花 碗 口縁部 14.0 景徳鎮窯系 15c後半 外反　内面四方襷

662 AC-42 青花 碗 口縁～腰部 景徳鎮窯系 外反　圏線のみ

663 AF-39 青花 碗 口縁～腰部 景徳鎮窯系 外反　梵字文

664 AF-38(5T) 青花 碗 口縁～底部 13.0 4.6 景徳鎮窯系 16c前半 レンツー

665 AG-40 青花 碗 口縁～底部 14.8 6.2 5.0 景徳鎮窯系 16c前半 レンツー

666 AF-40 青花 碗 口縁部 景徳鎮窯系 16c前半 波濤文

667 AF-40 青花 碗 口縁～腰部 景徳鎮窯系 16c前半 蕉葉文

668 AE-38 青花 碗 口縁部 10.2 景徳鎮窯系 雷文

669 AE-38 青花 碗 口縁～腰部 11.1 景徳鎮窯系 アラベスク

670 AF-40 青花 碗 口縁～腰部 10.4 中国南部 草花文

671 AC-42 青花 碗 口縁～腰部 景徳鎮窯系

672 AE-40 青花 碗 口縁～腰部 景徳鎮窯系 小杯？

673 AG-40 青花 碗 底部 景徳鎮窯系 レンツー　見込花

674 AG-40 青花 碗 底部 5.2 景徳鎮窯系 レンツー

675 AF-40 青花 碗 胴部～底部 5.6 景徳鎮窯系 レンツー

676 AD-38 青花 碗 底部 4.0 景徳鎮窯系 16c後半 マントーシン　万福攸同

677 AF-39 青花 碗 底部 5.0 景徳鎮窯系 16c後半 マントーシン　長命富貴

678 AE-40 青花 碗 底部 景徳鎮窯系 マントーシン？

679 AC-40 青花 碗 底部 4.8 景徳鎮窯系 マントーシン　焼成不良

680 AF-39 青花 碗 底部 4.3 景徳鎮窯系 蛇ノ目釉剥　焼成不良

681 AE-40 青花 碗 口縁部 13.2 景徳鎮窯系 外反　梵字文？

682 AD-37 青花 碗 口縁部 景徳鎮窯系 外反　草花文

683 AG-41 青花 皿 口縁～底部 11.8 6.6 2.4 景徳鎮窯系 16c後半 端反

684 AC-42 青花 皿 口縁部 景徳鎮窯系 16c後半 端反　内面四方襷

685 AC-42 青花 皿 口縁～腰部 景徳鎮窯系 16c前半 蕉葉文　波頭文　碁笥底か

686 AC-42 青花 皿 口縁部 10.0 景徳鎮窯系 16c前半 蕉葉文　波頭文　碁笥底か

687 AF-41 青花 皿 口縁部 景徳鎮窯系 16c前半 蕉葉文　碁笥底か

688 AF-39 青花 皿 口縁部 景徳鎮窯系 16c前半 蕉葉文　波頭文　碁笥底か

689 AF-40 青花 皿 口縁部 10.6 中国南部 16c前半 蕉葉文　波頭文　碁笥底か

690 AF-40 青花 皿 底部 3.6 景徳鎮窯系 16c前半 碁笥底　見込文様？

691 AE-40 青花 皿 底部 景徳鎮窯系 16c前半 碁笥底　蕉葉文

692 曲輪一括 青花 皿 底部 景徳鎮窯系 16c前半 碁笥底

693 AD-39 青花 皿 口縁～底部 6.4 2.6 1.8 景徳鎮窯系 碁笥底　菊皿

694 AD-38・39 青花 皿 口縁～底部 22.2 景徳鎮窯系 大皿

695 AG-40 青花 皿 底部 6.8 景徳鎮窯系 15c後半 大明年造か

696 AC-40 青花 皿 底部 7.4 景徳鎮窯系 直口　見込獅子？

697 AF-40 青花 水注 口縁～胴部 景徳鎮窯系 被熱

698 AF-40 青花 水注 口縁部 景徳鎮窯系 口縁部のみ

699 AF-39 青花 水注 頸部？ 景徳鎮窯系 把基部
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700 AF-40 青花 水注 腰部 腰部径6.6 景徳鎮窯系

701 AG-40 青花 瓶 頸部 2.6 景徳鎮窯系

702 AG・AH-40 青花 瓶 頸部 景徳鎮窯系 内面一部施釉

703 AE-40 青花 合子 蓋 5.0 景徳鎮窯系

704 AF-40 青釉磁器 碗 底部 3.6 景徳鎮窯系？ 青色釉　被熱

705 AB-38 磁器 杯？ 底部 3.4 景徳鎮窯系？ 彩色磁器　青色・赤色・緑色

706 AD-42 赤絵磁器 碗皿 胴部 景徳鎮窯系？ 赤絵

707 AD-38 磁器 盤皿 口縁部付近 景徳鎮窯系？ 外面青磁釉、内面青花

708 AC-43 須恵器 壷甕？ 頸部

709 AF-40 陶器 碗 口縁～底部 11.9 4.2 6.3 中国 天目碗　類似小片あり

710 AC-42 陶器 碗 口縁部 11.2 中国 天目碗

711 AG-40 陶器 碗 底部 5.3 中国 糸切離し後に高台を付ける

712 AF-39 陶器 鉢 口縁部 28.2 中国

713 AG-40 陶器 壷？ 底部 8.0 中国 内底渦巻状調整

714 AF-39 陶器 壷 底部付近 中国 黒褐釉

715 AG-40 陶器 壷 口縁部 中国 無頚壷

716 AF-40 陶器 壷甕 肩部 中国 褐釉　耳あり

717 AG-40 陶器 壷甕 底部 中国 褐釉

718 AG-40 陶器 甕 肩部分 中国 黒褐釉

719 AF-39 陶器 甕 底部 中国 内外面露胎

720 AF-40 陶器 袋物 底部付近 中国 外面施釉

721 曲輪一括 陶器 不明 小片 不明 内面にぶい水色　近現代遺物の可能性

722 AF-40 緑釉陶器 水注 胴部 7.0 中国

723 AG-40 緑釉陶器 瓶 頸部 中国

724 AE-39 緑釉陶器 不明 小片 中国

725 AE-39 緑釉陶器 不明 小片 中国

726 AF-38(5T) 陶器 碗? 胴部 瀬戸

727 AC-40 陶器 壷？ 口縁部 12.2 備前

第62図 728 AG-40 陶器 甕 口縁部 42.0 備前

第61図 729 AG-40 陶器 甕 口縁部 常滑 6b・7形式？

730 AE-39 陶器 擂鉢 口縁～底部 備前

731 AC-42 陶器 擂鉢 口縁部 備前

732 AE-39 陶器 擂鉢 口縁部 32.4 備前

733 AE-40 陶器 鉢 口縁部 備前

734 AF-39 陶器 擂鉢 口縁部 17.4 不明 半球形　胴部露胎?

735 AF-40 土師器 皿 口縁～底部 8.0 5.6 1.9 ヘラ切底

736 AF-40 土師器 皿 口縁～底部 7.2 4.6 2.1 ヘラ切底

737 AF-40 土師器 皿 口縁～底部 11.0 5.6 2.7 ヘラ切り後、調整

738 AF-40 土師器 皿 口縁～底部 6.6 4.4 2.0 ヘラ切り後、調整

739 AE-39 土師器 皿 口縁～底部 2.8 ヘラ切り後、調整　タール付着

740 AF-38(5T) 土師器 皿 口縁～底部 6.4 4.0 1.4 糸切底

741 AG-40 土師器 皿？ 口縁部 13.2 粗製　不純物混在

742 AG-40 土師器 皿？ 口縁部 12.1 ラッパ状口縁

743 AE-38・39 土師器 皿 口縁部 9.2 薄手　口縁部タール状付着

744 AG-40 土師器 皿 口縁部 手づくね　口縁部肥大

745 AG-40 土師器 皿 口縁部 12.2 手づくね　口縁部肥大

746 AE-39 土師器 燭台 胴部

第63図 747 AF-40 須恵器 鉢 口縁～底部 23.2 亀山焼の可能性

748 AF-40 土師質土器 碗？ 底部 2.9 高台付碗

749 AG-40 土師質土器 坏？ 口縁部 12.5 胴部肥厚、調整による文様？

750 AF-39 土師質土器 風炉？ 胴部？ 16.8 胴部に窓

751 AF-40 瓦質土器 風炉 口縁部 風炉Ⅱ

752 AF-40 瓦質土器 浅鉢 口縁～胴部 15.4 浅鉢ⅢまたはⅣ　スタンプ文

753 AB-36 瓦質土器 釜型土器 胴部 釣り手付釜型土器

754 AB-36 瓦質土器 羽釜 胴部

755 AG-40 瓦器 碗 口縁部 8.1 口縁煤付着

756 AG･AH-40 瓦器 碗 口縁部 内外面研磨調整

757 AG-40 瓦器 碗 底部 4.6 高台付

758 AD-38 土製品 坩堝 口縁部 8.2

759 AC-43 土製品 坩堝 口縁部

760 AD-40 石製品 石臼 上部

761 AG-40 石製品 不明 破片 研磨　石鉢？

762 AG-40 石製品 砥石 剥離破片 棒状砥石

763 AD-38 石製品 不明 完形？ 滑石　転用品か

764 AG・AH-40 石製品 不明 完形？ 滑石　垂飾状　転用品

765 AF-39 石製品 円盤状 完形 軽石製品　穿孔

766 AC-42 石製品 円盤状 完形 軽石製品　ドーナツ状　放射状刻み

767 AG-41 石製品 碁石 完形 長径1.6 短径1.4 厚さ0.7

768 AF-39 金属製品 銭貨 完品 長径2.2 明 1368年初鋳 洪武通寳

769 AF-40 金属製品 銭貨 完品 長径2.2 明 1368年初鋳 洪武通寳

770 AB-37 金属製品 銭貨 完品 長径2.3 明 1368年初鋳 洪武通寳

771 AC-39 金属製品 銭貨 完品 長径2.2 朝鮮 1423年初鋳 朝鮮通寳

772 AF-39 ガラス製品 小玉 完品 直径0.4 孔径0.1 青緑色　773と同一

773 AF-39 ガラス製品 小玉 完品 直径0.9 孔径0.1 青緑色　潰れる
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700 AF-40 青花 水注 腰部 腰部径6.6 景徳鎮窯系

701 AG-40 青花 瓶 頸部 2.6 景徳鎮窯系

702 AG・AH-40 青花 瓶 頸部 景徳鎮窯系 内面一部施釉

703 AE-40 青花 合子 蓋 5.0 景徳鎮窯系

704 AF-40 青釉磁器 碗 底部 3.6 景徳鎮窯系？ 青色釉　被熱

705 AB-38 磁器 杯？ 底部 3.4 景徳鎮窯系？ 彩色磁器　青色・赤色・緑色

706 AD-42 赤絵磁器 碗皿 胴部 景徳鎮窯系？ 赤絵

707 AD-38 磁器 盤皿 口縁部付近 景徳鎮窯系？ 外面青磁釉、内面青花

708 AC-43 須恵器 壷甕？ 頸部

709 AF-40 陶器 碗 口縁～底部 11.9 4.2 6.3 中国 天目碗　類似小片あり

710 AC-42 陶器 碗 口縁部 11.2 中国 天目碗

711 AG-40 陶器 碗 底部 5.3 中国 糸切離し後に高台を付ける

712 AF-39 陶器 鉢 口縁部 28.2 中国

713 AG-40 陶器 壷？ 底部 8.0 中国 内底渦巻状調整

714 AF-39 陶器 壷 底部付近 中国 黒褐釉

715 AG-40 陶器 壷 口縁部 中国 無頚壷

716 AF-40 陶器 壷甕 肩部 中国 褐釉　耳あり

717 AG-40 陶器 壷甕 底部 中国 褐釉

718 AG-40 陶器 甕 肩部分 中国 黒褐釉

719 AF-39 陶器 甕 底部 中国 内外面露胎

720 AF-40 陶器 袋物 底部付近 中国 外面施釉

721 曲輪一括 陶器 不明 小片 不明 内面にぶい水色　近現代遺物の可能性

722 AF-40 緑釉陶器 水注 胴部 7.0 中国

723 AG-40 緑釉陶器 瓶 頸部 中国

724 AE-39 緑釉陶器 不明 小片 中国

725 AE-39 緑釉陶器 不明 小片 中国

726 AF-38(5T) 陶器 碗? 胴部 瀬戸

727 AC-40 陶器 壷？ 口縁部 12.2 備前

第62図 728 AG-40 陶器 甕 口縁部 42.0 備前

第61図 729 AG-40 陶器 甕 口縁部 常滑 6b・7形式？

730 AE-39 陶器 擂鉢 口縁～底部 備前

731 AC-42 陶器 擂鉢 口縁部 備前

732 AE-39 陶器 擂鉢 口縁部 32.4 備前

733 AE-40 陶器 鉢 口縁部 備前

734 AF-39 陶器 擂鉢 口縁部 17.4 不明 半球形　胴部露胎?

735 AF-40 土師器 皿 口縁～底部 8.0 5.6 1.9 ヘラ切底

736 AF-40 土師器 皿 口縁～底部 7.2 4.6 2.1 ヘラ切底

737 AF-40 土師器 皿 口縁～底部 11.0 5.6 2.7 ヘラ切り後、調整

738 AF-40 土師器 皿 口縁～底部 6.6 4.4 2.0 ヘラ切り後、調整

739 AE-39 土師器 皿 口縁～底部 2.8 ヘラ切り後、調整　タール付着

740 AF-38(5T) 土師器 皿 口縁～底部 6.4 4.0 1.4 糸切底

741 AG-40 土師器 皿？ 口縁部 13.2 粗製　不純物混在

742 AG-40 土師器 皿？ 口縁部 12.1 ラッパ状口縁

743 AE-38・39 土師器 皿 口縁部 9.2 薄手　口縁部タール状付着

744 AG-40 土師器 皿 口縁部 手づくね　口縁部肥大

745 AG-40 土師器 皿 口縁部 12.2 手づくね　口縁部肥大

746 AE-39 土師器 燭台 胴部

第63図 747 AF-40 須恵器 鉢 口縁～底部 23.2 亀山焼の可能性

748 AF-40 土師質土器 碗？ 底部 2.9 高台付碗

749 AG-40 土師質土器 坏？ 口縁部 12.5 胴部肥厚、調整による文様？

750 AF-39 土師質土器 風炉？ 胴部？ 16.8 胴部に窓

751 AF-40 瓦質土器 風炉 口縁部 風炉Ⅱ

752 AF-40 瓦質土器 浅鉢 口縁～胴部 15.4 浅鉢ⅢまたはⅣ　スタンプ文

753 AB-36 瓦質土器 釜型土器 胴部 釣り手付釜型土器

754 AB-36 瓦質土器 羽釜 胴部

755 AG-40 瓦器 碗 口縁部 8.1 口縁煤付着

756 AG･AH-40 瓦器 碗 口縁部 内外面研磨調整

757 AG-40 瓦器 碗 底部 4.6 高台付

758 AD-38 土製品 坩堝 口縁部 8.2

759 AC-43 土製品 坩堝 口縁部

760 AD-40 石製品 石臼 上部

761 AG-40 石製品 不明 破片 研磨　石鉢？

762 AG-40 石製品 砥石 剥離破片 棒状砥石

763 AD-38 石製品 不明 完形？ 滑石　転用品か

764 AG・AH-40 石製品 不明 完形？ 滑石　垂飾状　転用品

765 AF-39 石製品 円盤状 完形 軽石製品　穿孔

766 AC-42 石製品 円盤状 完形 軽石製品　ドーナツ状　放射状刻み

767 AG-41 石製品 碁石 完形 長径1.6 短径1.4 厚さ0.7

768 AF-39 金属製品 銭貨 完品 長径2.2 明 1368年初鋳 洪武通寳

769 AF-40 金属製品 銭貨 完品 長径2.2 明 1368年初鋳 洪武通寳

770 AB-37 金属製品 銭貨 完品 長径2.3 明 1368年初鋳 洪武通寳

771 AC-39 金属製品 銭貨 完品 長径2.2 朝鮮 1423年初鋳 朝鮮通寳

772 AF-39 ガラス製品 小玉 完品 直径0.4 孔径0.1 青緑色　773と同一

773 AF-39 ガラス製品 小玉 完品 直径0.9 孔径0.1 青緑色　潰れる
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第10節 曲輪15下段の調査 

(１) 調査の概要 

７次調査において曲輪６の上段と下段の間に空堀が

存在し、本来は独立した曲輪であることが判明した。こ

れを受けて曲輪15の上段と下段の間の空堀の有無を確

認する目的でトレンチを設定し、調査を実施した。(調

査位置は第41図参照) 

 ８次調査においてAF-37・38区に６×２ｍでトレンチ

を設定し、調査を実施した。調査の結果、曲輪15上下段

の間に空堀状の遺構は見られなかった。 

９次調査においてAH-39区に５×２ｍで曲輪15上段か

ら15下段におよぶトレンチを設定し、調査を実施した。 

調査の結果、曲輪15下段は暗褐色火山灰土(Ⅲ層)を築城

面とし、空堀状の遺構は確認されなかった。曲輪15下段

から上段への斜面は造成され、15下段面で溝状にやや掘

り下げた後、垂直に近いかたちで立ち上がる。立ち上が

りは曲輪15上段面までは続かず、すぐに斜面となって上

段につながる。自然地形の緩斜面を削り取り、上下段の

境界となる段差を造成している。表土の下には桜島の大 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正火山灰がみられ、大正期には現状みられる緩斜面とな

っていたことが確認された。 

 

(２) 遺物 

774～778は青磁。774は口縁が外反する碗。無文。上

田分類のＤ類。775は碁笥底の皿。畳付周辺を釉剥ぎし、

高台内部まで無釉。776・777は腰折皿の口縁。776は口

縁形態は普通で無文。777は稜花で櫛書文が施される。

778は袋物の腰部とみられ内面下半は露胎。 

 779・780は白磁の皿。779は白色で精緻な印象。外反

しラッパ状に開く。780は内底に蛇ノ目釉剥ぎ。畳付か

ら高台内部まで無釉。 

 781～783は青花。781・782は碗。782は外反する器形

で鉢の可能性もある。 

 784は色絵磁器。口縁部が外反し杯または鉢とみられ

る。器壁は薄い。外面には青色を基本として赤色と緑色

で模様が描かれる。曲輪15上段出土の705と同類か。 

 785は瓦質土器の鉢である。 

 

 

（1:3)0 10cm
785

774
775

776

777779

778

784

781
782

783

780

挿図
番号

掲載
番号

区・遺構 種別 器種 部位 口径 底径 器高 生産地 時期 備考

774 AF-37 青磁 碗 口縁部 9.2 龍泉窯系 外反　無文
775 AF-37 青磁 皿 口縁～底部 10.0 龍泉窯系 碁笥底
776 AH-39 青磁 皿 口縁部 12.6 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　無文
777 AH-39 青磁 皿 口縁部 龍泉窯系 15c後半 腰折皿　稜花　櫛書文
778 AF-37 青磁 袋物 腰部 10.0 龍泉窯系 内面下半露胎
779 AH-39 白磁 皿 口縁部 14.0 景徳鎮窯系 外反　ラッパ状に開く
780 AF-37 白磁 皿 口縁～底部 景徳鎮窯系 蛇ノ目釉剥　畳付・内底無釉
781 AF-37 青花 碗 口縁部 14.4 景徳鎮窯系
782 AF-37 青花 碗 口縁部 景徳鎮窯系 外反　鉢？
783 AF-37 青花 皿 口縁部 8.2 景徳鎮窯系 外反
784 AH-39 磁器 杯？ 口縁部 7.2 景徳鎮窯系 色絵磁器
785 AF-37 瓦質土器 鉢？ 口縁部 33.2

第
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図

曲輪15下段　出土遺物観察表

第64図　曲輪15下段　出土遺物
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第11節 曲輪６上下段の間の空堀の調査 

(１) 調査の概要 

 現況では曲輪６上段と６下段の間には、上下段を分割

するように北東から南西方向へ通路が走っている。通路

の北西には６上段の斜面があり、南東には通路面上に６

下段の土塁が存在する。通路は６上段を見上げつつ６下

段の横を通って斜面を下り、空堀６へつながる。ただし、

空堀６への接続は急斜面を下っていくかたちになる。 

 ７次調査において、６上下段の間の空堀の有無を確認

する目的でAC-36区に５×２ｍのトレンチを設定し調査

を実施した。(調査位置は第41図参照) 

 調査の結果、空堀とみられる通路面を約２ｍ掘り下げ

た地点で堀底を確認し、空堀の存在を確認した。空堀は

暗褐色火山灰土(Ⅲ層)を掘り込んで造られ、曲輪６の構 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成は上下段ではなく、独立した２つの曲輪であることが

判明した。 

 

(２) 遺物 

786は青磁の碗。細蓮弁文が施される上田分類のＢ-Ⅳ

類。787・788は白磁の皿。787は口縁部が外反する端反

皿。788は森田分類Ｅ-４類の菊皿。789は青花の碗。790

は青花の皿でやや粗製。791は海外陶器の鉢。792は明三

彩の鳥形水滴。頭部は欠損するも右半分が残存し、背中

の穿孔が確認される。羽部分は黄色、全体は緑色で彩色

される。793は備前の擂鉢。口縁下部が突帯状に張り出

す。794は瓦質土器で風炉とした。 

（1:3)0 10cm

787

788

786

789

790

791

792

793

794

挿図
番号

掲載
番号

区・遺構 種別 器種 部位 口径 底径 器高 生産地 時期 備考

786 AC-39空堀 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 16c前半 細蓮弁文
787 AC-35空堀 白磁 皿？ 口縁部 景徳鎮窯系 外反
788 AC-36空堀 白磁 皿 口縁部 景徳鎮窯系 16c後半 菊皿
789 AC-36空堀 青花 碗 口縁～腰部 11.2 景徳鎮窯系
790 AC-36空堀 青花 皿 底部 19.2 景徳鎮窯系
791 AC-36空堀 陶器 鉢 口縁～腰部 中国
792 AC-36空堀 三彩 水滴 中国 鳥形水滴
793 AC-36空堀 陶器 擂鉢 口縁部 備前
794 AC-36空堀 瓦質土器 風炉？ 口縁部 23.2
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図

曲輪６上下間空堀 出土遺物観察表

第65図　曲輪６上下間空堀　出土遺物
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（1:3)0 10cm

787

788

786

789

790

791

792

793

794

挿図
番号

掲載
番号

区・遺構 種別 器種 部位 口径 底径 器高 生産地 時期 備考

786 AC-39空堀 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 16c前半 細蓮弁文
787 AC-35空堀 白磁 皿？ 口縁部 景徳鎮窯系 外反
788 AC-36空堀 白磁 皿 口縁部 景徳鎮窯系 16c後半 菊皿
789 AC-36空堀 青花 碗 口縁～腰部 11.2 景徳鎮窯系
790 AC-36空堀 青花 皿 底部 19.2 景徳鎮窯系
791 AC-36空堀 陶器 鉢 口縁～腰部 中国
792 AC-36空堀 三彩 水滴 中国 鳥形水滴
793 AC-36空堀 陶器 擂鉢 口縁部 備前
794 AC-36空堀 瓦質土器 風炉？ 口縁部 23.2

第
65
図

曲輪６上下間空堀 出土遺物観察表

第65図　曲輪６上下間空堀　出土遺物

第12節 空堀８の調査 

(１) 調査の概要 

 調査以前、大野久尾は巨大な１つの曲輪(曲輪６)であ

り、耕作による開削あるいは未完成の曲輪として、曲輪

の東西を分けるように通路が存在すると考えられてい

た。大野久尾の構成を確認するため、通路部分を調査し

２つの平坦面と通路の関係を明らかにしようと試みた。 

６次調査において、東側の10Ｔと西側の21Ｔをつなぐ

かたちで通路を横断するトレンチを設定し、人力で掘り

下げた。築城面とみられる堀底までは予想以上に深く、

６次調査では、かろうじて堀底を確認するにとどまった。 

７次調査において、曲輪６上段及び15上段の茶畑とフ

ラットな高さである通路を登り切った平坦面を調査し

た。６次調査の結果から、堀底までは２ｍを超える深さ

と予測されたため、重機を用いて調査区を広げながら掘

り下げた。重機の使用に際しては、空堀を埋めた近現代

の埋土のみを掘削し、空堀の斜面を破壊しないよう注意

した。最終的には人力で断面の整形を行った。(調査地

点については第60図を参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査地点においては、現況の地表面から堀底まで約

4.4ｍを測る。白色火山灰土層(Ⅸ層 シラス)まで掘り

込まれている。断面観察により、大正３年の桜島の噴火

による白色軽石が地表より2.4ｍの地点で確認される。

大正期には、すでにこの高さまで空堀が埋まっていたと

みられる。 

本来の大野久尾は、曲輪６と曲輪15が空堀８で隔てら

れた構造であったが、耕作に伴う造成によって空堀８が

埋められた結果、２つの曲輪は平坦面でつながった地続

きの状態となったことが推察される。 

 

(２) 遺物 

 795～798は青磁。795は外反する碗の口縁部。上田分類

Ｄ類とみられる。796は直口する口縁部。口縁部外面に

圏線がみられる。797・798は外反する皿の口縁部。798

はヘラ書きの蓮弁文が施される。799は陶器の擂鉢。灰

白色を呈し素焼きの可能性がある。５条を単位とする目

が刻まれるが不鮮明。 
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（1:3)0 10cm

795

796

798

797

799

第67図　空堀８　出土遺物

挿図
番号

掲載
番号

区・遺構 種別 器種 部位 口径 底径 器高 生産地 時期 備考

795 AC-37空堀８ 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 外反
796 AC-37空堀８ 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 外面口縁部に圏線
797 AC-37空堀８ 青磁 皿 口縁部 13.8 龍泉窯系 外反
798 AC-37空堀８ 青磁 皿 口縁部 11.4 龍泉窯系 外反　ヘラ書蓮弁文？
799 AC-37空堀８ 陶器 擂鉢 腰部 素焼？
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空堀８　出土遺物観察表
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（1:3)0 10cm

795

796

798

797

799

第67図　空堀８　出土遺物

挿図
番号

掲載
番号

区・遺構 種別 器種 部位 口径 底径 器高 生産地 時期 備考

795 AC-37空堀８ 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 外反
796 AC-37空堀８ 青磁 碗 口縁部 龍泉窯系 外面口縁部に圏線
797 AC-37空堀８ 青磁 皿 口縁部 13.8 龍泉窯系 外反
798 AC-37空堀８ 青磁 皿 口縁部 11.4 龍泉窯系 外反　ヘラ書蓮弁文？
799 AC-37空堀８ 陶器 擂鉢 腰部 素焼？

第
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図

空堀８　出土遺物観察表

第13節 添曲輪の調査 

(１) 調査の概要 

 内城跡の調査と並行して策定された整備計画におい

て、山城の外周斜面で崩壊の危険性が高い部分について

は最低限の斜面工事を行い、安全を確保することとなっ

た。曲輪15の北西部、大野久尾の土居(土居ｆ)の外側に

ついても、危険性が高いと判断され、斜面の工事を実施

することとなった。安全性を確保する最低限の掘削のみ

実施するとして設計を経た結果、大野久尾の北東部分で

人家の直上に相当する部分は掘削を行うこととなった。 

該当部分には、空堀７から続く平坦部分が存在する。

土居ｆの脇を抜けて斜面を下ると右手に平坦面が存在

し、斜面に並行する平坦面を抜けると、山麓へ降りる道

へつながる。このルートは近現代において、内城の北東

部分の山麓から山城へ登り、城内の空堀を通って下り、

内城の北西部分の山麓へと至る道として利用されてい

たようである。この道を利用することで山城を迂回せず

内城の西側から東側へ移動することが可能であった。 

当該平坦面については、土居の外側であること、土塁

等が存在しないことなどから、内城跡の主要な曲輪とは

考えられておらず、縄張図にも含まれず曲輪番号も設定

されていなかった。 

外周斜面工事を実施するにあたり、当該平坦面の一部

が失われることから、確認調査を実施し状況を確認する

こととなった。 

Ｗ-50区に２×２ｍでトレンチを設定して調査を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

した。調査の結果、道跡とみられる硬化面が確認された。

トレンチを南東方向に延長したところ、人為的にシラス

の２次堆積とみられる灰白色火山灰土(Ⅸ層 10YR8/2)

を造成して平坦面を得ていることが確認され、斜面を造

成し垂直に立ち上がる曲輪の南端部を確認しようと試

みたが、斜面の崩土が厚くトレンチ壁面高が２ｍを超え

たため、安全性を考慮して調査を断念した。 

道跡を確認する目的でトレンチを東方向に約11ｍ延

長し、平坦面の調査を実施した。調査の結果、平坦面の

全域に道跡が確認されたが、遺物等から中世時期の利用

を裏付けることはできなかった。 

調査の結果を受け、建物跡等は確認されなかったもの

の、内城跡を構成する曲輪のひとつである可能性が高い

と認識し、斜面工事によって失われる部分を中心に周辺

の詳細な測量を実施した。 

 

(２) 道跡 

 硬化面は幅50㎝程度で平坦面の中央部分を南東から

北西方向に走る。検出面は大正期の桜島噴出物を含む砂

質土。硬化面の下には白色火山灰土混じりの褐色土が広

がり、その下は明茶色の火山灰土である。 

 硬化面は北側では狭くなり、当初のトレンチ断面では

約30㎝程度である。空堀７に接続し山城へと入る方向で

は道幅が広く、平坦面を抜けて斜面を下る部分では道幅

が狭くなると推測される。 

0 5m 

1/100

第68図　添曲輪　道跡
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第４章 自然科学分析 
 

各曲輪で検出された方形土坑は、トイレ遺構の可能性

があると推測された。方形土坑がトイレ遺構であるか

を確認する目的で寄生虫卵分析、花粉分析、種実同定を

実施した。分析を実施した方形土坑は、曲輪１の方形土

坑１～３、２下段の方形土坑３・４・６、３下段の方形

土坑１～３である。 

各分析は株式会社古環境研究所に委託した。分析は２

か年に分けて実施し、それぞれ分析調査報告書を受領し

た。以下に報告書の内容をまとめる。 

 

 

志布志城跡におけるトイレ遺構分析(寄生虫卵分析・花

粉分析・種実同定) 

株式会社 古環境研究所 

 

第１節 目的 

 人の糞便の堆積物は、寄生虫卵密度、花粉群集組成、種実

群集組成において特異性を示し、その特徴からトイレ遺構を

識別することができる。また、その遺体群集や食物残渣から

食物を直接的に探ることも可能である。 

 志布志城跡の発掘調査では、トイレ遺構とみられる複

数の方形土坑が検出された。ここでは、これらの遺構に

おけるトイレ遺構の確認を主目的として寄生虫卵分

析・花粉分析・種実同定を行った。 

 

第２節 寄生虫卵分析の概要 

(１) 原理 

  人や動物などに寄生する寄生虫の卵殻は、花粉と同様

の条件下で堆積物中に残存しており、人の居住域では寄

生虫卵による汚染度が高くなる。また、寄生虫卵分析を

用いてトイレ遺構や人糞施肥の確認が可能であり、寄生

虫特有の生活史や感染経路から、摂取された食物の種類や

そこに生息していた動物種を推定することも可能であ

る(金原，1999)。 

 

(２) 方法 

 微化石分析法を基本に、以下のように行った。 

１)サンプルを採量 

２)0.5％リン酸三ナトリウム(12水)溶液を加えて15分 

間湯煎 

３)篩別および沈澱法により大きな砂粒や木片等を除去 

４)25%フッ化水素酸を加えて30分静置(２～３度混和) 

５)遠心分離(1500rpm、２分間)による水洗の後にサンプ 

ルを２分割 

６)片方にアセトリシス処理を施す 

７)両方のサンプルを染色後、グリセリンゼリーで封入 

してプレパラート作成 

８)検鏡・計数 

 

第３節 花粉分析の概要 

(１) 原理 

  花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象として比較

的広域な植生・環境の復原に応用されており、遺跡調査

においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な

植生の推定も試みられている。花粉などの植物遺体は、

水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境

下の堆積物では分解されて残存していない場合もある。 

 

(２) 方法 

 寄生虫卵分析で２分してアセトリシス処理を施した

沈渣に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリ

ーで封入してプレパラート作成した。検鏡は、生物顕微

鏡によって300～1000倍で行った。 

 花粉の同定は、島倉(1973)および中村(1980)をアトラ

スとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同

定レベルによって、科、亜科、属、亜属、節および種の

階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン

(－)で結んで示した。イネ属については、中村(1974，

1977)を参考にして、現生標本の表面模様・大きさ・孔・

表層断面の特徴と対比して同定しているが、個体変化や

類似種もあることからイネ属型とした。 

 

第４節 種実同定の概要 

(１) 原理 

植物の種子や果実は比較的強靱なものが多く、堆積物

や遺構内に残存している場合がある。堆積物などから種

実を検出し、その種類や構成を調べることで、過去の植

生や栽培植物を明らかにすることができる。トイレ遺構

では、食用時に嚥下した種実により食物の推定が可能と

なる。 

 

(２) 方法 

 以下の方法で、種実の抽出と同定を行った。 

１)試料約200cm3に水を加えて泥化 

２)攪拌した後、0.25㎜の篩で水洗選別 

３)双眼実体顕微鏡下で検鏡・計数 

 同定は形態的特徴および現生標本との対比で行い、結

果は同定レベルによって科、属、種の階級で示した。 
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第５節 曲輪１及び２下段の分析結果 

(１) 試料 

分析試料は、曲輪１および曲輪２下段で検出された方

形土坑から採取された試料№１～№６の計６点である。

試料の詳細を分析結果図に示す。 

 

(２) 分析結果 

寄生虫分析 

分析の結果、寄生虫卵はいずれの試料からも検出され

なかった。また、明らかな消化残渣も認められなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花粉分析 

１)分類群 

 出現した分類群は、樹木花粉６、樹木花粉と草本花粉

を含むもの３、草本花粉６、シダ植物胞子２形態の17で

ある。分析結果を表１および図１に示し、主要な分類群

について顕微鏡写真を示す。以下に出現した分類群を記

載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表１-１　曲輪１及び２下段における花粉分析・寄生虫卵結果

分類群
  学名   和名 №1 №2 №3 №4 №5 №6
Helminth  eggs 寄生虫卵 (-) (-) (-) (-) (-) (-)
Digestion  rimeins 明らかな消化残渣 (-) (-) (-) (-) (-) (-)
Arboreal  pollen 樹木花粉
  Pinus  subgen. Diploxylon   マツ属複維管束亜属 1 1
  Cryptomeria  japonica   スギ 3 1 2 3
  Castanea  crenata   クリ 2
  Castanopsis-Pasania   シイ属-マテバシイ属 4 14
  Quercus  subgen. Lepidobalanus   コナラ属コナラ亜属 1
  Melia   センダン属 1
Arboreal・Nonarboreal  pollen 樹木・草本花粉
  Moraceae-Urticaceae   クワ科-イラクサ科 2
  Leguminosae   マメ科 1
  Araliaceae   ウコギ科 1
Nonarboreal  pollen 草本花粉
  Gramineae   イネ科 6 7 5 13
  Oryza  type   イネ属型 1
  Fagopyrum   ソバ属 1
  Chenopodiaceae-Amaranthaceae   アカザ科-ヒユ科 2 1 2
  Cruciferae   アブラナ科 1 5 1 4
  Artemisia   ヨモギ属 1 1 1
Fern  spore シダ植物胞子
  Monolate  type  spore   単条溝胞子 2 1 5 4
  Trilate  type  spore   三条溝胞子 1 1 1
  Arboreal  pollen   樹木花粉 6 1 7 1 18
  Arboreal・Nonarboreal  pollen   樹木・草本花粉 1 3
  Nonarboreal  pollen   草本花粉 1 10 13 1 8 19
Total  pollen 花粉総数 7 11 13 8 10 40
Pollen  frequencies  of  1cm3 試料1cm3中の花粉密度 1.4 6.6 7.8 4.8 6.0 2.4

×10 ×10 ×10 ×10 ×10 ×10 2
  Unknown  pollen   未同定花粉 2 1
Fern  spore シダ植物胞子 3 2 6 4
Charcoal  fragments 微細炭化物 (+) (+)

曲輪１ 曲輪２下段
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〔樹木花粉〕 

 マツ属複維管束亜属、スギ、クリ、シイ属－マテバシ

イ属、コナラ属コナラ亜属、センダン属 

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕 

 クワ科－イラクサ科、マメ科、ウコギ科 

〔草本花粉〕 

 イネ科、イネ属型、ソバ属、アカザ科－ヒユ科、アブ

ラナ科、ヨモギ属 

〔シダ植物胞子〕 

 単条溝胞子、三条溝胞子 

 

２)花粉群集の特徴 

 試料№１では、樹木花粉のマツ属複維管束亜属、スギ、

クリ、草本花粉のヨモギ属、シダ植物単条溝胞子、シダ

植物三条溝胞子が検出されたが、いずれも少量である。 

 試料№２では、樹木花粉のスギ、草本花粉のイネ科、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イネ属型、アカザ科－ヒユ科、アブラナ科が検出された

が、いずれも少量である。 

 試料№３では、草本花粉のイネ科、アカザ科－ヒユ科、

アブラナ科が検出されたが、いずれも少量である。 

 試料№４では、樹木花粉のスギ、シイ属－マテバシイ

属、コナラ属コナラ亜属、草本花粉のアブラナ科、シダ

植物単条溝胞子、シダ植物三条溝胞子が検出されたが、

いずれも少量である。 

 試料№５では、樹木花粉のマツ属複維管束亜属、樹

木・草本花粉のウコギ科、草本花粉のイネ科、アカザ科

－ヒユ科、ヨモギ属、シダ植物単条溝胞子、シダ植物三

条溝胞子が検出されたが、いずれも少量である。 

 試料№６では、樹木花粉のスギ、シイ属－マテバシイ

属、センダン属、樹木・草本花粉のクワ科－イラクサ科、

マメ科、草本花粉のイネ科、ソバ属、アブラナ科、ヨモ

ギ属、シダ植物単条溝胞子が検出されたが、いずれも少 

図１　曲輪１及び２下段における花粉分析・寄生虫卵結果
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  学名   和名 №1 №2 №3 №4 №5 №6

Arbor 樹木

Cryptomeria  japonica  D.  Don スギ 種子 2

Total 合計 2 0 0 0 0 0

(200cｍ3中0.25mm篩)

分類群
部位

曲輪１ 曲輪２下段

曲輪１及び２下段の種実

表１-２　曲輪１及び２下段における種実同定結果

1  アワ炭化果実 2  ホタルイ属果実(破片)

0.1mm 0.5mm
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図１　曲輪１及び２下段における花粉分析・寄生虫卵結果
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種実同定 

１)分類群 

 分析の結果、樹木１分類群が同定された。以下に同定

根拠となる形態的特徴を記す。 

〔樹木〕 

スギ Cryptomeria  japonica  D.Don 種子 スギ科 

長さ×幅：5.52㎜×2.53㎜、4.97㎜×1.72㎜ 

 茶褐色で長楕円形を呈し、狭い側翼がある。 

 

２)種実群集の特徴 

 試料№１では、スギ２が検出された。試料№２～№６

では、種実は検出されなかった。 

  学名   和名 №1 №2 №3 №4 №5 №6

Arbor 樹木

Cryptomeria  japonica  D.  Don スギ 種子 2

Total 合計 2 0 0 0 0 0

(200cｍ3中0.25mm篩)

分類群
部位

曲輪１ 曲輪２下段

曲輪１及び２下段の種実

表１-２　曲輪１及び２下段における種実同定結果

1  アワ炭化果実 2  ホタルイ属果実(破片)

0.1mm 0.5mm
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曲輪１及び２下段の花粉・胞子

1  マツ属複維管束亜属 2  スギ 3  コナラ属コナラ亜属 4  ウコギ科

5  イネ科 7  カヤツリグサ科 8  アカザ科－ヒユ科6  イネ科

9  ソバ属 10  ソバ属 11  アブラナ科 12  タンポポ亜科

13  ヨモギ属 14  ベニバナ 15  シダ植物単条溝胞子 16  シダ植物三条溝胞子
10μm
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曲輪１及び２下段の花粉・胞子

1  マツ属複維管束亜属 2  スギ 3  コナラ属コナラ亜属 4  ウコギ科

5  イネ科 7  カヤツリグサ科 8  アカザ科－ヒユ科6  イネ科

9  ソバ属 10  ソバ属 11  アブラナ科 12  タンポポ亜科

13  ヨモギ属 14  ベニバナ 15  シダ植物単条溝胞子 16  シダ植物三条溝胞子
10μm

第６節 曲輪３下段の分析結果 

(１) 試料 

 分析試料は、方形土坑１、方形土坑２、方形土坑３の

堆積物について、遺構底部とその上位層から３点づつ採

取された計９点である。花粉分析と寄生虫卵分析はこれ

らの９点について、種実同定は下位より２点づつの計６

点について分析を行った。 

 

寄生虫卵分析 

 分析の結果、寄生虫卵はいずれの試料からも検出され

なかった。また、明らかな消化残渣も認められなかった。 

 

花粉分析 

１)分類群 

 出現した分類群は、樹木花粉５、樹木花粉と草本花粉

を含むもの１、草本花粉９、シダ植物胞子２形態の計17

である。分析結果を表１に示し、花粉数が100個以上計

数された試料については花粉総数を基数とする花粉ダ

イアグラムを示した。主要な分類群について顕微鏡写真

を示す。以下に出現した分類群を記載する。 

〔樹木花粉〕 

 マツ属複維管束亜属、スギ、ブナ属、コナラ属コナラ

亜属、コナラ属アカガシ亜属 

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕 

 ウコギ科 

〔草本花粉〕 

 イネ科、カヤツリグサ科、ソバ属、アカザ科－ヒユ科、

ナデシコ科、アブラナ科、タンポポ亜科、ヨモギ属、ベ

ニバナ 

〔シダ植物胞子〕 

 単条溝胞子、三条溝胞子 

 

２)花粉群集の特徴 

ａ)方形土坑１(図１) 

 底部の試料1-1では、花粉密度が低く、草本花粉が約

95％を占める。草本花粉では、イネ科が優占し、ソバ属、

ヨモギ属、アブラナ科、ベニバナなどが伴われる。樹木

花粉では、マツ属複維管束亜属、スギ、ブナ属がわずか

に認められた。試料1-2と試料1-3では、草本花粉のイネ

科、ヨモギ属などが検出されたが、いずれも少量である。 

 

ｂ)方形土坑２ 

 底部の試料2-1では、草本花粉のイネ科、アカザ科－

ヒユ科、樹木花粉のコナラ属コナラ亜属が検出されたが、

いずれも少量である。試料2-4と試料2-5でも、イネ科、

ヨモギ属などが検出されたが、いずれも少量である。 

 

ｃ)方形土坑３ 

 底部の試料3-1では、草本花粉のイネ科、カヤツリグ

サ科、アブラナ科、ヨモギ属、樹木花粉のスギが検出さ

れたが、いずれも少量である。試料3-2では、草本花粉

のイネ科、タンポポ亜科、ヨモギ属、試料3-4ではアカ

ザ科－ヒユ科が検出されたが、いずれも少量である。 

 

種実同定 

１)分類群 

 分析の結果、草本２が同定された。主要な分類群を顕

微鏡写真に示す。以下に同定根拠となる形態的特徴を記

す。 

〔草本〕 

アワ Setaria  italica  Beauv.  炭化果実 イネ科 

 黒色で類円形を呈し、胚の部分がくぼむ。 

ホタルイ属 Scirpus 果実(破片) カヤツリグサ科 

 黒褐色で、やや光沢がある。広倒卵形を呈し、断面は

両凸レンズ形である。表面には横方向の微細な隆起があ

り、基部に４～８本の針状の付属物を持つ。 

 

２)種実群集の特徴 

ａ)方形土坑１ 

 試料1-1では、アワ１、ホタルイ属１が検出された。

試料1-2では、種実は検出されなかった。 

 

ｂ)方形土坑２ 

 試料2-1、2-2では、種実は検出されなかった。 

 

ｃ)方形土坑３ 

 試料3-1、3-2では、種実は検出されなかった。 

 

第７節 考察 

(１) トイレ遺構の可能性について 

 トイレ遺構の可能性が考えられる方形土坑から採取

された試料について、寄生虫卵分析、花粉分析、種実同

定を行った。その結果、寄生虫卵および明らかな消化残

渣は、いずれの試料からも検出されなかった。 

花粉分析では、花粉があまり検出されなかったが、曲

輪３下段の方形土坑１の底部(試料1-1)では雑穀を含む

イネ科が優占し、その他の方形土坑では食用になるイネ

属型、ソバ属、アブラナ科、薬用になりトイレ遺構から

の検出例が多いアカザ科－ヒユ科が部分的に少量認め

られ、ベニバナも認められた。 

種実同定では、曲輪１の方形土坑１からスギが検出さ

れた。曲輪３下段の方形土坑１の底部(試料1-1)から食 
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図２　曲輪３下段方形土坑１における花粉ダイアグラム
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用のアワが検出された。 

  以上のことから、方形土坑底部の堆積物については、

糞便堆積物に由来する可能性が考えられ何らかの人為

的な痕跡は認められるものの、寄生虫卵や明らかな消化

残渣が検出されないことから、トイレ遺構の可能性につ

いては確定できない。トイレ遺構の堆積物で寄生虫卵が

検出されない原因としては、頻繁に糞便が汲み出されて

いたこと、寄生虫症が蔓延していなかったこと、および

試料採取箇所が寄生虫卵が集積する遺構底面部からは

ずれていたことなどが想定されるが、ここでの原因は不

明である。また、花粉があまり検出されない原因として

は、乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環境下で、花粉な

どの有機物が分解されたことなどが考えられる 

 

(２) 周辺の植生と環境 

 花粉があまり検出されないことから植生や環境の推

定は困難であるが、方形土坑１の底部の花粉組成が当時

の植生を反映しているとすると、遺構の周囲はイネ科、

ヨモギ属、アカザ科－ヒユ科などが生育する日当たりの

良い比較的乾燥した環境であったと考えられ、周辺では

イネ、ソバ、アブラナ科などの栽培が行われていた可能

性が考えられる。また、周囲にはマツ属、スギ、カシ類

(コナラ属アカガシ亜属)、シイ類(シイ属－マテバシイ

属などの樹木が生育していたと考えられる。 
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1  マツ属複維管束亜属 2  スギ 3  クリ 4  シイ属
　　ｰマテバシイ属

5  シイ属
　　ｰマテバシイ属

7  イネ科 8  イネ科6  クワ科ｰイラクサ科

9  イネ属型 10  ソバ属 11  アブラナ科 12  アブラナ科

13  アカザ科ｰヒユ科 14  ヨモギ属 15  シダ植物単条溝胞子 16  シダ植物三条溝胞子

10μm

曲輪３下段の花粉・胞子
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第５章 総括 
 
調査の成果として、遺構、遺物、その他中世山城に関

する事項について、判明した事項及び推測される事項を

列記する。史跡の保存を目的とした部分的な調査であり、

曲輪全域に調査が及ばないことから不明な部分も多い

が、中世山城の調査事例としてまとめる。 

 

第１節 各曲輪の概要 

 曲輪１は、『志布志記』の記載より「矢倉場」と称さ

れる。柱跡及び堀立建物跡、方形土坑が確認されている。

曲輪の北西部は造成で得られた平坦面である。１次調査

以前の確認調査により、本来は曲輪の南西部が約3.5ｍ

低い、上下２段の構成であったことが判明している。ま

た、曲輪１の北側の空堀と平坦面を調査したことにより、

この空堀が崩土で埋まっていること、本来は空堀と曲輪

面の高低差が大きかったことも判明している。 

 曲輪２上段では柱跡及び堀立建物跡、方形土坑、焼土

跡が確認されている。曲輪の南側は造成で得られた平坦

面である。曲輪の北側に通路が存在するが、本来のもの

とは考えにくい。 

曲輪２下段は、曲輪１を見下ろす位置に存在するＬ字

形に屈折した細長い曲輪である。柱跡及び堀立建物跡等

が確認されている。曲輪の南側は造成によって得られた

平坦面である。Ｌ字の屈曲部にあたる部分は崩壊流出し

ている可能性がある。また、曲輪面に「第二次世界大戦

時の砲台跡」と称される円形の掘り込みが存在する。 

曲輪３上段は内城の中心となる曲輪と考えられ、地域

では「本丸」と称されている。曲輪３上段は「本丸上段」

と呼ばれる。１次調査以前の確認調査によって調査され、

建物跡が確認され、曲輪の南東は造成で得られた平坦面

であることが判明している。 

曲輪３下段は「本丸下段」と称される。柱跡及び堀立

建物跡、方形土坑が確認されている。鉄滓や灰を含んだ

大型の土坑が確認され、工房等の存在が推測されていた

が、明確な工房跡等は確認できていない。現在の通路の

北側に本来の虎口が確認され、曲輪面及び曲輪３上段へ

向かう道跡も確認された。曲輪の北側には上段へと続く

階段遺構が存在する。階段遺構が存在する面の麓では空

堀が検出され、上段への移動を制限する構造がみられる。 

曲輪の南側では造成によって平坦面を得ている。また、

曲輪面に「第二次世界大戦時の砲台跡」と称される円形

の掘り込みが存在する。 

曲輪４上段は『志布志記』の「中野久尾」に相当する

と考えられる。柱穴は検出されたものの、建物跡を想定

するには至らなかった。原地形は北から南へ大きく傾斜

し、曲輪の東側は造成によって得られた平坦面である。 

曲輪６上段は『志布志記』の「大野久尾」に相当する

と考えられる。柱穴は検出されたものの、建物跡を想定

するには至らなかった。曲輪の南側で本来の虎口を検出

し、溝状遺構及び道跡、配石遺構を確認した。曲輪の北

西部では耕作による造成を受け、築城面が失われている。 

 曲輪15上段は『志布志記』の「大野久尾」に相当する

と考えられる。曲輪の南側で本来の虎口を検出し、溝状

遺構及び道跡、配石遺構を確認した。曲輪の北西部と南

東部は、本来、上下段に分かれる構造であったと推察さ

れるが、上段に当たる北西部の一部は耕作のための造成

で築城面が失われている。南東部では溝状遺構によって

２つに区画される。 

 

第２節 虎口 

 曲輪３下段、６上段、15上段の３か所で虎口の調査を

実施した。いずれも空堀からスロープ状に曲輪面に向か

い、左右どちららかに90度に近い角度で折れ曲がる構造

となっている。虎口の延長上には、道とみられる硬化面

が伴う。 

曲輪３下段では、曲輪の端に造られ、曲輪３上段の斜

面を壁状に利用して狭い通路としている。曲輪６上段で

は、曲輪の中央に造られ、空堀から登って右に折れたと

ころでステップ上の段差がみられる。曲輪15上段でも曲

輪の中央に造られるが、空堀から分かれて斜面を登り、

左に折れた後は直線的に曲輪面に至るとみられる。 

 なお、曲輪２上段及び４上段では、虎口部分及び虎口

付近の調査を実施したものの虎口の構造を把握するに

至らず、曲輪２下段では安全のために調査を断念した。

１次調査以前の確認調査において、曲輪１では虎口の構

造を把握するに至らず、５下段ではほぼ直角に折れる虎

口の一部を確認している。 

 曲輪５上段の虎口は未調査だが、山城関係の書物等に

おいて枡形虎口として紹介される場合がある。現況は、

空堀５から分かれて登り土塁の裏側に入ると左に折れ

て直進し、曲輪面に至る。これは、耕作に伴う近現代の

開削によって新たな通路が造られた結果、枡形のように

みえるものであり、本来の虎口の形状ではない。本来の

虎口は、現地に残る窪地などの状況から土塁の裏側に入

った後、直線的に曲輪面に至るものと想定される。 

 

第３節 土塁 

 土塁を断ち割り、土を盛って造成した「盛土塁」か、

地山を削り残して造った「切土塁」か、土塁の築造方法
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を確認する調査を実施した。曲輪３下段、４上段、６上

段、15上段では築造方法を確認することができた。盛土

塁と確認されたのは曲輪３下段の西側、切土塁と確認さ

れたのは曲輪４上段の西側、６上段の北西、15上段の北

東である。曲輪６上段の北西部では、土塁が傾斜地に張

り出すように築かれている 

 また、１次調査以前の確認調査において、曲輪１、３

上段、５上段、５下段、６下段、15上段、15下段の土塁

について築造方法を確認している。盛土塁と確認された

のは曲輪１の東側、５下段の東側、15下段の北西であり、 

切土塁と確認されたのは、３上段の西側、５上段の西側、

６下段の北部、15上段の北部である。 

 曲輪の北側及び西側では切土塁が確認され、東側では

盛土塁が確認される傾向にある。これは築城前の地形が

北西から南東に向けて傾斜しているためと推察される。 

１次調査以前に確認された特徴的な例としては、曲輪

１の東側では白色火山灰土(Ⅸ層 シラス)を削り、その

上に盛土を行っている。調査地点は櫓台が想定される丘

状の部分であり、丘状部分全体が盛土とは考えにくい。

盛土を行いやすい形状、崩壊しにくい形状に削ってから

盛土を行うことで、安定した高台を確保したものと想定

される。これと同様に地山を造成してから盛土塁を築造

する例が複数みられる。曲輪５上段の東側では、傾斜す

る原地形を削平したうえで盛土塁を造っており、盤築と

みられる突き固めたような築造方法がみてとれる。 

また、曲輪３上段西側の盛土塁中からは、階段状に配

置された板石が検出され、土塁上に登るためにステップ

状の足場を備えたものと考えられる。 

 

第４節 方形土坑 

各曲輪出で検出された「平面プランが長方形を呈し、

ほぼ垂直に掘り込まれた土坑」を方形土坑として報告し

ている。曲輪１、２上段、２下段、３下段、15上段で検

出されている。検出されなかった曲輪は、曲輪４上段、

６上段であるが、４上段はトレンチ調査で調査面積が少

ない点を考慮すべきと考える。 

埋土は柱穴等と同じ茶色土であるが、白色火山灰土

(Ⅸ層 シラス)を含む場合も多い。白色火山灰土が層状

に認められ、人為的、段階的に埋められたことをうかが

わせる例もある。埋土中からは陶磁器や瓦等が出土し、

拳大から人頭大の礫が大量に確認された例もある。 

土坑の大きさは、短辺60～100㎝、長辺80cm～120cm程

度で深さ50～180cm程度を測る。曲輪によっては方形土

坑が密集または近接し、方形土坑同士が切り合う例もあ

る。柱穴や建物に近接する例も多い。 

トイレ遺構の可能性が考えられたため、底面付近の埋

土を採取し科学分析を行っている。すべての方形土坑に

対して分析を行ってはいないが、３つの曲輪で計９基の

方形土坑を分析した結果、トイレ遺構の決定的な論拠と

なる寄生虫卵及び消化残渣の存在は、確認されていない。

科学分析の詳細は第４章にまとめている。 

トイレ遺構から寄生虫卵が検出されない要因として

は、糞便が頻繁に汲み出されていた、寄生虫症が蔓延し

ていなかった、採取場所が遺構底面部から外れていたな

どが考えられる。遺構の形状としては、近隣の中世山城

でトイレ遺構とされるものとは類似しない。トイレ遺構

以外に想定される機能は、墓、地下貯蔵庫等である。 

 

第５節 縦穴状遺構 

 曲輪面から縦方向に深く掘られた、用途及び性格不明

の遺構を縦穴状遺構としている。 

 曲輪３下段では、曲輪の端部で検出され底面が確認で

きなかったことから、曲輪面から空堀に抜ける隧道、曲

輪面の水を空堀に逃がす水抜き穴の機能が想定された。

遺構上に盛土塁が存在することから、隧道の場合は土塁

の築造以前に利用されたと考えざるを得ない。掘った穴

を埋め戻しても水抜き穴としては機能すると考えられ、

土塁の築造以前に水抜き穴を造り、その上に土塁を築く

ことはあり得ると思われる。 

 曲輪15上段では、曲輪の中央部で検出され深さ約２ｍ

で底面が確認された。調査当時は貯蔵穴等の用途が想定

されていたが、水はけのよい火山灰土まで掘り込まれて

いることから、水抜き穴として機能する可能性が推測さ

れる。 

 

第６節 特徴的な遺物の出土状況 

 曲輪面の調査において、1次調査以前の確認調査も含

めて、曲輪の性格を表すと思われる遺物、碗皿以外の青

磁、彩色磁器、三彩、京都系土師器、ガラス製品等につ

いて表にまとめた。なお、銭貨については別に節を設け

る。 

 国産を含む天目碗については、内城跡における中心的

な曲輪を特定する要素と思われたが、調査面積の大きい

複数の曲輪で確認されている。 

手づくね成形の土師器は、ほぼ全域で出土している。

一方で、手づくね成形の土師器のなかでも白色精緻で京

都系土師器とした一群は、曲輪２下段及び３下段で確認

されている。 

 瓦については、主要な曲輪の主要な建物のみに瓦が葺

かれたと推測されているが、出土状況では内城の中心と

される曲輪３(本丸)に限定されない。ただし、曲輪１及

び２下段より出土した瓦は近世瓦とみられる。 
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結論として、調査時には曲輪の性格を示唆するとみら

れた特徴的な遺物は、複数の曲輪で確認され偏りがみら

れない。特徴的な遺物の出土の有無は調査面積の大小に

よるとみられ、曲輪の性格を明らかにするには至らなか

った。しかしながら、曲輪ごとの出土数を計量し、遺物

の組成を明らかにすれば曲輪の性格、曲輪間の差が明ら

かになる可能性は残る。今後の課題としたい。 

 

第７節 手づくね整形の土師器皿 

 複数の曲輪において、南九州で一般的に出土するロク

ロ成形の土師器とは異なる、手づくね成形の土師器皿が

出土している。手づくね成形の土師器皿は、畿内を中心

に広がったと考えられている。 

特に、精製された白色の胎土を持ち比較的丁寧な印象

を受ける一群(168、253、271・272)は、京都で使用され

た手づくね成形の土師器皿である京都系土師器の範疇

に入る。これに類似し、胎土は褐色を呈するが丁寧な調

整を受け堅緻な印象を受ける一群(415～419)は、京都系

土師器類似とした。その他に、手づくね成形ではあるが

口縁部が内湾し、京都系土師器とは形状が異なる一群、

それらとは異なる直線的な立ち上がりを持つもの、外面

調整によって手づくね成形の痕跡を判別しがたいもの

などが確認されている。 

九州における手づくね成形土師器皿の出土例として

は、大分県大分市の国指定史跡大友氏遺跡(大友氏館跡)、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中世大友府内町跡や、臼杵市の臼杵城跡、臼杵城下町遺

跡などがある。鹿児島県内では、霧島市の富隈城跡、南

九州市の知覧城跡、鹿児島市の北麓遺跡での出土が報告

されており、志布志市に隣接する宮崎県都城市でも久玉

遺跡で出土が確認されている。これらの手づくね成形土

師器皿の出土例すべてが内城跡出土の「京都系土師器」

と同一のものではないが、畿内を中心として広がった手

づくね成形の土師器皿という範疇には含まれるものと

考える。 

手づくね成形の土師器皿が出土することは、中世の志

布志が港町として交通の拠点であり、海路を通じて九州

北東部や畿内の影響を強く受けた背景によるものであ

ろう。 

 

第８節 銭貨 

 各曲輪から出土した銭貨の数を、１次調査以前の確認

調査の出土数も含めて下表にまとめた。 

銭文の刻印が著しく不明瞭で薄い金属製円盤のよう

なものは鐚銭とし、破片や銭文が判別できず特定できな

いものは不明とした。 

出土の内訳は、唐銭１種１点、前蜀銭１種１点、北宋

銭14種21点、南宋銭１種１点、元銭１種１点、明銭３種

46点、朝鮮銭１種１点、琉球銭１種１点となる。最も古 

いものは、唐代758年初鋳の乹元重寳である。洪武通寳

には模鋳銭が含まれるとみられ、うち１点は「治」の背 

曲輪 １ ２上 ２下 ３上 ３下 ４上 ６上 ６下 15上 15下
調査面積(m2) 374 469 139 95 506 69 334 50 798 24

　青磁　　壷／袋物 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　青磁　　瓶 ○ ○ ○ ○ ○
　青磁　　香炉 ○ ○
　青磁　　器台 ○ ○ ○
　青磁　　擂鉢 ○ ○
　青磁　　高足杯 ○
　白磁　　壷／瓶／袋物 ○ ○ ○
　白磁　　角杯 ○ ○
　青花　　水注 ○
　磁器　　赤絵／色絵 ○ ○ ○ ○ ○
　磁器　　瑠璃釉／青釉 ○ ○ ○ ○
　磁器　　内面青花、外面青磁 ○ ○
　陶器　　天目碗 ○ ○ ○ ○
　陶器　　三彩／緑釉 ○ ○ ○ ○
　陶器　　彩色陶器 ○ ○ ○
　瓦器　　皿／碗 ○ ○ ○ ○
　瓦質土器　　風炉 ○ ○ ○
　土師器　　手づくね ○ ○ ○ ○ ○ ○
　土師器　　京都系 ○ ○
　瓦 ○ ○ ○ ○ ○
　坩堝／羽口 ○ ○ ○
　碁石 ○ ○ ○ ○ ○ ○
　ガラス製品 ○ ○ ○ ○

曲輪別出土遺物表
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曲輪 １ ２上 ２下 ３上 ３下 ４上 ６上 ６下 15上 15下
調査面積(m2) 374 469 139 95 506 69 334 50 798 24

　青磁　　壷／袋物 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　青磁　　瓶 ○ ○ ○ ○ ○
　青磁　　香炉 ○ ○
　青磁　　器台 ○ ○ ○
　青磁　　擂鉢 ○ ○
　青磁　　高足杯 ○
　白磁　　壷／瓶／袋物 ○ ○ ○
　白磁　　角杯 ○ ○
　青花　　水注 ○
　磁器　　赤絵／色絵 ○ ○ ○ ○ ○
　磁器　　瑠璃釉／青釉 ○ ○ ○ ○
　磁器　　内面青花、外面青磁 ○ ○
　陶器　　天目碗 ○ ○ ○ ○
　陶器　　三彩／緑釉 ○ ○ ○ ○
　陶器　　彩色陶器 ○ ○ ○
　瓦器　　皿／碗 ○ ○ ○ ○
　瓦質土器　　風炉 ○ ○ ○
　土師器　　手づくね ○ ○ ○ ○ ○ ○
　土師器　　京都系 ○ ○
　瓦 ○ ○ ○ ○ ○
　坩堝／羽口 ○ ○ ○
　碁石 ○ ○ ○ ○ ○ ○
　ガラス製品 ○ ○ ○ ○

曲輪別出土遺物表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

字を持つ加治木銭である。 

寛永通寳が９点確認されており、江戸期における曲輪

の利用をうかがわせる。 

 

第９節 碁石 

 中世山城を含む中世遺跡で出土する、主に黒色で扁平

な円形の石製品は「碁石」と呼び習わされている。囲碁

に使用したものかは確証がない場合が多く、黒石に対し

て白石の出土例は少ないようである。 

内城跡から出土した扁平な円形の石製品については、

各曲輪の報告において特徴的な１点を実測し、曲輪ごと

に出土数と法量の平均を報告している。計測した個別の

長径、短径、厚さについては表にまとめ、本章末に掲載

した。 

 

第10節 瓦の出土と近世期の利用 

曲輪１、２下段、３下段より出土した瓦(１、38、255)

は、近世瓦とみられる。曲輪６上段から出土したもの

(464)及び、１次調査以前の確認調査で曲輪６下段から

出土した１点は、素焼きの粘土板とも言える形状のもの

である。 

内城跡からは、陶磁器を始め寛永通寳や鉄砲玉といっ

た近世遺物が出土し、近世期においても志布志城が利用

されていたことがわかる。16世紀末に島津氏が日向地方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を平定したため、志布志城は次第に最前線の軍事拠点と

しての性格が薄れ、山城としての利用はなされなくなっ

たとされている。近世瓦が出土することから、近世期に

おいても複数の曲輪に瓦葺きの建物が存在していたこ

とが推察される。 

 

第11節 大野久尾の曲輪構成 

 大野久尾は、曲輪６と曲輪15の２つの曲輪で構成され

る。第３章８節及び９節、12節で述べたとおり、本来は

２つの独立した曲輪であったが、耕作に伴う近現代の造

成によって曲輪間の空堀(空堀８)が埋められている。 

現状では、２つの曲輪はAC-38・39区で地続きとなり、

空堀８はスロープ状に接続する。空堀を挟んだ曲輪間の

距離は、西側では約20ｍを測るが東側では約５ｍと狭い。

AB-40区を中心に曲輪15側から空堀が埋められたものと

みられる。 

曲輪15上段の虎口はAC-39区(10Ｔ)にて確認され、こ

の位置が曲輪の端部であると判明した。同様にAB・

AC-35・36区において、土中に隠れていた曲輪６上段の

虎口が確認されている。西から東へ進む空堀８の左手側

に曲輪15上段の虎口があり、右に折れて曲輪６上下段の

間へ進むと右手側に曲輪６上段の虎口がみえる。 

本来の空堀８は２つの曲輪の間を通ってAE-36区の谷

に抜けるとみられ、大野久尾は、曲輪６上段、６下段、

曲輪１ ２上 ２下 ３上 ３下 ４上 ６上 15上 15下
乹元重寳 唐 758 1 1
乹徳元寳 前蜀 920 1 1
至道元寳 北宋 995 1 2 3
景徳元寳 北宋 1004 1 1
祥符通寳 北宋 1009 2 1 3
天聖元寳 北宋 1023 1 1
景祐通寳 北宋 1034 1 1 2
皇宋通寳 北宋 1039 1 1 2
至和元寳 北宋 1054 1 1
嘉祐通寳 北宋 1056 1 1
治平通寳 北宋 1064 1 1
熙寧通寳 北宋 1068 1 1 1 1 4
元豊通寳 北宋 1078 1 1
元祐通寳 北宋 1086 1 1
崇寧重寳 北宋 1102 1 1
大観通寳 北宋 1107 1 1 2
淳祐元寳 南宋 1241 1 1
至大通寳 元 1310 1 1
洪武通寳 明 1368 6 12 3 12 1 3 3 40
永楽通寳 明 1408 3 2 5
朝鮮通寳 朝鮮 1423 1 1
宣徳通寳 明 1433 1 1
大世通寳 琉球 1454 1 1

6 30 7 0 22 1 3 5 0 74
寛永通寳 日本 1636 7 1 1 9
鐚銭 1 1 2
不明 6 13 3 3 2 5 32

19 45 10 0 25 1 5 12 0 117

計

小計

総計

初鋳年王朝名称
出土点数

出土銭貨集計表
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15上下段の３つが島状に存在する構造だったと推察さ

れる。 

曲輪面に関しては、曲輪15上段は現在の上下段とは別

に、本来、上下段に分かれ、溝状遺構等により北西部と

南西部が区画された構造となっていた。曲輪６上段の北

西部は、耕作に伴う造成によって築城面等が失われてい

るが、本来は曲輪15上段のような段差や区画を有してい

た可能性がある。 

 

第12節 大野久尾の配石遺構 

 曲輪６上段及び15上段では、曲輪面から石積みによる

配石遺構が確認されている。曲輪６上段では溝状遺構の

付近に２基、15上段では１基が虎口から続く道跡の上で

確認されている。なお、曲輪15上段の虎口でも１基の配

石遺構が確認されているが、これについては次節で触れ

る。 

 これらの配石遺構は片側に石の面を揃えており、前後

の性格を持つものと思われる。配石遺構の背後の土砂の

流出や崩壊を防ぐ、土留めの石積みと考えた場合、溝状

遺構や道跡等、他の遺構との関係上、後世のものと判断

される。 

 近現代において曲輪面を耕作等に利用する際、段差を

持つ耕作地の法面を保護するために石積みを行ったと

考えた場合、丘状の部分が曲輪６上段においては東部及

び南部、曲輪15上段においては北部に存在したと推測さ

れる。 

  

第13節 大野久尾の改変時期と石塁 

曲輪15上段の虎口では、虎口を廃止した後に土留めとみ

られる石積み(配石遺構)が設置されている。虎口の床面

に接していないことから、虎口の廃止時に設置し背後に

土砂を充填したものとは考えにくい。虎口が埋められた

後、空堀側から設置したもので、空堀への土砂流出を防

ぐ目的で積まれたものと考える。 

『志布志町誌』上巻には、曲輪15上段についてＦ郭と

して「北西端には上面幅三～五米もある強力な土塁が築

かれている。さらに北西部の土塁につづいて西端には長

さ十数米にわたって、石塁が現存している。これは素朴

なもので、使用されている石材も粗野で加工のあとは認

められない」とあり、北西に土塁、西端に石塁が築かれ

ていることが記されている。検出された配石遺構は長さ

十数ｍには及ばないが、位置は該当する。石塁とされた

石積みは、虎口の廃止後に空堀８の北側斜面に十数ｍに

渡って造られ、近現代の造成によって空堀が埋められた

際に土中に隠れ、調査によって一部が検出されたと推測

される。なお、『志布志町誌』に掲載されている志布志

城跡鳥瞰図では虎口の位置に「石畳」と書かれているが、

これは塁の誤字と思われる。 

『日本城郭体系』第18巻にも石塁に関して、ほぼ同様

の記述がみられる。志布志城の遺構として石塁が挙げら

れ、志布志城要図では曲輪15上段の南端部に石積み状に

図化されている。一方で曲輪６上段と15上段が「一部分

はつながっており完全に分離していない」とも書かれて

いる。 

『志布志町誌』上巻は昭和47年、『日本城郭体系』第

18巻は昭和54年の刊行である。この当時はまだ茶園の造

成が行われておらず、空堀８の埋設は現状よりも浅く、

土留めの石積みが露出していたとみられる。一方で現状

と同様に２つの曲輪が地続きになるような改変は、すで

に行われていたようである。空堀８の調査によって大正

期には現状ほどではないにしろ、ある程度の高さまでは

空堀が埋まっていたことが判明している。 

江戸時代末期、天明３年(1783年)に書かれたとされる

『志布志記』では、大野久尾の存在には触れられている

が石塁に類する記述はない。大野久尾の改変が行われ石

積みがなされたのは天明３年以降とみられ、中世山城と

しての改変ではないと考えられる。 
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№41 2.2 2.0 0.7 黒 28 1.9 1.1 0.5 黒 №549 3.6 3.0 1.1 黒
1 2.3 1.5 0.5 灰 29 1.1 0.9 0.3 黒 1 2.2 1.9 0.5 灰
2 1.7 1.3 0.5 灰 30 1.3 1.1 0.7 灰 2 2.0 1.7 0.6 黒
3 2.0 1.7 1.0 黒 31 1.9 1.4 1.0 灰白 3 2.0 1.4 0.5 黒
4 1.9 1.5 0.5 黒褐 32 2.4 2.1 0.9 灰 4 2.0 1.6 0.7 灰
5 1.5 1.4 0.9 灰 33 2.4 1.5 0.6 黒 5 1.8 1.3 0.6 黒
6 2.0 1.5 1.0 灰 34 2.7 1.0 0.7 赤褐 6 1.9 1.5 0.4 黒
7 2.3 2.2 0.5 灰白 35 1.7 1.5 1.4 灰 7 1.6 1.3 0.4 黒
8 2.2 1.8 0.6 灰白 36 1.6 1.3 0.9 黒 8 2.0 1.1 0.3 黒
9 2.1 1.7 0.6 灰 №241 2.8 1.7 1.3 黒 9 1.8 1.4 1.1 黒
10 2.3 2.1 0.7 黒 1 1.8 1.7 0.7 黒 10 1.9 1.3 0.5 灰
11 1.7 1.4 0.6 灰白 2 1.5 1.4 0.7 灰 11 2.0 1.7 1.9 黒
12 1.8 1.6 0.5 灰白 3 2.3 1.2 0.7 褐 12 1.5 1.4 0.4 黒
13 2.1 1.7 0.7 灰 4 1.8 1.4 0.6 灰 13 1.8 1.7 0.4 褐
14 1.5 1.1 0.8 黒 5 1.9 1.4 0.5 褐 14 1.5 1.0 0.3 黒
15 1.6 1.5 0.6 灰 6 1.7 1.3 0.6 灰白 15 1.4 1.1 0.4 灰白
16 2.1 1.5 0.9 灰 7 1.9 1.5 0.6 黒 16 1.3 1.0 0.4 黒
17 2.3 1.7 0.5 灰白 8 1.5 1.2 0.5 黒 №767 1.6 1.4 0.7 黒
18 1.9 1.3 0.4 灰 9 1.8 1.1 0.9 褐 1 1.8 1.6 0.5 黒
19 2.0 1.4 0.7 灰 10 2.8 1.7 0.6 灰 2 2.2 1.4 0.7 黒
20 1.9 1.4 0.6 灰白 11 2.0 1.4 0.9 灰 3 1.8 1.5 0.5 黒
21 1.7 1.2 0.4 灰 №369 3.1 1.4 0.5 灰 4 2.0 1.4 0.5 黒
22 2.1 1.4 0.9 灰 1 2.3 1.8 0.5 褐 5 1.9 1.4 0.4 黒
23 2.1 1.7 0.6 灰 2 2.7 1.8 0.8 黒 6 2.1 1.7 0.7 灰白
24 2.3 1.3 0.4 黒 3 3.0 1.9 0.6 灰 7 1.6 1.3 0.3 黒
25 2.6 1.7 0.7 灰白 4 1.9 1.7 1.1 褐 8 1.8 1.4 0.5 黒
26 1.8 1.6 1.0 黒 5 1.7 1.4 0.8 褐 9 1.7 1.2 0.5 黒
27 2.0 1.8 0.5 黒 6 1.9 1.7 0.5 黒 10 1.6 1.4 0.5 黒
28 2.5 2.2 0.6 灰白 7 1.8 1.7 0.8 黒 11 1.3 1.1 0.5 黒
29 2.0 1.9 0.6 黒 8 2.0 1.3 0.4 黒 12 2.6 1.5 0.9 黒
30 3.3 2.2 1.8 黄白 9 1.7 1.6 0.4 褐
31 2.4 1.9 0.6 黒 10 1.8 1.4 0.5 灰
32 2.5 1.7 1.4 灰白 11 1.9 1.3 0.4 黒
33 4.5 3.0 0.7 黒 12 1.8 1.3 0.5 褐
34 1.7 1.6 0.4 黒 13 1.9 1.3 0.5 褐
35 2.0 1.7 0.8 黒 14 1.7 1.4 0.7 黒
36 2.2 1.7 1.0 黒 15 1.9 1.3 0.2 灰白
37 2.8 2.1 1.2 灰 16 1.7 1.3 0.5 灰
38 1.7 1.4 0.5 黒 17 1.8 1.3 0.3 褐
39 2.0 1.7 0.8 黒 18 1.6 1.4 0.6 褐
40 2.2 1.5 0.8 灰 19 1.4 1.3 0.5 褐
41 1.9 1.4 0.5 灰 20 1.7 1.2 0.4 黒
42 2.4 1.5 0.5 黒 21 1.6 1.3 0.4 黒
43 2.2 1.9 0.7 灰 22 1.5 1.2 0.5 灰
44 2.4 2.3 0.9 黒 23 1.4 1.3 0.3 黒
45 2.1 1.4 0.4 灰 24 1.6 1.2 0.2 灰

№136 1.8 1.6 1.0 褐 25 1.5 0.9 0.2 黒
1 2.3 1.9 0.7 灰 26 1.3 1.2 0.6 灰白
2 1.7 1.5 0.3 灰 27 1.2 1.1 0.4 灰白
3 2.7 2.6 1.0 灰 28 1.5 1.4 0.4 黒
4 2.3 1.4 0.6 灰 29 1.9 1.4 0.5 黒
5 2.2 2.0 0.6 褐 30 2.4 1.6 0.9 褐
6 2.1 2.0 0.7 灰 31 1.9 1.3 0.3 褐
7 0.5 0.4 0.3 褐 32 1.5 1.0 0.3 灰
8 1.8 1.5 0.5 灰 33 1.7 1.6 0.5 褐
9 1.5 1.0 0.4 灰白 34 1.7 1.5 0.4 灰
10 1.7 1.2 0.4 灰白 35 1.4 1.2 0.5 黒
11 2.2 1.5 0.7 灰 36 1.5 1.2 0.5 灰白
12 1.6 1.4 0.4 灰 37 1.4 1.0 0.3 灰白
13 2.3 1.2 0.7 灰 38 1.5 1.0 0.5 黒
14 1.7 1.3 0.5 灰 39 1.5 1.2 0.5 黒
15 1.8 1.0 0.4 灰 40 1.5 1.2 0.4 灰
16 1.8 1.6 0.5 灰 41 2.2 1.5 0.7 黒
17 2.1 1.5 0.5 灰 42 1.7 1.3 0.5 灰
18 1.5 1.4 0.6 黒 43 1.4 1.2 0.5 黒
19 1.5 1.2 0.3 灰白 44 2.0 1.5 0.5 褐
20 2.1 1.4 0.8 黒 45 1.7 1.4 0.6 黒
21 1.5 1.0 0.2 褐 46 2.0 1.2 0.5 灰白
22 2.0 1.6 0.5 褐 47 1.7 1.5 0.6 黒
23 1.8 1.6 0.6 黒 48 1.7 1.2 0.5 灰白
24 1.4 1.3 0.4 灰 49 1.6 1.5 0.5 黒
25 1.9 1.5 0.6 灰 50 1.7 1.3 0.4 黒
26 1.3 0.8 0.3 黒 51 2.0 1.6 0.5 灰白
27 2.1 1.3 0.5 黒

曲
輪
６
上
段

曲
輪
15
上
段

曲
輪
1

曲
輪
２
上
段

曲
輪
２
上
段

曲
輪
２
下
段

曲
輪
３
下
段

曲輪別碁石計測表

− 116 −



曲
輪

番号
長径
(cm)

短径
(cm)

厚さ
(cm)

色
曲
輪

番号
長径
(cm)

短径
(cm)

厚さ
(cm)

色
曲
輪

番号
長径
(cm)

短径
(cm)

厚さ
(cm)

色

№41 2.2 2.0 0.7 黒 28 1.9 1.1 0.5 黒 №549 3.6 3.0 1.1 黒
1 2.3 1.5 0.5 灰 29 1.1 0.9 0.3 黒 1 2.2 1.9 0.5 灰
2 1.7 1.3 0.5 灰 30 1.3 1.1 0.7 灰 2 2.0 1.7 0.6 黒
3 2.0 1.7 1.0 黒 31 1.9 1.4 1.0 灰白 3 2.0 1.4 0.5 黒
4 1.9 1.5 0.5 黒褐 32 2.4 2.1 0.9 灰 4 2.0 1.6 0.7 灰
5 1.5 1.4 0.9 灰 33 2.4 1.5 0.6 黒 5 1.8 1.3 0.6 黒
6 2.0 1.5 1.0 灰 34 2.7 1.0 0.7 赤褐 6 1.9 1.5 0.4 黒
7 2.3 2.2 0.5 灰白 35 1.7 1.5 1.4 灰 7 1.6 1.3 0.4 黒
8 2.2 1.8 0.6 灰白 36 1.6 1.3 0.9 黒 8 2.0 1.1 0.3 黒
9 2.1 1.7 0.6 灰 №241 2.8 1.7 1.3 黒 9 1.8 1.4 1.1 黒
10 2.3 2.1 0.7 黒 1 1.8 1.7 0.7 黒 10 1.9 1.3 0.5 灰
11 1.7 1.4 0.6 灰白 2 1.5 1.4 0.7 灰 11 2.0 1.7 1.9 黒
12 1.8 1.6 0.5 灰白 3 2.3 1.2 0.7 褐 12 1.5 1.4 0.4 黒
13 2.1 1.7 0.7 灰 4 1.8 1.4 0.6 灰 13 1.8 1.7 0.4 褐
14 1.5 1.1 0.8 黒 5 1.9 1.4 0.5 褐 14 1.5 1.0 0.3 黒
15 1.6 1.5 0.6 灰 6 1.7 1.3 0.6 灰白 15 1.4 1.1 0.4 灰白
16 2.1 1.5 0.9 灰 7 1.9 1.5 0.6 黒 16 1.3 1.0 0.4 黒
17 2.3 1.7 0.5 灰白 8 1.5 1.2 0.5 黒 №767 1.6 1.4 0.7 黒
18 1.9 1.3 0.4 灰 9 1.8 1.1 0.9 褐 1 1.8 1.6 0.5 黒
19 2.0 1.4 0.7 灰 10 2.8 1.7 0.6 灰 2 2.2 1.4 0.7 黒
20 1.9 1.4 0.6 灰白 11 2.0 1.4 0.9 灰 3 1.8 1.5 0.5 黒
21 1.7 1.2 0.4 灰 №369 3.1 1.4 0.5 灰 4 2.0 1.4 0.5 黒
22 2.1 1.4 0.9 灰 1 2.3 1.8 0.5 褐 5 1.9 1.4 0.4 黒
23 2.1 1.7 0.6 灰 2 2.7 1.8 0.8 黒 6 2.1 1.7 0.7 灰白
24 2.3 1.3 0.4 黒 3 3.0 1.9 0.6 灰 7 1.6 1.3 0.3 黒
25 2.6 1.7 0.7 灰白 4 1.9 1.7 1.1 褐 8 1.8 1.4 0.5 黒
26 1.8 1.6 1.0 黒 5 1.7 1.4 0.8 褐 9 1.7 1.2 0.5 黒
27 2.0 1.8 0.5 黒 6 1.9 1.7 0.5 黒 10 1.6 1.4 0.5 黒
28 2.5 2.2 0.6 灰白 7 1.8 1.7 0.8 黒 11 1.3 1.1 0.5 黒
29 2.0 1.9 0.6 黒 8 2.0 1.3 0.4 黒 12 2.6 1.5 0.9 黒
30 3.3 2.2 1.8 黄白 9 1.7 1.6 0.4 褐
31 2.4 1.9 0.6 黒 10 1.8 1.4 0.5 灰
32 2.5 1.7 1.4 灰白 11 1.9 1.3 0.4 黒
33 4.5 3.0 0.7 黒 12 1.8 1.3 0.5 褐
34 1.7 1.6 0.4 黒 13 1.9 1.3 0.5 褐
35 2.0 1.7 0.8 黒 14 1.7 1.4 0.7 黒
36 2.2 1.7 1.0 黒 15 1.9 1.3 0.2 灰白
37 2.8 2.1 1.2 灰 16 1.7 1.3 0.5 灰
38 1.7 1.4 0.5 黒 17 1.8 1.3 0.3 褐
39 2.0 1.7 0.8 黒 18 1.6 1.4 0.6 褐
40 2.2 1.5 0.8 灰 19 1.4 1.3 0.5 褐
41 1.9 1.4 0.5 灰 20 1.7 1.2 0.4 黒
42 2.4 1.5 0.5 黒 21 1.6 1.3 0.4 黒
43 2.2 1.9 0.7 灰 22 1.5 1.2 0.5 灰
44 2.4 2.3 0.9 黒 23 1.4 1.3 0.3 黒
45 2.1 1.4 0.4 灰 24 1.6 1.2 0.2 灰

№136 1.8 1.6 1.0 褐 25 1.5 0.9 0.2 黒
1 2.3 1.9 0.7 灰 26 1.3 1.2 0.6 灰白
2 1.7 1.5 0.3 灰 27 1.2 1.1 0.4 灰白
3 2.7 2.6 1.0 灰 28 1.5 1.4 0.4 黒
4 2.3 1.4 0.6 灰 29 1.9 1.4 0.5 黒
5 2.2 2.0 0.6 褐 30 2.4 1.6 0.9 褐
6 2.1 2.0 0.7 灰 31 1.9 1.3 0.3 褐
7 0.5 0.4 0.3 褐 32 1.5 1.0 0.3 灰
8 1.8 1.5 0.5 灰 33 1.7 1.6 0.5 褐
9 1.5 1.0 0.4 灰白 34 1.7 1.5 0.4 灰
10 1.7 1.2 0.4 灰白 35 1.4 1.2 0.5 黒
11 2.2 1.5 0.7 灰 36 1.5 1.2 0.5 灰白
12 1.6 1.4 0.4 灰 37 1.4 1.0 0.3 灰白
13 2.3 1.2 0.7 灰 38 1.5 1.0 0.5 黒
14 1.7 1.3 0.5 灰 39 1.5 1.2 0.5 黒
15 1.8 1.0 0.4 灰 40 1.5 1.2 0.4 灰
16 1.8 1.6 0.5 灰 41 2.2 1.5 0.7 黒
17 2.1 1.5 0.5 灰 42 1.7 1.3 0.5 灰
18 1.5 1.4 0.6 黒 43 1.4 1.2 0.5 黒
19 1.5 1.2 0.3 灰白 44 2.0 1.5 0.5 褐
20 2.1 1.4 0.8 黒 45 1.7 1.4 0.6 黒
21 1.5 1.0 0.2 褐 46 2.0 1.2 0.5 灰白
22 2.0 1.6 0.5 褐 47 1.7 1.5 0.6 黒
23 1.8 1.6 0.6 黒 48 1.7 1.2 0.5 灰白
24 1.4 1.3 0.4 灰 49 1.6 1.5 0.5 黒
25 1.9 1.5 0.6 灰 50 1.7 1.3 0.4 黒
26 1.3 0.8 0.3 黒 51 2.0 1.6 0.5 灰白
27 2.1 1.3 0.5 黒
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曲
輪
２
下
段

曲
輪
３
下
段

曲輪別碁石計測表
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種
類
別
遺
物

観
察

表
青
磁 種

別
器

種
掲

載
番

号
出

土
曲

輪
挿

図
番

号
頁

既
報
告

番
号

出
土
区

部
位

口
径

底
径

器
高

生
産

地
時

期
備

考

青
磁

碗
5
1

2
上

1
4

2
7

2
-
1

K
-
1
3

口
縁
部

1
7
.2

龍
泉

窯
系

1
3
c～

1
4
c中

鎬
蓮

弁
文

青
磁

碗
3
7
8

4
上

3
9

6
0

3
-
1
4
1

Q
-
2
5
(2

T
)

口
縁
部

 
 

 
龍

泉
窯

系
1
3
c～

1
4
c中

鎬
蓮

弁
文

　
内

面
口

縁
に
も
施

文

青
磁

碗
5
7
4

1
5
上

5
7

8
5

A
D

-
4
0

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
外

反
　
鎬

蓮
弁

文

青
磁

碗
5
2

2
上

1
4

2
7

K
-
1
3

口
縁
部

1
4
c後

半
無

鎬
蓮

弁
文

青
磁

碗
5
3

2
上

1
4

2
7

K
-
1
2

口
縁
部

1
1
.0

1
4
c後

半
無

鎬
蓮

弁
文

青
磁

碗
1
7
2

2
下

2
3

3
8

J-
9

口
縁
部

1
4
c後

半
無

鎬
蓮

弁
文

青
磁

碗
1
7
3

2
下

2
3

3
8

J-
9

口
縁
部

1
4
c後

半
無

鎬
蓮

弁
文

　
焼

成
不

良

青
磁

碗
4
2
8

6
上

4
6

6
8

A
B

-
3
6
 虎

口
口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
4
c後

半
無

鎬
蓮

弁
文

青
磁

碗
4
7
1

6
上

4
8

7
0

A
B

-
3
7
 溝

口
縁
部

龍
泉

窯
系

無
鎬

蓮
弁

文

青
磁

碗
2
9
6

3
下

3
4

5
2

2
-
5
3

H
-
1
6

胴
部

龍
泉

窯
系

1
4
c後

頃
ヘ

ラ
書

き
蓮

弁
文

青
磁

碗
5
4

2
上

1
4

2
7

L
-
1
1

口
縁
部

1
5
.0

龍
泉

窯
系

ヘ
ラ
書

き
蓮

弁
文

か

青
磁

碗
5
5

2
上

1
4

2
7

2
-
3

K
-
1
3

口
縁
部

1
3
.2

龍
泉

窯
系

1
5
c

細
線

蓮
弁

文

青
磁

碗
3

1
7

1
8

3
-
4
7

H
-
4
　
柱
穴

口
縁

龍
泉

窯
系

剣
先

蓮
弁

文

青
磁

碗
2
9
7

3
下

3
4

5
2

2
-
5
7

K
-
1
1

口
縁
～
底
部

1
3
.6

龍
泉

窯
系

1
5
c中

～
1
6
c初

剣
先

蓮
弁

文

青
磁

碗
5
6

2
上

1
4

2
7

2
-
5

K
-
1
1
 土

抗
底
部

1
2
.5

4
.4

6
.8

龍
泉

窯
系

1
5
c中

～
1
6
c前

細
蓮

弁
文

青
磁

碗
5
7

2
上

1
4

2
7

K
-
1
4

口
縁
部

1
3
.0

1
6
c前

半
細

蓮
弁

文

青
磁

碗
5
8

2
上

1
4

2
7

L
-
1
3

口
縁
部

1
2
.4

龍
泉

窯
系

1
6
c前

半
細

蓮
弁

文

青
磁

碗
5
9

2
上

1
4

2
7

K
-
1
2

口
縁
部

1
6
c前

半
細

蓮
弁

文

青
磁

碗
6
0

2
上

1
4

2
7

K
-
1
2

口
縁
部

1
1
.4

1
6
c前

半
細

蓮
弁

文

青
磁

碗
1
7
4

2
下

2
3

3
8

3
-
7
3

J-
9

口
縁
部

龍
泉

窯
系

細
蓮

弁
文

青
磁

碗
1
7
5

2
下

2
3

3
8

3
-
7
5

J-
1
1
 柱

穴
口
縁
～
体
部

1
5
.6

龍
泉

窯
系

細
蓮

弁
文

青
磁

碗
1
7
6

2
下

2
3

3
8

3
-
7
6

Ｊ-
1
0
 柱

穴
口
縁
部

龍
泉

窯
系

細
蓮

弁
文

青
磁

碗
1
7
7

2
下

2
3

3
8

3
-
7
7

J-
1
0
 柱

穴
口
縁
部

龍
泉

窯
系

細
蓮

弁
文

青
磁

碗
7
8
6

6
上

下
間

6
5

9
8

A
C
-
3
9
空
堀

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
6
c前

半
細

蓮
弁

文

青
磁

碗
4
7
7

6
上

4
9

7
2

A
B

-
3
7

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
6
c前

半
？

連
刻

細
蓮

弁
文

青
磁

碗
4
7
8

6
上

4
9

7
2

曲
輪
一
括

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
6
c前

半
？

連
刻

細
蓮

弁
文

青
磁

碗
4
7
9

6
上

4
9

7
2

曲
輪
一
括

口
縁
部

1
6

龍
泉

窯
系

1
6
c前

半
？

連
刻

細
蓮

弁
文

　
内

面
草

花
文

青
磁

碗
1
6
1

2
下

2
2

3
6

3
-
7
4

J-
1
0
方
形
土
坑
４

口
縁
～
体
部

1
5
.2

龍
泉

窯
系

蓮
弁

文

青
磁

碗
2

1
7

1
8

G
-
5

口
縁
部

1
2
.0

　
　

龍
泉

窯
系

1
6
c前

半
蓮

弁
文

青
磁

碗
3
7
9

4
上

3
9

6
0

3
-
1
4
2

Q
-
2
7
(5

T
)

口
縁
部

 
 

 
龍

泉
窯

系
蓮

弁
文

が
判

別
で
き
な
い
ほ
ど
粗

製

青
磁

碗
6
1

2
上

1
4

2
7

K
-
1
4

口
縁
部

1
6
.8

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
雷

文

青
磁

碗
3
8
0

4
上

3
9

6
0

3
-
1
4
3

Q
-
2
6
(3

T
)

口
縁
部

 
 

 
龍

泉
窯

系
1
5
c後

半
雷

文
　
被

熱

青
磁

碗
4
8
0

6
上

4
9

7
2

Z
-
3
6
(1

3
T

)
口
縁
部

1
5
.4

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
雷

文

青
磁

碗
5
7
5

1
5
上

5
7

8
5

A
E
-
3
9

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
雷

文

青
磁

碗
6
2

2
上

1
4

2
7

L
-
1
2

腰
部

外
反

　
草

花
文

、
口

縁
部

雷
文

？

青
磁

碗
5
7
6

1
5
上

5
7

8
5

A
B

-
3
9

口
縁
部

1
2
.0

龍
泉

窯
系

1
5
c前

半
外

反
　
草

花
文

青
磁

碗
5
7
7

1
5
上

5
7

8
5

A
F
-
4
0

口
縁
部

1
2
.8

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
外

反
　
内

面
雷

文
　
草

花
文

青
磁

碗
2
9
9

3
下

3
4

5
2

2
-
5
4

K
-
1
1

口
縁
～
胴
部

1
8
.0

龍
泉

窯
系

1
4
c後

～
1
5
c前

外
反

　
無

文

青
磁

碗
3
0
0

3
下

3
4

5
2

2
-
5
5

L
-
1
2

口
縁
部

1
5
.2

龍
泉

窯
系

1
4
c後

～
1
5
c中

外
反

　
無

文

青
磁

碗
4

1
7

1
8

H
-
3

口
縁
部

1
5
.2

　
　

龍
泉

窯
系

1
5
c前

～
後

半
外

反
　
無

文

青
磁

碗
5

1
7

1
8

H
-
3

口
縁
部

1
7
.6

　
　

1
5
c前

～
後

半
外

反
　
無

文

青
磁

碗
6
5

2
上

1
4

2
7

L
-
1
3

口
縁
部

1
3
.6

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文

青
磁

碗
6
6

2
上

1
4

2
7

K
-
1
3

口
縁
部

1
3
.8

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文

青
磁

碗
1
7
8

2
下

2
3

3
8

3
-
7
0

J-
9

口
縁
部

1
5
.8

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文

青
磁

碗
1
7
9

2
下

2
3

3
8

3
-
7
1

J-
1
0

口
縁
部

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文
　
腰

部
以

下
露

胎

青
磁

碗
2
5
9

3
下

3
2

4
9

I-
1
5
 空

堀
口
縁
部

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文

青
磁

碗
4
2
9

6
上

4
6

6
8

A
B

-
3
6
 虎

口
口
縁
部

1
6
.0

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文

青
磁

碗
5
7
8

1
5
上

5
7

8
5

A
B

-
3
9

口
縁
部

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文

青
磁

碗
7
7
4

1
5
下

6
4

9
7

A
F
-
3
7

口
縁
部

9
.2

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文
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種
別

器
種

掲
載

番
号

出
土

曲
輪

挿
図

番
号

頁
既
報
告

番
号

出
土
区

部
位

口
径

底
径

器
高

生
産

地
時

期
備

考

青
磁

碗
7
9
5

空
堀

８
6
7

1
0
0

A
C
-
3
7
空
堀
８

口
縁
部

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文

青
磁

碗
皿

3
8
6

4
上

3
9

6
0

3
-
1
4
9

Q
-
2
6
(3

T
)

口
縁
部

 
 

 
龍

泉
窯

系
外

反
　
無

文

青
磁

碗
？

7
1

7
1
8

H
-
8

口
縁
部

　
　

　
龍

泉
窯

系
直

口
　
無

文

青
磁

碗
8

1
7

1
8

H
-
3

口
縁
部

　
　

　
龍

泉
窯

系
直

口
　
無

文

青
磁

碗
1
8
0

2
下

2
3

3
8

3
-
7
2

J-
1
0
 柱

穴
口
縁
部

龍
泉

窯
系

直
口

　
無

文

青
磁

碗
1
8
1

2
下

2
3

3
8

3
-
6
8

K
-
9

口
縁
部

1
4
.8

龍
泉

窯
系

直
口

　
無

文

青
磁

碗
1
8
2

2
下

2
3

3
8

3
-
6
9

J-
9

口
縁
部

1
7
.8

龍
泉

窯
系

直
口

　
無

文

青
磁

碗
2
8
9

3
下

3
3

5
0

3
-
1

I-
1
6
 階

段
口
縁

1
4
.2

龍
泉

窯
系

直
口

　
無

文

青
磁

碗
3
8
1

4
上

3
9

6
0

3
-
1
4
4

Q
-
2
7
(9

T
)

口
縁
～
底
部

1
4
.4

 
 

龍
泉

窯
系

直
口

　
無

文

青
磁

碗
3
8
2

4
上

3
9

6
0

3
-
1
4
5

Q
-
2
6
(3

T
)

口
縁
～
腰
部

1
2
.0

 
 

龍
泉

窯
系

直
口

　
無

文

青
磁

碗
3
0
3

3
下

3
4

5
2

I-
1
4

口
縁
部

1
2
.2

龍
泉

窯
系

直
口

　
無

文

青
磁

碗
6
7

2
上

1
4

2
7

K
-
1
2

口
縁
部

1
1
.4

直
口

　
青

白
色

　

青
磁

碗
7
9
6

空
堀

８
6
7

1
0
0

A
C
-
3
7
空
堀
８

口
縁
部

龍
泉

窯
系

直
口

　
外

面
に
圏

線

青
磁

碗
4
8
1

6
上

4
9

7
2

A
B

-
3
9
(2

1
T

)
口
縁
部

1
2
.6

龍
泉

窯
系

直
口

　
櫛

書
文

青
磁

碗
2
4
9

3
上

2
7

4
3

K
-
1
8
 表

土
口
縁
部

景
徳

鎮
窯

系
直

口
　
陰

刻
文

様

青
磁

碗
3
0
1

3
下

3
4

5
2

2
-
5
6

K
-
1
2

口
縁
部

1
4
.1

龍
泉

窯
系

1
5
c頃

直
口

　
口

縁
草

花
文

青
磁

碗
3
0
2

3
下

3
4

5
2

2
-
5
8

G
-
1
4

口
縁
部

1
2
.0

福
建

広
東

か
1
6
c後

直
口

　
外

面
圏

線

青
磁

碗
6

1
7

1
8

H
-
3

口
縁
部

1
8
.0

　
　

龍
泉

窯
系

玉
縁

口
縁

青
磁

碗
6
3

2
上

1
4

2
7

K
-
1
2

口
縁
部

1
2
.2

玉
縁

口
縁

　
黄

褐
色

青
磁

碗
6
4

2
上

1
4

2
7

L
-
1
2

口
縁
部

1
6
.8

龍
泉

窯
系

玉
縁

口
縁

　

青
磁

碗
1
8
3

2
下

2
3

3
8

J-
9

口
縁
部

1
1
.6

玉
縁

口
縁

　
被

熱

青
磁

碗
2
9
8

3
下

3
4

5
2

H
-
1
4
 

腰
部

龍
泉

窯
系

草
花

文
、
口

縁
部

雷
文

青
磁

碗
6
9

2
上

1
4

2
7

K
-
1
1

腰
部

腰
部

以
下

露
胎

青
磁

碗
3
8
3

4
上

3
9

6
0

3
-
1
4
6

P
-
2
6
(1

T
)

腰
部
？

 
 

 
龍

泉
窯

系
内

面
腰

部
に
文

様

青
磁

碗
9

1
7

1
8

H
-
3

底
部

　
5
.2

　
龍

泉
窯

系
見

込
文

様

青
磁

碗
6
8

2
上

1
4

2
7

2
-
2

K
-
1
2

底
部

5
.0

龍
泉

窯
系

1
4
c後

～
1
5
c中

見
込

み
印

鑑

青
磁

碗
皿

1
8
7

2
下

2
3

3
8

3
-
7
8

J-
1
0

底
部

5
.0

龍
泉

窯
系

見
込

草
花

文

青
磁

碗
2
5
7

3
下

3
2

4
9

H
-
1
4
 土

坑
３

底
部

龍
泉

窯
系

外
底

露
胎

青
磁

碗
4
8
6

6
上

4
9

7
2

表
土

底
部

6
.0

龍
泉

窯
系

見
込

文
様

　
腰

部
文

様
あ
り

青
磁

碗
5
5
1

1
5
上

5
7

8
5

A
F
-
3
9
溝

底
部

6
.4

龍
泉

窯
系

外
面

陰
刻

文

青
磁

碗
3
0
4

3
下

3
4

5
2

3
-
2

H
-
1
4
 柱

穴
腰
部
～
底
部

6
.2

龍
泉

窯
系

青
磁

碗
3
8
4

4
上

3
9

6
0

3
-
1
4
7

Q
-
2
7
(9

T
)

底
部

 
6
.0

 
龍

泉
窯

系

青
磁

碗
4
3
0

6
上

4
6

6
8

A
B

-
3
6
 虎

口
腰
部
～
底
部

5
.0

龍
泉

窯
系

高
台

内
露

胎

青
磁

碗
4
8
2

6
上

4
9

7
2

A
A

-
3
7

底
部

5
.2

龍
泉

窯
系

高
台

内
露

胎

青
磁

碗
4
8
4

6
上

4
9

7
2

A
A

-
3
9
(1

9
T

)
腰
部
～
底
部

4
.8

龍
泉

窯
系

高
台

露
胎

青
磁

碗
4
3
1

6
上

4
6

6
8

A
B

-
3
6
 虎

口
底
部

6
.0

龍
泉

窯
系

畳
付

露
胎

青
磁

碗
4
8
3

6
上

4
9

7
2

A
B

-
3
7

底
部

5
.4

龍
泉

窯
系

畳
付

露
胎

青
磁

碗
4
8
5

6
上

4
9

7
2

A
B

-
3
7

底
部

5
.6

龍
泉

窯
系

畳
付

露
胎

青
磁

皿
1
0

1
7

1
8

I-
3

口
縁
部

1
0
.4

　
　

龍
泉

窯
系

外
反

青
磁

皿
7
5

2
上

1
4

2
7

K
-
1
2

口
縁
部

1
2
.4

龍
泉

窯
系

外
反

青
磁

皿
4
3
3

6
上

4
6

6
8

A
B

-
3
5
 虎

口
口
縁
～
腰
部

龍
泉

窯
系

外
反

青
磁

皿
4
8
7

6
上

4
9

7
2

表
土

口
縁
～
底
部

1
3
.6

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文

青
磁

皿
4
8
8

6
上

4
9

7
2

A
B

-
3
7

口
縁
部

1
3
.6

龍
泉

窯
系

外
反

　
鎬

蓮
弁

文

青
磁

皿
4
8
9

6
上

4
9

7
2

A
B

-
3
7

胴
部
～
底
部

龍
泉

窯
系

外
反

青
磁

皿
5
9
9

1
5
上

5
7

8
5

A
C

-
3
9
(1

0
T

)
口
縁
～
胴
部

1
2
.3

龍
泉

窯
系

外
反

　
被

熱

青
磁

皿
7
9
7

空
堀

８
6
7

1
0
0

A
C
-
3
7
空
堀
８

口
縁
部

1
3
.8

龍
泉

窯
系

外
反

青
磁

皿
7
9
8

空
堀

８
6
7

1
0
0

A
C
-
3
7
空
堀
８

口
縁
部

1
1
.4

龍
泉

窯
系

外
反

　
ヘ

ラ
書

蓮
弁

文
？

青
磁

皿
1
8
4

2
下

2
3

3
8

3
-
8
0

J-
9
 柱

穴
口
縁
部

1
4
.2

龍
泉

窯
系

外
反

青
磁

皿
？

1
8
6

2
下

2
3

3
8

3
-
8
1

J-
9

口
縁
部

1
1
.2

龍
泉

窯
系

外
反

青
磁

皿
4
3
2

6
上

4
6

6
8

A
B

-
3
6
 虎

口
口
縁
～
底
部

1
2
.5

6
.2

2
.4

龍
泉

窯
系

外
反

種
類
別
遺
物

観
察

表
青
磁 種

別
器

種
掲

載
番

号
出

土
曲

輪
挿

図
番

号
頁

既
報
告

番
号

出
土
区

部
位

口
径

底
径

器
高

生
産

地
時

期
備

考

青
磁

碗
5
1

2
上

1
4

2
7

2
-
1

K
-
1
3

口
縁
部

1
7
.2

龍
泉

窯
系

1
3
c～

1
4
c中

鎬
蓮

弁
文

青
磁

碗
3
7
8

4
上

3
9

6
0

3
-
1
4
1

Q
-
2
5
(2

T
)

口
縁
部

 
 

 
龍

泉
窯

系
1
3
c～

1
4
c中

鎬
蓮

弁
文

　
内

面
口

縁
に
も
施

文

青
磁

碗
5
7
4

1
5
上

5
7

8
5

A
D

-
4
0

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
外

反
　
鎬

蓮
弁

文

青
磁

碗
5
2

2
上

1
4

2
7

K
-
1
3

口
縁
部

1
4
c後

半
無

鎬
蓮

弁
文

青
磁

碗
5
3

2
上

1
4

2
7

K
-
1
2

口
縁
部

1
1
.0

1
4
c後

半
無

鎬
蓮

弁
文

青
磁

碗
1
7
2

2
下

2
3

3
8

J-
9

口
縁
部

1
4
c後

半
無

鎬
蓮

弁
文

青
磁

碗
1
7
3

2
下

2
3

3
8

J-
9

口
縁
部

1
4
c後

半
無

鎬
蓮

弁
文

　
焼

成
不

良

青
磁

碗
4
2
8

6
上

4
6

6
8

A
B

-
3
6
 虎

口
口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
4
c後

半
無

鎬
蓮

弁
文

青
磁

碗
4
7
1

6
上

4
8

7
0

A
B

-
3
7
 溝

口
縁
部

龍
泉

窯
系

無
鎬

蓮
弁

文

青
磁

碗
2
9
6

3
下

3
4

5
2

2
-
5
3

H
-
1
6

胴
部

龍
泉

窯
系

1
4
c後

頃
ヘ

ラ
書

き
蓮

弁
文

青
磁

碗
5
4

2
上

1
4

2
7

L
-
1
1

口
縁
部

1
5
.0

龍
泉

窯
系

ヘ
ラ
書

き
蓮

弁
文

か

青
磁

碗
5
5

2
上

1
4

2
7

2
-
3

K
-
1
3

口
縁
部

1
3
.2

龍
泉

窯
系

1
5
c

細
線

蓮
弁

文

青
磁

碗
3

1
7

1
8

3
-
4
7

H
-
4
　
柱
穴

口
縁

龍
泉

窯
系

剣
先

蓮
弁

文

青
磁

碗
2
9
7

3
下

3
4

5
2

2
-
5
7

K
-
1
1

口
縁
～
底
部

1
3
.6

龍
泉

窯
系

1
5
c中

～
1
6
c初

剣
先

蓮
弁

文

青
磁

碗
5
6

2
上

1
4

2
7

2
-
5

K
-
1
1
 土

抗
底
部

1
2
.5

4
.4

6
.8

龍
泉

窯
系

1
5
c中

～
1
6
c前

細
蓮

弁
文

青
磁

碗
5
7

2
上

1
4

2
7

K
-
1
4

口
縁
部

1
3
.0

1
6
c前

半
細

蓮
弁

文

青
磁

碗
5
8

2
上

1
4

2
7

L
-
1
3

口
縁
部

1
2
.4

龍
泉

窯
系

1
6
c前

半
細

蓮
弁

文

青
磁

碗
5
9

2
上

1
4

2
7

K
-
1
2

口
縁
部

1
6
c前

半
細

蓮
弁

文

青
磁

碗
6
0

2
上

1
4

2
7

K
-
1
2

口
縁
部

1
1
.4

1
6
c前

半
細

蓮
弁

文

青
磁

碗
1
7
4

2
下

2
3

3
8

3
-
7
3

J-
9

口
縁
部

龍
泉

窯
系

細
蓮

弁
文

青
磁

碗
1
7
5

2
下

2
3

3
8

3
-
7
5

J-
1
1
 柱

穴
口
縁
～
体
部

1
5
.6

龍
泉

窯
系

細
蓮

弁
文

青
磁

碗
1
7
6

2
下

2
3

3
8

3
-
7
6

Ｊ-
1
0
 柱

穴
口
縁
部

龍
泉

窯
系

細
蓮

弁
文

青
磁

碗
1
7
7

2
下

2
3

3
8

3
-
7
7

J-
1
0
 柱

穴
口
縁
部

龍
泉

窯
系

細
蓮

弁
文

青
磁

碗
7
8
6

6
上

下
間

6
5

9
8

A
C
-
3
9
空
堀

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
6
c前

半
細

蓮
弁

文

青
磁

碗
4
7
7

6
上

4
9

7
2

A
B

-
3
7

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
6
c前

半
？

連
刻

細
蓮

弁
文

青
磁

碗
4
7
8

6
上

4
9

7
2

曲
輪
一
括

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
6
c前

半
？

連
刻

細
蓮

弁
文

青
磁

碗
4
7
9

6
上

4
9

7
2

曲
輪
一
括

口
縁
部

1
6

龍
泉

窯
系

1
6
c前

半
？

連
刻

細
蓮

弁
文

　
内

面
草

花
文

青
磁

碗
1
6
1

2
下

2
2

3
6

3
-
7
4

J-
1
0
方
形
土
坑
４

口
縁
～
体
部

1
5
.2

龍
泉

窯
系

蓮
弁

文

青
磁

碗
2

1
7

1
8

G
-
5

口
縁
部

1
2
.0

　
　

龍
泉

窯
系

1
6
c前

半
蓮

弁
文

青
磁

碗
3
7
9

4
上

3
9

6
0

3
-
1
4
2

Q
-
2
7
(5

T
)

口
縁
部

 
 

 
龍

泉
窯

系
蓮

弁
文

が
判

別
で
き
な
い
ほ
ど
粗

製

青
磁

碗
6
1

2
上

1
4

2
7

K
-
1
4

口
縁
部

1
6
.8

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
雷

文

青
磁

碗
3
8
0

4
上

3
9

6
0

3
-
1
4
3

Q
-
2
6
(3

T
)

口
縁
部

 
 

 
龍

泉
窯

系
1
5
c後

半
雷

文
　
被

熱

青
磁

碗
4
8
0

6
上

4
9

7
2

Z
-
3
6
(1

3
T

)
口
縁
部

1
5
.4

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
雷

文

青
磁

碗
5
7
5

1
5
上

5
7

8
5

A
E
-
3
9

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
雷

文

青
磁

碗
6
2

2
上

1
4

2
7

L
-
1
2

腰
部

外
反

　
草

花
文

、
口

縁
部

雷
文

？

青
磁

碗
5
7
6

1
5
上

5
7

8
5

A
B

-
3
9

口
縁
部

1
2
.0

龍
泉

窯
系

1
5
c前

半
外

反
　
草

花
文

青
磁

碗
5
7
7

1
5
上

5
7

8
5

A
F
-
4
0

口
縁
部

1
2
.8

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
外

反
　
内

面
雷

文
　
草

花
文

青
磁

碗
2
9
9

3
下

3
4

5
2

2
-
5
4

K
-
1
1

口
縁
～
胴
部

1
8
.0

龍
泉

窯
系

1
4
c後

～
1
5
c前

外
反

　
無

文

青
磁

碗
3
0
0

3
下

3
4

5
2

2
-
5
5

L
-
1
2

口
縁
部

1
5
.2

龍
泉

窯
系

1
4
c後

～
1
5
c中

外
反

　
無

文

青
磁

碗
4

1
7

1
8

H
-
3

口
縁
部

1
5
.2

　
　

龍
泉

窯
系

1
5
c前

～
後

半
外

反
　
無

文

青
磁

碗
5

1
7

1
8

H
-
3

口
縁
部

1
7
.6

　
　

1
5
c前

～
後

半
外

反
　
無

文

青
磁

碗
6
5

2
上

1
4

2
7

L
-
1
3

口
縁
部

1
3
.6

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文

青
磁

碗
6
6

2
上

1
4

2
7

K
-
1
3

口
縁
部

1
3
.8

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文

青
磁

碗
1
7
8

2
下

2
3

3
8

3
-
7
0

J-
9

口
縁
部

1
5
.8

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文

青
磁

碗
1
7
9

2
下

2
3

3
8

3
-
7
1

J-
1
0

口
縁
部

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文
　
腰

部
以

下
露

胎

青
磁

碗
2
5
9

3
下

3
2

4
9

I-
1
5
 空

堀
口
縁
部

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文

青
磁

碗
4
2
9

6
上

4
6

6
8

A
B

-
3
6
 虎

口
口
縁
部

1
6
.0

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文

青
磁

碗
5
7
8

1
5
上

5
7

8
5

A
B

-
3
9

口
縁
部

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文

青
磁

碗
7
7
4

1
5
下

6
4

9
7

A
F
-
3
7

口
縁
部

9
.2

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文
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種
別

器
種

掲
載

番
号

出
土

曲
輪

挿
図

番
号

頁
既
報
告

番
号

出
土
区

部
位

口
径

底
径

器
高

生
産

地
時

期
備

考

青
磁

皿
2
7
9

3
下

3
3

5
0

G
-
1
4
 土

塁
口
縁
部

1
2
.4

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文

青
磁

皿
3
0
7

3
下

3
4

5
2

H
-
1
4

口
縁
部

1
2
.2

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文
　
焼

成
不

良

青
磁

皿
3
0
8

3
下

3
4

5
2

H
-
1
5

口
縁
部

1
4
.3

龍
泉

窯
系

直
口

　
内

面
蔭

刻
文

青
磁

皿
7
0

2
上

1
4

2
7

2
-
7

L
-
1
2
 柱

穴
口
縁
部

9
.0

5
.1

3
.1

龍
泉

窯
系

1
4
c後

～
1
5
c中

直
口

　
無

文

青
磁

皿
3
0
5

3
下

3
4

5
2

2
-
6
3

G
-
1
5

口
縁
部

1
2
.8

中
国

1
4
c～

1
5
c

直
口

青
磁

皿
5
9
6

1
5
上

5
7

8
5

A
F
-
4
0

口
縁
部

1
3
.4

龍
泉

窯
系

直
口

　
被

熱

青
磁

皿
5
9
7

1
5
上

5
7

8
5

A
F
-
4
0

口
縁
部

龍
泉

窯
系

直
口

　
無

文

青
磁

皿
5
5
3

1
5
上

5
7

8
5

A
G
-
4
0
溝

口
縁
部

1
0
.8

龍
泉

窯
系

直
口

青
磁

皿
5
5
5

1
5
上

5
7

8
5

A
E
-
4
0
溝

口
縁
部

8
.4

龍
泉

窯
系

直
口

　
内
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底
部

6
.2

龍
泉

窯
系

焼
成

不
良

青
磁

瓶
7
6

2
上

1
4

2
7

2
-
8

K
-
1
3

胴
部
～
高
台

7
.2

龍
泉

窯
系

1
4
c後

～
1
5
c中

如
意

雲
文

様
、
高

台
内

釉
剥

ぎ
、
被

熱

青
磁

瓶
7
7

2
上

1
4

2
7

2
-
9

K
-
1
1

高
台

7
.1

福
建

広
東

1
5
c～

1
6
c

モ
ミ
ガ
ラ
付

着

青
磁

瓶
2
5
0

3
上

2
7

4
3

K
-
1
8

口
縁
部

景
徳

鎮
窯

系
花

弁
状

口
縁

青
磁

瓶
3
1
2

3
下

3
4

5
2

2
-
6
2

I-
1
4

口
縁
部

4
.4

龍
泉

窯
系

1
4
c後

～
1
5
c中

青
磁

瓶
6
1
7

1
5
上

5
8

8
6

A
E
-
3
9

頚
部

頸
径
3
.4

龍
泉

窯
系

草
花

文

青
磁

瓶
6
1
8

1
5
上

5
8

8
6

A
F
-
3
9

頚
部

頸
径
2
.4

龍
泉

窯
系

無
文

青
磁

瓶
？

1
9
1

2
下

2
3

3
8

J-
9

口
縁
部

龍
泉

窯
系

青
磁

瓶
？

6
1
9

1
5
上

5
8

8
6

A
D

-
3
8
･3

9
頚
部
？

龍
泉

窯
系

外
面

蓮
弁

文

青
磁

瓶
？

6
2
0

1
5
上

5
8

8
6

A
F
-
4
0

頚
部
？

龍
泉

窯
系

外
面

沈
線

文

青
磁

鉢
1
8
9

2
下

2
3

3
8

3
-
8
3

J-
1
7

口
縁
部

龍
泉

窯
系

壷
の
蓋

か

青
磁

鉢
？

1
5

1
7

1
8

H
-
4

口
縁
部

　
　

　
龍

泉
窯

系
筒

状
？

青
磁

擂
鉢

8
1

2
上

1
4

2
7

2
-
1
1

K
-
1
3

口
縁
部

1
2
.8

龍
泉

窯
系

1
4
c後

～
1
5
c初

青
磁

擂
鉢

青
磁

擂
鉢

3
1
3

3
下

3
4

5
2

H
-
1
5

胴
部

龍
泉

窯
系

青
磁

擂
鉢

種
別

器
種

掲
載

番
号

出
土

曲
輪

挿
図

番
号

頁
既
報
告

番
号

出
土
区

部
位

口
径

底
径

器
高

生
産

地
時

期
備

考

青
磁

皿
2
7
9

3
下

3
3

5
0

G
-
1
4
 土

塁
口
縁
部

1
2
.4

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文

青
磁

皿
3
0
7

3
下

3
4

5
2

H
-
1
4

口
縁
部

1
2
.2

龍
泉

窯
系

外
反

　
無

文
　
焼

成
不

良

青
磁

皿
3
0
8

3
下

3
4

5
2

H
-
1
5

口
縁
部

1
4
.3

龍
泉

窯
系

直
口

　
内

面
蔭

刻
文

青
磁

皿
7
0

2
上

1
4

2
7

2
-
7

L
-
1
2
 柱

穴
口
縁
部

9
.0

5
.1

3
.1

龍
泉

窯
系

1
4
c後

～
1
5
c中

直
口

　
無

文

青
磁

皿
3
0
5

3
下

3
4

5
2

2
-
6
3

G
-
1
5

口
縁
部

1
2
.8

中
国

1
4
c～

1
5
c

直
口

青
磁

皿
5
9
6

1
5
上

5
7

8
5

A
F
-
4
0

口
縁
部

1
3
.4

龍
泉

窯
系

直
口

　
被

熱

青
磁

皿
5
9
7

1
5
上

5
7

8
5

A
F
-
4
0

口
縁
部

龍
泉

窯
系

直
口

　
無

文

青
磁

皿
5
5
3

1
5
上

5
7

8
5

A
G
-
4
0
溝

口
縁
部

1
0
.8

龍
泉

窯
系

直
口

青
磁

皿
5
5
5

1
5
上

5
7

8
5

A
E
-
4
0
溝

口
縁
部

8
.4

龍
泉

窯
系

直
口

　
内

面
陰

刻
文

青
磁

皿
6
0
0

1
5
上

5
7

8
5

A
F
-
4
0

口
縁
部

龍
泉

窯
系

内
湾

　
内

面
蓮

弁
文

　
被

熱

青
磁

皿
6
0
1

1
5
上

5
7

8
5

A
C

-
4
2

口
縁
部

龍
泉

窯
系

内
湾

　
内

面
有

文

青
磁

皿
3
9
0

4
上

3
9

6
0

3
-
1
5
3

Q
-
2
7
(5

T
)

口
縁
部

 
 

 
中

国
口

縁
内

面
に
口

錆
様

の
装

飾
　
外

面
窯

着
あ
り

青
磁

皿
6
0
2

1
5
上

5
7

8
5

A
D

-
4
0

口
縁
部

龍
泉

窯
系

口
縁

内
部

に
圏

線

青
磁

皿
4
9
4

6
上

4
9

7
2

A
A

-
3
6

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
5
c?

口
折

皿
　
無

鎬
蓮

弁
文

青
磁

皿
5
7
9

1
5
上

5
7

8
5

曲
輪
一
括

口
縁
部

1
2
.6

龍
泉

窯
系

1
5
c

口
折

皿
　
鎬

蓮
弁

文

青
磁

皿
5
8
1

1
5
上

5
7

8
5

A
E
-
3
9

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
5
c

口
折

皿
　
無

鎬
蓮

弁
文

青
磁

皿
5
8
2

1
5
上

5
7

8
5

A
G

-
4
0

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
5
c

口
折

皿
　
鎬

蓮
弁

　
黄

色

青
磁

皿
5
8
0

1
5
上

5
7

8
5

A
F
-
4
0

口
縁
部

1
1
.4

龍
泉

窯
系

1
5
c

口
折

皿
　
ヘ

ラ
書

き
蓮

弁
文

青
磁

皿
4
9
3

6
上

4
9

7
2

A
B

-
3
7

口
縁
部

龍
泉

窯
系

口
折

皿
　
陰

蓮
弁

文

青
磁

皿
5
8
3

1
5
上

5
7

8
5

A
G

-
4
0

口
縁
部

龍
泉

窯
系

盤
様

　
櫛

書
文

　

青
磁

皿
5
8
4

1
5
上

5
7

8
5

A
G

-
4
0

口
縁
部

龍
泉

窯
系

盤
様

　
稜

花
　
草

花
文

青
磁

皿
5
9
8

1
5
上

5
7

8
5

A
F
-
4
0

口
縁
部

1
1
.0

龍
泉

窯
系

外
反

強
く
口

折
に
近

い

青
磁

皿
？

3
8
9

4
上

3
9

6
0

3
-
1
5
2

Q
-
2
5
(2

T
)

口
縁
部

 
 

 
龍

泉
窯

系
焼

成
不

良
　
盤

？

青
磁

皿
3
0
6

3
下

3
4

5
2

2
-
6
0

H
-
1
5

口
縁
部

2
2
.1

龍
泉

窯
系

1
4
c後

～
1
5
c前

稜
花

皿

青
磁

皿
1
1

1
7

1
8

3
-
4
8

I-
3

口
縁
部

1
3
.4

龍
泉

窯
系

綾
花

皿

青
磁

皿
7
1

2
上

1
4

2
7

K
-
1
3

口
縁
部

1
2
.4

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
腰

折
皿

　
稜

花
　
無

文

青
磁

皿
7
2

2
上

1
4

2
7

K
-
1
2

口
縁
部

1
0
.6

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
腰

折
皿

　
稜

花
　
内

面
櫛

書
文

青
磁

皿
7
3

2
上

1
4

2
7

K
-
1
2

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
腰

折
皿

　
稜

花
　
内

面
草

花
文

青
磁

皿
1
8
5

2
下

2
3

3
8

3
-
7
9

J-
1
0

口
縁
～
腰
部

1
1
.6

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
腰

折
皿

　
無

文

青
磁

皿
3
8
5

4
上

3
9

6
0

3
-
1
4
8

Q
-
2
6
(3

T
)

口
縁
部

1
0
.5

 
 

龍
泉

窯
系

腰
折

皿
？

青
磁

皿
3
8
7

4
上

3
9

6
0

3
-
1
5
0

P
-
2
6
(1

T
)

口
縁
～
腰
部

1
2
.1

 
 

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
腰

折
皿

　
綾

花

青
磁

皿
3
8
8

4
上

3
9

6
0

3
-
1
5
1

Q
-
2
5
(2

T
)

口
縁
部

 
 

 
龍

泉
窯

系
1
5
c後

半
腰

折
皿

　
綾

花
　
櫛

書
文

青
磁

皿
4
3
4

6
上

4
6

6
8

A
B

-
3
6
 虎

口
口
縁
部

1
1
.6

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
腰

折
皿

　
稜

花
　
草

花
文

青
磁

皿
4
3
5

6
上

4
6

6
8

A
B

-
3
6
 虎

口
口
縁
部

龍
泉

窯
系

腰
折

皿
　
稜

花
　
櫛

書
文

青
磁

皿
4
9
0

6
上

4
9

7
2

表
土

口
縁
部

1
0
.8

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
腰

折
皿

　
無

文

青
磁

皿
4
9
1

6
上

4
9

7
2

曲
輪
一
括

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
腰

折
皿

　
稜

花

青
磁

皿
5
5
2

1
5
上

5
7

8
5

A
F
-
4
0
溝

口
縁
～
底
部

1
1
.4

4
.5

2
.8

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
腰

折
皿

　
稜

花

青
磁

皿
5
8
5

1
5
上

5
7

8
5

A
G

-
4
0

口
縁
～
底
部

1
1
.4

5
.4

3
.3

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
？

腰
折

皿
　
無

文

青
磁

皿
5
8
6

1
5
上

5
7

8
5

A
G

-
4
0

口
縁
～
底
部

1
1
.4

5
.0

2
.6

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
腰

折
皿

　
稜

花
　
見

込
釉

剥

青
磁

皿
5
8
7

1
5
上

5
7

8
5

A
G

-
4
0

口
縁
部

1
5
.2

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
腰

折
皿

　
稜

花
　
草

花
文

青
磁

皿
5
8
8

1
5
上

5
7

8
5

A
G

-
4
0

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
腰

折
皿

　
稜

花
　
草

花
文

青
磁

皿
5
8
9

1
5
上

5
7

8
5

A
D

-
4
0

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
腰

折
皿

　
稜

花
　
草

花
文

青
磁

皿
5
9
0

1
5
上

5
7

8
5

A
E
-
3
9

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
腰

折
皿

　
稜

花
　
草

花
文

青
磁

皿
5
9
1

1
5
上

5
7

8
5

A
C

-
4
2

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
腰

折
皿

　
稜

花
　
草

花
文

青
磁

皿
5
9
2

1
5
上

5
7

8
5

A
E
-
3
9

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
腰

折
皿

　
稜

花
　
内

外
面

草
花

文

青
磁

皿
5
9
3

1
5
上

5
7

8
5

A
E
-
3
9

口
縁
部

9
.4

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
腰

折
皿

　
稜

花
　
無

文

青
磁

皿
5
9
4

1
5
上

5
7

8
5

A
F
-
4
0

口
縁
部

1
4
.2

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
？

腰
折

皿
　
櫛

書
文

青
磁

皿
5
9
5

1
5
上

5
7

8
5

A
F
-
4
0

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
？

腰
折

皿
　
櫛

書
文

青
磁

皿
7
7
6

1
5
下

6
4

9
7

A
H

-
3
9

口
縁
部

1
2
.6

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
腰

折
皿

　
無

文

青
磁

皿
7
7
7

1
5
下

6
4

9
7

A
H

-
3
9

口
縁
部

龍
泉

窯
系

1
5
c後

半
腰

折
皿

　
稜

花
　
櫛

書
文
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種
別

器
種

掲
載

番
号

出
土

曲
輪

挿
図

番
号

頁
既
報
告

番
号

出
土
区

部
位

口
径

底
径

器
高

生
産

地
時

期
備

考

青
磁

高
足

杯
6
0
4

1
5
上

5
7

8
5

A
F
-
3
9

口
縁
～
腰
部

1
2
.2

龍
泉

窯
系

稜
花

　
草

花
文

　
外

面
蓮

弁
文

青
磁

高
足

杯
6
0
5

1
5
上

5
7

8
5

A
F
-
4
0

口
縁
部

1
2
.6

龍
泉

窯
系

稜
花

　
草

花
文

　
外

面
蓮

弁
文

　
被

熱

青
磁

蓋
8
0

2
上

1
4

2
7

2
-
1
0

L
-
1
2

縁
部

龍
泉

窯
系

1
4
c頃

壺
の
蓋

か

青
磁

蓋
4
9
7

6
上

4
9

7
2

A
A

-
3
6
(1

4
T

)
8
.8

龍
泉

窯
系

青
磁

香
炉

7
8

2
上

1
4

2
7

2
-
1
2

L
-
1
3
 土

坑
４

口
縁

7
.8

龍
泉

窯
系

1
4
c後

～
1
5
c中

青
磁

香
炉

7
9

2
上

1
4

2
7

L
-
1
3

底
部

龍
泉

窯
系

脚
付

き

青
磁

香
炉

6
2
5

1
5
上

5
8

8
6

A
F
-
4
0

口
縁
部

7
.0

龍
泉

窯
系

内
面

下
半

露
胎

　
筒

状

青
磁

香
炉

6
2
6

1
5
上

5
8

8
6

曲
輪
一
括

口
縁
部

龍
泉

窯
系

口
縁

折
り
返

し

青
磁

香
炉

6
2
8

1
5
上

5
8

8
6

A
D

-
3
8

腰
～
底
部

4
.8

龍
泉

窯
系

小
瓶

の
可

能
性

あ
り

青
磁

香
炉

6
2
9
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L
-
1
2

口
縁
部

1
0
.0

発
色

悪
し

青
花

皿
2
0
5

2
下

2
4

3
9

J-
9
 表

採
口
縁
～
高
台

1
0

直

青
花

皿
4
0
2

4
上

3
9

6
0

3
-
1
6
5

Q
-
2
6
(3

T
)

口
縁
～
底
部

 
8
.4

 
景

徳
鎮

窯
系

畳
付

砂
敷

き

青
花

皿
2
8
5

3
下

3
3

5
0

3
-
8

J-
1
5
 虎

口
口
縁

1
2
.4

景
徳

鎮
窯

系
直

青
花

皿
4
0
5

4
上

3
9

6
0

3
-
1
6
8

Q
-
2
7
(5

T
)

口
縁
～
底
部

 
6
.2

 
景

徳
鎮

窯
系

レ
ン
ツ
ー

？

青
花

皿
6
9
4

1
5
上

6
0

8
8

A
D
-
3
8
・
3
9

口
縁
～
底
部

2
2
.2

景
徳

鎮
窯

系
大

皿

青
花

皿
5
1
4

6
上

5
0

7
3

A
A

-
3
6
(1

4
T

)
口
縁
部

景
徳

鎮
窯

系
1
6
c後

半
盤

様
稜

縁
皿

　
芙

蓉
手

青
花

皿
2
5

1
7

1
8

3
-
5
4

H
-
4
 柱

穴
口
縁
～
胴
部

景
徳

鎮
窯

系
1
6
c末

～
1
7

盤
様

稜
縁

皿

青
花

皿
6
9
5

1
5
上

6
0

8
8

A
G

-
4
0

底
部

6
.8

景
徳

鎮
窯

系
1
5
c後

半
大

明
年

造
か

青
花

皿
4
5
1

6
上

4
6

6
8

A
B

-
3
5
 虎

口
底
部

3
.8

景
徳

鎮
窯

系
1
6
c後

半
碗

の
可

能
性

青
花

皿
5
1
3

6
上

5
0

7
3

A
B

-
3
7

口
縁
部

1
4
.0

景
徳

鎮
窯

系
1
6
c後

半
内

湾
　
四

方
襷

文

青
花

皿
5
1
5

6
上

5
0

7
3

A
B

-
3
6

底
部

7
.6

景
徳

鎮
窯

系
1
6
c後

半
広

い
高

台

青
花

皿
2
4

1
7

1
8

H
-
3

底
部

　
　

　
景

徳
鎮

窯
系

見
込

文
様

青
花

皿
9
8

2
上

1
5

2
8

K
-
1
2

底
部

7
.2

景
徳

鎮
窯

系
宣

徳
年

製

青
花

皿
9
9

2
上

1
5

2
8

K
-
1
2

底
部

5
.4

景
徳

鎮
窯

系

青
花

皿
2
9
2

3
下

3
3

5
0

3
-
1
0

I-
1
6
 階

段
底
部

5
.2

景
徳

鎮
窯

系
見

込
文

様
　
畳

付
釉

剥
ぎ

青
花

皿
3
2
7

3
下

3
5

5
4

3
-
1
1

曲
輪
一
括

底
部

景
徳

鎮
窯

系

青
花

皿
6
9
6

1
5
上

6
0

8
8

A
C

-
4
0

底
部

7
.4

景
徳

鎮
窯

系
直

口
　
見

込
獅

子
？

青
花

皿
7
9
0

6
上

下
間

6
5

9
8

A
C
-
3
6
空
堀

底
部

1
9
.2

景
徳

鎮
窯

系
大

皿

青
花

杯
5
1
7

6
上

5
0

7
3

曲
輪
一
括

胴
部

景
徳

鎮
窯

系

青
花

杯
5
1
8

6
上

5
0

7
3

A
C

-
3
7

底
部

2
.3

中
国

高
台

内
を
断

面
ア
ー

チ
状

に
削

る

青
花

杯
5
1
9

6
上

5
0

7
3

A
B

-
3
7

底
部

3
.1

景
徳

鎮
窯

系
見

込
無

文

青
花

杯
2
0
9

2
下

2
4

3
9

J-
9

口
縁
部

薄
手

青
花

杯
4
5
2

6
上

4
6

6
8

A
B

-
3
6
 虎

口
腰
部

5
.8

景
徳

鎮
窯

系

青
花

鉢
9
2

2
上

1
5

2
8

K
-
1
4

口
縁
部

1
7
.6

外
反

　
撥

形

青
花

鉢
4
5
3

6
上

4
6

6
8

A
B

-
3
5
 虎

口
口
縁
～
腰
部

2
7
.4

中
国

南
部

？

青
花

蓋
物

1
0
0

2
上

1
5

2
8

2
-
2
1

K
-
1
2

口
縁
部
～
高
台

6
.2

4
.0

4
.6

景
徳

鎮
窯

系
1
6
c

蓋
無

し

青
花

合
子

7
0
3

1
5
上

6
0

8
8

A
E
-
4
0

蓋
5
.0

景
徳

鎮
窯

系

青
花

瓶
7
0
1

1
5
上

6
0

8
8

A
G

-
4
0

頸
部

2
.6

景
徳

鎮
窯

系

青
花

瓶
7
0
2

1
5
上

6
0

8
8

A
G
・
A

H
-
4
0

頚
部

景
徳

鎮
窯

系
内

面
一

部
施

釉

青
花

水
注

6
9
7

1
5
上

6
0

8
8

A
F
-
4
0

口
縁
～
胴
部

景
徳

鎮
窯

系
被

熱

青
花

水
注

6
9
8

1
5
上

6
0

8
8

A
F
-
4
0

口
縁
部

景
徳

鎮
窯

系
口

縁
部

の
み

青
花

水
注

6
9
9

1
5
上

6
0

8
8

A
F
-
3
9

頚
部
？

景
徳

鎮
窯

系
把

基
部

青
花

水
注

7
0
0

1
5
上

6
0

8
8

A
F
-
4
0

腰
部

腰
部
径
6
.6

景
徳

鎮
窯

系
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種
別

器
種

掲
載

番
号

出
土

曲
輪

挿
図

番
号

頁
既
報
告

番
号

出
土
区

部
位

口
径

底
径

器
高

生
産

地
時

期
備

考

陶
器

鉢
3
3
0

3
下

3
5

5
4

2
-
7
6

H
-
1
3

口
縁
部

2
3
.6

福
建

広
東

明
代

外
面

鉄
釉

陶
器

鉢
3
3
1

3
下

3
5

5
4

2
-
7
7

I-
1
5

口
縁
部
ほ
か

2
8
.0

福
建

広
東

明
代

内
面

鉄
釉

陶
器

鉢
2
1
4

2
下

2
4

3
9

3
-
1
0
4

J-
1
0

口
縁
～
体
部

2
3
.0

福
建

広
東

陶
器

鉢
4
5
5

6
上

4
7

6
9

A
B

-
3
7
 虎

口
底
部

1
7
.6

中
国

貼
付

け
装

飾

陶
器

鉢
4
5
6

6
上

4
7

6
9

A
B

-
3
6
 虎

口
口
縁
部

2
1
.0

中
国

陶
器

鉢
5
2
8

6
上

5
0

7
4

曲
輪
一
括

口
縁
部

中
国

貼
付

け
装

飾
　

4
8
0
と
同

一
個

体

陶
器

鉢
5
2
9

6
上

5
0

7
4

A
A

-
3
6

口
縁
部

1
0
.4

中
国

明
茶

色

陶
器

鉢
7
1
2

1
5
上

6
1

9
0

A
F
-
3
9

口
縁
部

2
8
.2

中
国

陶
器

鉢
7
9
1

6
上

下
間

6
5

9
8

A
C
-
3
6
空
堀

口
縁
～
腰
部

中
国

陶
器

鉢
1
0
4

2
上

1
6

2
9

2
-
2
7

K
-
1
1

口
縁
部
ほ
か

福
建

広
東

明
代

内
面

鉄
釉

、
内

黒

陶
器

鉢
1
0
5

2
上

1
6

2
9

2
-
2
8

L
-
1
2

口
縁
部

福
建

広
東

明
代

内
面

無
釉

陶
器

擂
鉢

1
0
7

2
上

1
6

2
9

2
-
2
9

L
-
1
2

口
縁
部

1
4
.0

中
国

口
縁

部
の
み

褐
釉

、
近

世
遺

物
の
可

能
性

陶
器

擂
鉢

7
9
9

空
堀

８
6
7

1
0
0

A
C
-
3
7
空
堀
８

腰
部

中
国

素
焼

？

陶
器

擂
鉢

4
0
7

4
上

3
9

6
0

3
-
1
7
0

Q
-
2
6
(3

T
)

底
部

 
 

 
中

国

陶
器

不
明

7
2
1

1
5
上

6
1

9
0

曲
輪
一
括

小
片

不
明

内
面

に
ぶ

い
水

色
　
近

現
代

遺
物

の
可

能
性

三
彩
・
緑
釉
陶

器
・
彩

色
陶

器

種
別

器
種

掲
載

番
号

出
土

曲
輪

挿
図

番
号

頁
既
報
告

番
号

出
土
区

部
位

口
径

底
径

器
高

生
産

地
時

期
備

考

三
彩

水
注

2
1
5

2
下

2
4

3
9

3
-
1
0
8

J-
1
0

体
部

中
国

南
部

鳥
形

水
注

　
羽

根
部

分

三
彩

水
注

2
1
6

2
下

2
4

3
9

3
-
1
0
9

J-
1
0

中
国

南
部

鶴
形

水
注

　
脚

部
分

三
彩

水
注

2
1
7

2
下

2
4

3
9

3
-
1
1
0

J-
9

中
国

南
部

鶴
形

水
注

　
脚

部
分

三
彩

水
滴

7
9
2

6
上

下
間

6
5

9
8

A
C
-
3
6
空
堀

中
国

鳥
形

水
滴

三
彩

水
滴

1
0
8

2
上

1
6

2
9

2
-
p
4
0

K
-
1
2

く
ち
ば
し

中
国

1
5
c～

1
6
c

鳥
の
く
ち
ば

し

三
彩

水
滴

1
0
9

2
上

1
6

2
9

2
-
3
2

L
-
1
3

底
部
？

中
国

1
5
c～

1
6
c

鳥
形

水
滴

か

三
彩

水
滴

1
1
0

2
上

1
6

2
9

2
-
p
4
0

L
-
1
3

尾
？

中
国

1
5
c～

1
6
c

鳥
形

水
滴

の
尾

か

三
彩

水
滴

4
0
8

4
上

3
9

6
0

3
-
1
7
1

Q
-
2
6
(6

T
)

魚
形
尾

 
 

 
中

国
南

部
1
6
c

魚
形

水
滴

か

緑
釉
陶
器

水
注

7
2
2

1
5
上

6
1

9
0

A
F
-
4
0

胴
部

7
.0

中
国

緑
釉
陶
器

水
差

4
0
9

4
上

3
9

6
0

3
-
1
7
3

Q
-
2
6
(6

T
)

肩
部

 
 

 
中

国
南

部
脚

付
き
底

部
の
可

能
性

あ
り

緑
釉
陶
器

瓶
7
2
3

1
5
上

6
1

9
0

A
G

-
4
0

頚
部

中
国

緑
釉
陶
器

不
明

2
1
8

2
下

2
4

3
9

K
-
7
(2

-
2
T

)
胴
部

中
国

緑
釉
陶
器

不
明

7
2
4

1
5
上

6
1

9
0

A
E
-
3
9

小
片

中
国

緑
釉
陶
器

不
明

7
2
5

1
5
上

6
1

9
0

A
E
-
3
9

小
片

中
国

緑
釉
陶
器

不
明

4
1
0

4
上

3
9

6
0

3
-
1
7
4

P
-
2
6
(1

T
)

小
片

 
 

 
中

国
南

部

彩
色
陶
器

皿
1
1
1

2
上

1
6

2
9

2
-
3
3

K
-
1
2

口
縁
部

景
徳

鎮
窯

系
1
6
c

青
釉

・
黄

釉

彩
色
陶
器

杯
3
3
4

3
下

3
5

5
4

2
-
p
4
2

H
-
1
5

口
縁
部

5
.4

中
国

青
釉

国
産
陶
器

種
別

器
種

掲
載

番
号

出
土

曲
輪

挿
図

番
号

頁
既
報
告

番
号

出
土
区

部
位

口
径

底
径

器
高

生
産

地
時

期
備

考

陶
器

碗
1
1
5

2
上

1
6

2
9

2
-
3
6

K
-
1
2

口
縁
部
ほ
か

瀬
戸

美
濃

1
4
c～

1
5
c

灰
釉

陶
器

碗
1
1
6

2
上

1
6

2
9

2
-
3
7

K
-
1
2

口
縁
～
胴
部

瀬
戸

美
濃

1
6
c頃

天
目

碗

陶
器

碗
2
8

1
7

1
8

3
-
5
6

H
-
4
 造

成
口
縁
～
底
部

1
1
.2

瀬
戸

美
濃

天
目

碗

陶
器

碗
5
3
4

6
上

5
0

7
3

A
C

-
3
7

腰
～
底
部

4
.6

瀬
戸

美
濃

天
目

碗

陶
器

碗
？

1
1
8

2
上

1
6

2
9

2
-
4
0

K
-
1
2

口
縁
部

肥
前

か
1
5
9
0
～

1
6
1
0
年

か
唐

津
焼

の
可

能
性

　
口

錆

陶
器

碗
?

7
2
6

1
5
上

6
1

9
0

A
F
-
3
8
(5

T
)

胴
部

瀬
戸

陶
器

皿
3
2
9

3
下

3
5

5
4

2
-
7
8

曲
輪
一
括

口
縁
～
底
部
か

1
1
.0

4
.6

2
.4

中
国

1
4
c～

1
5
c

内
面

黒
釉

、
被

熱
　
近

世
遺

物
の
可

能
性

陶
器

皿
？

2
6
2

3
下

3
2

4
9

2
-
8
8

空
堀

底
部
？

日
本

陶
器

皿
に
彩

色
　
近

世
遺

物
の
可

能
性

陶
器

壺
1
1
3

2
上

1
6

2
9

2
-
3
8

J-
1
1

口
縁
～
頸
部

1
2
.4

備
前

1
4
c～

1
5
c

− 128 −



種
別

器
種

掲
載

番
号

出
土

曲
輪

挿
図

番
号

頁
既
報
告

番
号

出
土
区

部
位

口
径

底
径

器
高

生
産

地
時

期
備

考

陶
器

壺
3
3
7

3
下

3
5

5
4

2
-
8
4

G
-
1
5

口
縁
部

8
.6

備
前

か
1
6
cか

小
壷

　
東

南
ア
ジ
ア
産

の
可

能
性

陶
器

壷
？

7
2
7

1
5
上

6
1

9
0

A
C

-
4
0

口
縁
部

1
2
.2

備
前

陶
器

壷
甕

4
5
9

6
上

4
7

6
9

A
B

-
3
6
 虎

口
底
部

9
.6

備
前

陶
器

甕
1
1
2

2
上

1
6

2
9

2
-
3
4

L
-
1
3

口
縁
部

常
滑

か
1
3
c～

1
4
c

陶
器

甕
2
9

1
7

1
8

H
-
3

口
縁
部

　
　

　
常

滑
1
4
c後

半

陶
器

甕
2
6
4

3
下

3
2

4
9

2
-
8
3

I-
1
6
 空

堀
底
部

備
前

1
4
c～

1
5
c

陶
器

甕
2
2
1

2
下

2
4

3
9

3
-
1
0
7

K
-
9

口
縁
部

備
前

陶
器

甕
7
2
8

1
5
上

6
2

9
2

A
G

-
4
0

口
縁
部

4
2
.0

備
前

陶
器

甕
7
2
9

1
5
上

6
1

9
0

A
G

-
4
0

口
縁
部

常
滑

6
b
・
7
形

式
？

陶
器

鉢
1
1
4

2
上

1
6

2
9

2
-
3
5

K
-
1
1

胴
部
下
半

瀬
戸

1
4
c～

1
5
c

捏
ね

鉢
か

陶
器

鉢
3
3
8

3
下

3
5

5
4

2
-
8
6

H
-
1
4

胴
部
下
半

瀬
戸

1
4
c～

1
5
c

捏
ね

鉢
か

陶
器

鉢
1
1
7

2
上

1
6

2
9

2
-
3
9

K
-
1
3

口
縁
部
か

9
.6

備
前

か
1
6
cか

口
縁

下
部

に
外

面
か
ら
穿

孔

陶
器

鉢
7
3
3

1
5
上

6
2

9
2

A
E
-
4
0

口
縁
部

備
前

陶
器

擂
鉢

2
6
3

3
下

3
2

4
9

2
-
8
0

空
堀

口
縁
～
胴
部

備
前

1
4
c～

1
5
c前

陶
器

擂
鉢

5
3
3

6
上

4
9

7
3

A
D

-
3
7

口
縁
部

2
6
.0

備
前

陶
器

擂
鉢

3
3
5

3
下

3
5

5
4

2
-
p
4
2

H
-
1
4

口
縁
～
腰
部

2
9
.2

備
前

1
5
c前

半

陶
器

擂
鉢

3
3
6

3
下

3
5

5
4

2
-
8
1

I-
1
5
・
1
6

口
縁
部

備
前

1
5
c～

1
6
c前

陶
器

擂
鉢

5
3
1

6
上

4
9

7
3

曲
輪
一
括

底
部

備
前

陶
器

擂
鉢

5
3
2

6
上

4
9

7
3

A
B

-
3
7

口
縁
部

備
前

陶
器

擂
鉢

2
5
8

3
下

3
2

4
9

2
-
8
2

H
-
1
4
 土

坑
３

口
縁
部

備
前

1
6
c頃

陶
器

擂
鉢

5
6
5

1
5
上

5
7

8
5

A
F
-
4
0
溝

口
縁
部

備
前

1
6
c

陶
器

擂
鉢

5
6
6

1
5
上

5
7

8
5

A
F
-
4
0
溝

口
縁
部

2
9
.0

備
前

1
6
c

陶
器

擂
鉢

2
1
9

2
下

2
4

3
9

3
-
1
0
5

J-
1
0

口
縁
～
体
部

3
1
.4

備
前

陶
器

擂
鉢

2
2
0

2
下

2
4

3
9

3
-
1
0
6

J-
1
0

体
部

備
前

陶
器

擂
鉢

7
9
3

6
上

下
間

6
5

7
3

A
C
-
3
6
空
堀

口
縁
部

備
前

陶
器

擂
鉢

7
3
0

1
5
上

6
2

9
2

A
E
-
3
9

口
縁
～
底
部

備
前

陶
器

擂
鉢

7
3
1

1
5
上

6
2

9
2

A
C

-
4
2

口
縁
部

備
前

陶
器

擂
鉢

7
3
2

1
5
上

6
2

9
2

A
E
-
3
9

口
縁
部

3
2
.4

備
前

陶
器

擂
鉢

7
3
4

1
5
上

6
2

9
2

A
F
-
3
9

口
縁
部

1
7
.4

不
明

半
球

形
　
胴

部
露

胎
?

陶
器

不
明

3
3
9

3
下

3
5

5
4

2
-
8
7

H
-
1
4

肥
前

か
1
6
c頃

か
葉

型
の
装

飾
　
器

形
不

明

須
恵
器

種
別

器
種

掲
載

番
号

出
土

曲
輪

挿
図

番
号

頁
既
報
告

番
号

出
土
区

部
位

口
径

底
径

器
高

生
産

地
時

期
備

考

須
恵
器

壷
甕

？
7
0
8

1
5
上

6
1

9
0

A
C

-
4
3

頚
部

須
恵
器

鉢
7
4
7

1
5
上

6
3

9
3

A
F
-
4
0

口
縁
～
底
部

2
3
.2

亀
山

焼
の
可

能
性

須
恵
器

鉢
？

4
7
4

6
上

4
8

7
0

A
B

-
3
7
 溝

口
縁
部

東
播

系

瓦
質
土
器

種
別

器
種

掲
載

番
号

出
土

曲
輪

挿
図

番
号

頁
既
報
告

番
号

出
土
区

部
位

口
径

底
径

器
高

生
産

地
時

期
備

考

瓦
質
土
器

浅
鉢

7
5
2

1
5
上

6
3

9
3

A
F
-
4
0

口
縁
～
胴
部

1
5
.4

浅
鉢

Ⅲ
ま
た
は
Ⅳ

　
ス
タ
ン
プ
文

瓦
質
土
器

鉢
1
3
1

2
上

1
7

3
0

2
-
p
4
1

K
-
1
3

胴
部

ス
タ
ン
プ
渦

文

瓦
質
土
器

鉢
1
3
2

2
上

1
7

3
0

2
-
p
4
1

K
-
1
1

胴
部

鉢

瓦
質
土
器

鉢
1
3
3

2
上

1
7

3
0

2
-
p
4
1

K
-
1
4

胴
部
～
脚
部

脚
付

き

瓦
質
土
器

鉢
4
6
2

6
上

4
6

6
9

A
B

-
3
6
 虎

口
口
縁
部

ス
タ
ン
プ
文

瓦
質
土
器

鉢
5
4
3

6
上

5
0

7
4

A
B

-
3
7

口
縁
～
底
部

1
7
.0

1
5
.6

3
.0

ス
タ
ン
プ
文

瓦
質
土
器

鉢
？

7
8
5

1
5
下

6
4

9
7

A
F
-
3
7

口
縁
部

3
3
.2

瓦
質
土
器

火
鉢

5
4
2

6
上

5
0

7
4

曲
輪
一
括

口
縁
部

1
5
c

浅
鉢

Ⅵ
　
ス
タ
ン
プ
文

種
別

器
種

掲
載

番
号

出
土

曲
輪

挿
図

番
号

頁
既
報
告

番
号

出
土
区

部
位

口
径

底
径

器
高

生
産

地
時

期
備

考

陶
器

鉢
3
3
0

3
下

3
5

5
4

2
-
7
6

H
-
1
3

口
縁
部

2
3
.6

福
建

広
東

明
代

外
面

鉄
釉

陶
器

鉢
3
3
1

3
下

3
5

5
4

2
-
7
7

I-
1
5

口
縁
部
ほ
か

2
8
.0

福
建

広
東

明
代

内
面

鉄
釉

陶
器

鉢
2
1
4

2
下

2
4

3
9

3
-
1
0
4

J-
1
0

口
縁
～
体
部

2
3
.0

福
建

広
東

陶
器

鉢
4
5
5

6
上

4
7

6
9

A
B

-
3
7
 虎

口
底
部

1
7
.6

中
国

貼
付

け
装

飾

陶
器

鉢
4
5
6

6
上

4
7

6
9

A
B

-
3
6
 虎

口
口
縁
部

2
1
.0

中
国

陶
器

鉢
5
2
8

6
上

5
0

7
4

曲
輪
一
括

口
縁
部

中
国

貼
付

け
装

飾
　

4
8
0
と
同

一
個

体

陶
器

鉢
5
2
9

6
上

5
0

7
4

A
A

-
3
6

口
縁
部

1
0
.4

中
国

明
茶

色

陶
器

鉢
7
1
2

1
5
上

6
1

9
0

A
F
-
3
9

口
縁
部

2
8
.2

中
国

陶
器

鉢
7
9
1

6
上

下
間

6
5

9
8

A
C
-
3
6
空
堀

口
縁
～
腰
部

中
国

陶
器

鉢
1
0
4

2
上

1
6

2
9

2
-
2
7

K
-
1
1

口
縁
部
ほ
か

福
建

広
東

明
代

内
面

鉄
釉

、
内

黒

陶
器

鉢
1
0
5

2
上

1
6

2
9

2
-
2
8

L
-
1
2

口
縁
部

福
建

広
東

明
代

内
面

無
釉

陶
器

擂
鉢

1
0
7

2
上

1
6

2
9

2
-
2
9

L
-
1
2

口
縁
部

1
4
.0

中
国

口
縁

部
の
み

褐
釉

、
近

世
遺

物
の
可

能
性

陶
器

擂
鉢

7
9
9

空
堀

８
6
7

1
0
0

A
C
-
3
7
空
堀
８

腰
部

中
国

素
焼

？

陶
器

擂
鉢

4
0
7

4
上

3
9

6
0

3
-
1
7
0

Q
-
2
6
(3

T
)

底
部

 
 

 
中

国

陶
器

不
明

7
2
1

1
5
上

6
1

9
0

曲
輪
一
括

小
片

不
明

内
面

に
ぶ

い
水

色
　
近

現
代

遺
物

の
可

能
性

三
彩
・
緑
釉
陶

器
・
彩

色
陶

器

種
別

器
種

掲
載

番
号

出
土

曲
輪

挿
図

番
号

頁
既
報
告

番
号

出
土
区

部
位

口
径

底
径

器
高

生
産

地
時

期
備

考

三
彩

水
注

2
1
5

2
下

2
4

3
9

3
-
1
0
8

J-
1
0

体
部

中
国

南
部

鳥
形

水
注

　
羽

根
部

分

三
彩

水
注

2
1
6

2
下

2
4

3
9

3
-
1
0
9

J-
1
0

中
国

南
部

鶴
形

水
注

　
脚

部
分

三
彩

水
注

2
1
7

2
下

2
4

3
9

3
-
1
1
0

J-
9

中
国

南
部

鶴
形

水
注

　
脚

部
分

三
彩

水
滴

7
9
2

6
上

下
間

6
5

9
8

A
C
-
3
6
空
堀

中
国

鳥
形

水
滴

三
彩

水
滴

1
0
8

2
上

1
6

2
9

2
-
p
4
0

K
-
1
2

く
ち
ば
し

中
国

1
5
c～

1
6
c

鳥
の
く
ち
ば

し

三
彩

水
滴

1
0
9

2
上

1
6

2
9

2
-
3
2

L
-
1
3

底
部
？

中
国

1
5
c～

1
6
c

鳥
形

水
滴

か

三
彩

水
滴

1
1
0

2
上

1
6

2
9

2
-
p
4
0

L
-
1
3

尾
？

中
国

1
5
c～

1
6
c

鳥
形

水
滴

の
尾

か

三
彩

水
滴

4
0
8

4
上

3
9

6
0

3
-
1
7
1

Q
-
2
6
(6

T
)

魚
形
尾

 
 

 
中

国
南

部
1
6
c

魚
形

水
滴

か

緑
釉
陶
器

水
注

7
2
2

1
5
上

6
1

9
0

A
F
-
4
0

胴
部

7
.0

中
国

緑
釉
陶
器

水
差

4
0
9

4
上

3
9

6
0

3
-
1
7
3

Q
-
2
6
(6

T
)

肩
部

 
 

 
中

国
南

部
脚

付
き
底

部
の
可

能
性

あ
り

緑
釉
陶
器

瓶
7
2
3

1
5
上

6
1

9
0

A
G

-
4
0

頚
部

中
国

緑
釉
陶
器

不
明

2
1
8

2
下

2
4

3
9

K
-
7
(2

-
2
T

)
胴
部

中
国

緑
釉
陶
器

不
明

7
2
4

1
5
上

6
1

9
0

A
E
-
3
9

小
片

中
国

緑
釉
陶
器

不
明

7
2
5

1
5
上

6
1

9
0

A
E
-
3
9

小
片

中
国

緑
釉
陶
器

不
明

4
1
0

4
上

3
9

6
0

3
-
1
7
4

P
-
2
6
(1

T
)

小
片

 
 

 
中

国
南

部

彩
色
陶
器

皿
1
1
1

2
上

1
6

2
9

2
-
3
3

K
-
1
2

口
縁
部

景
徳

鎮
窯

系
1
6
c

青
釉

・
黄

釉

彩
色
陶
器

杯
3
3
4

3
下

3
5

5
4

2
-
p
4
2

H
-
1
5

口
縁
部

5
.4

中
国

青
釉

国
産
陶
器

種
別

器
種

掲
載

番
号

出
土

曲
輪

挿
図

番
号

頁
既
報
告

番
号

出
土
区

部
位

口
径

底
径

器
高

生
産

地
時

期
備

考

陶
器

碗
1
1
5

2
上

1
6

2
9

2
-
3
6

K
-
1
2

口
縁
部
ほ
か

瀬
戸

美
濃

1
4
c～

1
5
c

灰
釉

陶
器

碗
1
1
6

2
上

1
6

2
9

2
-
3
7

K
-
1
2

口
縁
～
胴
部

瀬
戸

美
濃

1
6
c頃

天
目

碗

陶
器

碗
2
8

1
7

1
8

3
-
5
6

H
-
4
 造

成
口
縁
～
底
部

1
1
.2

瀬
戸

美
濃

天
目

碗

陶
器

碗
5
3
4

6
上

5
0

7
3

A
C

-
3
7

腰
～
底
部

4
.6

瀬
戸

美
濃

天
目

碗

陶
器

碗
？

1
1
8

2
上

1
6

2
9

2
-
4
0

K
-
1
2

口
縁
部

肥
前

か
1
5
9
0
～

1
6
1
0
年

か
唐

津
焼

の
可

能
性

　
口

錆

陶
器

碗
?

7
2
6

1
5
上

6
1

9
0

A
F
-
3
8
(5

T
)

胴
部

瀬
戸

陶
器

皿
3
2
9

3
下

3
5

5
4

2
-
7
8

曲
輪
一
括

口
縁
～
底
部
か

1
1
.0

4
.6

2
.4

中
国

1
4
c～

1
5
c

内
面

黒
釉

、
被

熱
　
近

世
遺

物
の
可

能
性

陶
器

皿
？

2
6
2

3
下

3
2

4
9

2
-
8
8

空
堀

底
部
？

日
本

陶
器

皿
に
彩

色
　
近

世
遺

物
の
可

能
性

陶
器

壺
1
1
3

2
上

1
6

2
9

2
-
3
8

J-
1
1

口
縁
～
頸
部

1
2
.4

備
前

1
4
c～

1
5
c
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種
別

器
種

掲
載

番
号

出
土

曲
輪

挿
図

番
号

頁
既
報
告

番
号

出
土
区

部
位

口
径

底
径

器
高

生
産

地
時

期
備

考

瓦
質
土
器

火
入

？
4
6
3

6
上

4
7

6
9

A
B

-
3
6
 虎

口
底
部

2
6
.0

瓦
質
土
器

袋
物

5
4
4

6
上

5
1

7
4

A
A

-
3
6

底
部

9
.2

瓦
質
土
器

風
炉

4
6
1

6
上

4
7

6
9

A
B

-
3
6
 虎

口
口
縁
部

1
3
.4

九
曜

文

瓦
質
土
器

風
炉

？
5
6
8

1
5
上

5
7

8
5

A
G
-
4
0
溝

脚
部

雲
板

状
装

飾
　
猫

足

瓦
質
土
器

風
炉

？
7
9
4

6
上

下
間

6
5

9
8

A
C
-
3
6
空
堀

口
縁
部

2
3
.2

瓦
質
土
器

風
炉

7
5
1

1
5
上

6
3

9
3

A
F
-
4
0

口
縁
部

風
炉

Ⅱ

瓦
質
土
器

風
炉

？
2
7
6

3
下

3
3

5
0

3
-
3
9

H
-
1
6
 空

堀
体
部

大
和

系
？

雷
文

瓦
質
土
器

羽
釜

7
5
4

1
5
上

6
3

9
3

A
B

-
3
6

胴
部

瓦
質
土
器

釜
型

土
器

7
5
3

1
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0
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部

肥
大
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6
0
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7

6
9

A
B

-
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6
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部
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面
調
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器

皿
5
3
9

6
上

5
1

7
4
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一
括
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部
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く
ね

？
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面
調

整
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師
器
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3
6
4

3
下

3
6

5
5
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-
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6

H
-
1
6
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部

手
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ね

？
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調
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器

皿
2
3
2

2
下

2
5

4
0

3
-
1
2
6
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9

口
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～
底
部

8
.8

6
.6

1
.0
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く
ね
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色
化
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師
器

皿
3
6
3

3
下

3
6

5
5

3
-
3
5

H
-
1
6

口
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部

手
づ

く
ね

土
師
器

皿
2
3
3

2
下

2
5

4
0

3
-
1
2
7

2
-
2
T

底
部
付
近

手
づ

く
ね

土
師
器

皿
3
4

1
8

1
9

I-
5

口
縁
部

　
　

　
手

づ
く
ね

？

土
師
器

皿
2
3
4

2
下

2
5

4
0

3
-
1
2
8

2
-
2
T

口
縁
～
底
部

手
づ

く
ね

土
師
器

坏
？

2
5
4

3
下

3
2

4
9

3
-
3
7

H
-
1
6
方

形
土
坑

１
口
縁
～
体
部
？

手
づ

く
ね

？
　
外

面
調

整

土
師
器

皿
？

2
3
0

2
下

2
5

4
0

3
-
1
2
2

J-
9

口
縁
～
底
部

8
.0

ヘ
ラ
切

り
底

土
師
器

皿
？

5
3
8

6
上

5
1

7
4

A
A

-
3
6
(1

4
T

)
口
縁
～
底
部
？

5
.6

高
台

の
可

能
性

あ
り

土
師
器

皿
？

7
4
1

1
5
上

6
2

9
2

A
G

-
4
0

口
縁
部

1
3
.2

粗
製

　
不

純
物

混
在

土
師
器

皿
？

7
4
2

1
5
上

6
2

9
2

A
G

-
4
0

口
縁
部

1
2
.1

ラ
ッ
パ
状

口
縁

土
師
器

皿
？

3
5
3

3
下

3
6

5
5

2
-
1
0
6

H
-
1
4

底
部

7
.4

1
6
c後

半
か

糸
切

り
底

　
底

面
立

ち
上

が
り
調

整

土
師
器

碗
？

3
7

1
8

1
9

H
-
5

底
部

　
　

　
高

台
付

底
部

土
師
器

碗
？

3
4
6

3
下

3
5

5
4

3
-
2
5

H
-
1
3

口
縁
～
底
部

高
台

あ
り
　
磁

器
碗

の
模

倣
か

土
師
器

燭
台

7
4
6

1
5
上

6
2

9
2

A
E
-
3
9

胴
部

土
師
器
？

擂
鉢

3
6
5

3
下

3
6

5
5

1
0
7

G
-
1
4

胴
～
底
部

1
2
.0

在
地

系
　
粗
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金
属

製
品

種
別

器
種

掲
載

番
号

出
土

曲
輪

挿
図

番
号

頁
既

報
告

番
号

出
土

区
部

位
口

径
底

径
器

高
生

産
地

時
期

備
考

金
属

製
品

銭
貨

3
7
0

3
下

3
6

5
5

I-
5

完
品

長
径

2
.4

唐
7
5
8
年

初
鋳

乹
元

重
寶

金
属

製
品

銭
貨

4
3

1
8

1
9

I-
5

完
品

長
径

2
.3

　
　

前
蜀

9
2
0
年

初
鋳

乹
徳

元
寶

金
属

製
品

銭
貨

1
3
7

2
上

1
8

3
1

2
-
p
2
0

L
-
1
2

完
品

長
径

2
.3

北
宋

9
9
5
年

初
鋳

至
道

元
寳

金
属

製
品

銭
貨

1
3
8

2
上

1
8

3
1

2
-
p
2
0

L
-
1
2

完
品

長
径

2
.3

北
宋

1
0
0
9
年

初
鋳

祥
符

通
寳

金
属

製
品

銭
貨

1
3
9

2
上

1
8

3
1

2
-
p
2
0

L
-
1
4

完
品

長
径

2
.4

北
宋

1
0
2
3
年

初
鋳

天
聖

元
寳

金
属

製
品

銭
貨

1
4
0

2
上

1
8

3
1

2
-
p
2
0

L
-
1
2

完
品

長
径

2
.3

北
宋

1
0
3
4
年

初
鋳

景
祐

元
寳

金
属

製
品

銭
貨

2
4
2

2
下

2
6

4
1

J-
1
0

完
品

長
径

2
.3

北
宋

1
0
3
9
年

初
鋳

皇
宋

通
寳

金
属

製
品

銭
貨

2
4
3

2
下

2
6

4
1

3
-
1
3
5

一
括

接
合

長
径

2
.2

北
宋

1
0
5
4
年

初
鋳

至
和

元
寶

金
属

製
品

銭
貨

1
4
1

2
上

1
8

3
1

2
-
p
2
0

K
-
1
1

完
品

長
径

2
.3

北
宋

1
0
6
4
年

初
鋳

治
平

元
寳

金
属

製
品

銭
貨

1
4
2

2
上

1
8

3
1

2
-
p
2
0

K
-
1
4

完
品

長
径

2
.4

北
宋

1
0
6
8
年

初
鋳

熙
寧

元
寳

金
属

製
品

銭
貨

2
4
4

2
下

2
6

4
1

3
-
1
3
6

J-
9

完
品

長
径

2
.1

北
宋

1
0
6
8
年

初
鋳

熙
寧

元
寳

金
属

製
品

銭
貨

3
7
1

3
下

3
6

5
5

3
-
4
3

H
-
1
3

2
/
3

長
径

2
.2

北
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1
0
6
8
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初
鋳

熈
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元
宝
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書

)
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製
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銭
貨
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4
3
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1
8

3
1

2
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p
2
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K
-
1
4
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品

長
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2
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通
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1
4
4

2
上

1
8

3
1
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1
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2
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元
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通
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銭
貨

1
4
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1
8
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1
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3
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4
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1
8
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1
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2
.4

北
宋

1
1
0
7
年

初
鋳

大
観

通
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上
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3
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2
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年
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寳
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品
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4
8

2
下
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6

4
1
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-
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9
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/
3
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明
1
4
3
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年

初
鋳
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徳
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寳
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属

製
品

銭
貨

1
4
9

2
上

1
8

3
1

2
-
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2
0

K
-
1
4

完
品

長
径

2
.2

琉
球

1
4
5
4
年

頃
初

鋳
大
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通

寳

金
属

製
品

銭
貨

3
7
4

3
下

3
6

5
5
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-
4
6
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-
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3

接
合
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径

2
.3
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文
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明
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元
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転

用
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跡
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製
品
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ぜ
1
5
1

2
上

1
8

3
1

2
-
p
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1

K
-
1
2

魚
鱗

状
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甲
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・
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鉤

金
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製
品
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鞐
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5
2

2
上

1
8

3
1

2
-
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1

K
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1
2

８
字

状
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品
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鞐

3
7
5

3
下
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6
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5
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-
p
4
4
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明
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属

製
品
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5
3

2
上

1
8

3
1

2
-
p
4
1

L
-
1
2
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部

金
属

製
品

簪
1
5
0

2
上

1
8

3
1

2
-
p
4
1

L
-
1
2

断
面

八
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形

金
属

製
品

簪
3
7
6

3
下

3
6

5
5

2
-
p
4
4

I-
1
5
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玉
　

近
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の
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能
性
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属
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品
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具

4
2
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8

1
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0

I-
7
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-
1
T

)
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.2
幅

  
0
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２
枚

で
挟

み
込

む

金
属

製
品
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具

1
5
4

2
上

1
8

3
1

2
-
p
4
1

K
-
1
2

装
飾

金
具

金
属

製
品
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貫

金
具
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5
5
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上

1
8

3
1
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-
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1
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1
2

２
連
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状
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ガ
ラ
ス
製
品

種
別

器
種

掲
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番
号

出
土

曲
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番
号
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号

出
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時

期
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考
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製
品
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玉
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0

1
8

1
9

3
-
6
7

一
括

接
合
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曲輪１
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曲輪２上段
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曲輪２下段
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曲輪２上段
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曲輪３下段

図版28

− 164 −



曲輪１

溝跡　南東から 遺構検出状況　Ｉ-４区

遺構検出状況　Ｈ-３区 方形土坑１　南東から

方形土坑２　南西から ２時期の礎石を持つ柱穴　西から

溝と流水痕跡　Ｈ-５区　東から 流水痕跡　断面

図版29

曲輪３下段

図版28

− 165 −



曲輪２上段

遺構検出状況　Ｋ・Ｌ-13区　南から 礎石柱穴１　北から

礎石柱穴３　東から 礎石柱穴４　東から

方形土坑１　東から 方形土坑２～４　南から

方形土坑６　東から 土坑・焦土域　Ｌ-13区　西から

図版30
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曲輪２下段

焼土域　Ｋ-12区　北から 築城造成　Ｋ・Ｌ-12区　北から

青磁瓶(76)　出土状況 土師器皿(120)　出土状況

遺構検出状況　Ｊ-９区　西から 方形土坑１～３　西から

５次調査埋め戻し遺構保全 2-2Ｔ埋め戻し完了

図版31

曲輪２上段

遺構検出状況　Ｋ・Ｌ-13区　南から 礎石柱穴１　北から

礎石柱穴３　東から 礎石柱穴４　東から

方形土坑１　東から 方形土坑２～４　南から

方形土坑６　東から 土坑・焦土域　Ｌ-13区　西から
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曲輪３下段

遺構検出状況　Ｈ-13・14区　北から 建物跡　Ｈ-15区　南西から

虎口　南から 虎口通路断面　Ｉ-15区　南から

道跡　Ｉ-15区　南から 空堀・道跡　Ｈ・Ｉ-15区　西から

空堀断面　西から 空堀　西から
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曲輪３下段

空堀断面　Ｉ-16区 方形土坑集中　西から

階段遺構　西から 竪穴状遺構　Ｇ-14区　北から

土坑４　Ｉ-14区　北から 焼土　鉄滓集中　Ｈ-14区

京都系土師器　出土状況 土師器擂鉢(365)　出土状況

図版33

曲輪３下段

遺構検出状況　Ｈ-13・14区　北から 建物跡　Ｈ-15区　南西から

虎口　南から 虎口通路断面　Ｉ-15区　南から

道跡　Ｉ-15区　南から 空堀・道跡　Ｈ・Ｉ-15区　西から

空堀断面　西から 空堀　西から

図版32

− 169 −



曲輪６上段

曲輪４上段

２Ｔ　北壁 ５Ｔ　遺構検出状況　東から

６Ｔ　遺構検出状況　西から ９Ｔ　北壁(土塁断面)

遺構検出状況　東から 溝状遺構　配石遺構

溝状遺構断面 溝状遺構と道跡　東から
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曲輪６上段

虎口(北側） 虎口(北側)　曲輪面から

虎口(北側)断面 虎口(南側)調査状況

虎口(南側) 虎口(南側)　埋土

虎口(南側)　空堀側断面 虎口(南側)　埋め戻し完了

図版35

曲輪６上段

曲輪４上段

２Ｔ　北壁 ５Ｔ　遺構検出状況　東から

６Ｔ　遺構検出状況　西から ９Ｔ　北壁(土塁断面)

遺構検出状況　東から 溝状遺構　配石遺構

溝状遺構断面 溝状遺構と道跡　東から
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曲輪６上段

配石遺構１ 配石遺構１　検出

礫集中 礫集中　北側部分

礫集中　北側　石臼 礫集中　南側　石臼

埋め戻しに伴う遺構保護 埋め戻し完了
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曲輪15上段

溝状遺構・焼土域　AE-39区　西から 溝状遺構　AG-40区　西から

焼土域１ 焼土域２

溝状遺構　断面　AE-39区 溝状遺構　断面　AF-39区

溝状遺構　断面　AG-40区 調査区東端　断面　AH-41区

図版37

曲輪６上段

配石遺構１ 配石遺構１　検出

礫集中 礫集中　北側部分

礫集中　北側　石臼 礫集中　南側　石臼

埋め戻しに伴う遺構保護 埋め戻し完了
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曲輪15上段

虎口　西から 虎口　曲輪面から

虎口　配石遺構　空堀から 虎口断面　AD-40区　東から

虎口　配石遺構　北から 縦穴状遺構　AC-42区

須恵器(747)出土状況 須恵器(747)
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曲輪６上下段間　空堀

曲輪15上段

道跡　配石遺構　西から 道跡　配石遺構　検出

曲輪西端　断面　AB-41区　北から 曲輪西端　断面　AA-42区　北から

トレンチ周辺現況 空堀断面

空堀断面(底面) 埋め戻し完了

図版39

曲輪15上段

虎口　西から 虎口　曲輪面から

虎口　配石遺構　空堀から 虎口断面　AD-40区　東から

虎口　配石遺構　北から 縦穴状遺構　AC-42区

須恵器(747)出土状況 須恵器(747)
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添曲輪

空堀８

曲輪15下段

トレンチ北壁　AF-37区 トレンチ南壁　AH-39区

空堀８　断面 空堀８(15上側)　大正火山灰

AC-39区　確認調査 AA-41区　確認調査

トレンチ東壁 道跡

図版40
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添曲輪

空堀８

曲輪15下段

トレンチ北壁　AF-37区 トレンチ南壁　AH-39区

空堀８　断面 空堀８(15上側)　大正火山灰

AC-39区　確認調査 AA-41区　確認調査

トレンチ東壁 道跡

図版40
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報告書抄録

　１次調査及び２次調査では、曲輪３下段、曲輪２上段と３下段のふたつの曲輪を調査した。曲輪２上段では
柱穴から１棟の掘立柱建物跡を想定し、方形土坑５基などを確認した。柱穴には礎石を有するものも存在し
た。曲輪３下段では掘立柱建物跡１棟を想定し、大型の土坑４基を確認した。また本来の虎口、空堀の存在を
確認した。
　３次調査では、曲輪３下段の補足調査を行い、空堀、虎口、階段遺構、方形土坑３基を確認した。
　４次調査及び５次調査では、曲輪１、曲輪２下段のふたつの曲輪を調査した。曲輪１では柱穴から２棟の掘
立柱建物跡を想定したほか、方形土坑４基、溝跡２条を確認した。曲輪２下段では柱穴から１棟の掘立柱建物
跡を想定したほか、方形土坑６基を確認した。
　５次調査では、曲輪面の調査とともにトレンチによる確認調査を実施し、曲輪１と２下段間の空堀と平坦
面、曲輪２下段の南部、曲輪４上段を調査した。特に、曲輪４上段では、２か所で土塁の調査も行い、土塁の
築造方法を確認した。
　６次調査では、大野久尾と呼ばれる曲輪６及び曲輪15の試掘調査を行った。
　７次調査では、曲輪６上段南側を調査し本来の虎口の存在を確認した。
　８次調査では、曲輪15上段及び下段の調査を実施したほか空堀(空堀８)を調査し、曲輪６と15の独立性を確
認した。
　９次調査では、曲輪15上段及び下段の調査を継続し、併せて曲輪６上段の虎口の調査を実施した。曲輪15上
段の虎口を検出し、空堀８の調査と併せて本来の曲輪15上段の範囲を確認した。
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